


•	

本
書
の
内
容
は
参
照
用
と
し
て
使
用

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
予
告
な
し

に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
く
す
も
と
Ｆ
Ｐ
事
務
所
お
よ
び
著

者
が
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
書
の
内
容
に
誤
り

や
不
正
確
な
記
述
が
あ
る
場
合
も
、
く

す
も
と
Ｆ
Ｐ
事
務
所
お
よ
び
著
者
は

そ
の
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

•	

本
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
や
Ｕ

Ｒ
Ｌ
は
、
執
筆
時
点
の
も
の
で
あ
り
、

ご
利
用
時
に
は
変
更
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

•	

本
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
の
運

用
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
損
害
が
生
じ

て
も
、
く
す
も
と
Ｆ
Ｐ
事
務
所
お
よ
び

著
者
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



•	

実
技
試
験
は
口
頭
試
問
形
式
で
行
わ

れ
る
た
め
模
範
解
答
は
公
表
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
本
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問
事
項
や
解
答
例
は
、
試

験
問
題
か
ら
予
想
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
質
問
が
な
い
場

合
や
回
答
し
て
い
る
内
容
が
正
解
と

は
限
り
ま
せ
ん
。。

・
試
験
問
題
に
関
し
て

出
典
：
一
般
社
団
法
人
金
融
財
政
事
情
研

究
会 

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
技
能
検
定 

１ 

級
実
技
試
験
（
個
人

資
産
相
談
業
務
）

参
考
：
技
能
検
定
試
験
問
題
の
使
用
に
つ

い
て

https://w
w
w
.kinzai.or.jp/ginou/

license_term
s.htm
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は
じ
め
に

「
実
技
試
験
っ
て
ど
ん
な
試
験
？
」

「
面
接
っ
て
何
を
聞
か
れ
る
の
？
」

「
何
を
採
点
さ
れ
る
の
？
」

「
勉
強
方
法
は
？
」

「
試
験
は
ス
ー
ツ
？
」

Ｆ
Ｐ
１
級
学
科
試
験
の
合
格
者
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
質
問
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
す
。

実
技
試
験
は
面
接
形
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

学
科
試
験
で
身
に
つ
け
た
知
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
問
題
点

の
把
握
、
論
理
的
な
説
明
、
わ
か
り
や
す
く
説
得
力
の
あ
る
話

し
方
、
そ
し
て
、
質
問
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

重
要
で
す
。

本
書
で
は
、
著
者
自
身
の
実
技
試
験
体
験
や
受
験
経
験
者
の
意

見
を
も
と
に
、
過
去
の
設
例
を
分
析
・
検
討
し
、
実
技
試
験
で

重
要
な
自
分
の
言
葉
で
相
手
に
説
明
す
る
こ
と
や
、
面
接
試
験

の
雰
囲
気
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
て
い
ま
す
。



本
書
の
内
容
は
、
あ
く
ま
で
一
例
で
す
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な

質
問
や
適
切
な
回
答
は
存
在
し
ま
す
。

実
技
試
験
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｆ
Ｐ
と
し
て
大
切
な
の
は
、
難
し
い

こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
わ
か
り
や
す
く
相
手
（
面
接
官
や
お
客

様
）
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。

知
識
が
十
分
に
あ
っ
て
も
、
実
技
試
験
で
は
緊
張
で
頭
が
真
っ

白
に
な
り
実
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

本
書
を
有
効
活
用
し
、
本
番
の
試
験
で
実
力
を
十
分
に
発
揮
さ

れ
、
Ｆ
Ｐ
１
級
技
能
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
五
月

く
す
も
と
Ｆ
Ｐ
事
務
所　
　

楠
本　

学
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模
擬
面
接
実
施
中

F
Ｐ
１
級
実
技
試
験
受
験
者
を
対
象
に
、
模
擬
面
接
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

・
身
近
に
実
技
試
験
を
熟
知
し
た
面
接
相
手
が
い
な
い

・
実
技
試
験
が
謎
す
ぎ
て
不
安

・
実
技
試
験
の
学
習
方
法
が
わ
か
ら
な
い

設
例
の
受
け
答
え
だ
け
で
な
く
、
実
技
試
験
の
様
子
や

準
備
し
て
お
い
た
方
が
良
い
こ
と
、
そ
の
他
、
Ｆ
Ｐ
業

務
に
関
す
る
こ
と
も
話
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://sik

e
n
.k
u
su
m
o
to
-fp
.c
o
m
/

m
ogim

ensetsu/



F
Ｐ
１
級
実
技
試
験
対
策
講
座

講
師
の
実
技
試
験
体
験
や
受
験
経
験
者
の
意
見
を
も
と

に
、
過
去
の
設
例
を
分
析
・
検
討
し
、
実
技
試
験
で
重

要
な
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
、
面
接
試
験
の
雰

囲
気
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
問
題
は
、
講
座
内
で
質
問
す
る
こ
と
が
で

き
、
他
の
受
講
生
と
も
共
有
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
自
分
に
合
っ

た
ス
タ
イ
ル
で
受
講
で
き
、
時
間
が
な
い
日
は
10
分
だ

け
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.kusum

oto-fp.com
/lm
s01/
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03	 試験当日の流れ、面接で何を聞かれるのか
04	 設例にメモをするポイント
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Chapter 1
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
と
は

ど
う
い
っ
た
試
験
な
の
で
し
ょ
う
か
。

面
接
試
験
の
実
施
方
法
や
、
試
験
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

試
験
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
合
格
へ
の
第
一
歩
で
す
。

Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
と
は

01	 試験日程・受験費用・合格率
02	 審査の方法や項目・配点・タイムスケジュール
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01

FP1級実技試験とは　Chapter 1

020

情
報
が
少
な
い
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験

 

|  

試
験
日
程
、
受
験
費
用
、
合
格
率  

| 

　

Ｆ
Ｐ
１
級
試
験
は
学
科
試
験
に
合
格
し
て

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
の
難
関
「
実
技
試
験
」
を
合
格
し
な

け
れ
ば
、
Ｆ
Ｐ
１
級
技
能
士
に
は
な
れ
ま
せ

ん
。

　

Ｆ
Ｐ
２
級
試
験
ま
で
は
、
午
前
に
行
わ
れ

る
マ
ー
ク
シ
ー
ト
の
試
験
を
「
学
科
」
午
後

か
ら
の
文
章
問
題
を
「
実
技
」
と
い
っ
て
い

ま
し
た
が
、
Ｆ
Ｐ
１
級
試
験
で
は
、
午
前
の

試
験
を
「
学
科
（
基
礎
編
）」
午
後
の
試
験
を

「
学
科
（
応
用
編
）」
と
い
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｐ
１
級
試
験
の
実
技
試
験
と
は
、
学
科

試
験
の
合
格
者
た
ち
が
後
日
行
う
面
接
試
験

の
こ
と
で
す
。



Chapter 1　FP1級実技試験とは

021

実
技
試
験
は

１
回
の
受
験
で
合
格
し
な
い
と
大
損

　

Ｆ
Ｐ
１
級
学
科
試
験
に
初
挑
戦
で
一
発
合

格
す
る
の
は
至
難
の
業
で
す
が
、
実
技
試
験

は
１
回
の
受
験
で
合
格
し
た
い
も
の
で
す
。

　

理
由
は
「
合
格
率
が
８
０
％
以
上
」
で
あ

る
こ
と
と
、「
受
験
費
用
が
高
い
」
か
ら
で
す
。

合
格
率
は
８
０
％
以
上

だ
け
ど
簡
単
な
試
験
で
は
な
い

　

図
１
は
、
Ｆ
Ｐ
１
級
試
験
の
学
科
試
験
と

実
技
試
験
の
試
験
結
果
で
す
。

　

学
科
試
験
は
毎
回
１
０
％
前
後
の
合
格
率

な
の
で
難
関
試
験
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

ま
す
が
、
実
技
試
験
の
合
格
率
は
、
８
０
％

前
後
な
の
で
一
見
す
る
と
簡
単
そ
う
に
見
え

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｆ
Ｐ
１
級
試
験
は
そ
ん
な
に

学科／実技 受験
申請者数

受験者数
（A）

合格者数
（B)

合格率
（B／A）

1 級

学科 8,089 5,226 456 8.72％

実技 732 698 614 87.96％

図 1　学科試験は 2024 年 1 月試験、実技試験は 2024 年 2月試験の結果
出典：一般社団法人　金融財政事情研究会

図２　開催会別 FP 技能検定１級実技試験結果
合格率は高いが、１級学科合格者の約 5人に 1人は不合格になっている。受験者数が少ないので
情報が少なく、対策本などもほとんど出版されていない。
出典：一般社団法人　金融財政事情研究会

試験日 受験申請者数 受験者数 合格者 合格率

2024 年 2月 ７３２ ６９８ ６１４ ８７．９６％

2023 年 9月 ２１３ １９６ １５７ ８０．１０％

2023 年 6月 ７６１ ７３７ ６２５ ８４．８０％

2023 年 2月 ７７１ ７５４ ６４９ ８６．０７％
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し
た
が
っ
て
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
っ

て
は
飛
行
機
代
や
新
幹
線
代
な
ど
の
交
通
費

の
他
、宿
泊
す
る
た
め
の
ホ
テ
ル
代
が
か
か
っ

て
し
ま
う
の
で
、
受
験
す
る
だ
け
で
１
０
万

円
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

実
技
試
験
に
関
す
る
情
報
が
少
な
い

　

図
４
は
１
級
と
２
級
の
試
験
結
果
で
す
が
、

注
目
は
受
験
者
数
の
違
い
で
す
。

　

２
級
の
学
科
試
験
は
約
３
万
８
千
人
も
受

験
申
請
者
数
が
い
る
の
に
対
し
、
１
級
の
学

科
試
験
で
は
８
，０
８
９
人
と
１
万
人
を
割
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
の
場
合
だ

と
７
３
２
人
と
１
，
０
０
０
人
を
割
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

２
級
み
た
い
に
４
万
人
近
い
受
験
生
が
い

れ
ば
、
対
策
本
や
セ
ミ
ナ
ー
、
ス
ク
ー
ル
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
も
、
利
用
者
数
が
多

い
の
で
採
算
が
取
れ
ま
す
が
、
１
級
の
受
験

者
数
だ
と
、
購
入
者
が
限
ら
れ
る
の
で
対
策

本
を
作
っ
て
も
赤
字
確
定
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
１
級
、
特
に
実
技
試
験
に

関
し
て
の
情
報
は
極
端
に
少
な
く
、
２
級
み

た
い
に
「
一
緒
に
試
験
会
場
ま
で
行
こ
う
ね
、

帰
り
は
反
省
会
ね
」
な
ん
て
こ
と
も
ほ
ぼ
あ

り
ま
せ
ん
。

　

Ｆ
Ｐ
１
級
試
験
は
孤
独
な
戦
い
な
の
で
す
。

　

Ｆ
Ｐ
１
級
学
科
試
験
は
、
難
易
度
が
高
く
、

と
て
も
挑
戦
し
が
い
の
あ
る
試
験
で
す
。
実

技
試
験
と
は
、
頑
張
っ
て
学
科
試
験
で
身
に

つ
け
た
知
識
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
活
用
す

る
の
か
が
学
べ
ま
す
。

　

問
題
は
解
け
る
け
ど
、
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い
事
業
承
継
や
不
動
産
の
知
識
も
、
実
技

試
験
の
勉
強
を
す
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り

腑
に
落
ち
ま
す
。

　

Ｆ
Ｐ
業
務
で
大
切
な
こ
と
は
、
難
し
い
こ

と
を
相
談
者
に
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

学
科
試
験
で
身
に
つ
け
た
知
識
を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
せ
ず
に
、
自
分
だ
け
が
わ
か
っ
て
い

る
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
。

甘
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

合
格
率
１
０
％
前
後
の
難
関
試
験
を
突
破

し
た
猛
者
た
ち
で
も
、
５
人
に
１
人
は
不
合

格
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
た
ら
、
そ
の
難
易

度
は
想
像
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。

　

学
科
試
験
を
合
格
し
て
も
、
し
っ
か
り
試

験
対
策
を
し
な
い
と
５
人
に
１
人
の
不
合
格

者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

レ
ベ
ル
の
高
い
人
が
受
験
す
る
と
は
い
っ

て
も
、
８
０
％
以
上
の
人
が
合
格
す
る
試
験

は
、
一
発
で
合
格
し
た
い
で
す
よ
ね
。

実
技
試
験
に
か
か
る
費
用
は
受
験
料

だ
け
じ
ゃ
な
い

　

２
０
２
２
年
度
か
ら
実
技
試
験
の
受
験
料

が
２
５
，
０
０
０
円
か
ら
２
８
，
０
０
０
円

に
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

　

図
３
は
２
０
２
４
年
６
月
期
の
受
験
地
で

す
が
、受
験
地
が
か
な
り
西
日
本
寄
り
に
偏
っ

て
い
ま
す
。
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受験地 試験日

東京 2024 年 6月 9日（日）

名古屋 2024 年 6月 16 日（日）

大阪 2024 年 6月 16 日（日）

岡山 2024 年 6月 8日（土）

福岡 2024 年 6月 15 日（土）

学科
実技 試験科目 受験

申請者数
受験者数
（A）

合格者数
（B)

合格率
（B／A）

1 級

学科 8,089 5,226 456 8.72%

実技 資産相談業務 732 698 614 87.96%

２級

学科 37,990 29,226 3,881 13.27%

実技

個人資産
相談業務 13,675 10,036 3,725 37.11%

中小事業主
資産相談業務 1,497 1,116 598 53.58%

生保顧客
資産相談業務 11,774 8,225 3,724 45.27%

損保顧客
資産相談業務 - - - -

計 26,946 19,377 8,047 41.52%

図 3　2024 年 6月期の FP1 級実技試験　受験地と試験日

図 4　2024 年 1 月 28 日実施 FP 試験結果（1級実技試験は 2024 年 2月実施）
出典：一般社団法人　金融財政事情研究会
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情
報
が
少
な
い
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験

  

|  

審
査
の
方
法
や
項
目
、
配
点
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

| 

審
査
の
方
法

　

実
技
試
験
は
口
頭
試
問
方
式
で
審
査
さ
れ
、

設
例
課
題
に
基
づ
く
面
接
に
よ
り
、
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
求
め
ら
れ
る

技
能
を
審
査
し
ま
す
。

　

学
科
試
験
と
の
違
い
は
、
知
識
レ
ベ
ル
が

Ｆ
Ｐ
１
級
相
当
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
知
識
を
審
査
員
（
相
談
者
）
に
正
確
に

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
か
と
い
う
点
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
知
っ
て
い
る
」
だ
け
で
は
な
く
「
伝
え
る
、

伝
わ
っ
た
」
と
い
う
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

ＦＰ１級学科試験の情報も少ないが、
実技試験になるとさらに情報が少なくなる。

02
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項
目
・
配
点

　

試
験
項
目
は
、
学
科
試
験
で
い
う
Ｅ
． 

分

野
の
不
動
産
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
）
と
Ｆ
． 

分
野

の
相
続
・
事
業
承
継
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
）
か
ら

の
出
題
が
主
な
項
目
で
す
が
、
設
例
に
よ
っ

て
は
、「
株
式
投
資
に
興
味
が
あ
る
の
で
説
明

し
て
欲
し
い
」
と
か
、「
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
」
な
ど
、
他
の
分
野

か
ら
の
質
問
も
あ
る
の
で
学
科
試
験
時
の
知

識
レ
ベ
ル
は
キ
ー
プ
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

審
査
は
、「
関
連
業
法
と
の
関
係
お
よ
び
職

業
上
の
倫
理
を
踏
ま
え
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」、「
顧
客
ニ
ー
ズ
お
よ

び
問
題
点
の
把
握
」、「
問
題
解
決
策
の
検
討
・

分
析
」、「
顧
客
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
」
と

い
っ
た
観
点
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

　

配
点
は
、「
顧
客
の
問
題
点
の
把
握
（
４
０

点
）」「
問
題
解
決
策
の
検
討
分
析
（
６
０
点
）」

「
顧
客
の
側
に
立
っ
た
対
応
（
６
０
点
）」「
Ｆ

Ｐ
倫
理
と
法
令
遵
守
（
４
０
点
）」
の
４
項
目

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
・
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
と
も
、
各

１
０
０
点
の
２
０
０
点
満
点
で
、
合
計

１
２
０
点
以
上
が
合
格
と
な
り
ま
す
。

標
準
的
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

実
技
試
験
は
、
２
週
に
わ
た
っ
て
土
日
に

開
催
さ
れ
合
計
４
日
（
３
週
６
日
や
４
週
８

日
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）
の
う
ち
、
ど
れ
か

１
日
が
受
験
日
と
な
り
ま
す
。

　

試
験
は
１
日
２
組
を
（
１
組
８
〜
１
０
名
）

前
半
と
後
半
に
分
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
前
半
の
受
験
要
領
説
明

　

９
時
５
０
分
〜
１
０
時
１
０
分

・
後
半
の
実
技
試
験

　

１
０
時
１
０
分
〜
１
３
時

・
後
半
の
受
験
要
領
説
明

　

１
３
時
〜
１
３
時
４
５
分

・
後
半
の
実
技
試
験

　

１
３
時
４
５
分
〜
１
７
時
１
５
分

　

私
が
受
験
し
た
日
は
８
〜
１
０
名
程
度
の

グ
ル
ー
プ
が
４
グ
ル
ー
プ
作
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
を
さ
ら
に
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
か
ら

始
め
る
グ
ル
ー
プ
と
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
か
ら
始

め
る
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
受
験
番
号
は
末
尾
が
４
番
だ
っ
た
の

で
、
１
番
目
じ
ゃ
な
い
な
と
予
想
し
て
い
た

の
で
す
が
、
ま
さ
か
の
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
か
ら
始

め
る
グ
ル
ー
プ
の
先
頭
で
し
た
。
今
思
う
と

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
方
が
早
く
終
わ
る
し
、

長
時
間
緊
張
し
な
い
で
す
む
の
で
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

設
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
面
接
開
始
の
約
１
５

分
前
に
渡
さ
れ
ま
す
。
各
面
接
の
１
人
当
た

り
所
要
時
間
は
約
１
２
分
で
す
。

　

実
技
審
査
中
は
待
機
中
も
含
め
、
電
子
機

器
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
待
機
中

の
自
習
は
、
紙
媒
体
の
参
考
書
や
ノ
ー
ト
等

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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情
報
が
少
な
い
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験

 

| 

試
験
当
日
の
流
れ
、
面
接
で
何
を
聞
か
れ
る
の
か 

| 

１
． 

設
例
を
読
む

　

設
例
を
読
む
順
番
が
回
っ
て
く
る
と
、
試

験
管
か
ら
設
例
を
読
む
机
に
移
動
す
る
よ
う

に
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。

　

私
が
受
験
し
た
時
は
受
験
者
が
待
機
し
て

い
る
部
屋
の
隅
に
机
が
２
つ
あ
り
、
Ｐ
ａ
ｒ

ｔ
１
の
受
験
者
と
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
の
受
験
者
が

一
人
ず
つ
呼
ば
れ
設
例
を
読
み
ま
し
た
。

　

設
例
を
読
む
時
間
が
と
て
も
重
要
で
す
。

質
問
さ
れ
る
こ
と
は
設
例
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
設
例
を
し
っ
か

り
読
む
こ
と
で
面
接
で
質
問
さ
れ
る
内
容
を

あ
る
程
度
想
定
で
き
ま
す
。

　

質
問
内
容
が
想
定
で
き
れ
ば
、
回
答
も
思

い
つ
き
ま
す
。

03
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こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
思
い
つ
い
た
回
答

を
設
例
用
紙
に
メ
モ
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

実
技
試
験
は
と
に
か
く
緊
張
し
ま
す
。

　

頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
面
接
室
の
空

気
に
飲
ま
れ
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り
、
わ

か
っ
て
い
る
の
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
わ
か
り
ま
す
が
、

何
も
見
ず
に
話
す
よ
り
も
、
メ
モ
を
見
な
が

ら
話
す
方
が
断
然
楽
に
話
せ
ま
す
。
設
例
を

読
む
時
間
に
は
、
思
い
つ
く
限
り
の
回
答
を

設
例
用
紙
に
メ
モ
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

設
例
を
読
む
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
気
を
つ
け

る
こ
と
は
、
設
例
を
よ
く
読
む
こ
と
で
す
。

　

設
例
を
よ
く
読
む
な
ん
て
当
た
り
前
だ
と

思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
実
技
試
験
の
設
例

は
文
章
も
長
く
緊
張
も
し
て
い
る
の
で
、
見

落
と
し
や
勘
違
い
を
し
ま
す
。
思
い
込
み
で

設
例
を
読
ま
な
い
よ
う
に
、
普
段
か
ら
ゆ
っ

く
り
丁
寧
に
設
例
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

設
例
を
読
む
時
間
は
１
５
分
間
で
す
。

　

設
例
を
読
み
、
内
容
を
理
解
す
る
だ
け
で

設例を読む 面接室へ

質問に回答する回答に対するツッコミ
追加質問
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な
く
、
質
問
を
想
定
し
、
そ
の
回
答
を
考
え
、

メ
モ
を
す
る
こ
と
が
１
５
分
間
で
ど
れ
ぐ
ら

い
で
き
る
の
か
が
本
番
で
は
重
要
で
す
。

　

１
５
分
間
の
感
覚
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

も
、
設
例
を
読
む
際
に
は
タ
イ
マ
ー
で
測
り
、

一
連
の
動
作
が
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
で
き

る
の
か
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

回
答
の
ヒ
ン
ト
は
設
例
に
書
い
て
あ
り
ま

す
。
重
要
な
情
報
を
見
落
と
さ
な
い
た
め
に

も
、
落
ち
着
い
て
設
例
を
よ
く
読
み
、
思
い

つ
く
限
り
の
メ
モ
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

２
． 

質
問
を
受
け
る

　

設
例
を
読
む
１
５
分
間
で
、
冷
静
に
事
例

と
問
題
点
を
把
握
し
、
出
題
意
図
を
掴
み
、

想
定
問
答
が
固
ま
っ
た
ら
、
も
う
大
丈
夫
で

す
。
自
信
を
持
っ
て
面
接
室
の
前
で
待
機
し

ま
し
ょ
う
。

　

大
き
く
深
呼
吸
し
、
心
の
準
備
が
で
き
た

ら
ノ
ッ
ク
し
て
入
室
し
ま
す
。

Part1 では FPが守るべき職業倫理の中から最も重視する職業倫理が聞かれ、
Part2 では関与すべき専門職業家の役割の違いが聞かれる場合がある

士業の中で、測量士と土地家屋調査士の

先生の役割の違いは何でしょうか？

どれもＦＰにとっては大事なことだと思いますが、

今回のケースでは特にどれを重視しますか？
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入
室
後
、
質
問
者
と
記
録
者
の
２
人
に
自

己
紹
介
を
し
て
、
最
初
の
質
問
を
受
け
ま
す
。

　

私
が
受
験
し
た
時
は
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
対
策

が
必
要
な
状
態
で
の
受
験
だ
っ
た
の
で
、
マ

ス
ク
を
つ
け
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
越
し
で
の

面
接
で
し
た
。

　

事
前
に
説
明
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
質

問
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
は
遠
慮
せ
ず「
聞

き
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
も
う
一
度
質
問
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
再
度
、
質
問
を
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
間
違
っ
て
も
、
聞
こ
え
た

ふ
り
を
し
て
曖
昧
な
答
え
は
し
な
い
よ
う
に
。

　

質
問
の
内
容
は
設
例
ご
と
に
違
う
の
で
、

設
例
を
読
む
ま
で
、
質
問
内
容
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
と
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
で
、

必
ず
質
問
さ
れ
る
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
で
は
、「
Ｆ
Ｐ
が
守
る
べ
き
職

業
倫
理
を
６
つ
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
Ｐ
ａ
ｒ

ｔ
２
で
は
、「
今
回
の
ケ
ー
ス
で
関
与
す
べ
き
、

専
門
職
業
家
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
々
が
い

ま
す
か
？
」
で
す
。

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
の
回
答
は
、「
顧
客
利
益
の
優

ＦＰが守るべき職業倫理

顧客利益の優先

守秘義務の殉死

顧客に対する説明義務

インフォームドコンセント

コンプライアンスの徹底

ＦＰ自身の能力の啓発

関与すべき、専門職業家

税理士 不動産の取引に関する課税上の具体的な税務相談

宅地建物取引士 売買契約等における、宅地建物取引業法に規定する業務

土地家屋調査士 土地の正確な測量と境界の明示、合筆する際の合筆登記

不動産鑑定士 測量に基づく適正な不動産価格の算定

司法書士 土地の所有権移転登記

司法書士・弁護士 後見人の選定や家族信託に関する事項

測量士 土地の位置情報や距離、地形データの測量を行う

Ｐａｒｔ１の職業倫理とＰａｒｔ２の専門職業家は、
設例を読み始める前に余白に記入しておく
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説
明
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。

本
番
で
は
、
お
そ
ら
く
想
像
以
上
に
緊
張
す

る
と
思
い
ま
す
。

　

い
い
大
人
に
な
る
と
、
面
接
試
験
の
よ
う

な
独
特
の
緊
張
感
を
味
わ
う
機
会
は
滅
多
に

な
い
の
で
、久
々
の
大
舞
台
で
は
舞
い
上
が
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

実
技
試
験
の
学
習
方
法
と
し
て
、
テ
キ
ス

ト
を
読
み
、
頭
の
中
で
答
え
て
み
て
、
解
説

を
読
む
と
い
う
よ
り
も
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て

学
習
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
回
答
を

書
い
て
、
解
説
を
読
み
つ
つ
、
そ
の
文
章
を

添
削
す
る
こ
と
で
、
ど
の
文
言
を
答
え
て
い

て
、
何
が
説
明
不
足
か
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ノ
ー
ト
に
書
く
こ
と
で
見
直
し
た

と
き
に
自
分
が
忘
れ
が
ち
な
ポ
イ
ン
ト
が
一

目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

書
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
口
語
調
で
書

く
こ
と
で
す
。
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、

相
手
に
説
明
す
る
こ
と
は
思
い
の
ほ
か
難
し

く
、
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、
う
ま
く
伝
わ
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

書
い
た
後
は
誰
か
に
話
し
て
説
明
し
て
み

た
り
、
模
擬
面
接
を
し
た
り
、
ボ
イ
ス
レ
コ
ー

ダ
ー
で
自
分
の
回
答
を
聞
い
て
み
る
の
も
効

果
的
で
す
。

４
． 

回
答
に
対
す
る
ツ
ッ
コ
ミ
、

　

 

追
加
質
問

　

Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
の
最
難
関
ポ
イ
ン
ト

が
「
回
答
に
対
す
る
ツ
ッ
コ
ミ
、
追
加
質
問
」

へ
の
対
応
で
す
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
、

円
滑
な
遺
産
分
割
を
行
う
た
め
に
、
遺
言
書

の
作
成
を
提
案
す
る
と
し
ま
す
。

面
接
者　
「
遺
言
書
に
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類

の
遺
言
書
が
あ
り
ま
す
か
？
」

受
験
生　
「
遺
言
書
に
は
自
筆
証
書
遺
言
、
公

正
証
書
遺
言
、
秘
密
証
書
遺
言
の
三
種
類
が

あ
り
ま
す
」

先
、
守
秘
義
務
の
遵
守
、
顧
客
に
対
す
る
説

明
義
務
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
、
Ｆ
Ｐ
自
身
の

能
力
の
啓
発
」

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
は
「
税
理
士
、
宅
地
建
物
取

引
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
不

動
産
鑑
定
士
」
な
ど
今
回
の
設
例
に
関
係
す

る
士
業
を
回
答
し
ま
す
。

　

こ
の
質
問
は
面
接
の
終
盤
で
必
ず
質
問
さ

れ
る
の
で
、
設
例
を
読
み
始
め
る
前
に
用
紙

の
余
白
に
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

３
． 

回
答
す
る

　

普
段
の
会
話
で
も
「
説
明
が
う
ま
く
い
か

ず
に
言
い
た
い
こ
と
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
」

こ
と
や「
要
領
を
得
な
い
説
明
を
受
け
、結
局
、

何
が
言
い
た
い
の
か
、
何
度
も
聞
き
返
し
た
」

と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
ら
は
面
接
試
験
の
大
敵
で
す
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
分
の
言
葉
で
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面
接
者
「
自
筆
証
書
遺
言
保
管
制
度
に
つ
い

て
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」

受
験
生　
「
ん
〜
、
た
し
か
…
法
務
局
で
保
管

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
」

面
接
者　
「
保
管
の
申
請
が
で
き
る
遺
言
保
管

所
は
ど
こ
の
法
務
局
で
申
請
で
き
ま
す
か
？
」

受
験
生　
「
ん
〜
。
調
べ
て
回
答
し
ま
す
…

（
汗
）」

　

せ
っ
か
く
回
答
で
き
て
、
ほ
っ
と
し
た
の

も
束
の
間
。
質
問
者
が
「
そ
の
制
度
は
ど
ん

な
種
類
が
あ
り
ま
す
か
？
」「
ど
の
よ
う
な
方

に
適
用
で
き
ま
す
か
？
」
と
回
答
に
対
し
て

追
加
で
質
問
し
た
り
、
ツ
ッ
コ
ん
で
深
掘
り

し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

学
科
試
験
で
出
題
さ
れ
る
程
度
の
説
明
は

求
め
ら
れ
る
つ
も
り
で
、
学
科
試
験
後
も
知

識
レ
ベ
ル
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

質問は単発で終わりません。
せっかく回答しても、回答にツッコまれたり、さらに深掘りした質問が返ってきます
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情
報
が
少
な
い
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験

 

| 

設
例
に
メ
モ
を
す
る
ポ
イ
ン
ト 

| 

　

実
技
試
験
の
勉
強
を
始
め
て
も
学
科
試
験

と
違
い
、
ど
の
よ
う
に
勉
強
を
進
め
て
い
け

ば
良
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

実
技
試
験
で
は
設
例
を
読
む
時
間
が
と
て

も
重
要
で
す
。

　

設
例
は
、
ど
ん
な
内
容
な
の
か
、
ど
ん
な

悩
み
、
相
談
な
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
。

　

次
に
、
ど
の
よ
う
な
質
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
設
例
用
紙
に
メ
モ

や
マ
ー
カ
ー
を
引
き
ま
す
。

メ
モ
が
面
接
を
助
け
て
く
れ
る

　

何
を
メ
モ
し
た
り
、
マ
ー
カ
ー
す
る
の
か

頭が真っ白になり言葉が出なくなってもメモが　面接を助けてくれる。

04
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を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
設
例
を
読
む
貴

重
な
１
５
分
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
、
質
問
は
、
わ
か
っ
て
い
る
の
に
、

う
ま
く
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
言
葉
が
出

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
の
採
点
基
準
に
つ
い

て
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
要
項

に
よ
る
と
「
顧
客
の
ニ
ー
ズ
お
よ
び
問
題
点

の
把
握
」「
問
題
解
決
策
の
検
討
・
分
析
」「
顧

客
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
」「
関
連
業
法
と

の
関
係
お
よ
び
職
業
上
の
倫
理
を
踏
ま
え
た

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と

い
っ
た
観
点
か
ら
採
点
が
行
わ
れ
る
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
否
通
知
書
に
は
分
野
別
得
点
と
し
て

「
Ａ
．
顧
客
の
問
題
点
の
把
握
」「
Ｂ
．
問
題

解
決
策
の
検
討
分
析
」「
Ｃ
．
顧
客
の
側
に

立
っ
た
対
応
」「
Ｄ
． 

Ｆ
Ｐ
倫
理
と
法
令
遵
守
」

の
４
分
野
に
分
け
て
採
点
さ
れ
て
い
る
の
で
、

項
目
ご
と
に
メ
モ
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

採点基準はわからないが、分野別に点数の偏りはなく
４つの分野、全てで６割以上の点数がとれている。

実際に受験した際の合否通知書
２０２１年２月１３日試験
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情
報
が
少
な
い
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験

 

| 

設
例
に
メ
モ
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
編
） 

| 
04-1

Ａ
． 

顧
客
の
問
題
点
の
把
握

　

設
例
を
読
む
１
５
分
間
が
過
ぎ
る
と
、
試

験
官
か
ら
面
接
室
へ
案
内
さ
れ
ま
す
。

　

入
室
し
挨
拶
が
終
わ
る
と
、
質
問
者
か
ら

最
初
の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
設
例
を
じ
っ
く
り
読
ん
だ
と
思
い
ま
す

が
、
Ａ
さ
ん
の
相
談
内
容
と
問
題
点
に
つ
い

て
項
目
だ
け
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
全
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
」

　

最
初
に
質
問
さ
れ
る
の
は
、
Ａ
．
顧
客
の

問
題
点
の
把
握
で
す
。

　

こ
の
質
問
は
Ｆ
Ｐ
試
験
と
い
う
よ
り
も
、

文
章
力
・
読
解
力
の
問
題
で
す
。
設
例
を
じ
っ



Chapter 1　FP1級実技試験とは

035

く
り
読
み
Ａ
さ
ん
の
問
題
点
、
ニ
ー
ズ
は
何

か
を
把
握
し
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
Ａ
さ
ん
が
登
場
す
る
の
で
、

全
て
の
設
例
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
設
例
を
読
む
際
に
マ
ー
カ
ー
や
メ

モ
を
取
る
ポ
イ
ン
ト
は
５
つ
で
す
。

①
円
滑
な
遺
産
分
割

　

相
続
人
が
複
数
人
い
る
場
合
は
、
今
は
良

好
な
関
係
で
も
必
ず
問
題
に
な
り
ま
す
。
Ａ

さ
ん
自
身
は
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
問
題
点
と
し
て
教
え
て
あ
げ
ま
す
。

•	

相
続
で
揉
め
な
い
か
。

•	

遺
言
書
は
作
成
し
て
い
る
か
。

•	

遺
留
分
相
当
の
財
産
を
要
求
さ
れ
な
い

か
。

•	

相
続
人
間
の
格
差
や
、
後
継
者
と
他
の

相
続
人
で
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
る
か
。

②
納
税
資
金
の
確
保

　

設
例
の
ほ
と
ん
ど
で
、
Ａ
さ
ん
自
身
は
納

設例を読む際に、５つのポイントを意識
しながらマーカーやメモを記入する。
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税
資
金
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
Ａ
さ

ん
の
所
有
財
産
に
占
め
る
現
預
金
の
割
合
が

少
な
く
、
結
果
的
に
納
税
資
金
不
足
に
な
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。（
現
預
金
が
相
続
税

の
見
積
額
よ
り
も
多
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

•	

相
続
税
の
納
税
資
金
は
足
り
て
い
る
か
。

•	

相
続
財
産
に
占
め
る
金
融
資
産
は
少
な

く
な
い
か
。

③
所
得
税
や
相
続
税
の
軽
減
対
策

　

Ａ
さ
ん
自
身
が
気
づ
い
て
い
る
場
合
は
、

所
得
税
が
高
額
で
法
人
化
を
検
討
す
る
設
例

や
、
以
前
、
相
続
税
の
負
担
が
大
変
だ
っ
た

な
ど
の
設
例
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

•	

個
人
事
業
主
で
所
得
税
負
担
が
高
額
に

な
っ
て
い
な
い
か
。

•	

Ｘ
社
の
土
地
や
建
物
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
を
所
有
し
て
い
た
り
、
二
世
帯
住
宅

の
建
設
予
定
を
し
て
い
る
場
合
に
、
小

規
模
宅
地
等
の
特
例
な
ど
、
適
用
で
き

る
特
例
は
な
い
か
。
特
例
の
適
用
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
。

④
事
業
承
継
対
策

　

Ａ
さ
ん
（
先
代
オ
ー
ナ
ー
）
が
後
継
者
へ

の
株
式
移
転
や
、
Ｍ
＆
Ａ
、
親
族
外
承
継
を

検
討
す
る
設
例
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

•	

株
価
が
高
く
な
い
か
。

•	

事
業
承
継
で
悩
ん
で
い
る
。

•	

事
業
承
継
税
制
特
例
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
。

•	

株
式
移
転
で
悩
ん
で
い
る
。

•	

後
継
者
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

⑤
そ
の
他

　

そ
の
他
に
、
取
引
先
か
ら
話
を
聞
い
て
き

た
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
か
、セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
る
な
ど

の
設
例
が
あ
り
ま
す
。

•	

○
○
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

•	

○
○
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
５
項
目
を
マ
ー
カ
ー
や
メ
モ
を
し

て
お
く
と
、
最
初
の
質
問
は
答
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
質
問
者
か
ら

　
「
他
に
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
質
問
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
設

例
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
重
要
な
問
題
点
を
あ

げ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
質
問
、「
今
あ
げ
た
Ａ
さ
ん
の
問
題
点

等
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
提
案
・

方
策
が
あ
り
ま
す
か
？
」
に
繋
が
る
問
題
点

や
、
こ
の
設
例
の
テ
ー
マ
的
な
問
題
点
を
あ

げ
て
い
な
い
と
、
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
面
接
試

験
が
す
す
み
ま
せ
ん
。

　

面
接
試
験
は
学
科
試
験
と
は
異
な
り
、
質

問
者
と
受
験
生
と
の
共
同
作
業
で
す
。

　

質
問
す
る
側
は
、
あ
な
た
１
人
だ
け
を
面

接
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
間

内
に
採
点
で
き
る
よ
う
な
質
問
を
し
な
け
れ

ば
、
実
技
試
験
全
体
に
影
響
し
ま
す
。

　

配
点
に
影
響
す
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
面
接
官
の
立
場
で
考
え
る
と
、
想
定

通
り
に
面
接
試
験
が
進
む
と
ス
ト
レ
ス
な
く

実
技
試
験
が
終
わ
り
ま
す
よ
ね
。



Chapter 1　FP1級実技試験とは

037

Ｂ
． 

問
題
解
決
策
の
検
討
分
析

　

顧
客
の
問
題
点
、
ニ
ー
ズ
の
説
明
が
終
わ

る
と
、
質
問
者
か
ら
次
の
質
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
ま
す
。

　
「
そ
れ
で
は
、
今
あ
げ
た
相
談
内
容
お
よ
び

問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
提
案
・
方
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？
」

先
ほ
ど
説
明
し
た
、
問
題
点
を
解
決
す
る
た

め
の
方
策
を
提
示
し
ま
す
。

　

主
な
問
題
解
決
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
円
滑
な
遺
産
分
割

•	

遺
言
書
の
作
成

•	

遺
留
分
の
民
法
特
例

•	

経
営
承
継
円
滑
化
法

•	

代
償
分
割

•	

生
命
保
険
の
活
用

•	

所
得
分
散

•	

固
有
資
産
の
増
加

•	

生
前
贈
与

•	

不
動
産
管
理
会
社
の
活
用

•	

賃
貸
不
動
産
の
贈
与

②
納
税
資
金
の
確
保

•	

生
命
保
険
の
活
用

•	

死
亡
退
職
金
の
支
給

•	

金
庫
株
の
活
用

•	

事
業
承
継
税
制
特
例

•	

役
員
報
酬
の
支
給

•	

個
人
所
有
の
土
地
に
会
社
の
施
設
を
建

設

③
所
得
税
や
相
続
税
の
軽
減
対
策

•	
役
員
退
職
金
支
給
に
よ
る
株
価
引
き
下

げ

•	

小
規
模
宅
地
等
の
評
価
減
の
活
用

•	

生
前
贈
与

•	

養
子
縁
組

•	

事
業
承
継
税
制
特
例

•	

不
動
産
管
理
会
社
の
設
立

④
事
業
承
継
対
策

•	

名
義
株
の
整
理

•	

自
社
株
対
策

•	

事
業
承
継
税
制
特
例

•	

親
族
外
承
継

•	
 

Ｍ
＆
Ａ

•	

株
式
譲
渡

•	

清
算

•	

廃
業

　

さ
ま
ざ
ま
な
解
決
策
や
方
策
を
考
え
つ
く

と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
注
意
す
る
点
は
、

偏
っ
た
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
せ
ず
、
い
く

つ
か
の
選
択
肢
を
示
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

解
決
策
に
は
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　

次
の
質
問
、「
顧
客
の
側
に
立
っ
た
対
応
」

に
な
っ
て
い
る
か
を
意
識
し
て
、
Ａ
さ
ん
の

状
況
に
あ
っ
た
実
行
可
能
な
解
決
策
を
提
示

し
ま
し
ょ
う
。
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Ｃ
． 

顧
客
の
側
に
立
っ
た
対
応

　

問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
を
説
明

し
終
わ
る
と
、
質
問
者
か
ら
次
の
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
そ
れ
で
は
、
今
あ
げ
た
問
題
点
を
解
決
す

る
た
め
の
方
策
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、

リ
ス
ク
、
留
意
点
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
」

　

い
よ
い
よ
Ｆ
Ｐ
１
級
技
能
士
と
し
て
の
知

識
を
、
存
分
に
発
揮
で
き
る
質
問
で
す
。

　

学
科
試
験
や
実
務
経
験
か
ら
得
た
知
識
を
、

顧
客
の
側
に
立
っ
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
質
問
に
答
え
た
後
に
、
答
え
た
内
容

を
深
掘
り
し
た
質
問
が
追
加
で
聞
か
れ
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
説
明
し
た
内
容
の
深
堀
り

や
関
連
し
た
制
度
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

ま
と
め
て
覚
え
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。

い
く
つ
か
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

問
題
点

①
円
滑
な
遺
産
分
割

解
決
策

•	

遺
言
書
の
作
成	

留
意
点
：
全
財
産
の
相
続
人
を
指
定
す

る
こ
と
。
遺
留
分
を
考
慮
し
た
内
容
に

す
る
こ
と
。
曖
昧
な
表
現
は
避
け
る
こ

と
。	

追
加
質
問
：
法
務
局
で
の
自
筆
証
書
遺

言
保
管
制
度	

遺
言
書
の
種
類
（
公
正
証
書
・
自
筆
・

秘
密
）	

家
族
信
託

解
決
策

•	

遺
留
分
の
民
法
特
例	

流
れ
：
合
意
↓
経
済
産
業
大
臣
の
確
認

↓
家
庭
裁
判
所
の
許
可
↓
合
意
の
効
力

発
生	

除
外
合
意
：
後
継
者
が
現
経
営
者
か
ら

贈
与
等
に
よ
っ
て
取
得
し
た
自
社
株
式

に
つ
い
て
、
他
の
相
続
人
は
遺
留
分
の

主
張
が
で
き
な
く
な
る
。	

固
定
合
意
：
自
社
株
式
の
価
額
が
上
昇

し
て
も
遺
留
分
の
額
に
影
響
し
な
い
こ

と
か
ら
、
後
継
者
は
想
定
外
の
遺
留
分

の
主
張
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

問
題
点

②
納
税
資
金
の
確
保

解
決
策

•	

金
庫
株
の
活
用
：
自
己
株
式
の
取
得
。

目
的
・
期
間
・
数
量
に
関
係
な
く
保
有

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。	

通
常
、
個
人
所
有
の
自
社
株
を
金
庫
株

で
売
却
し
た
場
合
、「
み
な
し
配
当
」
と

な
り
総
合
課
税
さ
れ
る
。	

相
続
に
よ
り
取
得
し
た
自
社
株
に
限

り
、「
譲
渡
所
得
課
税
」
と
な
り
２
０
．

３
１
５
％
の
税
率
で
課
税
さ
れ
、「
譲
渡
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所
得
の
取
得
費
加
算
」
の
特
例
が
適
用

で
き
る
。

問
題
点

③
所
得
税
や
相
続
税
の
軽
減
対
策

解
決
策

•	

役
員
退
職
金
支
給
：
退
職
し
た
社
員
は

退
職
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
、
支
払
っ

た
会
社
は
損
金
算
入
で
き
る
。	

類
似
業
種
比
準
価
額
へ
の
影
響
。
役
員

退
職
金
を
支
給
す
る
と
、
１
株
あ
た
り

の
年
利
益
金
額
、
簿
価
純
資
産
価
額
が

減
少
し
、
類
似
業
種
比
準
価
額
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
効
果
が
出
る
の
は

翌
期
以
降
（
死
亡
退
職
金
は
効
果
な
し
）	

純
資
産
価
額
方
式
の
場
合
、
損
金
算
入

直
後
に
効
果
が
出
る
（
死
亡
退
職
金
も

効
果
あ
り
）

問
題
点

④
事
業
承
継
対
策

問題点に対して複数の解決策を準備し、
それぞれの概要とメリット・デメリット、留意
点などを整理する。
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納
税
資
金
を
確
保
す
る
（
金
庫
株
・
持

株
会
社
・
保
険
金
活
用
）

　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
策
が
思
い

つ
く
と
思
い
ま
す
が
、
重
要
な
こ
と
は
Ｆ
Ｐ

と
し
て
、
Ａ
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
、

質
問
者
が
求
め
る
回
答
が
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
で
す
。

　

例
え
ば
、
退
職
金
の
支
給
に
よ
る
株
価
引

き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
実
務
経
験
が
豊
富
な

方
な
ど
は
、
退
職
金
を
限
度
額
ま
で
支
払
う

と
債
務
超
過
や
流
動
性
が
低
下
す
る
の
で
、

融
資
が
受
け
に
く
く
な
り
事
業
継
続
に
影
響

が
出
る
か
も
し
れ
な
い
、
な
ど
と
実
践
的
な

回
答
を
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
実
技
試
験
の
面
接
で
は
Ｆ
Ｐ
１

級
技
能
士
と
し
て
の
回
答
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

実
務
経
験
で
得
た
ベ
ス
ト
な
答
え
よ
り
も
、

Ｆ
Ｐ
と
し
て
の
回
答
を
優
先
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

解
決
策

•	
名
義
株
の
整
理
：
株
主
名
簿
を
実
質
株

主
へ
変
更
。
贈
与
税
回
避
の
た
め
確
認

書
を
作
成
す
る
こ
と
。	

訴
訟
に
よ
り
株
主
名
簿
を
書
き
換
え
る
。	

株
式
併
合
に
よ
り
、
名
簿
株
主
を
１
株

未
満
の
株
主
に
し
て
会
社
が
買
い
取
る
。	

特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求
制

度
に
よ
り
買
い
取
る
。	

所
在
不
明
株
主
の
株
式
売
却
制
度
を
活

用
す
る

•	

事
業
承
継
の
フ
ロ
ー
：
株
価
・
相
続
税

額
の
試
算
、お
よ
び
問
題
点
の
把
握
（
株

価
が
高
額
、
相
続
税
が
高
額
、
名
義
株

の
存
在
）	

株
式
が
高
額
の
場
合
、
効
果
的
な
対
策

を
検
討
す
る
（
自
社
株
評
価
の
引
き
下

げ
）	

後
継
者
に
会
社
の
経
営
権
を
確
保
さ
せ

る
た
め
、
後
継
者
へ
の
株
式
移
転
方
法

を
検
討
す
る
。	

Ｄ
． 

Ｆ
Ｐ
倫
理
と
法
令
遵
守

　

関
連
業
法
と
の
関
係
お
よ
び
職
業

上
の
倫
理
を
踏
ま
え
た
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

問
題
解
決
策
を
提
案
し
、
面
接
時
間
も
終

盤
に
差
し
掛
か
る
と
、
お
決
ま
り
の
質
問
で

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
の
面
接
は
終
了
で
す
。

　
「
最
後
に
、
Ｆ
Ｐ
が
守
る
べ
き
職
業
倫
理
を

６
つ
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

　

Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
の
面
接
で
は
、
Ｐ
ａ

ｒ
ｔ
１
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
そ
れ
ぞ
れ
に
必
ず
質

問
さ
れ
る
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
で
は
、
Ｆ
Ｐ
が
守
る
べ
き
職

業
倫
理
が
必
ず
質
問
さ
れ
ま
す
。

Ｆ
Ｐ
が
守
る
べ
き
職
業
倫
理

•	

【
顧
客
利
益
の
優
先
】
あ
く
ま
で
も
最

終
意
思
決
定
者
は
お
客
様
で
す
。
Ｆ
Ｐ
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は
自
身
や
会
社
の
利
益
を
優
先
せ
ず
、

顧
客
の
利
益
を
最
優
先
に
考
え
ま
す
。

•	

【
守
秘
義
務
の
遵
守
】
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
は
、
Ｆ
Ｐ
業
務
に
関
わ
ら
ず
慎
重

な
取
り
扱
い
が
必
要
で
す
。
個
人
情
報

が
漏
洩
す
る
と
信
用
を
失
う
だ
け
で
な

く
刑
事
罰
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

•	

【
顧
客
へ
の
説
明
義
務
】
難
し
い
税
金
や

法
令
に
関
す
る
内
容
は
、
Ｆ
Ｐ
自
身
が

わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
お
客
様

に
説
明
し
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

•	

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
】
法
律
や

条
例
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
規
範
や
企

業
倫
理
、
社
内
規
定
な
ど
の
幅
広
い
規

則
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

•	

【
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
】
お
客

様
と
Ｆ
Ｐ
が
情
報
を
共
有
し
、
理
解
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
説
明
を
行
い
、
十

分
に
納
得
し
た
上
で
計
画
を
実
行
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

•	

【 

Ｆ
Ｐ
自
身
の
自
己
研
鑽
】
Ｆ
Ｐ
の
業

務
範
囲
は
幅
広
く
、
毎
年
の
各
種
改
正

（
法
令
、
税
制
、
社
会
保
険
制
度
な
ど
）

に
注
意
し
、
常
に
能
力
の
啓
発
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

Ｆ
Ｐ
が
守
る
べ
き
職
業
倫
理
の
６
項
目
は

丸
暗
記
す
る
項
目
で
す
。

　

質
問
に
こ
こ
ま
で
順
調
に
答
え
ら
れ
て
い

れ
ば
問
題
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
回
答
に
対

す
る
後
悔
や
緊
張
か
ら
、
頭
の
中
が
真
っ
白

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

試
験
本
番
は
想
像
以
上
に
緊
張
し
ま
す
。

確
実
に
暗
記
し
て
い
て
も
、
設
例
を
読
む
時

間
に
な
っ
た
ら
設
例
を
読
み
始
め
る
前
に
、

設
例
用
紙
に
職
業
倫
理
の
６
項
目
を
書
い
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

最
後
の
質
問

　
「
ど
れ
も
Ｆ
Ｐ
に
と
っ
て
は
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
特
に

ど
れ
を
重
視
し
ま
す
か
？
」

　

Ｆ
Ｐ
が
守
る
べ
き
職
業
倫
理
の
６
項
目
を

答
え
た
だ
け
で
は
質
問
は
終
わ
り
ま
せ
ん
、

今
回
の
設
例
で
最
も
重
視
す
る
項
目
を
答
え

て
面
接
は
終
了
で
す
。

　

こ
の
質
問
に
対
す
る
答
え
を
、
ど
ん
な
設

例
で
あ
っ
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
６
項
目
の
ど

れ
を
答
え
る
か
決
め
て
お
く
人
と
、
設
例
を

読
ん
で
み
て
内
容
に
合
わ
せ
て
回
答
す
る
人

が
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

採
点
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
、
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
本
番
で
は
、
最
後
の
質
問

に
な
る
の
で
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
自
信
を

持
っ
て
答
え
ま
し
ょ
う
。
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情
報
が
少
な
い
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験

 

| 

設
例
に
メ
モ
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
編
） 

| 
04-2

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
も
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
も
採
点

基
準
は
同
じ

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
も
採
点
基
準
は「
顧
客
の
ニ
ー

ズ
お
よ
び
問
題
点
の
把
握
」「
問
題
解
決
策
の

検
討
・
分
析
」「
顧
客
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
」

「
関
連
業
法
と
の
関
係
お
よ
び
職
業
上
の
倫
理

を
踏
ま
え
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
」
で
す
。

　

分
野
別
得
点
と
し
て
「
Ａ
．
顧
客
の
問
題

点
の
把
握
」「
Ｂ
．
問
題
解
決
策
の
検
討
分
析
」

「
Ｃ
．
顧
客
の
側
に
立
っ
た
対
応
」「
Ｄ
． 

Ｆ

Ｐ
倫
理
と
法
令
遵
守
」
の
４
分
野
に
分
け
て

採
点
さ
れ
て
い
る
の
で
、
項
目
ご
と
に
メ
モ

を
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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Ａ
． 

顧
客
の
問
題
点
の
把
握

　

設
例
を
読
む
と
分
か
り
ま
す
が
、
Ｐ
ａ
ｒ

ｔ
２
の
場
合
、
質
問
の
ほ
と
ん
ど
は
Ｆ
Ｐ
へ

の
質
問
事
項
と
し
て
設
例
に
書
い
て
あ
り
ま

す
。

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
の
最
初
の
質
問
は
、
お
決
ま

り
の
質
問
で
、「
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
、
最
適
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
た
め
に
は
、
示
さ
れ
た

情
報
の
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要

で
す
か
？
」

　
「
①
Ａ
さ
ん
か
ら
直
接
聞
い
て
確
認
す
る
情

報
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？
」

　
「
②
Ｆ
Ｐ
で
あ
る
あ
な
た
自
身
が
調
べ
て

確
認
す
る
情
報
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問
で
す
。　

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
で
は
、
Ａ
さ
ん
の
相
談
内
容

や
問
題
点
を
設
例
か
ら
読
み
取
り
ま
す
が
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
で
は
設
例
の
内
容
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
、
①
Ａ
さ
ん
か
ら
直
接
聞

い
て
確
認
す
る
情
報
と
、
②
Ｆ
Ｐ
自
身
で
調

べ
て
確
認
す
る
情
報
の
二
つ
に
分
け
て
答
え

ま
す
。

　

ま
ず
、
①
Ａ
さ
ん
か
ら
直
接
聞
い
て
確
認

す
る
情
報
で
す
が
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ

り
ま
す
。

	①
本
人
し
か
知
ら
な
い
こ
と
。
ト
ラ
ブ
ル

の
理
由
。
関
係
者
の
意
向

	②
お
客
様
に
寄
り
添
う
こ
と
、本
当
の
ニ
ー

ズ
を
引
き
出
す
こ
と

　

本
人
し
か
知
ら
な
い
こ
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の

理
由
、
関
係
者
の
意
向
で
す
が
、
具
体
的
に

は•	

取
得
費
や
取
得
日
が
わ
か
る
契
約
書
等

の
資
料
が
あ
る
か

•	

今
回
の
事
例
に
関
わ
る
他
の
関
係
者
と

の
関
係
は
良
好
か

　

取
得
費
や
取
得
日
が
わ
か
る
契
約
書
は
、

ほ
と
ん
ど
の
事
例
で
確
認
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

私
が
面
接
を
受
け
た
時
も
、
あ
ま
り
取
得

費
や
取
得
日
は
関
係
な
い
設
例
か
な
と
思
い

説
明
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
質
問
者
か
ら

指
摘
さ
れ
て
あ
わ
て
て
回
答
し
ま
し
た
。

　

お
客
様
に
寄
り
添
う
こ
と
、
本
当
の
ニ
ー

ズ
を
引
き
出
す
こ
と
は

•	

家
族
構
成
や
家
族
の
意
向

•	

遺
産
分
割
方
法
や
持
分
割
合
、
配
分

•	

費
用
や
希
望
す
る
利
回
り
、
希
望
収
益

等

　

次
に
、
②
Ｆ
Ｐ
自
身
で
調
べ
て
確
認
す
る

情
報
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
５
つ
に
分
け
て
整

理
し
ま
す
。

①
現
地
確
認
（
土
地
・
建
物
の
物
理
的
状

況
を
実
際
に
現
地
で
確
認
す
る
）【
外
観
、

近
隣
状
況
、
住
人
】

②
権
利
関
係
の
確
認
（
物
件
の
権
利
状
況
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を
登
記
簿
謄
本
で
確
認
す
る
）【
法
務
局
、

登
記
事
項
証
明
書
、
公
図
】

③
法
令
上
の
制
限　
（
用
途
地
域
・
地
方
自

治
体
の
都
市
計
画
等
を
確
認
す
る
）【
自

治
体
の
都
市
計
画
課
】

④
周
辺
環
境
や
市
場
調
査　
（
今
後
の
開
発

予
定
や
環
境
の
変
化
、
資
産
価
値
・
収

支
予
測
を
確
認
す
る
）【
Ｘ
社
か
ら
の
提

案
は
妥
当
か
、
適
正
か
、
過
去
の
取
引

事
例
】

⑤
課
税
関
係
や
非
課
税
等
の
特
例　
（
適
用

で
き
る
非
課
税
特
例
や
、
特
例
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
）【
小

規
模
宅
地
等
の
特
例
、
譲
渡
所
得
の
特

別
控
除
】

　

実
務
経
験
が
あ
る
方
や
、
登
記
簿
謄
本
等

の
書
類
を
実
際
に
見
た
こ
と
が
あ
る
方
は
問

題
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
経
験
も
な
く
書
類

ＦＰ自身が調べる項目は、
５つのポイントに整理して設例を読む。
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も
見
た
こ
と
が
な
い
と
、
突
っ
込
ん
だ
質
問

に
焦
っ
て
し
ま
い
面
接
全
体
に
影
響
し
ま
す
。

　

面
接
で
、「
所
有
権
に
関
す
る
内
容
は
、
登

記
簿
謄
本
の
ど
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

か
？
」
と
い
っ
た
質
問
を
さ
れ
た
人
も
い
ま

す
。

　

学
科
試
験
で
も
出
題
さ
れ
る
内
容
な
の
で
、

知
識
と
し
て
は
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

紙
の
試
験
で
は
な
く
口
頭
で
質
問
さ
れ
る
と

焦
っ
て
し
ま
い
「
知
っ
て
い
る
の
に
答
え
ら

れ
な
い
。
多
分
そ
う
だ
け
ど
自
信
が
な
い
か

ら
答
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
思
考
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

私
も
、「
ま
た
が
る
用
途
地
域
の
全
体
に
建

設
可
能
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
が
面
接
の

前
半
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
自
信
が
な
か
っ

た
の
で
、「
建
設
可
能
で
す
が
、
正
確
に
は
調

べ
て
回
答
し
ま
す
」
と
曖
昧
な
返
答
を
し
て

し
ま
い
。
試
験
が
終
わ
っ
た
後
も
、
ず
ー
っ

と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

全部事項証明書（不動産登記）の見本
出所：法務省ホームページより
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Ｂ
． 

問
題
解
決
策
の
検
討
分
析

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
で
は
、
Ａ
さ
ん
の
相
談
内
容

や
問
題
点
を
説
明
し
た
項
目
に
対
し
て
次
の

質
問
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
で
は

設
例
に
質
問
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
６
月
試
験
の
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項
２
は
、
次
の
質
問
で
す
。

•	

甲
土
地
に
Ｘ
社
提
案
の
食
品
ス
ー
パ
ー

の
店
舗
を
建
築
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
《
２
０
２
１
年
６
月
１
３
日
》

•	

実
家
を
売
却
し
、
乙
マ
ン
シ
ョ
ン
の
現

在
売
出
し
中
の
物
件
を
購
入
す
る
場
合
、

買
換
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
２
つ
の
売
買

契
約
の
条
件
、
資
金
面
に
つ
い
て
、
Ａ

さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
か
《
２
０
２
１
年
６
月
１
２
日
》

•	  

Ｆ
さ
ん
の
申
出
（
乙
部
分
の
土
地
を

私
の
所
有
す
る
借
地
権
の
価
格
を
控
除

し
た
底
地
価
格
で
譲
っ
て
ほ
し
い
）
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か

《
２
０
２
１
年
６
月
６
日
》

•	  

Ｘ
社
が
乙
土
地
も
買
い
取
り
た
い
理
由

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
か
《
２
０
２
１
年
６
月
５
日
》

出
典
：
一
般
社
団
法
人
金
融
財
政
事
情
研
究

会 

１
級
学
科
試
験
、
１
級
実
技
試
験
（
個
人

資
産
相
談
業
務
）　

　

設
例
ご
と
に
質
問
内
容
が
異
な
る
の
で
、

設
例
を
読
む
時
間
に
問
題
解
決
の
分
析
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
回
答
し
た
内
容
が
次
の
質
問
へ
と

つ
な
が
る
の
で
、
問
題
点
と
、
問
題
点
を
解

決
す
る
方
策
、
方
策
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
ま
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
、
次
の
質
問
も

想
定
で
き
、
余
裕
を
持
っ
て
回
答
を
準
備
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｃ
． 

顧
客
の
側
に
立
っ
た
対
応

　

次
の
質
問
も
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
で
は
回
答
し

た
問
題
解
決
策
に
対
し
て
、
何
を
提
案
す
る

か
、
理
由
や
留
意
点
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
で
は
設
例
に
質
問
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
６
月
試
験
の
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項
３
は
次
の
質
問
で
す
。

•	  

Ａ
さ
ん
に
対
し
て
、
建
設
協
力
金
方
式

と
事
業
用
借
地
権
方
式
の
ど
ち
ら
を
勧

め
ま
す
か
《
２
０
２
１
年
６
月
１
３
日
》

•	

母
親
Ｂ
さ
ん
の
相
続
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
今
回
の
買
換
え
を
し
た
場
合
と
し

な
か
っ
た
場
合
と
で
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
り
ま
す
か
。
相
続
税
と
不
動
産
を

譲
渡
し
た
場
合
の
所
得
税
の
観
点
か
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
《
２
０
２
１
年
６
月

１
２
日
》
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•	  

２
つ
の
案
の
留
意
点
（
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
）
を
整
理
し
た
う
え
で
、
Ａ

さ
ん
は
、
Ｆ
さ
ん
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
に
提
案
す
る
の
が
よ
い
か
教
え
て
く

だ
さ
い
《
２
０
２
１
年
６
月
６
日
》

•	  

Ｂ
さ
ん
が
乙
土
地
（
借
地
権
）
を
売
ら

な
い
と
言
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
提

案
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
《
２
０
２
１
年

６
月
５
日
》

出
典
：
一
般
社
団
法
人
金
融
財
政
事
情
研
究

会 

１
級
学
科
試
験
、
１
級
実
技
試
験
（
個
人

資
産
相
談
業
務
）　

　

こ
の
質
問
は
質
問
２
の
内
容
に
関
連
す
る

質
問
や
、
Ｘ
社
等
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
２

案
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
勧
め
る
か
と
い
っ
た

質
問
で
す
。

　

２
案
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
勧
め
る
か
に
対

し
て
は
、
ど
ち
ら
の
提
案
の
方
が
Ａ
さ
ん
の

Ｐａｒｔ２の質問例
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た
め
に
な
る
と
い
う
点
は
も
ち
ろ
ん
、
留
意

点
（
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
）
を
整
理
し

て
「
顧
客
の
側
に
立
っ
た
対
応
」
に
な
っ
て

い
る
か
、
Ａ
さ
ん
の
状
況
に
あ
っ
た
実
行
可

能
な
対
応
策
を
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

•	

相
続
空
き
家
の
特
例

•	

固
定
資
産
の
交
換
特
例

•	

土
地
の
有
効
活
用

•	

ま
た
が
る
用
途
地
域
（
建
築
基
準
法
）

•	

共
有
名
義
の
解
消
方
法

•	

借
地
関
係
の
解
消
方
法

　

こ
の
６
つ
は
頻
出
で
す
。

　

学
科
試
験
で
出
題
さ
れ
る
と
間
違
え
る
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
言
葉
で

説
明
で
き
る
よ
う
に
、制
度
の
内
容
、留
意
点
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
て
ノ
ー

ト
に
書
い
た
り
、
ス
マ
ホ
で
自
分
が
話
し
て

い
る
内
容
を
聞
き
返
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

Ｄ
． 

Ｆ
Ｐ
倫
理
と
法
令
遵
守

　

関
連
業
法
と
の
関
係
お
よ
び
職
業

上
の
倫
理
を
踏
ま
え
た
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

最
後
の
質
問
は
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
の
面
接
と
同

じ
く
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
も
、
お
決
ま
り
の
質
問
が

あ
り
ま
す
。

　
「
本
事
案
に
関
与
す
る
専
門
職
業
家
に
は
ど

の
よ
う
な
方
々
が
い
ま
す
か
？
」

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
で
は
、
関
与
す
べ
き
専
門
職

業
家
が
必
ず
質
問
さ
れ
ま
す
。

•	
【
税
理
士
】
不
動
産
の
取
引
に
関
す
る
課

税
上
の
具
体
的
な
税
務
相
談

•	

【
弁
護
士
】
後
見
人
の
選
定
や
家
族
信
託

に
関
す
る
事
項

•	

【
土
地
家
屋
調
査
士
】
土
地
の
正
確
な
測

量
と
境
界
の
明
示
、
合
筆
す
る
際
の
合

筆
登
記

•	

【
不
動
産
鑑
定
士
】
測
量
に
基
づ
く
適
正

な
不
動
産
価
格
の
算
定

•	

【
司
法
書
士
】
土
地
の
所
有
権
移
転
登
記

•	

【
宅
地
建
物
取
引
士
】
売
買
契
約
等
に
お

け
る
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
規
定
す
る

業
務

•	

【
行
政
書
士
】
農
地
転
用
や
開
発
許
可
に

関
す
る
各
種
届
出

　

そ
れ
ぞ
れ
専
門
職
業
家
の
独
占
業
務
が
あ

る
の
で
、
設
例
を
読
み
、
そ
れ
に
応
じ
た
連

携
依
頼
を
し
ま
す
。

　

専
門
職
業
家
の
独
占
業
務
を
Ｆ
Ｐ
が
行
っ

て
し
ま
う
と
、
業
法
違
反
に
抵
触
し
ま
す
。

•	

【
税
理
士
法
】
個
別
の
税
務
相
談
に
応
じ

る
。

•	

【
弁
護
士
法
】
個
別
の
法
律
相
談
に
応
じ

る
。

•	

【
司
法
書
士
法
・
土
地
家
屋
調
査
士
法
】

登
記
手
続
き
の
代
理
。

•	

【
不
動
産
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
】
不

動
産
鑑
定
評
価
書
の
作
成
。
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回
答
例
と
し
て
は
「
〇
〇
に
関
す
る
こ
と

は
〇
〇
士
」
み
た
い
な
回
答
を
準
備
し
て
い

た
の
で
す
が
、
私
が
受
験
し
た
時
は
、「
名
前

だ
け
で
結
構
で
す
の
で
、
関
与
す
べ
き
職
業

専
門
家
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
質
問
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
〇
〇
に
関
し
て
は
、
ど
の
専
門
職
業
家
に

依
頼
し
ま
す
か
」「
〇
〇
に
関
し
て
は
Ｆ
Ｐ
自

身
が
で
き
ま
す
か
」
と
い
っ
た
質
問
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

質
問
者
に
よ
っ
て
尋
ね
方
は
違
う
と
思
い

ま
す
が
、
最
後
の
質
問
な
の
で
落
ち
着
い
て

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
「
〇
〇
に
関
す
る
こ
と

は
〇
〇
士
」
み
た
い
な
回
答
を
準
備
し
て
い

た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
の
Ｆ
Ｐ
が
守
る
べ
き
職
業

倫
理
と
同
じ
よ
う
に
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
の
関
与

す
べ
き
専
門
職
業
家
も
、
設
例
を
読
み
始
め

る
前
に
設
例
用
紙
の
余
白
に
記
入
し
て
お
く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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05
情
報
が
少
な
い
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験

|
実
技
試
験
の
出
題
ラ
ン
キ
ン
グ　
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
編
） 

|

　

過
去
問
題
を
繰
り
返
し
解
く
勉
強
方
法
は
、

学
科
試
験
に
限
ら
ず
、
実
技
試
験
対
策
に
も

有
効
な
勉
強
方
法
の
一
つ
で
す
。

　

Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
の
過
去
問
を
何
年
分

も
解
い
て
い
る
と
、
旬
な
話
題
や
制
度
改
正

に
関
す
る
問
題
な
ど
、
一
期
一
会
の
問
題
も

あ
り
ま
す
が
、
学
科
試
験
と
同
じ
よ
う
に
、

何
度
も
繰
り
返
し
出
題
さ
れ
る
定
番
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。

　

実
技
試
験
対
策
の
初
期
の
段
階
で
は
、
初

め
て
目
に
す
る
質
問
に
対
し
て
は
、潔
く
「
わ

か
ら
な
い
の
で
調
べ
て
回
答
し
ま
す
」
を
選

択
す
る
と
し
て
、
定
番
問
題
を
確
実
に
回
答

で
き
る
よ
う
に
勉
強
す
る
方
が
、
実
技
試
験

対
策
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

　

実
技
試
験
の
学
習
で
何
か
ら
手
を
つ
け
て
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良
い
か
わ
か
ら
な
い
人
は
、
こ
の
ラ
ン
キ
ン

グ
を
参
考
に
学
習
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
１
年
６
月
か
ら
２
０
２
４
年
２
月

ま
で
に
実
施
さ
れ
た
、
３
８
回
分
の
設
例
の

う
ち
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
で
出
題
数
が
多
い
論
点

は
、
事
業
承
継
税
制
（
１
０
回
）、
Ｍ
＆
Ａ
、

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
、
二
世
帯
住
宅
の
建

設
（
５
回
）
で
し
た
。

事
業
承
継
税
制

　

出
題
ラ
ン
キ
ン
グ
の
第
１
位
は
、
事
業
承

継
税
制
で
す
。

　

実
技
試
験
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
１
位
で
す
が
、

学
科
試
験
の
応
用
編
で
は
穴
埋
め
問
題
で
の

出
題
は
あ
る
も
の
の
、
基
礎
編
で
は
ほ
と
ん

ど
出
題
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

学
科
試
験
合
格
後
に
、
改
め
て
勉
強
し
直

し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

設
例
の
主
人
公
で
あ
る
Ａ
さ
ん
は
、
Ｐ
ａ

ｒ
ｔ
１
で
は
非
上
場
会
社
の
社
長
と
い
う
設

FP1級実技試験の出題ランキング（Part1）
2021 年 6 月から 2024 年 2月までの試験問題をもとにくすもと FP事務所作成
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定
が
多
く
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や
金
融
機
関
の
担
当
者
、

経
営
者
仲
間
な
ど
か
ら
事
業
承
継
税
制
の
話

を
聞
い
て
き
た
も
の
の
、
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
い
っ
た
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ａ
さ
ん
の
悩
み
事
や
問
題
点
を

解
決
す
る
た
め
に
、
事
業
承
継
税
制
に
つ
い

て
の
説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
承
継
税
制
で
、
最
低
限
押
さ
え
て
お

く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
３
つ
で
す
。

•	

事
業
承
継
税
制
特
例
の
概
要

•	

後
継
者
の
要
件

•	

手
続
き
の
流
れ

　

事
業
承
継
税
制
特
例
と
は
、
先
代
経
営
者

か
ら
事
業
の
承
継
を
受
け
た
後
継
者
が
次
の

後
継
者
に
事
業
承
継
で
き
た
場
合
に
は
、
相

続
税
や
贈
与
税
が
免
除
に
な
る
制
度
で
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
届
出
書
の
提
出
な
ど
事

務
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
こ
と
。

　

事
業
継
続
が
困
難
な
場
合
は
、
利
子
税
と

猶
予
さ
れ
た
税
金
の
支
払
い
が
必
要
に
な
る

こ
と
で
す
。

　

事
業
承
継
税
制
は
、
恒
久
的
な
措
置
で
あ

る
一
般
措
置
と
時
限
的
な
措
置
で
あ
る
特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

後
継
者
の
要
件
で
す
が
、
設
例
を
読
む
と

後
継
者
候
補
で
あ
る
長
男
Ｃ
さ
ん
は
、
１
年

前
に
Ｘ
社
の
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た
り
、

生
産
本
部
長
だ
っ
た
り
す
る
の
で
、
３
年
以

上
役
員
で
あ
る
と
い
う
、
後
継
者
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
承
継
税
制
を
提
案
す
る
際
は
、
長
男

Ｃ
さ
ん
な
ど
、
後
継
者
候
補
の
役
職
に
も
注

意
し
て
設
例
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

特
例
措
置
の
場
合
は
、
２
０
２
４
年
３
月

３
１
日
ま
で
に
、
特
例
承
継
計
画
を
作
成
し

都
道
府
県
庁
へ
提
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
７
年
１
２
月
３
１
日
ま
で

に
贈
与
を
行
い
、
贈
与
年
の
１
０
月
１
５
日

か
ら
翌
年
１
月
１
５
日
ま
で
に
申
請
し
、
認

定
書
の
写
し
と
と
も
に
税
務
署
へ
の
申
告
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
２
０
２
３
年
１
２
月
２
２
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度
税
制
改
正

の
大
綱
」
に
よ
る
と
、
特
例
承
継
計
画
の
提

出
期
限
が
２
０
２
６
年
３
月
３
１
日
ま
で
、

２
年
間
延
長
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

学
科
試
験
も
で
す
が
、
Ｆ
Ｐ
試
験
で
は
改

正
も
の
が
多
く
出
題
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
に
よ
り
、事
業
承
継
税
制（
特
例
措
置
）

の
出
題
は
今
後
も
多
く
な
り
そ
う
で
す
ね
。

Ｍ
＆
Ａ

　

Ｍ
＆
Ａ
も
実
技
試
験
で
は
定
番
の
問
題
で

す
が
、
学
科
試
験
で
は
ほ
と
ん
ど
出
題
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

学
科
試
験
後
の
自
己
採
点
で
合
格
ラ
イ
ン

を
突
破
し
た
ら
、
早
期
に
着
手
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
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設
例
と
し
て
は
、
一
人
息
子
の
長
男
Ｃ
さ

ん
は
Ｘ
社
の
経
営
に
興
味
が
な
か
っ
た
り
、

セ
ミ
ナ
ー
や
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
業
者
、
経
営
者
仲

間
な
ど
か
ら
Ｍ
＆
Ａ
の
話
を
聞
い
て
き
た
も

の
の
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
詳
し
く
知
り
た

い
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　

Ｍ
＆
Ａ
で
、
最
低
限
押
さ
え
て
お
く
べ
き

ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
３
つ
で
す
。

•	

Ｍ
＆
Ａ
の
概
要

•	

Ｍ
＆
Ａ
の
手
法

•	

Ｍ
＆
Ａ
の
課
税
関
係

　

Ｍ
＆
Ａ
と
は
、
企
業
の
合
併
買
収
の
こ
と

で
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
従
業
員
の
雇
用
継
続
で
き

る
こ
と
。
経
営
者
の
資
産
を
増
や
せ
る
こ
と
。

経
営
者
の
連
帯
保
証
や
担
保
提
供
を
外
せ
る

こ
と
。
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
後
世
に
残
し
、

事
業
の
拡
大
や
成
長
に
役
立
つ
こ
と
で
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
取
引
先
や
従
業
員
か
ら
、

不
満
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
希
望
す

る
条
件
で
事
業
承
継
し
て
く
れ
る
企
業
が
、

見
つ
か
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

Ｍ
＆
Ａ
に
は
、
株
式
譲
渡
、
事
業
譲
渡
、

合
併
、
会
社
分
割
な
ど
の
手
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
も
比
較
的
簡
単
な
株
式
譲

渡
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
が
中
小
企
業
で
は
多
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

株
式
譲
渡
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
で
は
、
株
主
個

人
の
譲
渡
所
得
に
所
得
税
、
住
民
税
、
復
興

特
別
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
譲
渡
で
発
生
す
る
税
金
は
、
事
業
売

却
損
益
を
計
算
し
、
他
の
所
得
と
合
算
し
た

う
え
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
売
却
損
益
は
、
事
業
譲
渡
金
額
か
ら

譲
渡
す
る
資
産
・
負
債
の
簿
価
を
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

　

事
業
譲
渡
の
場
合
、
買
い
手
側
は
譲
渡
対

象
資
産
に
有
形
固
定
資
産
や
営
業
権
な
ど
、

課
税
対
象
と
な
る
資
産
が
含
ま
れ
て
い
た
場

合
は
、
消
費
税
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
譲
渡
対
象
資
産
に
不
動
産
が
あ
る

場
合
は
、
買
い
手
側
に
対
し
て
登
録
免
許
税

や
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

合
併
や
会
社
分
割
の
場
合
、
税
制
適
格
要

件
を
満
た
し
て
い
る
と
、
資
産
や
負
債
を
帳

簿
価
格
で
引
き
継
ぐ
た
め
、
売
却
損
益
が
発

生
せ
ず
課
税
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
制
適
格
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
、
資

産
や
負
債
は
時
価
で
引
き
継
ぐ
た
め
、
売
却

損
益
に
対
し
、
み
な
し
配
当
課
税
と
株
式
譲

渡
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

設
例
に
は
、
Ｍ
＆
Ａ
の
手
法
。
Ｘ
社
株
式

の
相
続
税
評
価
額
と
、
Ｍ
＆
Ａ
に
お
け
る
譲

渡
価
額
。
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
Ｘ
社
株
式
の
譲
渡

代
金
と
、役
員
退
職
金
の
課
税
関
係
。デ
ュ
ー
・

デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
。
医
療
法
人
の
Ｍ
＆
Ａ
に

よ
る
持
分
の
譲
渡
と
い
っ
た
内
容
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

う
ま
く
説
明
で
き
な
い
内
容
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
Ｍ
＆
Ａ
の
概
要
、
手
法
、

課
税
関
係
か
ら
学
習
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。
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教
育
資
金
の
一
括
贈
与

　

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
関
す
る
設
例
は
、

長
女
Ｄ
さ
ん
が
「
教
育
費
の
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
お
り
、
Ａ
さ
ん

に
支
援
を
求
め
て
い
る
」

「
そ
ろ
そ
ろ
住
宅
を
購
入
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
教
育
費
の
負
担
を
考
え
、
購

入
を
た
め
ら
っ
て
い
る
」

「
教
育
費
の
負
担
が
大
き
く
て
大
変
だ
と
こ
ぼ

し
て
い
る
」
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　

押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
特
例

の
概
要
と
制
度
改
正
に
つ
い
て
で
す
。

　

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
と
は
、
子
や
孫
に

教
育
資
金
を
贈
与
す
る
場
合
、
子
・
孫
１
人

に
つ
き
１
，
５
０
０
万
円
ま
で
（
学
校
等
以

外
に
支
払
わ
れ
る
場
合
は
５
０
０
万
円
ま
で
）

を
非
課
税
と
す
る
特
例
で
す
。

　

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
は
、
令
和
３
年
度

（
２
０
２
１
年
）
に
税
制
改
正
さ
れ
、
適
用
期

限
が
２
年
延
長
（
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま

で
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
年
）

の
改
正
に
よ
っ
て
、
期
限
が
さ
ら
に
延
長
さ

れ
、
対
象
期
間
が
令
和
８
年
（
２
０
２
６
年
）

３
月
３
１
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
贈
与
者
の
相
続
税
の
課
税
価
格
が

５
億
円
を
超
え
る
と
、
管
理
残
額
が
相
続
税

の
課
税
対
象
と
な
っ
た
り
、
管
理
残
額
は
、

す
べ
て
一
般
税
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
り
と
、
改
正
が
続
い
た
こ
と
も
出
題

が
多
い
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
世
帯
住
宅
の
建
設

　

二
世
帯
住
宅
の
建
設
に
関
す
る
設
例
に
は
、　

「
Ａ
さ
ん
は
、
二
世
帯
住
宅
の
建
築
資
金
の
全

額
を
負
担
す
る
つ
も
り
で
い
る
が
、
将
来
の

相
続
を
踏
ま
え
、
建
替
え
後
の
建
物
名
義
の

一
部
を
長
男
Ｃ
さ
ん
名
義
に
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
」

「
Ａ
さ
ん
は
、
建
築
資
金
を
全
額
負
担
す
る
つ

も
り
だ
が
、
二
世
帯
住
宅
あ
る
い
は
別
棟
の

新
居
の
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
の
か
、
建
物
の

名
義
は
誰
に
す
る
の
が
よ
い
の
か
な
ど
、
判

断
が
つ
か
な
い
で
い
る
」

「
Ａ
さ
ん
は
、
自
宅
を
二
世
帯
住
宅
に
建
て
替

え
て
、
長
男
家
族
と
の
同
居
を
希
望
し
て
い

る
。
先
日
、
Ａ
さ
ん
が
長
男
Ｂ
さ
ん
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
長
男
Ｂ
さ
ん
か
ら
、
建
築
資

金
の
半
分
は
負
担
す
る
。
妻
は
賛
成
し
て
い

る
の
で
、
安
心
し
て
く
れ
と
の
申
出
が
あ
り
、

う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
内
容
で

す
。

　

実
技
試
験
で
の
二
世
帯
住
宅
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
二
世
帯
住
宅
そ
の
も
の
に
関
す
る
質
問

で
は
な
く
、
二
世
帯
住
宅
に
適
用
可
能
な
小

規
模
宅
地
等
の
特
例
や
、
二
世
帯
住
宅
の
建

設
費
負
担
を
ど
う
す
る
か
、
住
宅
の
名
義
を

誰
に
す
る
か
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
特
例
や
制
度
が
、

二
世
帯
住
宅
の
場
合
に
適
用
で
き
る
の
か
、

適
用
す
る
た
め
の
要
件
や
概
要
な
ど
を
整
理

し
て
覚
え
ま
し
ょ
う
。
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小
規
模
宅
地
等
の
特
例
は
、
配
偶
者
が
相

続
す
る
場
合
に
は
無
条
件
で
適
用
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
配
偶
者
以
外
の
親
族
が
特
例
の
適

用
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
被
相
続
人
と
同
居
」

「
一
定
条
件
下
の
持
ち
家
に
住
ん
だ
こ
と
が
な

い
親
族
」
と
い
う
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

区
分
所
有
登
記
を
し
て
い
る
二
世
帯
住
宅

の
土
地
を
子
が
相
続
す
る
場
合
に
は
、
別
々

の
建
物
に
住
ん
で
い
る
と
判
断
さ
れ
同
居
と

し
て
扱
わ
れ
ず
、
要
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
、

小
規
模
宅
地
等
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

二
世
帯
住
宅
に
つ
い
て
小
規
模
宅
地
等
の

特
例
を
受
け
る
に
は
、
次
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

•	

同
じ
建
物
に
被
相
続
人
と
相
続
す
る
親

族
が
同
居
し
て
い
る
こ
と

•	

相
続
す
る
敷
地
の
名
義
が
被
相
続
人
で

あ
る
こ
と

•	

相
続
す
る
親
族
は
被
相
続
人
か
ら
無
償

で
該
当
の
敷
地
上
の
建
物
に
住
ん
で
い

る
こ
と

•	

相
続
発
生
か
ら
相
続
税
申
告
期
限
ま
で

に
継
続
し
て
二
世
帯
住
宅
に
所
有
者
と

し
て
居
住
し
て
い
る
こ
と

　

二
世
帯
住
宅
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
Ａ
さ
ん
が
建
築
資
金
を
援
助
す
る

場
合
に
は
、
住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
に
つ

い
て
の
質
問
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
行
の
制
度
は
適
用
期
限
が
２
０
２
３
年

１
２
月
３
１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
３
年
間
（
２
０
２
４
年
～
２
０
２
６

年
ま
で
）
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
も
教
育
資
金
の

一
括
贈
与
と
同
じ
く
、
改
正
が
続
い
た
こ
と

が
出
題
が
多
い
要
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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06
情
報
が
少
な
い
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験

|
実
技
試
験
の
出
題
ラ
ン
キ
ン
グ　
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
編
） 

|

　

実
技
試
験
の
出
題
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

２
編
の
１
位
は
、
空
き
家
に
係
る
譲
渡
所
得

の
３
，
０
０
０
万
円
特
別
控
除
の
特
例
で
す
。

（
以
下
、
相
続
空
き
家
の
特
例
）

　

相
続
空
き
家
の
特
例
は
、
学
科
試
験
の
基

礎
編
で
は
「
２
０
２
２
年
５
月
」「
２
０
２
２

年
９
月
」
に
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

応
用
編
で
の
出
題
は
「
２
０
２
３
年
９
月
」

に
譲
渡
所
得
の
計
算
問
題
と
し
て
出
題
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
穴
埋
め
問
題
の
出
題
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

学
科
試
験
の
時
は
、
あ
ま
り
重
要
視
し
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
続
空
き
家
の
特
例
の
設
例
あ
る
あ

る
　

相
続
空
き
家
の
特
例
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
で
設
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

母
親
Ｂ
さ
ん
の
自
宅
で
あ
る
Ｘ
建
物
お
よ
び

空
き
家
で
あ
っ
た
Ｙ
建
物
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

敷
地
で
あ
る
甲
土
地
を
相
続
に
よ
り
取
得
し

て
い
た
り
、
父
親
が
１
年
前
に
要
介
護
認
定

を
受
け
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し

て
以
来
、
実
家
が
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
り
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
で
の
Ａ
さ
ん
は
、
な
に
か
と
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
空
き
家
を
相
続
し
ま
す
。

　

実
家
を
相
続
し
た
Ａ
さ
ん
の
悩
み
事
や
問

題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
相
続
空
き
家
の

特
例
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

相
続
空
き
家
の
特
例
の
ポ
イ
ン
ト

　

Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
で
出
題
さ
れ
る
、
相

続
空
き
家
の
特
例
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

次
の
３
つ
で
す
。

•	

相
続
空
き
家
の
特
例
の
概
要

•	

他
の
特
例
と
の
重
複
適
用

•	

令
和
５
年
度
税
制
改
正

相
続
空
き
家
の
特
例
の
概
要

　

相
続
空
き
家
の
特
例
と
は
、
相
続
又
は
遺

贈
に
よ
っ
て
空
き
家
及
び
そ
の
敷
地
を
取
得

し
た
相
続
人
等
が
、
相
続
日
か
ら
起
算
し
て
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３
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
の
１
２
月

３
１
日
ま
で
（
な
お
か
つ
特
例
の
適
用
期
間

内
）
に
、「
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
（
又
は

家
屋
及
び
そ
の
敷
地
）」
あ
る
い
は
「
被
相

続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
等
」
を
売
却
し
、

一
定
の
適
用
要
件
を
満
た
す
場
合
、
そ
の
売

却
に
係
る
譲
渡
所
得
金
額
か
ら
、
最
大
３
，

０
０
０
万
円
を
控
除
で
き
る
特
例
の
こ
と
で

す
。

　

簡
単
に
い
う
と
、
相
続
し
た
空
き
家
を
売

却
し
た
際
の
譲
渡
所
得
か
ら
３
，
０
０
０
万

円
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
で
す
。

　

控
除
が
受
け
ら
れ
る
対
象
の
不
動
産
は
次

の
通
り
で
す
。

•	

昭
和
５
６
年
５
月
３
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
こ
と

•	

区
分
所
有
建
物
で
な
い
こ
と

•	

被
相
続
人
の
居
住
用
家
屋
の
敷
地
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

•	

相
続
開
始
の
直
前
に
お
い
て
、
被
相
続

FP1級実技試験の出題ランキング（Part2）
2021 年 6 月から 2024 年 2月までの試験問題をもとにくすもと FP事務所作成



FP1級実技試験とは　Chapter 1

058

人
以
外
に
居
住
を
し
て
い
た
者
が
い
な

い
こ
と

•	
被
相
続
人
が
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
居
す

る
直
前
に
お
い
て
、
被
相
続
人
以
外
に

居
住
を
し
て
い
た
者
が
い
な
い
こ
と

　

相
続
空
き
家
の
特
例
の
対
象
と
な
る
の
は
、

あ
く
ま
で
も
居
住
用
家
屋
の
敷
地
で
す
。
倉

庫
や
車
庫
、
離
れ
な
ど
の
敷
地
は
、
居
住
用

家
屋
と
一
体
と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
も
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

設
例
で
は
、
父
親
が
１
９
８
０
年
（
昭
和

５
５
年
）
に
新
築
し
て
い
た
り
、
母
親
Ｂ
さ

ん
は
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
、
母
親
Ｂ
さ
ん

の
相
続
開
始
直
前
に
お
い
て
空
き
家
に
な
っ

た
り
し
て
い
る
の
で
、
見
落
と
さ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

適
用
す
る
た
め
の
要
件
は
次
の
通
り
で
す
。

•	

譲
渡
人
が
、
相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
り

空
き
家
を
取
得
し
た
こ
と

•	

相
続
の
と
き
か
ら
譲
渡
の
と
き
ま
で
事

業
、
貸
付
け
、
居
住
な
ど
に
使
用
し
て

お
ら
ず
、
譲
渡
時
に
空
き
家
が
一
定
の

耐
震
基
準
を
満
た
す
こ
と

•	

相
続
の
と
き
か
ら
譲
渡
の
と
き
ま
で
事

業
、
貸
付
け
、
居
住
な
ど
に
使
用
し
て

お
ら
ず
、
取
り
壊
し
後
に
ほ
か
の
建
物

や
構
築
物
な
ど
を
建
築
し
て
い
な
い
こ

と

•	

相
続
開
始
か
ら
３
年
を
経
過
し
た
年
の

１
２
月
３
１
日
ま
で
に
売
る
こ
と

•	

売
却
代
金
が
１
億
円
以
下
で
あ
る
こ
と

（
相
続
人
が
複
数
の
場
合
は
１
人
に
つ

き
１
億
円
で
は
な
く
、
合
算
し
た
売
却

代
金
が
１
億
円
以
下
で
あ
る
こ
と
）

•	

売
っ
た
空
き
家
等
に
つ
い
て
、
相
続
財

産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
取
得
費
の
特
例

や
収
用
等
の
場
合
の
特
別
控
除
な
ど
、

ほ
か
の
特
例
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

•	

同
一
の
亡
く
な
っ
た
人
か
ら
の
相
続
、

ま
た
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
空
き
家

等
に
つ
い
て
、
空
き
家
特
例
の
適
用
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

•	

空
き
家
等
の
売
却
先
が
親
子
や
夫
婦
な

ど
特
別
の
関
係
が
あ
る
人
で
な
い
こ
と

学
科
試
験
の
内
容

　

２
０
２
２
年
５
月
の
学
科
試
験
で
は
、
特

例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
で
し
た
。

	①
相
続
に
よ
っ
て
取
得
し
た
時
価

１
億
５
，
０
０
０
万
円
の
敷
地
を
分
筆

し
、
一
方
の
敷
地
を
７
，
５
０
０
万
円

で
譲
渡
し
、
残
り
の
敷
地
を
事
業
用
借

地
権
に
よ
り
賃
貸
し
た
場
合
。

	②
被
相
続
人
が
生
前
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
し
て
い
た
場
合
。

	③
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
３
，

０
０
０
万
円
の
特
別
控
除
の
適
用
を
受

け
て
い
る
場
合
。
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①
の
売
却
代
金
が
１
億
円
以
下
で
あ
る
こ

と
の
要
件
は
、
元
々
の
敷
地
が
１
億
円
を
超

え
て
い
た
と
し
て
も
、
分
筆
後
の
売
却
代
金

が
１
億
円
以
下
の
場
合
に
は
適
用
で
き
ま
す
。

　

②
の
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
の
入
居
に
関
し
て

は
、
要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て

老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
居
し
て
い
な
い
と
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

　

③
の
他
の
特
例
と
の
関
係
で
す
が
、
小
規

模
宅
地
の
特
例
や
、
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し

た
場
合
の
３
，
０
０
０
万
円
の
特
別
控
除
、

居
住
用
財
産
の
買
換
え
特
例
と
は
併
用
可
能

で
す
が
、
３
，
０
０
０
万
円
の
特
別
控
除
と

併
用
す
る
場
合
、
特
別
控
除
は
合
わ
せ
て
３
，

０
０
０
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
財
産
譲
渡
時
の
取
得
費
加
算

の
特
例
と
は
選
択
適
用
で
、
併
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

学
科
試
験
で
出
題
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、

実
技
試
験
で
も
質
問
さ
れ
る
と
思
っ
て
、
学

科
試
験
後
も
知
識
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

令
和
５
年
度
税
制
改
正

　

令
和
５
年
度
税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
３
つ
で
す
。

•	

適
用
期
限
が
令
和
９
年
１
２
月
３
１
日

ま
で
４
年
間
延
長

•	

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
要
件
の
緩
和

•	

相
続
人
が
３
人
以
上
い
る
場
合
の
上
限

額
が
２
，
０
０
０
万
円
へ
減
額

　

改
正
前
の
相
続
空
き
家
の
特
例
を
適
用
で

き
る
期
間
は
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日
～
令

和
５
年
１
２
月
３
１
日
ま
で
で
し
た
が
、
令

和
５
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
４
年
延
長
さ
れ
、

適
用
期
限
が
令
和
９
年
１
２
月
３
１
日
ま
で

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
前
は
、
譲
渡
時
に
空
き
家
を
取
り
壊

し
た
り
、
一
定
の
耐
震
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
、
譲
渡
日
の

属
す
る
年
の
翌
年
２
月
１
５
日
ま
で
に
、
譲

受
側
に
よ
っ
て
取
り
壊
し
や
耐
震
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
え
ば
良
い
こ
と
と
な
り
、
適
用
要
件

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
改
正
前
は
、
相
続
人
が
複
数
名

い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
控
除
額
は
そ
れ
ぞ

れ
３
，
０
０
０
万
円
ず
つ
だ
っ
た
の
が
、
改

正
後
は
、
相
続
人
が
３
人
以
上
い
る
場
合
は
、

控
除
額
が
１
人
あ
た
り
２
，
０
０
０
万
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

学
科
試
験
も
で
す
が
、
Ｆ
Ｐ
試
験
で
は
改

正
も
の
が
多
く
出
題
さ
れ
ま
す
。

　

期
限
の
あ
る
制
度
は
、知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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相
続
人
が
複
数
人
い
る
場
合
は
、

今
は
良
好
な
関
係
で
も
必
ず
問
題
に
な
り
ま
す
。
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問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

円
滑
な
遺
産
分
割　

 

| 

遺
言
書
の
作
成 

| 

　

設
例
に
「
Ａ
さ
ん
の
二
人
の
子
供
は
小
さ

い
頃
か
ら
仲
が
良
く
、
相
続
で
揉
め
る
こ
と

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い

て
も
、
相
続
人
が
複
数
人
い
る
場
合
は
遺
言

書
の
作
成
を
提
案
し
ま
す
。

　

３
種
類
あ
る
遺
言
書
の
特
徴
や
、
遺
言
書

を
作
成
す
る
場
合
の
注
意
点
な
ど
に
関
す
る

質
問
を
想
定
し
ま
す
。

　

遺
言
の
種
類
に
は
普
通
方
式
と
し
て
「
公

正
証
書
遺
言
」「
自
筆
証
書
遺
言
」「
秘
密
証

書
遺
言
」
の
３
種
類
が
あ
り
、
一
般
的
に
は

公
正
証
書
遺
言
、
自
筆
証
書
遺
言
で
作
成
さ

れ
ま
す
。

　

遺
言
書
を
作
成
す
る
場
合
の
注
意
点
と
し

て
、
相
続
人
が
争
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
遺
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自筆証書遺言 公正証書遺言 秘密証書遺言

作成方法
本人が遺言の全文を
手書きし、押印する。
（注１）

本人が口述し公証人
が筆記する。

本人が書いた遺言書
に本人が署名、押印
する。

証人 不要 証人：２人以上 公証人：１人
証　人：２人以上

検認 要 不要 要

保管場所 本人が保管 公証役場で保管 本人が保管

特徴

•	 秘密の保持画でき
る

•	 手続きが簡単

•	 内容が不明確にな
る場合がある

•	 紛失・偽造・変造
等の危険がある

•	 自筆、署名のでき
ないものは作成で
きない

•	 内容が明確

•	 紛失・偽造・変造
の危険がない

•	 秘密が漏れる危険
がある

•	 手続きが煩雑で費
用がかかる

•	 遺言の存在は明ら
かでも内容は秘密
にできる

•	 紛失・偽造・変造
の危険がない

•	 署名のできないも
のは作成できない

•	 発見されない危険
がある

留
分
に
考
慮
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

遺
言
書
に
関
す
る
ツ
ッ
コ
ミ
質
問

　

遺
言
書
に
関
す
る
ツ
ッ
コ
ミ
質
問
と
し
て
、

自
筆
証
書
遺
言
保
管
制
度
や
、
自
筆
証
書
遺

言
の
財
産
目
録
が
自
署
で
な
く
て
も
よ
く

な
っ
た
こ
と
、
遺
言
書
の
手
続
き
、
法
定
相

続
情
報
証
明
制
度
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

自
筆
証
書
遺
言
保
管
制
度

　

自
筆
証
書
遺
言
保
管
制
度
と
は
、
自
筆
証

書
遺
言
を
法
務
局
に
保
管
で
き
る
制
度
で
、

保
管
さ
れ
て
い
る
遺
言
書
は
家
庭
裁
判
所
の

検
認
が
不
要
で
す
。

　

相
続
人
等
の
中
で
誰
か
一
人
で
も
遺
言
書

情
報
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
り
、
遺
言
書

の
閲
覧
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
全
て

の
相
続
人
等
に
対
し
て
遺
言
書
が
保
管
さ
れ
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て
い
る
旨
の
通
知
が
届
き
ま
す
。

　

注
意
す
る
点
は
、
証
人
が
い
な
い
の
で
自

筆
証
書
遺
言
の
内
容
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た

り
、
代
理
人
で
は
保
管
の
申
請
は
で
き
ず
必

ず
本
人
が
法
務
局
に
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

遺
言
書
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合

で
、
財
産
の
名
義
変
更
手
続
き
は
ど

の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま
す
か
？

　

遺
言
書
が
あ
る
と
原
則
と
し
て
遺
言
書
の

通
り
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
遺
言
書
が
な
い
場

合
は
、
法
定
相
続
分
通
り
に
手
続
き
す
る
か
、

遺
産
分
割
協
議
に
よ
っ
て
相
続
分
を
決
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

発
見
し
た
遺
言
書
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

　

遺
言
書
を
発
見
し
た
場
合
は
、
遺
言
書
を

家
庭
裁
判
所
に
提
出
し
、
検
認
を
請
求
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

検
認
と
は
、
遺
言
書
の
内
容
を
明
確
に
し
、

偽
造
・
変
造
を
防
止
す
る
た
め
の
手
続
き
で

す
。

　

検
認
で
、
遺
言
の
有
効
や
無
効
を
判
断
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
遺
言
書
で
検
認
は
必
要
で

す
か
？

　

公
正
証
書
遺
言
や
、
法
務
局
で
保
管
さ
れ

て
い
る
自
筆
証
書
遺
言
に
関
し
て
交
付
さ
れ

る
遺
言
情
報
証
明
書
は
検
認
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

遺
言
書
が
あ
っ
た
場
合
、
遺
言
の
内

容
ど
お
り
に
分
割
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
か
？

　

遺
言
書
が
存
在
す
る
場
合
は
、
遺
言
書
の

内
容
の
と
お
り
に
遺
産
を
分
け
る
の
が
原
則

で
す
。

　

し
か
し
、
遺
言
書
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

必
ず
遺
言
の
内
容
ど
お
り
に
分
割
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

す
べ
て
の
相
続
人
や
受
遺
者
の
合
意
が
あ

れ
ば
、
遺
言
書
の
内
容
と
は
異
な
る
方
法
に

よ
る
遺
産
分
割
が
可
能
で
す
。

　

遺
言
書
の
内
容
を
変
更
し
遺
言
と
異
な
る

遺
産
分
割
協
議
を
行
う
場
合
は
、
遺
産
分
割

協
議
書
に
相
続
人
全
員
の
署
名
と
実
印
の
捺

印
が
必
要
で
す
。

　

遺
言
書
と
異
な
る
遺
産
分
割
協
議
を
行
う

場
合
の
注
意
点
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
相
続

人
に
遺
言
書
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　

遺
言
書
の
存
在
を
知
ら
せ
ず
に
、
他
の
相

続
人
に
不
利
な
内
容
の
遺
産
分
割
協
議
を

行
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
相
続
人
か
ら
遺
産

分
割
協
議
の
取
り
消
し
を
主
張
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
言
執
行
者
が
指
定
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
遺
言
執
行
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。



065

Chapter 2　問題解決策と検討のポイント

遺
言
書
と
異
な
る
遺
産
分
割
協
議
を

行
う
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
相

続
手
続
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
で
す

か
？

　

遺
言
書
と
異
な
る
遺
産
分
割
協
議
を
行
う

場
合
、
す
べ
て
の
相
続
人
や
受
遺
者
の
同
意

が
必
須
と
な
る
の
で
、
関
係
す
る
戸
籍
情
報

を
す
べ
て
確
認
し
た
う
え
で
、
相
続
人
全
員

を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

相
続
人
同
士
で
決
め
た
遺
産
分
割
内
容
で

遺
産
分
割
協
議
書
を
作
成
す
れ
ば
、
そ
の
通

り
に
相
続
手
続
き
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

遺
言
書
に
よ
っ
て
財
産
を
譲
り
受
け

る
は
ず
の
人
が
、
遺
言
書
を
作
成
し

た
人
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
た
場
合
の

取
り
扱
い
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　

遺
言
書
に
よ
っ
て
財
産
を
譲
り
受
け
る
は

ず
の
人
が
、
遺
言
書
を
作
成
し
た
人
よ
り
先
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に
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
部
分
の
遺
言
は

無
効
に
な
り
、
先
に
亡
く
な
っ
た
人
が
譲
り

受
け
る
は
ず
だ
っ
た
財
産
は
、
法
定
相
続
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

遺
言
書
を
隠
匿
し
た
場
合
は
、
ど
う

な
り
ま
す
か
？

　

遺
言
書
を
隠
匿
し
た
場
合
、
隠
匿
し
た
相

続
人
は
相
続
欠
格
事
由
に
該
当
し
、
相
続
す

る
権
利
自
体
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

遺
産
分
割
の
内
容
に
よ
っ
て
相
続
税

額
が
増
減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　

相
続
税
制
度
の
特
性
か
ら
、
遺
産
分
割
の

内
容
に
よ
っ
て 

税
負
担
が
大
き
く
変
わ
っ
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
税
は
、
相
続
人
全
員
の
相
続
分
を
足

し
た
課
税
価
格
か
ら
税
額
を
算
出
し
て
、
そ

れ
を
分
担
す
る
と
い
う
計
算
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、遺
産
分
割
の
内
容
に
よ
っ

て
税
負
担
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

相
続
税
の
額
を
計
算
す
る
際
に
は
、
ま
ず

相
続
人
全
員
で
負
担
す
る
相
続
税
の
総
額
を

計
算
し
ま
す
。

　

相
続
税
の
総
額
は
、
課
税
対
象
の
財
産
を

法
定
相
続
分
ど
お
り
に
分
割
し
た
も
の
と
し

て
各
相
続
人
の
取
得
額
を
計
算
し
、
そ
の
金

額
に
対
し
て
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
相
続
人
ご
と
に
計
算
し
た
相
続

税
額
を
合
計
し
た
も
の
が
、
全
員
で
負
担
す

る
相
続
税
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

　

相
続
人
に
配
偶
者
が
い
れ
ば
、
配
偶
者
の

税
額
軽
減
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
取
得

し
た
財
産
の
額
が
１
億
６
，
０
０
０
万
円
か
、

配
偶
者
の
法
定
相
続
分
相
当
額
の
い
ず
れ
か

多
い
方
の
金
額
以
内
で
あ
れ
ば
相
続
税
が
か

か
ら
な
い
の
で
、
実
際
に
納
税
す
る
相
続
税

額
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

他
に
も
、
相
続
人
が
、
配
偶
者
や
一
親
等

の
血
族
、
代
襲
相
続
人
と
な
っ
た
直
系
卑
属

（
孫
、
ひ
孫
な
ど
）
以
外
の
場
合
は
相
続
税
額

の
２
割
加
算
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

遺
言
書
の
内
容
と
異
な
る
遺
産
分
割
を
し

た
場
合
、
遺
言
書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
遺
産

分
割
の
内
容
で
は
な
く
、
実
際
に
遺
産
分
割

を
し
た
内
容
で
相
続
税
を
申
告
し
ま
す
。

　

贈
与
税
は
遺
言
書
の
対
象
者
が
法
定
相
続

人
だ
け
の
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
相

続
税
申
告
後
に
再
度
遺
産
分
割
を
行
う
場
合
、

贈
与
税
が
課
税
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

財
産
の
名
義
変
更
手
続
き
は
ど
の
よ

う
に
進
め
た
ら
よ
い
で
す
か
？

　

相
続
財
産
の
う
ち
預
金
に
関
し
て
は
各
金

融
機
関
で
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　

実
家
や
賃
貸
ア
パ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
不

動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
で
、
相

続
登
記
の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
と
は
、「
法
定
相

続
情
報
一
覧
図
」
を
作
成
し
、
戸
除
籍
謄
本

等
の
束
を
登
記
所
に
提
出
す
る
と
、
登
記
官

か
ら
認
証
文
付
き
の
「
法
定
相
続
情
報
一
覧

図
の
写
し
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
、
相
続
登
記
の

申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
相

続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、

そ
の
所
有
権
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

相
続
登
記
の
申
請
を
す
る
に
当
た
っ
て
、

所
有
す
る
不
動
産
が
複
数
の
管
轄
に
ま
た

が
っ
て
所
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

不
動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
に
対

し
、
死
亡
し
た
方
の
相
続
関
係
書
類
と
し
て
、

戸
除
籍
謄
本
等
の
原
本
の
束
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
」
は
、
戸

除
籍
謄
本
等
の
束
の
代
わ
り
に
利
用
で
き
る

の
で
、
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を
利
用
す

れ
ば
、
複
数
の
法
務
局
に
戸
除
籍
謄
本
等
の

束
を
出
す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
他
の
行
政
庁
や
金
融
機
関
な
ど

の
様
々
な
相
続
関
係
手
続
に
も
利
用
で
き
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
手
続
に
お
い
て
も
、
戸
除

籍
謄
本
等
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が

な
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
注
意
点

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

交
付
さ
れ
た
「
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の

写
し
」
の
有
効
期
限
は
、
発
行
か
ら
６
ヶ
月

以
内
で
交
付
に
あ
た
り
手
数
料
は
徴
収
さ
れ

ま
せ
ん
。
相
続
手
続
き
に
必
要
な
範
囲
で
複

数
通
発
行
可
能
で
、
５
年
間
の
保
管
期
間
中

は
再
交
付
請
求
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
登
記
所
は
、

次
の
地
を
管
轄
す
る
登
記
所
の
い
ず
れ
か
で

す
。
申
出
は
郵
送
に
よ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

① 

被
相
続
人
の
本
籍
地

② 

被
相
続
人
の
最
後
の
住
所
地

③ 

申
出
人
の
住
所
地

④ 

被
相
続
人
名
義
の
不
動
産
の
所
在
地

　

た
だ
し
、
再
交
付
請
求
が
で
き
る
の
は
、

当
初
「
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
」
の
保
管
等

の
申
し
出
を
し
た
人
に
限
ら
れ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
不
動
産
登
記

手
続
き
に
際
し
、
登
記
申
請
書
の
添
付
情
報

欄
に
法
定
相
続
情
報
番
号
を
記
載
す
る
こ
と

で
、
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
（
証
明

書
の
原
本
）
の
添
付
を
省
略
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

法
定
相
続
情
報
番
号
と
は
、
法
定
相
続
情

報
一
覧
図
の
写
し
の
右
肩
部
分
に
記
載
さ
れ

る
、
法
定
相
続
情
報
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
不
動
産
登
記
以
外
の
手
続
で
は
、

法
定
相
続
情
報
番
号
は
使
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
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02
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

円
滑
な
遺
産
分
割　

 

| 

遺
留
分
に
関
す
る
民
法
特
例 

| 

　

遺
留
分
と
は
、
民
法
上
、
最
低
限
保
障
さ

れ
て
い
る
相
続
人
の
取
り
分
で
す
。

　

遺
留
分
の
権
利
を
持
つ
方
は
、
被
相
続
人

（
先
代
経
営
者
）
の
配
偶
者
と
子
ど
も
、
直
系

尊
属
（
被
相
続
人
の
父
母
、
祖
父
母
）
で
す
。

ま
た
、
相
続
財
産
に
対
す
る
遺
留
分
の
割
合

は
、
相
続
人
の
人
数
や
被
相
続
人
と
の
続
柄

に
よ
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。
直
系
尊
属
者
の

み
が
相
続
人
の
場
合
は
、
法
定
相
続
分
の
３

分
の
１
が
遺
留
分
と
な
り
ま
す
。

　

遺
留
分
は
被
相
続
人
（
先
代
経
営
者
）
の

意
思
に
関
わ
ら
ず
、
相
続
人
全
員
が
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
他
の
相
続
人
が
過

大
な
財
産
を
取
得
し
、
自
己
の
取
得
分
が
遺

留
分
よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
自

己
の
遺
留
分
に
相
当
す
る
金
額
の
支
払
い
を
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請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

遺
留
分
に
関
す
る
民
法
の
特
例
と
は
、
事

業
承
継
に
よ
る
相
続
に
つ
い
て
、
法
定
相
続

人
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
遺
留
分
を
減
ら
せ
る

と
い
う
事
で
す
。

　

後
継
者
に
自
社
株
式
を
集
中
し
て
承
継
さ

せ
よ
う
と
し
て
も
、
遺
留
分
を
侵
害
さ
れ
た

相
続
人
か
ら
遺
留
分
に
相
当
す
る
財
産
の
返

還
を
求
め
ら
れ
た
際
、
自
社
株
式
が
分
散
し

て
し
ま
っ
た
り
、
資
金
不
足
に
な
り
業
績
が

悪
化
し
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
こ

と
を
避
け
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

遺
留
分
の
特
例
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
円

滑
な
事
業
承
継
が
実
現
で
き
ま
す
。

遺
留
分
に
関
す
る
民
法
特
例
の
ツ
ッ

コ
ミ
質
問

　

遺
留
分
に
関
す
る
民
法
の
特
例
の
ツ
ッ
コ

ミ
質
問
と
し
て
、
遺
留
分
に
関
す
る
民
法
の

特
例
の
種
類
、
特
例
を
利
用
す
る
際
の
手
続

き
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

活用までの手続きの流れ
民法特例を利用するには、適用要件を満たした上で、推定相続人全員の合意を得て、
経済産業大臣の確認および家庭裁判所の許可を受けることが必要です。
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遺
留
分
に
関
す
る
民
法
の
特
例
に

は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す

か
？

　

合
意
の
種
類
に
は
、
除
外
合
意
、
固
定
合

意
の
２
つ
と
、
除
外
合
意
と
固
定
合
意
を
合

わ
せ
た
、
付
随
合
意
の
３
つ
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。

除
外
合
意
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

遺
留
分
算
定
基
礎
財
産
か
ら
贈
与
等
さ
れ

た
株
式
等
を
除
外
す
る
も
の
で
あ
り
、
合
意

し
た
他
の
相
続
人
は
、
遺
留
分
の
主
張
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
相
続
に
よ
る
株
式
等
の
分
散

を
防
止
で
き
ま
す
。

　

自
社
株
式
等
以
外
の
財
産
に
関
す
る
合
意

に
つ
い
て
は
、
除
外
合
意
の
み
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

固
定
合
意
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

遺
留
分
算
定
基
礎
財
産
に
算
入
す
る
価
額

を
合
意
時
の
価
額
に
固
定
す
る
も
の
で
す
。

　

合
意
を
す
る
と
、株
式
等
の
価
額
が
上
が
っ

て
も
遺
留
分
額
に
は
影
響
し
な
い
の
で
、
想

定
外
の
遺
留
分
の
主
張
を
防
止
で
き
ま
す
。

固
定
す
る
合
意
時
の
時
価
に
つ
い
て

は
、
証
明
が
必
要
で
す
か
？

　

固
定
す
る
合
意
時
の
時
価
は
、
合
意
の
時

に
お
け
る
相
当
な
価
額
で
あ
る
こ
と
を
、
税

理
士
、 
公
認
会
計
士
、
弁
護
士
等
に
よ
る
証
明

が
必
要
で
す
。

遺
留
分
に
関
す
る
民
法
の
特
例
の
適

用
要
件
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

会
社
の
要
件
は
、
会
社
が
中
小
企
業
者
で

あ
る
こ
と
。
合
意
時
点
に
お
い
て
３
年
以
上

継
続
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
非
上
場
企
業

で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

先
代
経
営
者
の
要
件
は
、
過
去
ま
た
は
合

意
時
点
に
お
い
て
会
社
の
代
表
者
で
あ
る
こ

と
で
す
。

　

後
継
者
の
要
件
は
、
合
意
時
点
に
お
い
て

会
社
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
。
現
経
営
者
か

ら
の
贈
与
等
に
よ
る
株
式
の
取
得
に
よ
り
、

総
株
主
ま
た
は
総
社
員
の
議
決
権
の
過
半
数

を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

遺
留
分
に
関
す
る
民
法
の
特
例
を
利

用
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が

必
要
で
す
か
？

　

遺
留
分
に
関
す
る
民
法
の
特
例
を
利
用
す

る
に
は
、
推
定
相
続
人
全
員
の
合
意
を
得
て
、

合
意
か
ら
１
か
月
以
内
に
経
済
産
業
大
臣
の

確
認
の
申
請
を
受
け
、
そ
の
確
認
後
１
か
月

以
内
に
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
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03
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

円
滑
な
遺
産
分
割　

 

| 

相
続
財
産
分
割
の
方
法 

| 

　

相
続
財
産
を
分
割
す
る
方
法
に
は
、
代
償

分
割
、
現
物
分
割
、
換
価
分
割
、
共
有
分
割

が
あ
り
ま
す
。

　

代
償
分
割
と
は
、
遺
産
の
分
割
に
当
た
っ

て
共
同
相
続
人
の
う
ち
特
定
の
者
が
被
相
続

人
の
遺
産
の
多
く
を
取
得
し
、
そ
の
代
償
と

し
て
、
そ
の
者
が
自
己
の
固
有
財
産
を
他
の

相
続
人
に
支
払
う
方
法
で
、
現
物
分
割
が
困

難
な
場
合
に
行
わ
れ
る
方
法
で
す
。

　

被
相
続
人
の
自
宅
に
同
居
し
て
い
た
相
続

人
が
自
宅
に
住
み
続
け
る
場
合
や
、
農
業
・

事
業
な
ど
に
利
用
す
る
事
業
用
不
動
産
を
相

続
す
る
場
合
、
法
人
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
た

め
に
非
上
場
株
式
を
相
続
す
る
場
合
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
分
割
方
法
で
す
。

代
償
分
割
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産

の
課
税
関
係

　

代
償
分
割
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
は
相

続
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

被
相
続
人
の
遺
産
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

遺
産
分
割
協
議
に
よ
っ
て
発
生
し
た
債
権
に

基
づ
い
て
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
相

続
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

代
償
財
産
と
し
て
渡
し
た
も
の
が
、
不
動

産
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
課
税
対
象
と
な
る
資

産
の
場
合
は
、
譲
渡
所
得
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
書
に
金
銭
の
譲
渡
が
代
償

分
割
に
よ
る
も
の
だ
と
記
載
が
な
い
と
、
贈

与
と
み
な
さ
れ
贈
与
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

代
償
分
割
の
問
題
点

　

代
償
分
割
の
問
題
点
と
し
て
、
相
続
人
が

代
償
分
割
す
る
資
金
不
足
が
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

相
続
人
の
固
有
財
産
を
増
加
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
、
生
命
保
険
の
活
用
や
賃
貸
不
動
産

の
贈
与
、
不
動
産
管
理
会
社
の
活
用
、
役
員

報
酬
の
増
額
な
ど
で
代
償
分
割
の
準
備
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
遺
産
分
割
方
法

　

遺
産
分
割
の
方
法
に
は
、
代
償
分
割
の
他

に
現
物
分
割
、
換
価
分
割
、
共
有
分
割
が
あ

り
ま
す
。
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現
物
分
割
は
、
遺
産
そ
の
も
の
を
分
割
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
で
あ
れ
ば
、
分
筆
の
手
続
き
を
と
り
、

各
相
続
人
そ
れ
ぞ
れ
の
名
義
で
登
記
を
行
い

ま
す
。

　

換
価
分
割
は
、
遺
産
を
売
却
し
て
売
却
代

金
を
相
続
人
で
分
割
す
る
方
法
で
す
。

　

最
も
平
等
に
分
割
で
き
る
方
法
で
す
が
、

被
相
続
人
と
同
居
し
て
い
た
場
合
な
ど
は
売

却
す
る
と
、
同
居
人
は
次
に
住
む
家
を
探
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

共
有
分
割
と
は
、
不
動
産
な
ど
を
共
有
名

義
に
す
る
方
法
で
す
。

　

所
有
区
分
を
遺
産
分
割
の
割
合
に
応
じ
て

分
割
し
ま
す
。

　

共
有
後
、
売
却
す
る
場
合
は
共
有
名
義
人

全
員
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

　

共
有
名
義
人
に
相
続
が
発
生
す
る
と
所
有

者
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
手
続
き
が
煩
雑
に

な
り
ま
す
。
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04
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

円
滑
な
遺
産
分
割　

 

| 

信
託
の
活
用
・
家
族
信
託 

| 

　

家
族
信
託
と
は
、
将
来
、
認
知
症
な
ど
で

判
断
能
力
が
低
下
し
、
自
分
で
自
分
の
財
産

管
理
を
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
備

え
て
、
財
産
の
所
有
権
の
う
ち
、
管
理
・
処

分
す
る
権
利
を
信
頼
で
き
る
家
族
に
移
す
こ

と
で
す
。

　

親
子
間
で
信
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

親
が
万
一
、
認
知
症
や
病
気
に
な
っ
た
と
し

て
も
子
が
財
産
の
管
理
・
運
用
を
継
続
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

例
え
ば
、
不
動
産
の
管
理
は
子
供
に
任
せ

て
も
、
家
賃
や
売
却
代
金
は
親
が
得
る
形
に

な
る
の
で
、
家
賃
収
入
を
毎
月
の
老
人
ホ
ー

ム
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
信
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
実
質
的
に
遺
産
分
割
協
議
を
生
前
の
う

ち
に
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
言
は
一
次
相
続
の
指
定
し
か
で

き
ま
せ
ん
が
、
信
託
は
二
次
相
続
以
降
に
も

被
相
続
人
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

家
族
信
託
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　

家
族
信
託
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
導
入
に
コ

ス
ト
が
か
か
る
こ
と
、
制
度
に
精
通
し
た
専

門
家
や
金
融
機
関
が
少
な
い
こ
と
、
身
上
監

護
の
機
能
が
な
い
こ
と
で
す
。

 　

信
託
契
約
書
の
作
成
費
用
や
信
託
登
記
費

用
、
登
録
免
許
税
な
ど
の
導
入
コ
ス
ト
が
発

生
し
た
り
、
制
度
を
利
用
し
た
く
て
も
、
歴

史
が
浅
い
た
め
身
近
に
対
応
で
き
る
専
門
家

や
金
融
機
関
が
少
な
く
、
使
い
た
く
て
も
使

え
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
身
上
監
護
の
機
能
が
な
い
た
め
、

介
護
や
療
養
、
治
療
に
関
す
る
手
続
き
は
成

年
後
見
制
度
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

成
年
後
見
制
度

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
な
ど
に
よ

り
、
判
断
能
力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
人
に

代
わ
っ
て
そ
の
人
の
財
産
管
理
や
、
法
律
行

為
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
見
人
は
好
き
な
相
手
に
頼
む
こ
と
が
で
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き
ま
す
が
、
公
正
証
書
に
よ
る
契
約
で
な
い

と
無
効
で
す
。

　

後
見
制
度
に
は
二
種
類
あ
り
、
本
人
が
元

気
な
う
ち
に
、
将
来
、
認
知
症
に
な
っ
た
時

の
た
め
に
後
見
人
を
選
ん
で
お
く
こ
と
の
で

き
る
任
意
後
見
制
度
と
、
既
に
判
断
能
力
が

低
下
し
て
し
ま
っ
た
あ
と
に
、
後
見
人
を
家

庭
裁
判
所
が
選
ぶ
、
法
定
後
見
制
度
が
あ
り

本
人
の
判
断
能
力
低
下
の
程
度
が
著
し
い
順

に
後
見
・
保
佐
・
補
助
の
三
段
階
に
分
類
さ

れ
ま
す
。

 

不
動
産
の
売
却
な
ど
は
後
見
人
で
も

で
き
ま
す
か
？

　

原
則
と
し
て
、
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
見
人
は
、
財
産
を
守
る
こ
と
が
役
目
で

あ
り
、
財
産
を
運
用
し
た
り
組
み
替
え
た
り

す
る
こ
と
が
役
目
で
は
な
い
の
で
、
売
却
す

る
こ
と
に
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
を
の
ぞ
き
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
許

可
が
降
り
な
い
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。



01	 法人版事業承継税制
02	 個人版事業承継税制
03	 金庫株の活用
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納
税
資
金
の
確
保 

| 

所
有
財
産
に
占
め
る
現
預
金
の
割
合
が
少
な
く
、

結
果
的
に
納
税
資
金
不
足
に
な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す

問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

01	 法人版事業承継税制
02	 個人版事業承継税制
03	 金庫株の活用
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問題解決策と検討のポイント　Chapter 2

問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

納
税
資
金
の
確
保　

 

| 

法
人
版
事
業
承
継
税
制 

| 

　

事
業
承
継
税
制
と
は
、
先
代
経
営
者
か
ら

事
業
の
承
継
を
受
け
た
後
継
者
が
次
の
後
継

者
に
事
業
承
継
で
き
た
場
合
に
は
、
相
続
税

や
贈
与
税
が
免
除
に
な
る
制
度
で
す
。

　

事
業
承
継
税
制
に
は
、
一
般
措
置
と
特
例

措
置
の
二
つ
の
制
度
が
あ
り
、
特
例
措
置
に

つ
い
て
は
、
事
前
の
計
画
策
定
や
適
用
期
限

等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
納
税
猶
予
の
対
象
と
な
る
非
上

場
株
式
等
の
制
限
の
撤
廃
や
、
納
税
猶
予
割

合
が
引
上
げ
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
最

終
的
に
は
贈
与
税
や
相
続
税
が
免
除
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
納
税
資
金

を
準
備
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
例
措
置
の
場
合
、
適
用
期
限
が
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、
後
継
者
が
先
代
経
営
者
に
事

業
承
継
を
促
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
取
消
事
由
に
該
当
す
る

と
、
猶
予
さ
れ
て
い
た
税
額
と
利
子
税
を
併

せ
て
納
付
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
制
度
が

複
雑
で
専
門
家
が
少
な
い
こ
と
。
報
告
や
届

出
が
必
要
な
こ
と
で
す
。

制
度
を
受
け
る
た
め
の
要
件

　

制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、会
社
、後
継
者
、

先
代
経
営
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
社
の
主
な
要
件

次
の
会
社
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と

•	

上
場
会
社

•	

中
小
企
業
者
に
該
当
し
な
い
会
社

•	

風
俗
営
業
会
社

•	

資
産
管
理
会
社

　

資
産
管
理
会
社
と
は
、
有
価
証
券
、
自
ら

使
用
し
て
い
な
い
不
動
産
、
現
金
・
預
金
等

の
特
定
の
資
産
の
保
有
割
合
が
総
資
産
の
総

額
７
０
％
以
上
の
会
社
や
、
特
定
の
資
産
か

ら
の
運
用
収
入
が
総
収
入
金
額
の
７
５
％
以

上
の
会
社
を
い
い
ま
す
。
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後
継
者
の
主
な
要
件

•	

会
社
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と

•	

贈
与
の
場
合
、
１
８
歳
以
上
で
あ
る
こ

と

•	

贈
与
の
場
合
、
役
員
就
任
後
３
年
を
経

過
し
て
い
る
こ
と

•	

贈
与
に
よ
り
、
一
族
で
５
０
％
超
の
議

決
権
を
保
有
し
、
一
族
の
中
で
筆
頭
株

主
と
な
る
こ
と

先
代
経
営
者
の
主
な
要
件

•	

会
社
の
代
表
者
で
あ
っ
た
こ
と

•	

贈
与
直
前
で
、
一
族
で
５
０
％
超
の
議

決
権
を
保
有
し
、
一
族
の
中
で
筆
頭
株

主
で
あ
っ
た
こ
と

•	

贈
与
の
時
に
お
い
て
、
会
社
の
代
表
を

退
任
し
て
い
る
こ
と

　

先
代
経
営
者
か
ら
後
継
者
へ
の
贈
与
は
、

基
本
的
に
先
代
経
営
者
が
持
つ
全
て
の
株
式

を
贈
与
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事業承継税制の特例措置と一般措置
※令和 6年度税制改正大綱により、特例承継計画の提出期限は 2年延長され令和 8年 3月 31 日ま
でに延長（出典：令和 6年度税制改正の大綱 ）

特例措置 一般措置

事前の計画策定等
特例承継計画の提出
平成３０年４月１日から
令和８年３月３１日まで※

不要

適用期限
次の期間の贈与・相続等
平成 30年 １月 １日から
令和９年 12 月 31 日まで

なし

対象株数 全株式 総株式数の最大３分の２まで

納税猶予割合 100％ 贈与：100％　相続：　80％

承継パターン 複数の株主から
最大３人の後継者

複数の株主から
１人の後継者

雇用確保要件 弾力化 承継後５年間
平均８割の雇用継続が必要

事業の継続が
困難な事由が生じ
た場合の免除

あり なし

相続時生産課税の
適用

６０歳以上の者から
１８歳以上の者への贈与

６０歳以上の者から
１８歳以上の推定相続人（直系卑
属）・孫への贈与
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実
技
試
験
に
お
け
る

事
業
承
継
税
制
の
ポ
イ
ン
ト

　

Ｆ
Ｐ
１
級
学
科
試
験
に
お
け
る
事
業
承
継

税
制
で
す
が
、
基
礎
編
で
は
「
２
０
２
２
年

５
月
」「
２
０
２
３
年
５
月
」
応
用
編
で
の
出

題
は
「
２
０
２
２
年
９
月
」
に
穴
埋
め
問
題

が
出
題
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

事
業
承
継
税
制
に
つ
い
て
学
科
試
験
合
格

後
に
、
改
め
て
勉
強
し
直
し
て
い
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

実
技
試
験
の
設
例
の
主
人
公
で
あ
る
Ａ
さ

ん
は
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
で
は
、
非
上
場
会
社
の

社
長
と
い
う
設
定
が
多
く
、
事
業
承
継
に
つ

い
て
悩
ん
で
い
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や
金
融
機

関
の
担
当
者
、
経
営
者
仲
間
な
ど
か
ら
事
業

承
継
税
制
の
話
を
聞
い
て
き
た
も
の
の
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　

そ
こ
で
、
Ａ
さ
ん
の
悩
み
事
や
問
題
点
を

解
決
す
る
た
め
に
、
事
業
承
継
税
制
に
つ
い

て
の
説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
承
継
税
制
で
、
最
低
限
押
さ
え
て
お

く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
３
つ
で
す
。

•	

事
業
承
継
税
制
特
例
の
概
要

•	

後
継
者
の
要
件

•	

手
続
き
の
流
れ

事
業
承
継
税
制
の
概
要

　

事
業
承
継
税
制
特
例
と
は
、
先
代
経
営
者

か
ら
事
業
の
承
継
を
受
け
た
後
継
者
が
次
の

後
継
者
に
事
業
承
継
で
き
た
場
合
に
は
、
相

続
税
や
贈
与
税
が
免
除
に
な
る
制
度
で
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
届
出
書
の
提
出
な
ど
事

務
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
こ
と
。

　

事
業
継
続
が
困
難
な
場
合
は
、
利
子
税
と

猶
予
さ
れ
た
税
金
の
支
払
い
が
必
要
に
な
る

こ
と
で
す
。

　

事
業
承
継
税
制
は
、
恒
久
的
な
措
置
で
あ

る
一
般
措
置
と
時
限
的
な
措
置
で
あ
る
特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
。

後
継
者
の
主
な
要
件

•	

会
社
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と

•	

贈
与
の
場
合
、
１
８
歳
以
上
で
あ
る
こ

と

•	

贈
与
の
場
合
、
役
員
就
任
後
３
年
を
経

過
し
て
い
る
こ
と

•	

贈
与
に
よ
り
、
一
族
で
５
０
％
超
の
議

決
権
を
保
有
し
、
一
族
の
中
で
筆
頭
株

主
と
な
る
こ
と

　

設
例
を
読
む
と
後
継
者
候
補
で
あ
る
長
男

Ｃ
さ
ん
は
、
１
年
前
に
Ｘ
社
の
取
締
役
に
就

任
し
て
い
た
り
、
生
産
本
部
長
だ
っ
た
り
す

る
の
で
、
３
年
以
上
役
員
で
あ
る
と
い
う
、

後
継
者
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

事
業
承
継
税
制
を
提
案
す
る
際
は
、
長
男

Ｃ
さ
ん
な
ど
、
後
継
者
候
補
の
役
職
に
も
注

意
し
て
設
例
を
読
み
ま
し
ょ
う
。
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事
業
承
継
税
制
の
手
続
き
の
流
れ

　

特
例
措
置
の
場
合
は
、
令
和
８
年
３
月

３
１
日
ま
で
に
、
特
例
承
継
計
画
を
作
成
し

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
の
指
導
及
び
助

言
を
受
け
都
道
府
県
庁
に
対
し
確
認
申
請
を

行
な
い
ま
す
。

　

特
例
承
継
計
画
は
、
令
和
６
年
度
税
制
改

正
で
、
提
出
期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
、
令

和
８
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
適
用
期
限
は
令
和
９
年
１
２
月

３
１
日
ま
で
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
例
承
継
計
画
の
申
請
後
、
令
和
９
年

１
２
月
３
１
日
ま
で
に
贈
与
を
行
い
、
贈
与

年
の
１
０
月
１
５
日
か
ら
翌
年
１
月
１
５
日

ま
で
に
都
道
府
県
庁
に
対
し
認
定
申
請
を
行

な
い
ま
す
。

　

事
業
承
継
税
制
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の

要
件
を
す
べ
て
充
足
し
て
い
れ
ば
都
道
府
県

庁
か
ら
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
認

定
書
の
写
し
と
と
も
に
税
務
署
へ
の
申
告
手

続
き
を
行
な
い
ま
す
。

　

適
用
後
は
、
５
年
間
、
毎
年
、
都
道
府
県

庁
お
よ
び
税
務
署
に
報
告
・
届
出
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

５
年
目
に
お
い
て
従
業
員
数
が
事
業
承
継

時
に
比
べ
て
５
年
平
均
８
割
を
下
回
っ
て
い

た
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
報
告

書
を
都
道
府
県
庁
に
提
出
し
ま
す
。

　

そ
の
理
由
が
経
営
環
境
の
悪
化
に
よ
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
は
、
認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
の
指
導
及
び
助
言
を
合
わ
せ
て
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
継
続
期
間
経
過
後（
６
年
目
以
降
）は
、

３
年
に
一
回
、
税
務
署
に
届
出
を
提
出
す
る

だ
け
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
事
業
承
継
税
制
は
、
適
用

さ
れ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
適
用
後
も
満
た

さ
な
く
て
は
い
け
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件

が
あ
り
ま
す
。

　

要
件
を
満
た
せ
な
い
場
合
は
、
事
業
承
継

税
制
の
適
用
が
取
消
と
な
り
、
猶
予
さ
れ
て

い
た
贈
与
税
・
相
続
税
の
全
額
ま
た
は
一
部

に
利
子
を
上
乗
せ
し
て
納
付
し
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

設
例
の
中
に
は
、
事
業
承
継
税
制
適
用
後

に
、
後
継
者
の
長
男
Ｃ
さ
ん
が
株
価
が
高
い

う
ち
に
Ｘ
社
を
売
却
し
た
い
と
考
え
た
り
、

Ｍ
＆
Ａ
仲
介
業
者
か
ら
Ｍ
＆
Ａ
の
提
案
を
受

け
た
り
す
る
設
例
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
継
続
期
間
内
に
納
税
猶
予
中
の
株
式

の
一
部
を
譲
渡
し
た
場
合
も
、
事
業
承
継
税

制
の
適
用
が
取
消
に
な
り
、
猶
予
を
受
け
て

い
た
納
税
額
の
全
額
と
利
子
の
支
払
い
が
生

じ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
承
継
税
制
を
利
用
す
る
前

に
保
有
し
て
い
た
株
式
の
範
囲
内
で
譲
渡
す

る
の
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
事
業
継
続
期
間
経
過
後
（
６
年
目

以
降
）
に
納
税
猶
予
対
象
株
式
の
一
部
を
譲

渡
し
た
場
合
は
、
譲
渡
部
分
の
み
適
用
が
取

消
に
な
り
ま
す
。

　

学
科
試
験
だ
け
で
な
く
、
Ｆ
Ｐ
試
験
で
は

改
正
も
の
が
多
く
出
題
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
に
よ
り
、事
業
承
継
税
制（
特
例
措
置
）

の
出
題
は
今
後
も
多
く
な
り
そ
う
で
す
ね
。
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非上場株式等についての贈与税の納税猶予および免除
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非上場株式等についての相続税の納税猶予および免除
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02
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

納
税
資
金
の
確
保　

 

| 

個
人
版
事
業
承
継
税
制 

| 

　

個
人
事
業
者
の
後
継
者
が
、
事
業
用
資
産

を
贈
与
ま
た
は
相
続
な
ど
で
取
得
し
た
場
合

に
、
一
定
の
要
件
の
も
と
で
贈
与
税
や
相
続

税
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

 

個
人
事
業
承
継
計
画
の
提
出
期
限
が
令
和
６

年
度
税
制
改
正
で
、
２
年
間
延
長
さ
れ
、
令

和
８
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
版
事
業
承
継
税
制
の
要
件

•	

事
前
に
「
個
人
事
業
承
継
計
画
」
を
都
道

府
県
庁
へ
提
出
す
る
こ
と

•	

承
継
す
る
事
業
の
特
定
事
業
用
資
産
の
全

て
を
引
き
継
ぐ
こ
と

•	

「
継
続
届
出
書
」
を
３
年
ご
と
に
提
出
す
る

こ
と

•	

猶
予
さ
れ
た
税
額
に
見
合
う
担
保
の
提
供

が
必
要
な
こ
と

　

事
業
を
廃
止
し
た
場
合
や
取
得
し
た
財
産

を
売
却
し
た
場
合
は
猶
予
さ
れ
た
税
額
を
納

税
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
定
事
業
用
財
産

　

特
定
事
業
用
資
産
と
は
、
贈
与
ま
た
は
相

続
な
ど
が
起
こ
っ
た
日
の
、
前
年
に
お
け
る

青
色
申
告
書
の
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
て

い
た
も
の
で
す
。

 

４
０
０
㎡
ま
で
の
宅
地
や
、
床
面
積
８
０
０

㎡
ま
で
の
建
物
、
建
物
以
外
の
減
価
償
却
資

産
の
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

さ
れ
て
い
る
資
産
な
ど
で
す
。

事
業
用
小
規
模
宅
地
の
特
例
と
の
選

択
制

　

個
人
版
事
業
承
継
税
制
は
、
小
規
模
宅
地

の
特
例
と
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

個
人
版
事
業
承
継
税
制
と
ど
ち
ら
が
有
利
に

な
る
か
専
門
家
を
交
え
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
個
人
版
事
業
承
継
税
制
は
、
後

継
者
の
み
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
他
の
相
続

人
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。
相
続
人

全
員
が
理
解
し
て
意
思
決
定
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
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多様な事業用資産が対象

•	 事業を行うために必要な事業用資産
が対象

•	 土地・建物（土地は４００㎡、建物
は８００㎡まで）

•	 機会・器具備品（例：工作機械・パワー
ショベル・診療機器　等）

•	 車両運搬具
•	 生物（乳製品・果樹等）
•	 無形償却資産（特許権等）

相続税だけでなく贈与税も対象

•	 生前贈与による早期の事業承継準備を支援

納税額の全額（１００％）が納税猶予

•	 後継者の承継時の現金負担ゼロに

１０年間の時限措置

•	 2019 年１月１日〜 2028 年 12 月 31 日の間
に行われる相続・贈与が対象

個人版事業承継税制 小規模宅地等の特例
（特定事業用宅地等）

事前の計画策定等 ５年以内の個人事業承継計画の提出
平成３１年４月１日から
令和８年３月３１日まで

不要

運用期限 １０年以内の贈与・相続等
平成３１年１月１日から
令和１０年１２月３１日まで

なし

承継パターン 贈与・相続等 相続等のみ

対象資産 宅地等（４００㎡まで）
建物（床面積８００㎡まで）
一定の減価償却資産

宅地等（４００㎡まで）

減額割合 １００％（納税猶予） ８０％（課税価格の減額）

事業の継続 終身 申告期限まで

個人版事業承継税制と小規模宅地の特例

個人版事業承継税制の概要
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03
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

納
税
資
金
の
確
保　

 

| 

金
庫
株
の
活
用 

| 

　

金
庫
株
と
は
、
会
社
自
身
が
発
行
し
た
株

式
を
買
い
戻
し
て
保
有
し
て
い
る
状
態
で
す
。

　

自
社
株
を
買
取
り
金
庫
株
化
す
る
と
、
会

社
法
上
買
取
っ
た
株
式
に
つ
い
て
は
議
決
権

が
消
滅
し
ま
す
。

金
庫
株
化
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

　

相
続
発
生
前
に
金
庫
株
化
し
た
場
合
は
、

み
な
し
配
当
所
得
と
な
り
、
総
合
課
税
と
し

て
最
高
５
５
％
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
多
額
の

税
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

　

相
続
発
生
か
ら
３
年
１
０
ヶ
月
以
内
に
、

株
式
を
発
行
会
社
に
売
却
し
た
場
合
は
、
み

な
し
配
当
所
得
は
適
用
さ
れ
ず
、
譲
渡
所
得

課
税
で
２
０
．
３
１
５
％
の
課
税
と
な
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
譲
渡
所
得
の
取
得
費
加
算
の
特

例
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
続
発
生
後
で
あ
れ
ば
、
相
続
で
取
得
し

た
株
式
を
発
行
会
社
に
買
い
取
っ
て
も
ら
い
、

納
税
資
金
に
あ
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

金
庫
株
化
す
る
た
め
の
要
件

　

金
庫
株
の
活
用
で
留
意
す
る
点
は
、
剰
余

金
の
分
配
可
能
額
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

剰
余
金
の
分
配
可
能
額
と
は
累
積
さ
れ
て

き
た
税
引
後
利
益
の
合
算
で
す
が
、
こ
の
範

囲
で
し
か
金
庫
株
の
買
取
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
社
株
の
買
取
り
が
無
限
に
で
き
て
し
ま

う
と
会
社
の
資
金
を
流
出
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。

　

実
際
に
金
庫
株
を
買
い
取
る
際
に
は
現
金

が
必
要
に
な
る
の
で
、
会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
に
悪
影
響
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

事
前
に
買
取
資
金
の
準
備
や
取
引
先
・
金
融

機
関
に
対
し
て
の
説
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

金
庫
株
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

後
継
者
が
相
続
し
た
自
社
株
を
会
社
へ
売

却
し
、
そ
の
代
金
で
相
続
税
を
納
税
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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株
式
を
後
継
者
以
外
の
相
続
人
が
取
得
し

た
場
合
も
、
自
社
株
を
買
取
る
こ
と
で
、
株

式
の
分
散
を
避
け
、
後
継
者
の
株
式
保
有
比

率
を
上
げ
て
経
営
権
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

金
庫
株
を
活
用
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト

　

会
社
の
資
金
で
自
社
株
を
取
得
す
る
の
で
、

取
得
資
金
の
分
だ
け
現
預
金
が
減
少
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

十
分
な
現
預
金
が
な
い
場
合
は
、
金
融
機

関
な
ど
か
ら
の
借
入
に
よ
っ
て
取
得
資
金
を

用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
社
株
の
買
取
り
は
剰
余
金
分
配
可
能
額

を
超
え
て
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
純
資
産
の
金
額
が
３
０
０
万
円
を

下
回
る
際
に
は
、
剰
余
金
の
配
当
が
で
き
な

い
と
い
う
制
限
が
あ
り
ま
す
。

原則

譲渡損益

譲渡損益

みなし配当

特例

譲　

渡　

価　

額

資
本
金
等
の
額

取 

得 

価 

額



01	 自社株評価と株価引き下げ対策
02	 特定の評価会社の株式
03	 小規模宅地等の評価減
04	 生前贈与
05	 不動産管理会社の活用
06	 ストックオプション
07	 マンションの相続税評価　エンジェル税制



Chapter 2-3

 

| 

税
額
の
軽
減
対
策 

| 

所
得
税
が
高
額
で
法
人
化
を
検
討
す
る
設
例
や
、

相
続
税
対
策
が
必
要
に
な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す

問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

01	 自社株評価と株価引き下げ対策
02	 特定の評価会社の株式
03	 小規模宅地等の評価減
04	 生前贈与
05	 不動産管理会社の活用
06	 ストックオプション
07	 マンションの相続税評価　エンジェル税制
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問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

税
額
の
軽
減
対
策　

 

| 

自
社
株
評
価
と
株
価
引
き
下
げ
対
策 

| 

　

業
績
の
良
い
会
社
は
、
自
社
株
の
評
価
が

高
く
な
る
た
め
、
相
続
税
の
納
税
や
遺
産
分

割
の
問
題
な
ど
が
生
じ
ま
す
。　

　

株
価
を
適
宜
引
き
下
げ
な
が
ら
、
株
式
を

後
継
者
に
移
す
た
め
に
は
、
相
続
財
産
と
し

て
課
税
さ
れ
る
自
社
株
が
、
ど
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
る
の
か
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

株
式
取
得
者
が
、
同
族
株
主
の
場
合
は
原

則
的
評
価
方
式
、
同
族
株
主
以
外
は
特
例
的

評
価
方
式
で
株
価
を
算
定
し
ま
す
。

　

同
族
株
主
と
は
、
株
主
の
一
人
と
そ
の
同

族
関
係
者
の
議
決
権
割
合
が
３
０
％
以
上
の

場
合
の
、
そ
の
株
主
と
同
族
関
係
者
の
こ
と

で
す
。

　

た
だ
し
、
議
決
権
割
合
の
５
０
％
超
の
同

配
当
還
元
方
式

同
族
株
主
以
外
の
株
主

併
用
方
式

純
資
産
価
額
方
式

同
族
株
主

類
似
業
種
比
準
方
式
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族
関
係
者
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
と
、
そ
れ

が
同
族
株
主
と
な
り
、
３
０
％
以
上
の
他
の

グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
て
も
同
族
株
主
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
例
的
評
価
方
式
と
は
、
事
業
承
継
の
際

に
同
族
株
主
で
な
い
人
物
が
株
式
を
引
き
継

ぐ
場
合
の
株
価
算
定
方
法
で
、
事
業
承
継
を

行
う
企
業
の
規
模
に
関
係
な
く
、
一
律
に
配

当
還
元
方
式
に
よ
っ
て
株
価
を
算
定
し
ま
す
。

　

原
則
的
評
価
方
式
は
、会
社
の
規
模
に
よ
っ

て
分
類
さ
れ
、
規
模
に
応
じ
た
評
価
方
式
を

使
い
ま
す
。

　

会
社
の
規
模
は
業
種
別
に
、
総
資
産
価
額

と
従
業
員
数
、取
引
金
額
に
よ
っ
て「
大
会
社
」

「
中
会
社
」「
小
会
社
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。 

　

た
だ
し
、
従
業
員
数
が
７
０
名
以
上
の
場

合
は
、す
べ
て
「
大
会
社
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

会
社
規
模
が
大
会
社
の
場
合
、
原
則
的
評

価
方
式
に
よ
る
株
価
は
、
類
似
業
種
比
準
方

式
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　

類
似
業
種
比
準
方
式
で
は
、「
配
当
」「
利
益
」

「
純
資
産
」
の
３
要
素
で
計
算
し
ま
す
。

１株当たりの資本金等の額

類似業種比準価額＝

斟酌率…大会社０．７、中会社０．６、小会社０．５

類似会社

　Ａ：株価（課税時期の属する月以前３ヶ月および前年平均
　　　ならびに前２年間平均のうち最も低いもの）
　Ｂ：１株あたりの配当金額
　Ｃ：１株当たり年利益金額
　Ｄ：１株当たり純資産価額

評価する会社の５０円当たり

　ｂ：１株当たりの配当金額（前２年間の平均。非経常的なものを除く）
　　　１０銭未満切り捨て
　ｃ：１株当たりの利益金額（直前期１年間または前２年間の平均。
　　　非経常的な利益を除く）円未満切り捨て
　ｄ：１株当たり純資産価額（直前期末の帳簿価額）円未満切り捨て

Ｂ Ｃ Ｄ
ｂ

＋ ＋
ｃ ｄ

５０円３
× 斟酌率 ×Ａ ×
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つ
ま
り
、
こ
の
３
要
素
を
下
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
類
似
業
種
比
準
価
額
に
よ
る
株

価
は
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

役
員
退
職
金
の
支
給
に
よ
る
株
価
引

き
下
げ

　

役
員
退
職
金
の
支
給
で
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
要
素
は
、「
利
益
」
と
「
純
資
産
」
で
す
。

　

役
員
退
職
金
を
損
金
算
入
す
る
こ
と
で
、

１
株
あ
た
り
の
年
利
益
金
額
が
減
少
す
る
と

と
も
に
、
１
株
あ
た
り
の
簿
価
純
資
産
価
額

も
減
少
す
る
の
で
、
類
似
業
種
比
準
価
額
を

引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

役
員
退
職
金
の
支
給
に
よ
る
株
価
引

き
下
げ
に
関
す
る
ツ
ッ
コ
ミ
質
問

　

役
員
退
職
金
に
関
す
る
ツ
ッ
コ
ミ
質
問
と

し
て
、
適
正
な
役
員
退
職
金
額
と
退
職
所
得

控
除
、
死
亡
退
職
金
に
関
す
る
質
問
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

適
正
な
退
職
金
額

　

役
員
退
職
金
は
原
則
と
し
て
、
会
社
の
費

用
と
し
て
損
金
算
入
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
不
相
当
に
高
額
な
部
分
に
つ
い

て
は
、
過
大
な
役
員
退
職
金
と
し
て
、
損
金

算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

適
正
な
退
職
金
額
を
算
定
す
る
方
法
と
し

て
、
一
般
的
に
は
功
績
倍
率
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

功
績
倍
率
方
式
の
計
算
式
は
、「
最
終
月
額

報
酬
×
役
員
在
籍
年
数
×
功
績
倍
率
」
で
す
。

　

功
績
倍
率
方
式
を
使
う
場
合
に
は
、
最
終

月
額
報
酬
と
役
員
在
籍
年
数
を
、
会
社
で
正

確
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

退
職
所
得
の
課
税
関
係

　

退
職
金
を
受
領
し
た
場
合
は
、「（
退
職
金

額
ー
退
職
所
得
控
除
額
）
×
２
分
の
１
」
が

退
職
所
得
と
な
り
ま
す
。

　

退
職
所
得
控
除
額
は
、
勤
続
年
数
に
よ
り

異
な
り
、
２
０
年
以
下
の
場
合
は
「
４
０
万

円
×
勤
続
年
数
（
最
低
８
０
万
円
）」
２
０
年

超
の
場
合
は
、「
８
０
０
万
円
＋
７
０
万
円
×

（
勤
続
年
数
ー
２
０
年
）」
で
計
算
し
ま
す
。

　

退
職
時
に
「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す
る

申
告
書
」
を
提
出
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
正
確
に
源

泉
徴
収
さ
れ
、
通
常
、
確
定
申
告
は
不
要
と

な
り
ま
す
。

死
亡
退
職
金

　

被
相
続
人
の
死
亡
後
３
年
以
内
に
支
給
が

確
定
し
た
死
亡
退
職
金
は
、
み
な
し
相
続
財

産
と
し
て
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
保
険
金
と
は
別
枠
で

「
５
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
」
ま
で
は

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
弔
慰
金
等
に
つ
い
て
も
被
相
続
人

の
死
亡
が
業
務
上
の
場
合
は
、
普
通
給
与
の

３
年
分
、
業
務
外
の
場
合
は
６
ヶ
月
分
が
非

課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。



093

Chapter 2　問題解決策と検討のポイント

簿
価
純
資
産
の
引
き
下
げ
に
よ
る
株

価
引
き
下
げ 

　

類
似
業
種
比
準
方
式
で
は
帳
簿
上
の
金
額

を
参
照
し
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
会
社
が
所
有
す
る
不
動
産

等
の
う
ち
、
簿
価
よ
り
時
価
が
値
下
り
し
て
、

含
み
損
が
生
じ
て
い
る
場
合
で
も
、
何
も
し

な
け
れ
ば
会
社
の
資
産
は
簿
価
で
計
算
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
の
資
産
を
売
却
し
た
場
合
、
現
金
は

入
っ
て
く
る
も
の
の
、
含
み
損
が
あ
る
資
産

の
場
合
は
売
却
損
が
で
る
の
で
、
売
却
損
の

分
だ
け
類
似
業
種
比
準
方
式
で
の
純
資
産
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
売
却
損
を
出
し
た
こ
と
で
利
益
も

圧
縮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

売
却
損
は
純
資
産
に
限
ら
ず
利
益
ま
で
減

ら
せ
る
の
で
、
類
似
業
種
比
準
方
式
で
の
株

価
対
策
に
は
有
効
で
す
。

純
資
産
価
額
方
式
で
の
不
動
産
取
得

に
よ
る
株
価
引
き
下
げ

　

株
式
の
評
価
方
法
が
純
資
産
価
額
方
式
を

用
い
る
と
き
や
併
用
方
式
の
場
合
は
、
不
動

産
の
取
得
に
よ
っ
て
、
株
式
の
評
価
額
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

純
資
産
価
額
方
式
と
は
会
社
の
資
産
や
負

債
を
相
続
税
評
価
で
算
出
し
、
株
価
を
算
定

す
る
方
法
で
す
。

　

現
金
か
ら
不
動
産
に
会
社
の
資
産
を
変
え

る
こ
と
で
、
株
価
の
評
価
額
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

土
地
の
評
価
額
は
国
税
庁
が
発
表
し
て
い

る
路
線
価
、
建
物
は
固
定
資
産
税
評
価
額
を

基
準
と
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

　

路
線
価
は
、
売
買
取
引
を
し
た
時
の
金
額

の
７
０
％
～
８
０
％
く
ら
い
、
建
物
に
つ
い

て
は
、
実
際
の
価
格
の
５
０
～
６
０
％
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。

　

自
社
ビ
ル
を
建
て
た
場
合
に
は
、
建
物
は

建
築
費
用
の
約
７
０
％
で
の
算
定
と
な
り
、

法
人
税
で
は
減
価
償
却
費
の
計
上
も
行
え
ま

す
。

　

ま
た
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
収
益
不

動
産
を
建
て
る
こ
と
で
、
土
地
は
貸
家
建
付

地
と
し
て
の
評
価
と
な
り
、
自
社
ビ
ル
を
建

て
る
よ
り
も
、
土
地
は
１
５
％
程
度
の
評
価

減
を
受
け
ら
れ
、
建
物
も
固
定
資
産
税
評
価

額
か
ら
の
３
０
％
の
評
価
減
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
不
動
産
を
購
入
す
る
こ
と

で
現
金
を
そ
の
ま
ま
保
有
し
て
い
る
よ
り
も

評
価
額
が
減
少
し
、
結
果
と
し
て
純
資
産
価

額
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
不
動
産
を
用
い
た
事
業
承
継
で

の
株
価
対
策
を
す
る
場
合
、
不
動
産
を
購
入

し
て
３
年
以
内
に
つ
い
て
は
株
価
を
時
価
で

計
算
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
動
産
取
得
は
株
価
引
下
げ
に
効
果
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
効
果
は
３
年
経
過
し
な
い

と
適
用
さ
れ
な
い
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。
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02
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

税
額
の
軽
減
対
策　

 

| 

特
定
の
評
価
会
社
の
株
式 

| 

　

取
引
相
場
の
な
い
株
式
は
、
原
則
と
し
て

相
続
や
贈
与
な
ど
で
株
式
を
取
得
し
た
株
主

が
、
そ
の
株
式
を
発
行
し
た
会
社
の
経
営
支

配
力
を
持
っ
て
い
る
同
族
株
主
等
か
、
そ
れ

以
外
の
株
主
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
則

的
評
価
方
式
、
ま
た
は
特
例
的
な
評
価
方
式

で
あ
る
配
当
還
元
方
式
に
よ
り
評
価
し
ま
す
。

　

原
則
的
評
価
方
式
は
、
評
価
す
る
株
式
を

発
行
し
た
会
社
を
総
資
産
価
額
、
従
業
員
数

お
よ
び
取
引
金
額
に
よ
り
大
会
社
、
中
会
社

ま
た
は
小
会
社
の
い
ず
れ
か
に
区
分
し
て
、

評
価
方
式
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
特
定
の
評
価
会
社
の
株
式
は
、
一

般
的
な
経
営
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
通
常
の

会
社
と
同
じ
よ
う
に
株
式
を
評
価
す
る
の
が

適
当
で
は
な
く
、
一
般
的
な
会
社
と
は
別
の
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評
価
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
の
評
価
会
社
の
場
合
、
類
似
業
種
比

準
価
額
方
式
の
使
用
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、

原
則
と
し
て
純
資
産
価
額
方
式
に
よ
り
株
式

を
評
価
し
ま
す
。

　

特
定
の
評
価
会
社
と
は
、
不
動
産
や
株
式

な
ど
、
特
定
の
資
産
を
多
く
所
有
し
て
い
る

場
合
や
、
開
業
前
や
開
業
直
後
、
休
業
中
と

い
っ
た
一
般
的
な
経
営
活
動
を
行
っ
て
い
な

い
会
社
で
す
。

　

通
常
、
大
会
社
に
分
類
さ
れ
る
会
社
の
株

式
は
、
類
似
業
種
比
準
方
式
に
よ
り
評
価
額

を
計
算
し
ま
す
。

　

し
か
し
特
定
の
評
価
会
社
に
該
当
し
た
場

合
は
、
類
似
業
種
比
準
方
式
を
用
い
て
の
評

価
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
定
の
評
価
会
社
は
６
種
類
に
分
類
さ
れ
、

同
族
株
主
等
以
外
の
株
主
が
株
式
を
取
得
し

た
際
も
、
配
当
還
元
方
式
に
よ
る
評
価
が
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

 　

通
常
の
経
営
活
動
を
行
っ
て
い
る
一
般
の

評
価
会
社
と
は
異
な
る
特
殊
な
会
社
な
の
で
、

精
算
中
の
会
社

特
定
の
評
価
会
社

開
業
前
・
休
業
中
の
会
社

開
業
後
３
年
未
満
の
会
社

一
般
の
評
価
会
社

土
地
保
有
特
定
会
社

株
式
等
保
有
特
定
会
社

比
準
要
素
数
１
の
会
社
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株
式
の
評
価
に
お
い
て
も
一
般
の
評
価
会
社

と
は
別
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

① 

比
準
要
素
数
１
の
会
社

　

類
似
業
種
比
準
方
式
で
評
価
す
る
場
合
の

３
つ
の
比
準
要
素
で
あ
る
「
配
当
金
額
」「
利

益
金
額
」
お
よ
び
「
純
資
産
価
額
（
簿
価
）」

の
う
ち
直
前
期
末
の
比
準
要
素
の
い
ず
れ
か

２
つ
が
ゼ
ロ
で
あ
り
、
か
つ
、
直
前
々
期
末

の
比
準
要
素
の
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
が
ゼ
ロ

の
会
社
で
す
。

　

比
準
要
素
数
１
の
会
社
に
該
当
し
た
場
合
、

原
則
と
し
て
純
資
産
価
額
方
式
に
よ
り
計
算

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
納
税
者
の
選
択
に
よ
り
、
Ｌ
の

割
合
を
０
．
２
５
と
し
て
類
似
業
種
比
準
方

式
と
純
資
産
価
額
方
式
を
併
用
し
て
計
算
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

比
準
要
素
数
１
の
会
社
を
回
避
す
る
に
は
、　

無
配
当
で
２
期
連
続
利
益
が
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
よ
う
な
場
合
は
、
配
当
を
行
う
こ
と
も
対

策
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

た
だ
し
、
過
去
の
利
益
の
累
積
が
あ
り
配

当
源
資
や
、
簿
価
純
資
産
が
十
分
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
株
価
評
価
を
行
っ
た
上
で
、

比
準
要
素
判
定
上
の
利
益
が
１
円
以
上
で
も

出
る
よ
う
に
注
意
を
払
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。

② 

株
式
等
保
有
特
定
会
社

　

株
式
等
の
保
有
割
合
（
総
資
産
価
額
中
に

占
め
る
株
式
、
出
資
お
よ
び
新
株
予
約
権
付

社
債
の
価
額
の
合
計
額
の
割
合
）
が
全
体
の

５
０
％
以
上
の
会
社
で
す
。

　

株
式
等
保
有
特
定
会
社
に
該
当
し
た
場
合

の
評
価
方
法
は
、
原
則
、
純
資
産
価
額
方
式

で
す
が
、
Ｓ
１
＋
Ｓ
２
方
式
に
よ
り
評
価
額

を
算
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

Ｓ
１
＋
Ｓ
２
方
式
と
は
、
総
資
産
を
株
式

等
（
Ｓ
２
）
と
、
そ
れ
以
外
の
資
産
（
Ｓ
１
）

に
区
分
し
て
計
算
す
る
方
法
で
す
。

　

株
式
等
保
有
特
定
会
社
に
該
当
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
株
特
外
し
を
検
討
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

株
特
外
し
と
は
、
総
資
産
に
対
す
る
株
式

等
の
比
率
を
５
０
％
未
満
に
し
て
、
株
式
等

保
有
特
定
会
社
か
ら
外
す
こ
と
で
す
。

　

株
特
外
し
に
は
、
借
入
を
行
い
総
資
産
内

の
株
式
の
割
合
を
下
げ
る
方
法
の
ほ
か
、
株

式
で
は
な
い
資
産
や
、
不
動
産
を
購
入
す
る

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

注
意
す
る
点
は
、
税
務
署
か
ら
課
税
逃
れ

の
た
め
に
株
特
外
し
を
行
っ
た
と
判
断
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
事
業
を
行
う
た
め
に

資
産
を
増
や
す
必
要
が
あ
っ
た
と
の
正
当
な

理
由
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

資
産
の
構
成
を
無
理
に
変
え
て
し
ま
い
、

株
特
外
し
の
た
め
に
本
来
必
要
の
な
い
資
産

ま
で
購
入
し
、
節
税
効
果
以
上
の
損
失
を
出

し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

③ 

土
地
保
有
特
定
会
社

　

土
地
保
有
特
定
会
社
と
は
、
土
地
保
有
割
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合
（
総
資
産
価
額
中
に
占
め
る
土
地
な
ど

の
価
額
の
合
計
額
の
割
合
）
が
大
会
社
で

７
０
％
以
上
、
中
会
社
で
９
０
％
以
上
の
会

社
で
す
。

　

土
地
保
有
特
定
会
社
に
該
当
し
た
場
合
の

評
価
方
法
は
、
純
資
産
価
額
方
式
で
、
株
式

等
保
有
特
定
会
社
と
は
異
な
り
、
他
に
選
択

で
き
る
評
価
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④ 

開
業
後
３
年
未
満
の
会
社
・
比

準
要
素
数
ゼ
ロ
の
会
社

　

課
税
時
期
に
お
い
て
開
業
後
の
経
過
年
数

が
３
年
未
満
の
会
社
や
、
類
似
業
種
比
準
方

式
で
評
価
す
る
場
合
の
直
前
期
末
の
比
準
要

素
が
い
ず
れ
も
ゼ
ロ
で
あ
る
会
社
で
す
。

　

開
業
と
は
評
価
会
社
が
事
業
活
動
を
開
始

す
る
こ
と
に
よ
り
収
益
が
生
じ
る
状
況
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
設
立
登
記
後
３
年
未
満
の

会
社
で
は
な
く
、
実
際
の
開
業
後
３
年
未
満

の
会
社
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

開
業
後
３
年
未
満
の
会
社
の
株
式
や
比
準

要
素
数
ゼ
ロ
の
会
社
の
評
価
方
法
は
、
純
資

産
価
額
方
式
に
よ
り
計
算
し
ま
す
。

⑤ 

開
業
前
・
休
業
中
の
会
社

　

開
業
前
・
休
業
中
の
会
社
と
は
、
課
税
時

期
に
お
い
て
開
業
し
て
い
な
い
会
社
や
、
休

業
中
の
会
社
で
す
。

　

会
社
を
設
立
し
て
も
、
事
業
を
始
め
て
い

な
い
会
社
は
「
開
業
後
３
年
未
満
の
会
社
」

で
は
な
く
、「
開
業
前
・
休
業
中
の
会
社
」
に

該
当
し
ま
す
。

　

開
業
前
・
休
業
中
の
会
社
は
、
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
な
い
た
め
配
当
を
す
る
こ
と
は

な
い
の
で
、
配
当
を
用
い
て
計
算
す
る
配
当

還
元
方
式
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

開
業
前
・
休
業
中
の
会
社
の
評
価
方
法
は
、

純
資
産
価
額
方
式
で
す
。

　

株
式
を
同
族
株
主
等
以
外
の
株
主
が
取
得

し
た
場
合
の
評
価
方
法
は
、
配
当
還
元
方
式

で
は
な
く
、
純
資
産
価
額
方
式
で
計
算
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑥ 

清
算
中
の
会
社

　

清
算
中
の
会
社
と
は
、
課
税
時
期
に
お
い

て
清
算
手
続
き
中
の
会
社
で
す
。

　

清
算
中
の
会
社
は
、
事
業
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な
い
の
で
、
配
当

還
元
方
式
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

清
算
中
の
会
社
の
評
価
方
法
は
、
会
社
を

清
算
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
る
分
配
金
見
込
額

を
算
出
し
、
そ
の
金
額
を
評
価
額
と
し
ま
す
。

　

会
社
が
長
期
間
清
算
中
で
、
分
配
が
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
純
資
産
価
額
方
式
に
よ
り

評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

　

株
式
を
同
族
株
主
等
以
外
の
株
主
が
取
得

し
た
場
合
で
も
、
分
配
金
見
込
額
、
ま
た
は

純
資
産
価
額
方
式
に
よ
り
評
価
額
を
計
算
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
の
評
価
会
社
の
株
式
は
、
非
上
場
株

式
の
例
外
的
な
評
価
方
法
で
あ
り
、
会
社
の

規
模
や
資
産
に
よ
っ
て
は
、
補
正
処
理
の
計

算
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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03
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

税
額
の
軽
減
対
策　

 

| 

小
規
模
宅
地
等
の
評
価
減 

| 

　

実
技
試
験
で
は
詳
細
な
計
算
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
小
規
模
宅
地
等
に
関
す
る
質
問
は
、

計
算
し
て
相
続
税
評
価
額
を
答
え
る
の
で
は

な
く
、
適
用
要
件
や
併
用
可
能
か
ど
う
か
を

回
答
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

設
例
で
は
自
宅
の
他
に
、
会
社
の
土
地
や

賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
所
有
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
二
世
帯
住
宅
を
建
設
予
定
だ
っ
た
り
、

複
数
の
居
住
用
不
動
産
を
所
有
し
て
い
た
り
、

店
舗
併
用
住
宅
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
に
居
住
し

て
い
る
設
例
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原
則

と
し
て
、
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
保
有
し

て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
設
例
で
多
い
の
が
、
申
告
期
限

前
に
購
入
し
た
い
と
持
ち
か
け
ら
れ
ま
す
。
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テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
一
部
を
自
宅
と
し

て
い
る
場
合

　

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
を
賃
貸
部
分
と
自
宅
用
で

併
用
し
て
い
る
場
合
の
評
価
は
、
建
物
全
体

の
床
面
積
を
賃
貸
部
分
と
居
住
部
分
の
床
面

積
比
で
按
分
し
、
居
住
用
に
対
応
す
る
敷
地

部
分
を
自
用
地
評
価
、
賃
貸
部
分
に
対
応
す

る
敷
地
部
分
を
貸
家
建
付
地
と
し
て
評
価
し

ま
す
。

　

小
規
模
宅
地
等
の
特
例
の
適
用
部
分
は
、

土
地
全
体
を
賃
貸
部
分
と
居
住
部
分
の
床
面

積
比
で
按
分
し
、
要
件
を
満
た
す
こ
と
で

賃
貸
部
分
は
貸
付
事
業
用
宅
地
等
と
し
て

５
０
％
減
額
さ
れ
、
居
住
部
分
は
特
定
居
住

用
宅
地
等
と
し
て
宅
地
の
評
価
額
が
８
０
％

減
額
さ
れ
ま
す
。

複
数
の
居
住
用
不
動
産
を
所
有
し
て

い
る
場
合

　

自
宅
と
し
て
二
世
帯
住
宅
に
居
住
し
、
セ



0100

問題解決策と検討のポイント　Chapter 2

カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
所
有

し
て
い
る
な
ど
、
複
数
の
居
住
用
不
動
産
を

所
有
し
て
い
る
場
合
は
、
主
に
居
住
し
て
い

る
家
屋
に
の
み
特
例
が
適
用
で
き
ま
す
。

　

特
定
居
住
用
宅
地
等
の
特
例
の
要
件
と
し

て
、
居
住
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
複
数
の

家
を
保
有
し
て
い
て
、
双
方
の
家
を
行
き
来

し
て
い
た
と
し
て
も
、
同
時
に
複
数
の
家
に

居
住
し
て
い
た
と
は
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
居
住
し
て
い
な
い
と
み
な

さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
特
例
は
適
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

特
定
居
住
用
宅
地
の
特
例
は
、
同
一
生
計

の
親
族
が
居
住
し
て
い
た
場
合
も
適
用
で
き

る
の
で
、
一
方
の
宅
地
に
被
相
続
人
、
他
方

の
宅
地
に
同
一
生
計
親
族
が
居
住
し
て
い
た

場
合
は
、
両
方
適
用
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
場
合
の
限
度
面
積
は
、
併
せ
て

３
３
０
㎡
と
な
り
ま
す
。
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合
は
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
マ
ン
シ
ョ
ン

を
所
有
し
、
実
際
に
居
住
し
続
け
て
い
る
こ

と
で
す
。

別
荘
を
所
有
し
て
い
た
場
合

　

別
荘
に
小
規
模
宅
地
等
の
評
価
減
の
特
例

を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
別
荘
を
保
有
し
て
い
る
も
の
の

使
う
頻
度
が
少
な
い
場
合
に
は
、
別
荘
を
他

人
に
貸
し
出
す
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

賃
料
を
受
け
取
っ
て
別
荘
を
貸
し
出
し
て

い
た
場
合
は
、
貸
付
事
業
を
営
ん
で
い
た
こ

と
に
な
り
、
自
宅
に
は
居
住
用
宅
地
の
特
例

を
適
用
し
、
別
荘
に
は
貸
付
事
業
用
宅
地
の

特
例
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遺
産
分
割
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

　

相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
遺
産
分
割
が

行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
小
規
模
宅
地
等
の
評

価
減
の
特
例
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
一
定
の
要
件
の
も
と
相
続
税
の

申
告
期
限
か
ら
３
年
以
内
に
分
割
さ
れ
た
場

合
に
は
、
分
割
が
行
わ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら

４
ヶ
月
以
内
に
更
生
の
請
求
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
特
例
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
規
模
宅
地
等
の
特
例
の
有
利
判
定

　

特
例
対
象
と
し
て
選
択
す
る
宅
地
等
の
全

て
が
特
定
事
業
用
と
特
定
居
住
用
宅
地
の
場

合
は
４
０
０
㎡
＋
３
３
０
㎡
＝
７
３
０
㎡
ま

で
完
全
併
用
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
貸
付
事
業
用
が
含
ま
れ
て
い
る

場
合
は
、
限
度
面
積
や
減
額
割
合
が
異
な
る

の
で
按
分
計
算
で
限
度
面
積
を
出
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

相
続
時
精
算
課
税
制
度
で
土
地
を
贈
与
し

た
場
合
は
、
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
の
適
用

外
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

二
世
帯
住
宅
の
場
合

　

二
世
帯
住
宅
の
場
合
で
も
、
同
じ
棟
の
建

物
に
親
と
子
が
住
ん
で
い
る
こ
と
や
、
建
物

の
敷
地
の
名
義
が
親
で
あ
る
こ
と
、
子
は
親

に
家
賃
を
払
っ
て
い
な
い
こ
と
、
区
分
所
有

登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満

た
す
こ
と
で
、
親
族
が
居
住
す
る
部
分
を
含

め
特
定
居
住
用
宅
地
の
特
例
は
適
用
で
き
ま

す
。

　

特
定
居
住
用
宅
地
の
特
例
が
適
用
で
き
る

相
続
人
は
、
配
偶
者
、
同
居
の
親
族
、
３
年

以
上
借
家
に
住
ん
で
い
る
親
族
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
た
場
合

　

マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も
そ
の
敷
地
権
に

つ
い
て
は
適
用
可
能
で
す
。

　

適
用
で
き
る
要
件
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
人

の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
の
親
族
で
あ
る
こ
と
。

配
偶
者
以
外
の
同
居
の
親
族
が
相
続
し
た
場
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04
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

税
額
の
軽
減
対
策　

 

| 

生
前
贈
与 

| 

相
続
時
精
算
課
税
制
度

　

相
続
時
精
算
課
税
制
度
と
は
、
６
０
歳
以

上
の
父
母
や
祖
父
母
か
ら
１
８
歳
以
上
の
子

や
孫
に
対
し
て
、
財
産
を
贈
与
し
た
場
合
に

お
い
て
選
択
で
き
る
贈
与
の
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
生
前
贈
与
に
対
す
る
課

税
を
相
続
時
ま
で
繰
り
延
べ
る
制
度
で
、

贈
与
財
産
の
合
計
額
が
２
５
０
０
万
円
に

な
る
ま
で
は
贈
与
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

２
５
０
０
万
円
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た

部
分
に
対
し
て
一
律
２
０
％
の
贈
与
税
が
か

か
り
ま
す
。

　

相
続
発
生
時
に
は
、
贈
与
財
産
と
相
続
財

産
の
合
計
額
を
も
と
に
計
算
し
た
相
続
税
額
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か
ら
、
す
で
に
支
払
っ
た
贈
与
税
額
を
控
除

す
る
こ
と
で
課
税
を
精
算
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

相
続
時
精
算
課
税
制
度
を
一
度
選
択
す
る

と
、
そ
の
年
以
降
の
そ
の
選
択
に
係
る
贈
与

者
か
ら
の
贈
与
は
相
続
時
精
算
課
税
制
度
が

適
用
さ
れ
、
暦
年
課
税
に
よ
る
贈
与
に
戻
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

相
続
時
精
算
課
税
に
よ
り
贈
与
し
た
財
産

は
、
相
続
発
生
時
に
相
続
財
産
に
加
算
し
ま

す
が
、
加
算
す
る
金
額
は
贈
与
時
の
時
価
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
不
動
産
や
株
式

な
ど
将
来
、
値
上
が
り
が
期
待
で
き
そ
う
な

財
産
の
場
合
は
、
相
続
税
の
軽
減
対
策
に
な

り
ま
す
。

　

賃
貸
不
動
産
な
ど
の
収
益
性
が
あ
る
財
産

を
早
期
に
贈
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
や
孫

が
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
贈
与
者
は
資
産
の
増
加
を
抑
制

す
る
こ
と
が
で
き
、
収
益
の
分
だ
け
相
続
税

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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２
０
２
３
年
度
の
税
制
改
正
内
容

　

２
０
２
４
年
１
月
か
ら
、
相
続
時
精
算
課

税
制
度
に
も
非
課
税
枠
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
特
別
控
除
の

２
５
０
０
万
円
と
は
別
に
年
１
１
０
万
円
ま

で
基
礎
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
年
１
１
０
万
円
以
下
の
贈
与

で
あ
れ
ば
贈
与
税
が
か
か
ら
ず
、
か
つ
、
累

計
２
５
０
０
万
円
の
特
別
控
除
に
含
め
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

基
礎
控
除
内
の
贈
与
に
つ
い
て
、
暦
年
贈

与
の
場
合
は
生
前
贈
与
加
算
の
対
象
に
な
り

ま
す
が
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

生
前
贈
与
加
算
の
加
算
期
間
が
３
年

か
ら
７
年
に
延
長

　

現
行
制
度
で
は
、
贈
与
者
が
亡
く
な
り
受

贈
者
が
法
定
相
続
人
と
な
る
場
合
、
相
続
開

教育資金の
一括贈与

結婚・子育て資金の
一括贈与

住宅取得資金の
一括贈与

年齢要件 30 歳未満の子や孫 18 歳以上 50 歳未満の
子や孫 １８歳以上の子や孫

 受贈者の所得
要件 １，０００万円以下 １，０００万円以下 ２，０００万円以下

１人あたりの
上限 １，５００万円 １，０００万円

１，０００万円
（省エネ住宅）

５００万円
（それ以外）

主な用途
学校の入学金、授業料
学習塾の費用など

婚礼費用、新居の費用、
不妊治療、出産費用、
育児費用など

住宅の新築、取得、
住宅の増改築など

延　長 ３年延長
（2026 年 3月 31 日まで）

２年延長
（2025 年 3月 31 日まで）

3年延長
（2026 年 12 月 31 日まで）



0105

Chapter 2　問題解決策と検討のポイント

き
れ
な
か
っ
た
場
合
、
残
額
に
対
し
て
贈
与

税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
贈
与
税
を
計
算
す
る
際
、
改
正
前
は

受
贈
者
の
年
齢
が
１
８
歳
未
満
は
一
般
税
率
、

１
８
歳
以
上
は
特
例
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
改
正
で
特
例
税
率
が
廃
止

さ
れ
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
人
に

一
般
税
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
の
期
間
中

に
相
続
が
発
生
し
、
相
続
税
の
課
税
対
象
が

５
億
円
を
超
え
る
場
合
は
、
残
額
に
対
し
て

は
相
続
税
の
加
算
対
象
と
な
り
ま
す
。

結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与
の

非
課
税
特
例
の
２
年
延
長

　

結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与
の
非
課

税
措
置
が
２
年
間
（
２
０
２
５
年
３
月
３
１

日
ま
で
）
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

父
母
や
祖
父
母
が
１
８
歳
以
上
５
０
歳
未

満
の
子
や
孫
の
た
め
に
、
結
婚
や
出
産
、
育

児
に
要
す
る
資
金
を
一
括
で
贈
与
し
た
場
合
、

１
０
０
０
万
円
ま
で
を
限
度
に
贈
与
税
が
か

か
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
５
年
度
の
改
正
で
は
、
受
贈
者
の
年

齢
が
５
０
歳
に
達
し
た
時
の
残
額
に
つ
い
て

は
す
べ
て
一
般
贈
与
財
産
と
し
て
贈
与
税
の

計
算
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
取
得
資
金
の
一
括
贈
与
の
非
課

税
特
例
の
3
年
延
長

　

住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
の
特
例
と
は
、

父
母
や
祖
父
母
な
ど
が
住
宅
用
家
屋
の
新
築

な
ど
の
た
め
に
資
金
を
贈
与
し
た
場
合
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
と
き
は
、
一
定
の
耐

震
・
省
エ
ネ
住
宅
は
１
０
０
０
万
円
、
そ
れ

以
外
は
５
０
０
万
円
ま
で
贈
与
税
が
か
か
ら

な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
２
０
２
３
年
１
２
月
３
１

日
で
終
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、
３
年
間

（
２
０
２
６
年
１
２
月
３
１
日
ま
で
）
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

始
前
３
年
以
内
に
受
け
た
贈
与
財
産
は
、
相

続
税
を
計
算
す
る
際
の
課
税
価
格
に
加
え
る

生
前
贈
与
加
算
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
以
降
の
贈
与
に
つ

い
て
は
、
生
前
贈
与
の
加
算
期
間
が
３
年
か

ら
７
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
相
続
財
産
へ
の
持
ち
戻
し
の
対

象
と
な
る
の
は
相
続
人
や
受
遺
者
へ
の
生
前

贈
与
な
の
で
、
孫
へ
の
生
前
贈
与
は
通
常
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
の
非
課
税
特

例
の
３
年
延
長

　

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
の
非
課
税
措
置
が

３
年
間
（
２
０
２
６
年
３
月
３
１
日
ま
で
）

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
則
と
し
て
受
贈
者
が
３
０
歳
に
達
す
る

ま
で
に
教
育
資
金
と
し
て
支
払
っ
た
金
額
は
、

１
５
０
０
万
円
を
限
度
に
贈
与
税
が
か
か
り

ま
せ
ん
。

　

贈
与
さ
れ
た
資
金
が
３
０
歳
ま
で
に
使
い
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05
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

税
額
の
軽
減
対
策　

 

| 

不
動
産
管
理
会
社
の
活
用 

| 

　

不
動
産
管
理
会
社
を
設
立
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
相
続
税
の
財
産
評
価
で
有
利
に
な
る
。

所
得
分
散
が
で
き
る
。
広
い
範
囲
で
経
費
が

認
め
ら
れ
る
。
相
続
財
産
を
ス
ム
ー
ズ
に
承

継
で
き
る
と
い
う
点
で
す
。

相
続
税
の
財
産
評
価
で
有
利
に
な
る

　

オ
ー
ナ
ー
が
死
亡
し
た
際
は
不
動
産
で
は

な
く
不
動
産
管
理
会
社
の
株
式
を
相
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
続
税
の
計
算
上
、
不

動
産
の
評
価
よ
り
も
管
理
会
社
の
株
式
は
低

い
価
格
で
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
ナ
ー
が
得
る
は
ず
だ
っ
た
所

得
を
管
理
会
社
が
得
る
こ
と
で
、
税
金
を
低

く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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所
得
分
散
が
で
き
る

　

家
族
を
管
理
会
社
の
役
員
に
す
る
こ
と
で

会
社
の
所
得
を
役
員
報
酬
と
い
う
形
で
家
族

に
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
家
族
を
会
社
の
役
員
に
す
る
場

合
は
、
役
員
と
し
て
の
実
態
が
伴
っ
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

実
技
試
験
の
設
例
で
は
、
子
供
の
職
業
が

会
社
員
や
公
務
員
の
場
合
が
あ
り
、
管
理
会

社
か
ら
報
酬
を
受
け
取
っ
て
し
ま
う
と
、
副

業
禁
止
規
定
に
抵
触
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
兼
業
の
許
可
を
得
る
か
退
職

す
る
ま
で
は
役
員
報
酬
を
受
け
取
ら
な
い
よ

う
に
す
る
な
ど
、
他
の
会
社
で
勤
め
て
い
る

人
を
役
員
に
す
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

広
い
範
囲
で
経
費
が
認
め
ら
れ
る

　

個
人
で
不
動
産
を
保
有
す
る
場
合
は
、
不

動
産
管
理
に
直
接
関
係
の
あ
る
も
の
だ
け
が

所
得
計
算
上
の
必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
す
が
、
不
動
産
管
理
会
社
で
は
間
接
経
費

も
経
費
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
続
財
産
を
ス
ム
ー
ズ
に
承
継
で
き

る
　

個
人
で
保
有
し
て
い
た
不
動
産
を
相
続
す

る
場
合
は
、
登
記
が
必
要
で
登
記
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
生
前
に
贈
与
す
る
場
合
は
登
記

費
用
の
ほ
か
不
動
産
取
得
税
も
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

不
動
産
管
理
会
社
の
場
合
は
不
動
産
で
は

な
く
、
株
式
を
相
続
・
贈
与
す
れ
ば
よ
く
、

登
記
の
手
間
と
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

不
動
産
管
理
会
社
を
設
立
す
る
デ
メ

リ
ッ
ト

　

不
動
産
管
理
会
社
を
設
立
す
る
と
会
社
を

経
営
す
る
た
め
に
事
務
作
業
が
煩
雑
に
な
り
、

税
理
士
や
社
労
士
な
ど
の
専
門
家
に
依
頼
す

る
場
合
は
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
化
後
す
ぐ
に
相
続
が
発
生
す

る
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
増
加
に
よ
り
税
負
担

が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

法
人
を
設
立
す
る
こ
と
で
税
負
担
を

軽
減
で
き
る
仕
組
み

　

個
人
と
法
人
の
税
率
の
違
い
か
ら
、
所
得

が
多
い
と
法
人
を
設
立
し
た
方
が
、
税
負
担

を
軽
減
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
の
所
得
税
は
、
所
得
が
高
い
ほ
ど
税

率
が
高
く
な
る
超
過
累
進
税
率
で
課
税
さ
れ
、

最
高
税
率
が
課
せ
ら
れ
る
と
、
住
民
税
等
を

含
め
て
５
０
％
を
超
え
る
税
率
に
な
り
ま
す
。

　

法
人
を
設
立
し
た
場
合
は
、
法
人
税
と
住

民
税
等
を
含
め
た
実
効
税
率
は
高
い
場
合
で

も
３
３
％
前
後
な
の
で
、
所
得
が
多
い
場
合

は
法
人
を
設
立
す
る
方
が
税
率
が
低
く
な
り

ま
す
。

　

同
じ
手
取
り
収
入
で
も
、
給
与
の
場
合
は

給
与
所
得
控
除
が
あ
り
、
所
得
税
・
住
民
税
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そ
れ
以
外
に
も
、
管
理
会
社
が
オ
ー
ナ
ー

に
権
利
金
を
支
払
う
か
、
相
当
の
地
代
と
し

て
地
価
の
６
％
に
相
当
す
る
地
代
を
支
払
う

方
法
が
あ
り
ま
す
。

サ
ブ
リ
ー
ス
方
式

　

サ
ブ
リ
ー
ス
方
式
と
は
、
不
動
産
の
所
有

は
オ
ー
ナ
ー
の
ま
ま
で
、
管
理
会
社
に
一
括

で
貸
し
付
け
る
形
態
で
す
。

　

収
益
は
管
理
会
社
に
入
り
、
管
理
会
社
は

そ
の
う
ち
か
ら
オ
ー
ナ
ー
に
保
証
料
を
支
払

い
ま
す
。

　

管
理
会
社
が
空
室
リ
ス
ク
を
負
う
の
で
、

空
室
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
収
入
は
安
定
し
ま

す
。
し
か
し
、
空
室
が
多
い
場
合
に
は
管
理

会
社
が
赤
字
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

サ
ブ
リ
ー
ス
方
式
の
不
動
産
は
オ
ー
ナ
ー

所
有
の
ま
ま
な
の
で
、
節
税
効
果
は
小
さ
い

の
で
す
が
、
管
理
会
社
に
一
括
で
貸
し
付
け

る
た
め
、
実
際
に
空
室
が
あ
っ
て
も
賃
貸
割

合
が
常
に
１
０
０
％
の
貸
家
貸
付
地
と
し
て

　

妻
や
子
供
が
役
員
報
酬
を
得
る
こ
と
で
不

動
産
収
入
の
分
散
が
で
き
、
納
税
資
金
を
確

保
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

土
地
を
売
却
す
る
際
に
、
土
地
に
含
み
益

が
あ
る
と
譲
渡
所
得
税
が
か
か
る
の
で
、
相

続
税
の
見
込
み
額
と
比
較
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
売
買
価
格
が
相
場
か
ら
か
け
離
れ

て
い
る
と
、
時
価
と
の
差
額
に
課
税
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

建
物
の
み
を
管
理
会
社
所
有
と
す
る
場
合

に
は
、
一
般
的
に
建
物
の
含
み
益
は
発
生
し

て
も
少
額
な
の
で
、
譲
渡
所
得
税
の
負
担
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

建
物
の
み
を
所
有
す
る
形
態
で
は
、
土
地

を
無
償
で
管
理
会
社
に
貸
し
付
け
る
と
借
地

権
の
認
定
課
税
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

借
地
権
の
認
定
課
税
を
回
避
す
る
に
は
、

管
理
会
社
と
オ
ー
ナ
ー
で
、
土
地
の
無
償
返

還
に
関
す
る
届
出
書
を
税
務
署
に
提
出
し
ま

す
。

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

給
与
額
が
年
間
６
５
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

給
与
に
対
し
て
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

不
動
産
管
理
会
社
の
形
態

　

不
動
産
管
理
会
社
の
形
態
は
、
不
動
産
所

有
方
式
、
サ
ブ
リ
ー
ス
方
式
、
管
理
会
社
方

式
が
あ
り
ま
す
。

不
動
産
所
有
方
式

　

不
動
産
所
有
方
式
と
は
、
所
有
す
る
不
動

産
を
不
動
産
管
理
会
社
に
売
却
し
、
管
理
会

社
が
不
動
産
を
所
有
す
る
形
態
で
す
。

　

管
理
会
社
が
土
地
と
建
物
の
両
方
を
所
有

す
る
形
態
と
、
建
物
だ
け
を
所
有
す
る
形
態

が
あ
り
ま
す
。

　

土
地
と
建
物
の
両
方
を
管
理
会
社
が
所
有

す
る
形
態
で
は
、
収
益
が
す
べ
て
管
理
会
社

に
入
る
た
め
オ
ー
ナ
ー
の
財
産
が
増
え
る
の

を
抑
え
る
効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
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評
価
額
を
計
算
で
き
ま
す
。

管
理
会
社
方
式

　

管
理
会
社
方
式
と
は
、
不
動
産
の
所
有
は

オ
ー
ナ
ー
の
ま
ま
で
、
設
備
な
ど
の
管
理
を

管
理
会
社
に
委
託
し
管
理
費
を
支
払
う
形
態

で
す
。

　

不
動
産
の
売
却
手
続
き
が
不
要
な
の
で
移

転
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

収
益
は
オ
ー
ナ
ー
に
入
り
ま
す
が
、
オ
ー

ナ
ー
は
そ
の
中
か
ら
管
理
会
社
に
管
理
費
を

支
払
い
ま
す
。

　

管
理
料
は
適
正
水
準
で
な
け
れ
ば
否
認
さ

れ
ま
す
。

　

適
正
水
準
は
５
〜
１
０
％
と
言
わ
れ
て
お

り
、
報
酬
の
設
定
の
自
由
度
が
他
の
管
理
方

式
に
劣
り
、
所
得
の
分
散
効
果
は
小
さ
く
な

り
ま
す
。

　

不
動
産
は
オ
ー
ナ
ー
所
有
の
ま
ま
な
の
で
、

相
続
税
の
節
税
メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
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06
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

税
額
の
軽
減
対
策　

 

| 

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン 

| 

　

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
は
、
株
式
会
社

の
従
業
員
や
取
締
役
が
、
自
社
株
を
あ
ら
か

じ
め
定
め
ら
れ
た
価
格
で
取
得
で
き
る
権
利

の
こ
と
で
す
。

　

将
来
、
株
価
が
上
昇
し
た
時
点
で
、
会
社

の
株
式
を
権
利
行
使
価
格
で
取
得
し
、
そ
の

後
、
取
得
し
た
株
式
を
売
却
す
る
と
、
権
利

行
使
価
格
と
株
価
上
昇
分
と
の
差
額
が
、
利

益
と
し
て
得
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

権
利
を
行
使
し
た
と
き
と
、
取
得
し

た
株
式
を
売
却
し
た
と
き
の
課
税
関

係
　

権
利
を
行
使
し
た
と
き
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
の
権
利
を
行
使
し
た
と
き
の
時
価
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が
、
権
利
行
使
価
格
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
差
額
は
「
給
与
所
得
」
と
な
り
、
所
得

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

取
得
し
た
株
式
を
売
却
し
た
場
合
は
、
株

式
譲
渡
に
お
け
る
売
却
価
格
と
権
利
行
使
時

の
時
価
と
の
差
額
の
利
益
分
に
つ
い
て
は「
譲

渡
所
得
」と
な
り
、所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
税
制
優
遇

措
置

　

通
常
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
す

る
と
、
時
価
が
権
利
行
使
価
格
を
上
回
っ
て

い
る
場
合
に
、
そ
の
差
額
に
対
し
て
給
与
所

得
課
税
が
発
生
し
ま
す
。

　

税
制
適
格
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
活
用

す
れ
ば
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
行
使
時

の
給
与
所
得
課
税
は
行
わ
れ
ず
、
株
式
売
却

時
の
み
の
譲
渡
益
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

税
制
適
格
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

認
め
ら
れ
る
に
は
、
付
与
対
象
者
要
件
や
権

利
行
使
期
間
要
件
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

税
制
適
格
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の

要
件

•	

付
与
の
対
象
：
会
社
お
よ
び
そ
の
子
会
社

の
取
締
役
・
執
行
役
・
使
用
人
・
一
定
の

要
件
を
満
た
す
外
部
協
力
者
（
弁
護
士
や

エ
ン
ジ
ニ
ア
等
）

•	

発
行
価
格
：
無
償
発
行

•	

権
利
行
使
期
間
：
付
与
決
議
日
後
２
年
を

経
過
し
た
日
か
ら
１
０
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
（
令
和
５
年
度
改
正
：
設
立
５
年
未

満
の
非
上
場
会
社
は
１
５
年
を
経
過
す
る

日
ま
で
）

•	

権
利
行
使
限
度
額
：
年
間
の
合
計
金
額
が

１
，
２
０
０
万
円
を
超
え
な
い
こ
と

•	

権
利
行
使
価
額
：
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

に
係
る
契
約
締
結
時
の
時
価
以
上
の
金
額

•	

譲
渡
制
限
：
新
株
予
約
権
は
他
者
へ
の
譲

渡
が
禁
止

•	

保
管
委
託
：
行
使
後
は
証
券
会
社
ま
た
は

金
融
機
関
等
に
よ
る
保
管
・
管
理
等
、
信

託
が
必
要

権
利
行
使
期
間
の
延
長

権
利
行
使
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

こ
れ
ま
で
、税
制
適
格
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ

ン
の
要
件
と
し
て
、「
付
与
決
議
日
後
２
年
を

経
過
し
た
日
か
ら
１
０
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
」
の
権
利
行
使
が
必
要
で
し
た
が
、
令
和

５
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
設
立
か
ら
５

年
未
満
の
未
上
場
企
業
に
お
い
て
は
、
権
利

行
使
期
間
を
「
付
与
決
議
日
後
２
年
を
経
過

し
た
日
か
ら
１
５
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
」

へ
と
延
長
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
権

利
行
使
限
度
額
が
、
設
立
か
ら
５
年
未
満

の
会
社
に
つ
い
て
は
２
，
４
０
０
万
円
、
設

立
か
ら
５
年
以
上
２
０
年
未
満
の
会
社
で

上
場
後
５
年
未
満
の
会
社
に
つ
い
て
は
３
，

６
０
０
万
円
へ
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。
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問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

税
額
の
軽
減
対
策　

 

| 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制 

| 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価
の
改
正

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価
額
は
、
建
物

が
固
定
資
産
税
評
価
額
、
敷
地
は
路
線
価
方

式
ま
た
は
倍
率
方
式
で
計
算
し
た
評
価
額
を

持
ち
分
割
合
に
応
じ
て
算
出
し
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
１
月
か
ら
は
評
価
の
ル
ー
ル

が
変
わ
り
、
敷
地
と
建
物
そ
れ
ぞ
れ
の
従
来

の
評
価
額
に
市
場
価
格
を
反
映
す
る
指
標
と

し
て
区
分
所
有
補
正
率
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

評
価
乖
離
率
は
、
築
年
数
、
総
階
数
、
部

屋
の
所
在
地
、
敷
地
持
分
狭
小
度
の
４
要
素

に
基
づ
い
て
算
出
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
評
価
乖
離
率
に
基
づ
く
評
価
水

準
に
応
じ
て
、
現
行
の
相
続
税
評
価
額
に
区

分
所
有
補
正
率
を
掛
け
る
こ
と
で
相
続
税
評

価
額
を
算
定
し
ま
す
。

　

新
た
な
評
価
方
法
の
対
象
は
、
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
に
限
ら
ず
、
区
分
所
有
不
動
産
で

居
住
用
部
分
が
あ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、２
階
建
て
以
下
の
低
層
マ
ン
シ
ョ

ン
や
二
世
帯
住
宅
で
区
分
建
物
の
登
記
が
さ

れ
て
い
な
い
も
の
、
事
業
用
の
テ
ナ
ン
ト
物

件
、
１
棟
を
所
有
し
て
い
る
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価
方
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
の
相
続
税
評

価
額
が
市
場
価
格
を
大
き
く
下
回
る
場
合
に

は
、
相
続
税
評
価
額
が
市
場
価
格
の
６
割
相

当
額
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

逆
に
、
現
行
の
相
続
税
評
価
額
が
市
場
価

格
を
上
回
る
場
合
に
は
、
相
続
税
評
価
額
が

市
場
価
格
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制

　

エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
と
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
に
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
へ
投
資
を
行
っ
た
個
人
投
資
家

に
対
し
て
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
行
う
制
度

で
す
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
対
し
て
、
個
人
投
資

家
が
投
資
を
行
っ
た
場
合
、
投
資
時
点
と
、

売
却
時
点
の
い
ず
れ
の
時
点
で
も
税
制
上
の

優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
資
時
点
で
は
、
優
遇
措
置
Ａ
、
優
遇
措
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置
Ｂ
、
プ
レ
シ
ー
ド
・
シ
ー
ド
特
例
の
い
ず

れ
か
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
優
遇
措
置
Ａ

の
場
合
は
、
投
資
額
か
ら
２
，
０
０
０
円
を

差
し
引
い
た
金
額
を
総
所
得
金
額
か
ら
控
除

で
き
、
優
遇
措
置
Ｂ
と
プ
レ
シ
ー
ド
・
シ
ー

ド
特
例
で
は
、
全
額
を
株
式
譲
渡
益
か
ら
控

除
で
き
ま
す
。

　

株
式
売
却
時
に
損
失
が
出
た
場
合
は
、
そ

の
年
の
他
の
株
式
譲
渡
益
と
相
殺
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
年
に
相
殺
し
き
れ
な
か
っ

た
損
失
に
つ
い
て
は
、
翌
年
以
降
３
年
に
わ

た
っ
て
、
順
次
株
式
譲
渡
益
と
相
殺
で
き
ま

す
。

令
和
６
年
度
税
制
改
正

　

エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
に
つ
い
て
、
株
式
譲
渡

益
を
元
手
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
再

投
資
に
対
す
る
非
課
税
措
置
も
含
め
、
一
定

の
新
株
予
約
権
の
取
得
金
額
も
対
象
に
加
え

る
ほ
か
、
信
託
を
通
じ
た
投
資
の
対
象
化
等

の
拡
充
が
行
わ
れ
ま
す
。

優遇措置の
種類

優遇措置A 優遇措置B プレシード・シード
特例

対象企業 設立年数 5年未満 設立年数 10年未満 設立年数 5年未満

控除対象 （投資額−2,000円） 投資額全額
（一定のストックオ
プションの取得に
要した金額を含む）

投資額全額
（一定のストックオプ
ションの取得に要し
た金額を含む）

控除方法 その年の総所得金
額から控除（寄附
金控除）

その年の他の株式
譲渡益から控除

その年の他の株式譲
渡益から控除

措置内容 課税繰延 課税繰延 非課税

控除上限 800 万円
または総所得金額
× 40％のいずれか
低い方

なし 年間 20億円
（上限を超える金額は
課税繰延になる）

株式譲渡
時点

譲渡損失が発生した場合、その年の他の株式譲渡益と通算可能（翌年以
降 3年にわたり可能）なお、破産、解散等した場合も可能
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解
決
策
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の
ポ
イ
ン
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事
業
承
継
対
策　

 

| 

事
業
承
継
の
種
類 

| 

　

事
業
承
継
の
主
な
選
択
肢
は
、
親
族
内
承

継
、
親
族
外
承
継
、
Ｍ
＆
Ａ
の
３
つ
が
あ
り

ま
す
。

親
族
内
承
継

　

親
族
内
承
継
と
は
、
子
供
や
配
偶
者
、
兄

弟
姉
妹
、
叔
父
叔
母
、
甥
姪
な
ど
に
会
社
を

引
き
継
ぐ
行
為
で
す
。

　

贈
与
や
相
続
に
よ
っ
て
事
業
を
承
継
し
、

相
続
税
対
策
と
し
て
少
し
ず
つ
贈
与
し
て
相

続
財
産
を
減
ら
し
て
い
く
か
、
相
続
時
精
算

課
税
制
度
を
活
用
し
て
株
価
の
低
い
時
に
ま

と
め
て
贈
与
す
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
従
業
員
や
取
引
先
か
ら
の

理
解
が
得
や
す
い
こ
と
。
株
式
な
ど
が
分
散

す
る
リ
ス
ク
の
軽
減
が
図
れ
る
こ
と
。
計
画

的
に
事
業
承
継
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

親
族
内
承
継
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
多
額
の

納
税
資
金
や
買
取
資
金
が
必
要
に
な
る
こ
と
。

親
族
で
あ
っ
て
も
、
経
営
者
と
し
て
適
切
か

わ
か
ら
な
い
点
な
ど
で
す
。

　

承
継
財
産
が
高
額
な
ほ
ど
、
多
額
の
納
税

資
金
や
買
取
資
金
が
必
要
と
な
り
、
資
金
調

達
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
親
族
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
後
継

者
を
選
定
す
る
と
、
経
営
者
と
し
て
の
能
力

に
欠
け
る
人
物
が
後
継
者
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

実
技
試
験
で
は
設
例
に
「
長
男
Ｃ
さ
ん
は

従
業
員
や
取
引
先
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
後

継
者
と
し
て
の
資
質
に
問
題
は
な
い
」
な
ど

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

親
族
内
承
継
で
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
る

場
合
の
設
例
で
は
、
他
の
兄
弟
と
の
円
滑
な

遺
産
分
割
や
、
事
業
承
継
税
制
に
関
す
る
こ

と
が
問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

親
族
外
承
継

　

親
族
外
承
継
と
は
、
社
内
の
従
業
員
・
役

員
も
し
く
は
部
外
か
ら
招
へ
い
し
た
人
物
に

会
社
を
引
き
継
ぐ
行
為
で
す
。
親
族
外
承
継

の
主
な
方
法
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
会
社
の
経
営
権
を
後
継
者
に

任
せ
つ
つ
現
経
営
者
が
引
き
続
き
自
社
株
を

保
有
し
続
け
る
ケ
ー
ス
で
、
一
時
的
に
経
営
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者
を
代
行
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
将
来
的
に

は
後
継
者
に
会
社
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
相
続
発
生
時
に
自
社
株
が
相

続
財
産
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
後
継
者
に

自
社
株
を
確
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
遺
言

な
ど
で
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
自
社
株
ご
と
経
営
権
を
後
継

者
に
引
き
継
が
せ
る
ケ
ー
ス
で
、
事
業
承
継

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
後
継
者
に
会
社
を
ま
と
め

て
引
き
継
が
せ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

遺
言
な
ど
で
対
処
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
後
継
者
が
自
社
株
を
取
得
す
る
際
に

多
大
な
資
金
力
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
資
金

調
達
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
経
営
者
の
資
質
や
経
験
が

担
保
さ
れ
る
こ
と
。
従
業
員
や
会
社
関
係
者
、

取
引
先
か
ら
の
理
解
を
得
や
す
い
こ
と
。
内

部
昇
格
に
よ
る
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

従
業
員
や
役
員
を
後
継
者
に
選
べ
ば
、
す

で
に
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
た
め
教
育
に
時

間
を
か
け
る
必
要
も
な
く
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
ノ

ウ
ハ
ウ
も
理
解
し
て
お
り
、
教
育
す
る
手
間

が
省
け
ま
す
。

　

業
務
能
力
に
長
け
て
い
る
人
材
が
後
継
者

と
な
れ
ば
、
金
融
機
関
や
取
引
先
か
ら
も
理

解
を
得
や
す
く
、
融
資
や
取
引
の
継
続
も
期

待
で
き
ま
す
。

　

役
員
や
一
般
の
従
業
員
か
ら
経
営
者
に
昇

格
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
他
の
役
員
や
従
業

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
向
上
し
業
績
ア
ッ

プ
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
後
継
者
の
資
金
力
不
足

が
問
題
に
な
り
や
す
い
こ
と
。
事
業
承
継
を

拒
ま
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

実
技
試
験
で
は
、「
子
供
達
は
Ｘ
社
の
経
営

に
関
心
は
な
く
、
営
業
部
長
の
Ｅ
さ
ん
を
後

継
者
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、
経
営
者
保
証

が
事
業
承
継
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か

わ
か
ら
な
い
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
継
者
が
自
社
株
を
買
取
る
場
合
、
自
社

株
の
全
て
を
買
い
取
る
に
は
多
額
の
資
金
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
資
金
力
不
足
で
親
族

外
承
継
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
者
自
身
が
保
証
人
と
な
っ
て

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
、
経
営
者
保

証
を
提
供
し
て
い
る
と
、
事
業
承
継
時
に
後

継
者
が
連
帯
保
証
人
に
な
る
こ
と
を
要
求
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

親
族
外
の
人
が
連
帯
保
証
人
に
な
る
こ
と

は
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
の
で
親
族
外
承

継
を
拒
ま
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｍ
＆
Ａ

　

Ｍ
＆
Ａ
と
は
企
業
の
合
併
買
収
の
こ
と
で

す
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
従
業
員
の
雇
用
を
継
続
で

き
る
こ
と
。
経
営
者
の
資
産
を
増
や
せ
る
こ

と
。
経
営
者
の
連
帯
保
証
や
担
保
提
供
を
外

せ
る
こ
と
。
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
後
世
に
残

し
、
事
業
拡
大
や
成
長
に
役
立
つ
こ
と
で
す
。

　

後
継
者
が
見
つ
か
ら
ず
廃
業
に
な
る
と
、

雇
用
し
て
い
る
従
業
員
が
仕
事
を
失
い
ま
す
。

元
々
の
従
業
員
を
引
き
継
ぐ
形
で
Ｍ
＆
Ａ
を

行
え
ば
、
従
業
員
の
生
活
を
心
配
す
る
必
要
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が
な
く
な
り
ま
す
。

　

Ｍ
＆
Ａ
は
株
式
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
の
で
、
経
営
者
は
売
却
益
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
リ
タ
イ
ア
後
の
生
活
資
金

等
に
役
立
ち
ま
す
。
親
族
や
従
業
員
に
事
業

承
継
す
る
と
、経
営
者
が
連
帯
保
証
人
に
な
っ

て
い
る
負
債
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
が
、
Ｍ

＆
Ａ
の
場
合
、
連
帯
保
証
や
担
保
提
供
は
不

要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
、
承
継
先
の
企
業
の
資
本
や
人
材

も
活
用
す
る
こ
と
で
、
新
規
事
業
に
取
り
組

み
、
企
業
の
成
長
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

Ｍ
＆
Ａ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
取
引
先
や
従

業
員
か
ら
不
満
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

や
、
希
望
す
る
条
件
で
事
業
承
継
し
て
く
れ

る
企
業
が
見
つ
か
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ

と
で
す
。

　

Ｍ
＆
Ａ
を
行
う
こ
と
で
、
従
業
員
の
待
遇

や
営
業
方
針
な
ど
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
り
、

第
三
者
が
経
営
陣
に
収
ま
る
こ
と
で
不
満
を

抱
え
る
従
業
員
や
、
取
引
を
中
止
す
る
企
業

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

経
営
状
況
や
売
却
条
件
が
合
致
せ
ず
、マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
企
業
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

Ｍ
＆
Ａ
の
手
法

　

Ｍ
＆
Ａ
で
は
、
主
に
「
株
式
譲
渡
」、「
事

業
譲
渡
」、「
合
併
」、「
会
社
分
割
」
の
４
つ

の
手
法
が
あ
り
ま
す
。

　

株
式
譲
渡
と
は
、
自
社
株
式
を
譲
渡
す
る

形
で
経
営
権
を
移
譲
す
る
Ｍ
＆
Ａ
の
手
法
で

す
。
手
続
き
が
簡
単
な
点
と
、
売
却
益
へ
の

税
金
が
事
業
譲
渡
と
比
べ
抑
え
ら
れ
る
の
で
、

創
業
者
利
益
が
最
大
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
会
社
全
体
が
取
引
対
象

に
な
る
た
め
、
不
採
算
事
業
が
あ
る
と
マ
イ

ナ
ス
評
価
と
な
り
、
譲
渡
価
額
が
減
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
負
債
が
大
き
す
ぎ
る
場
合
は
買
い

手
が
見
つ
か
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
譲
渡
と
は
、
会
社
全
体
を
売
買
対
象

と
す
る
株
式
譲
渡
と
違
い
、
譲
渡
対
象
の
事

業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

継
続
し
た
い
事
業
は
残
し
、
売
却
し
た
い

特
定
の
事
業
を
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
会
社
は
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
負
債

が
あ
っ
て
も
譲
渡
先
が
見
つ
け
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
債
権
者
や
従
業
員
に
も

承
諾
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
手
間
や
時
間
、

コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

　

合
併
と
は
、
複
数
の
会
社
を
１
つ
の
会
社

に
統
合
す
る
Ｍ
＆
Ａ
手
法
で
す
。
複
数
の
事

業
が
１
つ
に
な
る
こ
と
で
、
個
別
に
事
業
を

行
う
よ
り
も
、
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
同
業
他
社
と
の
合
併
で

は
、
顧
客
の
重
複
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
、

顧
客
に
と
っ
て
は
取
引
先
が
１
社
と
な
る
た

め
、
取
引
量
や
取
引
回
数
を
縮
小
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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会
社
分
割
と
は
、
権
利
義
務
の
一
部
、
も

し
く
は
全
部
を
別
の
会
社
に
承
継
す
る
こ
と

で
、
も
と
も
と
の
会
社
は
消
滅
し
な
い
点
が

特
徴
で
す
。

　

事
業
分
野
を
分
け
る
こ
と
で
、
よ
り
専
門

的
な
分
野
へ
参
入
で
き
る
な
ど
事
業
拡
大
に

活
用
で
き
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
従
業
員
の
同
意
は
不
要

で
す
が
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
該
当
す

る
の
で
、
株
主
構
成
に
よ
っ
て
は
手
間
と
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

Ｍ
＆
Ａ
に
お
け
る
譲
渡
代
金
の
課
税

関
係

　

Ｍ
＆
Ａ
で
株
式
を
売
却
し
た
場
合
に
は
所

得
税
と
住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

株
式
譲
渡
で
は
な
く
、
事
業
譲
渡
を
採
用

し
た
場
合
に
は
、
法
人
税
等
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
消
費
税
や
不
動
産
取
得
税
、

登
録
免
許
税
、
印
紙
税
な
ど
の
流
通
税
の
検
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時価純資産法

簿価純資産法

市場株価平均法

類似会社比準法

類似取引比準法

ＤＣＦ法

収益還元法

コストアプローチ

企業価値の評価方法

マーケットアプローチ インカムアプローチ

討
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｍ
＆
Ａ
に
お
け
る
譲
渡
価
額

　

Ｍ
＆
Ａ
の
譲
渡
価
額
は
、
企
業
価
値
評
価

を
行
い
、
客
観
的
・
合
理
的
な
企
業
の
価
格

を
算
出
し
ま
す
。

　

企
業
価
値
の
評
価
方
法
は
「
イ
ン
カ
ム
ア

プ
ロ
ー
チ
」「
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
」「
コ

ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
企
業
の
純
資

産
を
基
準
に
企
業
価
値
を
決
め
る
Ｍ
＆
Ａ
評

価
基
準
で
す
。
客
観
性
の
高
い
企
業
価
値
を

算
出
で
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
手
法
と
し
て
、「
時
価
純
資
産
法
」

「
簿
価
純
資
産
法
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
違
い
と
し
て
は
、

過
去
か
ら
現
在
ま
で
で
判
断
で
き
る
コ
ス
ト

に
目
を
向
け
て
い
る
評
価
手
法
で
あ
る
点
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
将
来
の
収
益
性
や
買
い
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イ
ン
カ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
将
来
、
見

込
ま
れ
る
収
益
を
予
測
し
て
現
在
の
企
業
価

値
に
換
算
し
た
算
出
方
法
で
す
。
将
来
的
な

収
益
性
や
買
い
手
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
加

味
で
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
手
法
と
し
て
、
将
来
的
に
得
ら

れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
加
味
し
た
「
Ｄ

Ｃ
Ｆ
法
」
と
、
企
業
の
事
業
計
画
書
に
基
づ

い
て
算
出
す
る
「
収
益
還
元
法
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
違
い
は
、
将
来
の

収
益
性
を
見
込
む
と
い
う
点
で
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
売
主
の
主
観
が
入
り
や

す
く
、
客
観
的
な
企
業
価
値
を
求
め
に
く
い

点
で
す
。

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
株
式
の
譲
渡
代
金
と

役
員
退
職
金
の
課
税
関
係

　

会
社
を
売
却
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
退
職
金

を
支
払
い
、
純
資
産
を
圧
縮
し
て
株
式
を
譲

渡
す
る
と
い
う
の
が
株
式
譲
渡
＋
退
職
金
ス

キ
ー
ム
で
す
。

　

株
式
譲
渡
の
金
額
に
役
員
退
職
金
の
分
を

含
め
る
と
、
役
員
退
職
金
で
は
退
職
所
得
控

除
が
あ
る
の
で
、
株
式
譲
渡
の
対
価
と
し
て
、

全
額
受
け
取
る
場
合
と
比
べ
、
役
員
退
職
金

の
分
だ
け
譲
渡
益
課
税
が
減
り
ま
す
。

　

会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
退
職
金

を
損
金
算
入
で
き
る
点
で
す
。
株
式
取
得
に

要
し
た
資
金
は
損
金
算
入
で
き
ま
せ
ん
が
、

一
部
を
退
職
金
と
す
る
こ
と
で
損
金
算
入
で

き
る
た
め
、
退
職
金
発
生
年
度
、
も
し
く
は

翌
事
業
年
度
以
降
に
繰
越
欠
損
金
と
し
て
課

税
所
得
と
の
相
殺
が
可
能
な
の
で
節
税
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
役
員
退
職
金
は
支
給
額
、
支
給

方
法
、
支
給
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
に
よ
り
一
部

ま
た
は
全
額
が
役
員
退
職
金
と
し
て
認
め
ら

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

役
員
退
職
金
を
増
や
し
す
ぎ
る
と
、か
え
っ

て
税
金
が
増
え
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

手
と
の
シ
ナ
ジ
ー
を
ほ
ぼ
加
味
し
な
い
た
め
、

将
来
性
が
高
い
企
業
や
シ
ナ
ジ
ー
が
見
込
ま

れ
る
企
業
の
企
業
価
値
評
価
に
は
適
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
市
場
が

決
め
た
企
業
価
値
や
、
競
合
他
社
を
基
準
に

企
業
価
値
を
算
出
す
る
方
法
で
す
。
三
種
類

あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
で
最
も
客
観
性
が
高

く
、
誰
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
手
法
と
し
て
、「
市
場
株
価
平
均

法
」「
類
似
会
社
比
準
法
」「
類
似
取
引
比
準
法
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
違
い
は
、
評
価
手

続
き
の
中
に
市
場
参
加
者
と
い
う
第
三
者
目

線
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
方
法
で
算

出
さ
れ
た
価
格
は
客
観
的
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
点
で
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、「
市
場
株
価
平
均
法
」
は

短
期
的
な
市
場
の
動
き
に
左
右
さ
れ
や
す
く

「
類
似
会
社
比
準
法
」
は
事
業
内
容
が
類
似
す

る
企
業
が
い
な
い
と
利
用
し
に
く
い
点
で
す
。
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02
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

事
業
承
継
対
策　

 

| 

経
営
者
保
証 

| 

　

経
営
者
保
証
と
は
、
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
る
と
き
に
、
経
営
者
個
人
が
連
帯
保

証
人
と
な
る
こ
と
で
す
。

　

経
営
者
保
証
付
き
の
借
入
金
は
、
会
社
が

倒
産
し
た
と
き
に
経
営
者
が
借
入
金
を
返
済

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

経
営
者
が
新
た
な
事
業
展
開
や
早
期
の
事

業
再
生
を
行
っ
た
り
、
事
業
承
継
時
に
後
継

者
選
び
を
行
う
際
に
、
経
営
者
保
証
が
妨
げ

と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

経
営
者
保
証
の
解
決
策

　

経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
、
金
融

機
関
が
融
資
を
行
う
場
合
に
、
企
業
経
営
や

個
人
保
証
を
求
め
る
際
の
対
応
な
ど
に
つ
い
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て
ま
と
め
た
ル
ー
ル
の
こ
と
で
す
。

　

経
営
者
保
証
の
解
除
が
で
き
な
い
か
、
経

営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
定
め
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。

　

要
件
は
、
資
産
の
所
有
や
お
金
の
や
り
と

り
に
関
し
て
、
法
人
と
経
営
者
が
明
確
に
区

分
・
分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
財
務
基
盤
が

強
化
さ
れ
て
お
り
、
法
人
の
み
の
資
産
や
収

益
力
で
返
済
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
金
融
機

関
に
対
し
、
適
時
適
切
に
財
務
情
報
が
開
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
適
用
す
る
経
営
状
況
で

あ
れ
ば
、
既
契
約
の
融
資
に
つ
い
て
も
、
事

業
承
継
の
際
や
、
融
資
条
件
の
見
直
し
、
借

り
換
え
な
ど
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
経
営
者
保
証
な
し
で
も
融
資
を
受
け
ら

れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

経
営
者
保
証
の
解
決
策
と
し
て
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
内
容
を
よ
く
検
討
し
、
会
社
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
保
証
な
し
の
融
資

を
検
討
し
ま
す
。

資産の所有や、お金の
やりとりに関して、法
人と経営者が明確に区
分・分離されている

経営者保証ガイドラインの３要件

内部または外部からのガバナンス強化により、
３要件を将来にわたって充足する体制が整備されていることが必要

上記３要件の全て、または一部を満たすと

財務基盤が強化されて
おり、法人のみの資産
や収益力で返済が可能
である

事業者

•	 経営者保証なしで融資を受けられる可能性がある
•	 すでに提供している経営者保証を見直すことができる
可能性がある

金融機関

•	 要件の充足度合いに応じて、経営者保証を求めないこと
や保証機能の代替手法の活用を検討

金融機関に対し、適時
適切に財務情報が開示
されている
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03
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

事
業
承
継
対
策　

 

| 

医
療
法
人
の
事
業
承
継 

| 

　

医
療
法
人
は
、
大
き
く
社
団
と
財
団
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
社
団
医

療
法
人
は
、
持
分
あ
り
医
療
法
人
（
経
過
措

置
型
医
療
法
人
）
と
持
分
な
し
医
療
法
人
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

医
療
法
人
に
お
け
る
出
資
持
分
（
設
立
時

に
先
生
が
出
し
た
元
手
）
は
、
株
式
会
社
に

お
け
る
株
式
と
は
そ
の
性
質
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
。

　

株
式
に
は
株
主
総
会
で
行
使
で
き
る
議
決

権
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
法
人
の

出
資
持
分
に
は
議
決
権
は
付
与
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

出
資
持
分
は
あ
く
ま
で
も
、
医
療
法
人
に

対
す
る
出
資
持
分
の
払
戻
請
求
権
や
残
余
財

産
分
配
請
求
権
と
い
っ
た
経
済
的
な
権
利
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。

経
過
措
置
型
医
療
法
人

　

経
過
措
置
型
医
療
法
人
は
、
医
療
法
人
に

出
資
し
た
者
が
医
療
法
人
の
財
産
に
持
分
を

有
し
、
社
員
退
社
時
に
請
求
、
又
は
会
社
解

散
時
の
残
余
財
産
分
配
に
よ
り
、
出
資
し
た

割
合
に
応
じ
て
、
会
社
財
産
か
ら
払
戻
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
で
す
。

　

経
過
措
置
型
医
療
法
人
で
す
が
、
定
款
を

確
認
し
、
社
員
の
章
が
「
社
員
を
喪
失
し
た

者
は
、
そ
の
出
資
額
を
限
度
と
し
て
払
戻
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
で
あ
っ
た
り
、

解
散
及
び
合
併
の
章
が
「
本
社
団
が
解
散
し

た
場
合
の
残
余
財
産
は
出
資
額
を
限
度
と
し

て
分
配
す
る
も
の
と
す
る
」
の
場
合
は
、
経

過
措
置
型
医
療
法
人
で
も
、
出
資
額
限
度
医

療
法
人
に
な
り
ま
す
。

出
資
額
限
度
法
人

　

出
資
額
限
度
法
人
と
は
、
社
員
の
退
社
に

伴
う
出
資
持
分
の
払
戻
し
や
医
療
法
人
の
解

散
に
伴
う
残
余
財
産
分
配
の
範
囲
に
つ
い
て
、

払
込
出
資
額
を
限
度
と
す
る
旨
を
定
款
で
定

め
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
社
員
退
社
時
や
、
会
社
解

散
時
の
残
余
財
産
分
配
の
払
戻
は
出
資
額
が

限
度
と
な
り
ま
す
。
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出
資
持
分
の
払
戻
し
の
リ
ス
ク

　

出
資
持
分
と
は
、
医
療
法
人
に
出
資
し
た

者
が
、
そ
の
医
療
法
人
の
資
産
に
対
し
、
出

資
額
に
応
じ
て
有
す
る
財
産
権
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

仮
に
、
出
資
者
の
出
資
割
合
が
５
０
％
だ

と
す
る
と
、
社
員
が
退
社
す
る
際
に
は
医
療

法
人
の
財
産
の
５
０
％
を
払
戻
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

医
療
法
人
の
財
産
に
は
、
現
金
以
外
に
も

医
療
機
器
や
不
動
産
な
ど
の
固
定
資
産
も
含

ま
れ
る
の
で
、
出
資
者
か
ら
持
分
の
払
戻
し

を
請
求
さ
れ
、
す
ぐ
に
動
か
せ
る
現
金
が
そ

れ
ほ
ど
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
払
戻
請

求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
、

経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
資
者
に
相
続
が
発
生
し
た
場
合

も
、
医
療
法
人
か
ら
す
ぐ
に
払
い
戻
し
が
受

け
ら
れ
な
い
の
に
、
出
資
者
の
相
続
人
に
は

巨
額
の
相
続
税
が
課
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

相
続
人
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
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認
定
医
療
法
人
へ
の
移
行

　

認
定
医
療
法
人
へ
移
行
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
持
分
あ
り
医
療
法
人
が
、
持
分
な
し
医

療
法
人
へ
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

認
定
医
療
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、
出

資
者
が
持
分
を
放
棄
し
た
こ
と
に
よ
る
医
療

法
人
に
対
し
て
課
さ
れ
る
贈
与
税
が
一
旦
猶

予
さ
れ
、
移
行
後
６
年
経
過
し
た
時
点
で
贈

与
税
の
納
税
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
後
継
者
等
の
出
資
持
分
を
相
続
等

に
よ
り
取
得
し
た
、
相
続
人
や
残
存
出
資
者

に
対
し
て
課
さ
れ
る
、
相
続
税
・
贈
与
税
に

つ
い
て
も
、
持
分
な
し
医
療
法
人
へ
移
行
し

た
場
合
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

出
資
持
分
の
相
続
税
対
策

　

出
資
持
分
の
あ
る
医
療
法
人
の
相
続
税
対

策
は
、
出
資
金
評
価
額
の
引
き
下
げ
を
行
い
、

税
制
上
の
特
例
を
活
用
し
た
、
出
資
持
分
の

な
い
医
療
法
人
へ
の
移
行
を
検
討
し
ま
す
。

出
資
金
評
価
額
を
引
き
下
げ
る

　

出
資
持
分
の
定
め
の
あ
る
医
療
法
人
の
出

資
金
の
評
価
は
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の

評
価
方
法
に
準
じ
て
計
算
し
ま
す
の
で
、
出

資
金
評
価
額
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
は
、
退

職
金
の
支
給
や
、
生
命
保
険
の
加
入
、
不
動

産
購
入
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
評
価
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は

医
療
法
人
の
経
営
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
場

合
が
あ
る
の
で
、
専
門
家
と
連
携
し
、
相
続

税
対
策
の
た
め
に
病
院
経
営
が
立
ち
行
か
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

出
資
持
分
の
な
い
医
療
法
人
へ
の
移

行
に
際
し
て
の
、
税
制
上
の
特
例

　

持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
を
検
討
す

る
医
療
法
人
は
、
令
和
５
年
度
税
制
改
正
に

よ
り
、令
和
５
年
９
月
３
０
日
が
期
限
で
あ
っ

持分あり 持分なし

法人解散時の財産 出資者が持分にあった割合
の財産を受け取ることがで
きる

国に寄付される

出資者のうち
１名が辞める場合

出資割合分の財産は渡さな
ければならない

渡さなくてよい

相続税の発生 あり なし
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た
医
業
継
続
に
係
る
相
続
税
・
贈
与
税
の
納

税
猶
予
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
限
が

令
和
８
年
１
２
月
３
１
日
ま
で
延
長
さ
れ
、

併
せ
て
認
定
を
受
け
て
か
ら
移
行
を
完
了
す

る
ま
で
の
期
限
も
３
年
か
ら
５
年
に
緩
和
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

移
行
計
画
を
厚
生
労
働
省
へ
申
請
し
、
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
相
続
人
が
「
持
分
あ

り
医
療
法
人
」
の
持
分
を
相
続
ま
た
は
遺
贈

に
よ
り
取
得
し
た
場
合
、
移
行
計
画
の
期
間

満
了
ま
で
相
続
税
の
納
税
が
猶
予
さ
れ
、
持

分
を
放
棄
し
た
場
合
は
、
猶
予
税
額
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
出
資
者
が
持
分
を
放
棄
し
た
こ
と

に
よ
り
、
他
の
出
資
者
の
持
分
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
り
、
贈
与
を
受
け
た
も
の
と
み
な

し
て
、
贈
与
税
が
課
さ
れ
る
場
合
も
納
税
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
持
分
を
放
棄
し
た
場
合
は
、
猶
予

税
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
移
行
計
画
に
基
づ
き
「
持
分
な

し
医
療
法
人
」
へ
移
行
し
た
場
合
は
、
出
資

者
の
持
分
放
棄
に
伴
う
、
法
人
贈
与
税
に
つ

い
て
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

移
行
計
画
の
認
定
を
受
け
た
医
療
法
人
は
、

認
定
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
「
持
分
な
し
医

療
法
人
」
へ
移
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

移
行
し
な
い
場
合
は
認
定
が
取
り
消
さ
れ

て
、
遡
及
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
移
行
完
了
後
６
年
間
は
、
毎
年
「
持

分
な
し
医
療
法
人
」
の
運
営
状
況
を
厚
生
労

働
省
へ
報
告
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

納
税
猶
予
期
間
に
出
資
持
分
の
一
部
ま
た

は
全
部
の
払
戻
を
受
け
た
場
合
は
、
猶
予
税

額
は
免
除
さ
れ
ず
、
猶
予
税
額
と
利
子
税
を

併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
持
分
の
譲
渡

　

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
持
分
譲
渡
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

手
続
き
が
簡
単
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

株
式
会
社
の
株
式
譲
渡
の
よ
う
に
持
分
を

譲
り
渡
す
だ
け
な
の
で
、
持
分
譲
渡
側
と
持

分
譲
受
側
が
納
得
し
て
い
れ
ば
、
手
続
き
が

短
期
間
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
完
結
し
ま
す
。

　

理
事
な
ど
の
変
更
登
記
で
、
基
本
的
な
手

続
き
も
完
了
す
る
た
め
、
手
続
き
自
体
が
分

か
り
や
す
い
と
い
う
点
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

医
療
法
人
の
運
営
に
お
い
て
も
、
譲
渡
対

象
の
持
分
は
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
る
た
め
、

医
療
法
人
の
運
営
自
体
が
劇
的
に
変
わ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
法
人
の
病
院
は
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち

で
運
営
で
き
、
医
師
の
異
動
と
い
っ
た
人
事

も
基
本
的
に
発
生
し
な
い
の
で
、
医
療
法
人

や
病
院
を
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
運
営
し
た

い
場
合
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
持
分
な
し
医
療
法
人
の
場
合
、

出
資
持
分
が
な
い
た
め
、
持
分
の
譲
渡
に
よ

る
Ｍ
＆
Ａ
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

出
資
持
分
の
な
い
医
療
法
人
へ
移
行
し
た

あ
と
は
、
持
分
の
あ
る
医
療
法
人
へ
後
戻
り

で
き
ま
せ
ん
。
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04
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

事
業
承
継
対
策　

 

| 

代
表
者
の
選
任
・
議
決
権
割
合 

| 

　

事
業
承
継
の
課
題
の
一
つ
に
代
表
権
の
引

継
ぎ
が
あ
り
ま
す
。
代
表
権
の
引
継
ぎ
が
適

切
に
行
わ
れ
な
い
と
、
経
営
体
制
を
維
持
で

き
な
く
な
り
、
経
営
に
重
要
な
意
思
決
定
を

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
承
継
税
制
の
要
件
に
代
表
権

の
移
転
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
権
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
事
業
承
継
税
制
を
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

事
業
承
継
で
引
き
継
ぐ
代
表
権
と
は
、
取

引
や
業
務
な
ど
会
社
の
決
定
を
行
う
法
律
上

の
権
限
の
こ
と
で
す
。

　

会
社
の
定
款
に
代
表
取
締
役
と
し
て
登
記

さ
れ
て
い
る
者
が
、
代
表
権
を
有
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
す
。
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代
表
取
締
役
の
選
任
は
、
取
締
役
会
を
通

じ
て
行
わ
れ
ま
す
。
取
締
役
が
３
人
以
上
い

れ
ば
、
取
締
役
会
で
新
し
い
代
表
取
締
役
の

選
任
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

取
締
役
が
３
人
未
満
の
場
合
に
は
、
代
表

取
締
役
の
選
任
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
場
合
、
株
主
総
会
で
３
人
目
の
取
締

役
を
選
任
後
、
取
締
役
会
で
代
表
取
締
役
を

選
任
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
代
表
取
締
役
が
決
定
し
た
後
は
、

２
週
間
以
内
に
代
表
取
締
役
変
更
の
登
記
を

行
い
、
後
継
者
の
選
任
を
完
了
さ
せ
ま
す
。

　

取
締
役
会
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

原
則
と
し
て
株
主
総
会
に
よ
り
代
表
取
締
役

を
選
任
し
ま
す
。

　

定
款
に
代
表
取
締
役
の
定
め
が
あ
る
場
合

や
取
締
役
の
互
選
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合

は
定
款
に
応
じ
た
手
続
き
で
選
任
し
ま
す
。

議
決
権
割
合

　

議
決
権
と
い
う
の
は
、
株
式
会
社
で
提
案

議決権割合 主な権利・権限の内容

3 分の 2以上 株主総会の特別決議を単独で成立させることができる

2分の 1超 株主総会の普通決議を単独で成立させることができる

2分の 1以上 株主総会の普通決議を単独で阻止することができる

3分の 1超 株主総会の特別決議を単独で阻止することができる

10％以上 会社の解散請求をすることができる

3％以上 株主総会の招集・帳簿の閲覧をすることができる
取締役・監査役の解任を請求することができる

1株以上 株主総会における議案の提出権が認められる
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さ
れ
る
議
題
・
議
案
に
対
し
て
、
賛
否
の
意

志
を
表
明
し
、
株
式
会
社
の
意
思
決
定
を
行

う
権
利
で
す
。

　

安
定
的
に
会
社
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、

少
な
く
と
も
過
半
数
の
議
決
権
を
有
す
る
こ

と
、
で
き
る
限
り
３
分
の
２
以
上
の
議
決
権

を
保
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

議
決
権
の
あ
る
株
式
の
３
分
の
２
以
上
を

所
有
し
て
い
る
と
支
配
権
を
有
し
ま
す
。

　

支
配
権
を
保
持
し
て
い
る
場
合
は
、
株
主

総
会
の
特
別
決
議
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

特
別
決
議
で
は
「
定
款
の
変
更
」、「
合
併
・

会
社
分
割
・
株
式
交
換
・
株
式
移
転
」、「
合

意
に
よ
る
特
定
の
株
主
か
ら
の
自
己
株
式
の

取
得
」
な
ど
、
会
社
の
重
要
な
意
思
決
定
が

で
き
る
た
め
、
経
営
に
必
要
な
議
決
権
割
合

を
確
保
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

議
決
権
の
あ
る
株
式
の
２
分
の
１
超
を
所

有
し
て
い
る
場
合
は
、
株
主
総
会
の
普
通
決

議
を
自
身
の
判
断
で
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

株
主
総
会
の
普
通
決
議
に
は
取
締
役
、
監

査
役
の
選
任
、
役
員
報
酬
、
剰
余
金
の
配
当
、

準
備
金
の
減
少
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

所
在
不
明
株
主
に
関
す
る
会
社
法
の

特
例

　

所
在
不
明
株
主
と
は
、
株
主
名
簿
に
記
載

は
あ
る
も
の
の
会
社
が
連
絡
が
取
れ
な
く
な

り
、
所
在
が
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

株
主
の
こ
と
で
す
。

　

会
社
法
上
、
株
式
会
社
は
、
所
在
不
明
株

主
に
対
し
て
行
う
通
知
等
が
５
年
以
上
継
続

し
て
到
達
せ
ず
、
当
該
所
在
不
明
株
主
が
継

続
し
て
５
年
間
剰
余
金
の
配
当
を
受
領
し
な

い
場
合
、
そ
の
保
有
株
式
の
競
売
又
は
売
却

の
手
続
が
可
能
で
す
。

　

非
上
場
の
中
小
企
業
者
の
う
ち
、
事
業
承

継
ニ
ー
ズ
の
高
い
株
式
会
社
に
限
り
、
都
道

府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
と
一
定
の

手
続
保
障
を
前
提
に
、こ
の
「
５
年
」
を
「
１

年
」
に
短
縮
す
る
特
例
が
適
用
で
き
ま
す
。

　

特
例
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
上
場
会
社

等
以
外
の
中
小
企
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
が

①
と
②
の
要
件
を
満
た
し
、
都
道
府
県
知
事

の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

	①
代
表
者
が
年
齢
、
健
康
状
態
等
に
よ
り
、

継
続
的
か
つ
安
定
的
に
経
営
を
行
う
こ
と

が
困
難
で
、
会
社
の
事
業
活
動
の
継
続
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。

	②
一
部
株
主
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
後
継
者
に
円
滑
に
承
継
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な
こ
と
。

少
数
株
主
対
策

　

少
数
株
主
も
会
社
法
上
、
株
主
の
権
利
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
常
時
は
問
題
に
な

ら
な
く
て
も
、
事
業
承
継
、
相
続
発
生
時
な

ど
会
社
と
し
て
重
要
な
意
思
決
定
を
す
る
際

に
、
少
数
株
主
の
存
在
に
よ
り
、
会
社
運
営

に
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

少
数
株
主
対
策
と
し
て
、売
買
な
ど
に
よ
っ
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て
他
の
株
主
の
保
有
す
る
株
式
を
任
意
に
取

得
す
る
方
法
や
、
ス
ク
イ
ー
ズ
ア
ウ
ト
を
実

行
し
、
少
数
株
主
か
ら
強
制
的
に
株
式
を
取

得
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ク
イ
ー
ズ
ア
ウ
ト
と
は
、
株
主
か
ら
個

別
に
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
金
銭
を
対
価

と
し
て
株
式
を
取
得
す
る
方
法
で
す
。

特
別
支
配
株
主
の
株
式
等
売
渡
請
求

　

取
締
役
会
の
決
議
が
あ
れ
ば
、
当
該
株
式

会
社
の
株
主
全
員
に
対
し
、
株
式
の
全
部
を

特
別
支
配
株
主
に
売
り
渡
す
よ
う
請
求
す
る

株
式
等
売
渡
請
求
が
実
施
で
き
ま
す
。

　

株
式
等
売
渡
請
求
を
実
施
で
き
る
の
は
特

別
支
配
株
主
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
支
配
株
主
と
は
、
株
式
会
社
の
総
株

主
の
議
決
権
の
１
０
分
の
９
以
上
を
保
有
す

る
株
主
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
特
別
支
配
株
主
は
少
数
株

主
を
強
制
的
に
排
除
し
、
会
社
の
支
配
権
を

１
０
０
％
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

株
式
等
売
渡
請
求
は
、
株
主
総
会
決
議
を

必
要
と
し
な
い
た
め
、
時
間
を
大
幅
に
短
縮

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
名
義
株

　

法
律
上
、
す
べ
て
の
会
社
は
株
主
名
簿
を

作
成
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

会
社
は
株
主
名
簿
に
よ
り
株
主
が
誰
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
で
、
会
社
に
実

際
に
資
金
を
払
い
込
ん
だ
出
資
者
と
、
会
社

の
株
主
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
株
主
が
異

な
る
名
義
株
が
あ
り
ま
す
。

　

名
義
株
が
存
在
す
る
と
、
事
業
承
継
の
際

に
、
後
継
者
に
株
式
を
譲
ろ
う
と
思
っ
て
も
、

自
分
の
名
義
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
譲
る

こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

後
継
者
が
名
義
株
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
株
式
が
後
継
者
に
集
中
し
な

い
た
め
後
継
者
が
会
社
の
支
配
権
を
確
立
で

き
ず
、
経
営
が
不
安
定
に
な
る
原
因
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
が
発
生
し
た
際
も
、
名
義
株

が
名
義
を
貸
し
た
側
の
財
産
な
の
か
、
名
義

を
借
り
た
側
の
財
産
な
の
か
を
め
ぐ
っ
て
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

名
義
株
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
し
て
は
、

実
際
に
出
資
し
た
の
は
誰
か
、
株
主
総
会
の

議
決
権
は
誰
が
行
使
し
て
い
る
か
、
配
当
は

誰
が
受
け
取
っ
て
い
る
か
な
ど
を
考
慮
し
、

総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
名
義
を
借
り
た
理
由
は

合
理
的
か
、
当
事
者
が
自
分
は
株
主
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
か
、
株
券
発
行
会
社
の
場

合
は
株
券
を
誰
が
持
っ
て
い
る
か
な
ど
で
判

断
し
ま
す
。

　

名
義
株
の
解
消
方
法
は
、
名
義
株
主
に
、

株
主
で
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
を
確

認
し
、
株
式
の
名
義
を
実
質
株
主
に
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
承
諾
を
得
ま
す
。

　

そ
の
際
、
贈
与
税
回
避
の
た
め
に
確
認
書

を
作
成
し
て
お
き
ま
す
。
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05
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

事
業
承
継
対
策　

 

| 

種
類
株
式 

| 

　

種
類
株
式
と
は
、
株
式
会
社
が
権
利
や
内

容
の
異
な
る
２
種
類
以
上
の
株
式
を
発
行
し

た
場
合
に
お
け
る
各
株
式
の
こ
と
で
す
。

　

事
業
承
継
の
際
に
、
株
式
は
譲
渡
し
た
い

が
、議
決
権
行
使
を
任
せ
る
の
に
不
安
が
あ
っ

た
り
、
経
営
に
は
興
味
が
な
い
が
、
株
式
は

取
得
し
た
い
と
い
っ
た
相
続
人
が
い
る
場
合

等
に
、
種
類
株
式
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
で
、

一
定
事
項
の
み
に
議
決
権
を
制
限
し
た
り
、

議
決
権
の
行
使
条
件
を
定
め
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
実
際
に
種
類
株
式
を
導
入
す
る

と
き
は
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
る
定

款
変
更
が
必
要
で
す
。

　

会
社
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
種
類
株
式
は
、

次
の
９
種
類
で
す
。

①
議
決
権
制
限
株
式

　

議
決
権
を
行
使
で
き
る
事
項
に
一
定
の
制

限
を
加
え
て
発
行
さ
れ
た
株
式
で
す
。

　

株
主
総
会
で
の
議
決
権
を
無
効
に
す
る
こ

と
で
、
経
営
に
一
切
関
与
で
き
な
く
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
す
べ
て
の
事
項
に
議
決
権
が

行
使
で
き
な
い
無
議
決
権
株
式
も
含
ま
れ
ま

す
。

　

事
業
承
継
の
際
に
は
、
後
継
者
で
は
な
い

相
続
人
に
対
し
て
議
決
権
制
限
株
式
を
割
り

当
て
る
と
、
公
平
な
株
式
分
配
を
行
い
な
が

ら
経
営
権
の
分
散
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
役
員
選
任
解
任
権
付
株
式

　

委
員
会
設
置
会
社
お
よ
び
公
開
会
社
で
な

い
会
社
に
お
い
て
、
取
締
役
・
監
査
役
の
選

任
や
解
任
が
で
き
る
株
式
の
こ
と
で
、
非
公

開
会
社
か
つ
非
委
員
会
設
置
会
社
の
み
、
発

行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
拒
否
権
付
株
式
（
黄
金
株
）

　

株
主
総
会
ま
た
は
取
締
役
会
に
お
い
て
、

重
要
議
案
を
否
決
で
き
る
権
利
（
拒
否
権
）

を
与
え
ら
れ
た
株
式
の
こ
と
で
、「
黄
金
株
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

現
経
営
者
が
生
前
譲
渡
に
よ
る
事
業
承
継

を
計
画
し
て
い
る
も
の
の
、
承
継
後
も
一
定

期
間
は
経
営
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る

場
合
、
現
経
営
者
は
、
拒
否
権
付
株
式
を
保

有
し
続
け
る
こ
と
で
、
影
響
力
を
保
持
し
た

ま
ま
生
前
贈
与
に
よ
る
事
業
承
継
を
実
施
で

き
ま
す
。



0133

Chapter 2　問題解決策と検討のポイント

④
譲
渡
制
限
株
式

　

株
式
を
譲
渡
す
る
場
合
に
、
取
締
役
会
ま

た
は
株
主
総
会
の
承
認
を
要
す
る
株
式
の
こ

と
で
、
株
式
に
ど
の
程
度
の
譲
渡
制
限
を
か

け
る
か
は
、
定
款
に
定
め
ま
す
。

　

本
来
、
株
式
は
自
由
に
取
引
で
き
る
の
が

原
則
で
す
が
、
家
族
経
営
や
小
規
模
会
社
の

場
合
は
、
株
主
を
信
頼
で
き
る
親
族
間
に
限

定
し
た
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

譲
渡
制
限
株
式
に
す
る
こ
と
で
株
式
の
分

散
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
の
設
例
で
は
、
Ｘ
社

株
式
は
譲
渡
制
限
株
式
で
あ
る
と
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

⑤
取
得
請
求
権
付
株
式

　

株
主
が
会
社
に
対
し
て
、
保
有
す
る
株
式

の
買
い
取
り
を
請
求
で
き
る
権
利
が
つ
い
た

株
式
の
こ
と
で
す
。

　

会
社
が
予
め
決
め
ら
れ
た
対
価
で
買
い
取

り
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
株
主
は
リ

ス
ク
を
軽
減
し
会
社
に
出
資
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

買
取
請
求
を
受
け
た
会
社
は
、
分
配
可
能

額
の
範
囲
で
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

請
求
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
取
得
条
項
付
株
式

　

株
主
の
相
続
や
解
散
な
ど
、
一
定
の
事
由

が
生
じ
た
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
す
べ
て
の

株
式
ま
た
は
一
部
の
株
式
を
、
会
社
が
株
主

の
同
意
な
し
に
強
制
取
得
で
き
る
株
式
の
こ

と
で
、
会
社
が
意
図
し
て
い
な
い
人
へ
株
式

が
渡
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

強
制
的
な
株
式
取
得
が
行
わ
れ
た
場
合
、

会
社
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
た
現
金

や
普
通
株
式
・
社
債
な
ど
を
、
株
式
の
買
い

上
げ
対
象
の
株
主
に
交
付
し
ま
す
。

⑦
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式

　

株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
っ
て
、
会
社

が
株
主
の
も
っ
て
い
る
株
式
す
べ
て
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
株
式
の
こ
と
で
す
。

　

事
業
承
継
の
際
に
、
株
式
が
分
散
し
て
い

る
と
、
ほ
か
の
株
主
か
ら
株
式
を
買
い
取
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
て
の
株
主
が
応
じ
て
く
れ
る

と
は
限
ら
な
い
た
め
、
事
業
承
継
を
妨
げ
る

要
因
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
で
あ
れ
ば
、

株
主
か
ら
の
合
意
が
得
ら
れ
な
く
て
も
、
全

株
式
を
強
制
的
に
取
得
で
き
ま
す
。

⑧
配
当
優
先
株
式

　

剰
余
金
の
配
当
に
つ
い
て
、
通
常
の
配
当

金
よ
り
多
く
設
定
し
た
り
、
あ
る
い
は
少
な

く
設
定
し
た
り
で
き
ま
す
。

⑨
残
余
財
産
優
先
株
式

　

会
社
清
算
を
行
な
っ
た
場
合
の
残
余
財
産

分
配
に
つ
い
て
、
出
資
比
率
と
異
な
る
定
め

を
し
た
種
類
株
式
で
、優
先
的
に
分
配
を
行
っ

た
り
、
全
く
分
配
を
行
わ
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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不
動
産
の
有
効
活
用
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借
地
関
係
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続
し
た
土
地
の
共
有
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す
る
相
談
が
あ
り
ま
す
。
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問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

定
期
借
家
契
約
と
普
通
借
家
契
約 

| 

　

定
期
借
家
契
約
と
普
通
借
家
契
約
は
、
契

約
期
間
満
了
時
の
違
い
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

普
通
借
家
契
約
は
、
一
般
的
に
賃
貸
物
件

で
採
用
さ
れ
て
い
る
契
約
方
法
で
、
定
め
ら

れ
た
期
間
後
も
、
基
本
的
に
は
更
新
手
続
き

を
す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
住
み
続
け
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

定
期
借
家
契
約
は
更
新
が
な
い
た
め
、
主

に
オ
ー
ナ
ー
の
転
勤
や
別
荘
な
ど
利
用
し
な

い
期
間
を
賃
貸
物
件
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
契
約
の
更
新
は
で
き
な
い
の

で
、
契
約
期
間
終
了
に
よ
り
賃
借
人
は
退
去

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
借
家
契
約
で
は
、
契
約
期
間
が
定
め

ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
借
主
が
更
新
し
た
い

と
申
し
出
れ
ば
更
新
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
の
退
去
を
進
め
る

た
め
に
は
、
契
約
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど

で
、
賃
借
人
に
契
約
更
新
せ
ず
に
、
契
約
を

終
了
し
た
い
正
当
な
事
由
を
伝
え
、
理
解
を

得
る
こ
と
と
、
状
況
に
応
じ
た
立
ち
退
き
料

を
支
払
う
な
ど
、
誠
実
な
対
応
で
交
渉
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

契
約
締
結
の
方
法
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

定
期
借
家
契
約
の
場
合
は
、
公
正
証
書
な

ど
の
書
面
に
よ
っ
て
契
約
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
貸
主
は
、
契
約
書
と
は
別
に
、
契

約
の
更
新
は
な
く
、
期
間
の
満
了
と
と
も
に

契
約
終
了
す
る
こ
と
を
書
面
と
し
て
あ
ら
か

じ
め
交
付
し
て
、
借
主
に
説
明
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
説
明
を
怠
っ
た
と
き
は
、
定
期
借
家

契
約
と
し
て
の
効
力
が
な
く
な
り
、
普
通
借

家
契
約
に
な
り
ま
す
。

　

定
期
借
家
契
約
で
は
、
途
中
で
解
約
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
原
則
で
す
。
た
だ

し
、「
転
勤
・
療
養
・
親
族
の
介
護
」
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
正
当
事
由
が
あ
り
、
借
り
主

が
該
当
す
る
賃
貸
物
件
を
生
活
の
拠
点
と
し

て
使
用
し
続
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
は
、
中
途
解
約
の
申
し
入
れ
が
可
能
と
な

り
ま
す
。（
※
住
居
用
の
建
物
で
、
床
面
積

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
に
限
り
ま
す
）
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普通借家契約 定期借家契約

契約締結 口頭でも可 ※法律上の話。
実務では契約書を作成する
のが一般的

書面の契約が必要 ※令和４年５月１８日か
ら電子メール等による契約も可能に ※契約
書とは別の書面で賃貸人からの説明が必要

中途解約 当事者で定めた契約内容に
従う

一定の条件（※）を満たせば借主からは中
途解約ができる ※２００㎡未満の居住用建
物で、転勤・療養等のやむを得ない事情で
使用が困難な場合

契約期間 １年以上
１年未満の契約期間を定め
た場合は、期間の定めのな
い賃貸借契約とみなされる。

自由に設定可能（１年未満も可）
必ず期間を定める

契約期間の
満了と更新

更新あり
借主が希望すれば更新され
る ※貸主が拒む場合は正当
な事由が必要

更新なし
借主が希望しても更新はできない ※貸主借
主双方が合意すれば「再契約」は可能

賃借料の増減
額の請求権

特約にかかわらず、当事者
は賃借料の増減を請求でき
る

特約の定めにしたがって請求が可能

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
１
９
年
６
月
８
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
賃
借
人
の
退
去
は
ど
の

よ
う
に
進
め
れ
ば
よ
い
で
す
か
」

解
答
例

　
「
賃
借
人
の
退
去
で
す
が
、
Ａ
さ
ん
の
賃
貸

ア
パ
ー
ト
は
、
普
通
借
家
契
約
で
入
居
者
と

契
約
し
て
い
ま
す
」

　
「
普
通
借
家
契
約
で
は
、
契
約
期
間
が
定
め

ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
借
主
が
更
新
し
た
い

と
申
し
出
れ
ば
更
新
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
の
退
去
を
進
め
る
た

め
に
は
、
契
約
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
で
、

賃
借
人
に
契
約
更
新
せ
ず
に
、
契
約
を
終
了

し
た
い
正
当
な
事
由
を
伝
え
、
理
解
を
得
る

こ
と
と
、
状
況
に
応
じ
た
立
ち
退
き
料
を
支

払
う
な
ど
、
誠
実
な
対
応
で
交
渉
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
」
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問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

建
設
協
力
金
方
式
・
等
価
交
換
方
式
・
事
業
用
定
期
借
地
権
方
式 

| 

建
設
協
力
金
方
式

　

建
設
協
力
金
方
式
と
は
、
入
居
予
定
の
テ

ナ
ン
ト
か
ら
建
設
資
金
を
借
り
入
れ
て
、
テ

ナ
ン
ト
に
合
っ
た
建
物
を
建
設
し
、
テ
ナ
ン

ト
か
ら
の
賃
料
を
返
済
に
あ
て
ま
す
。

　

金
融
機
関
と
の
融
資
交
渉
が
不
要
で
事
業

収
支
計
画
が
立
て
や
す
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

建
設
協
力
金
は
、
返
済
期
間
中
に
返
済
が

で
き
る
よ
う
に
入
居
後
の
返
済
計
画
を
立
て

契
約
し
ま
す
。

　

事
前
に
テ
ナ
ン
ト
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、

テ
ナ
ン
ト
が
事
業
を
進
め
る
の
で
、
土
地
の

所
有
者
は
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
テ
ナ
ン
ト
側
が
倒
産
や
中
途
解

約
し
た
場
合
は
、
収
入
の
消
滅
や
転
用
し
づ

ら
い
建
物
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

万
一
、
経
営
不
振
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

テ
ナ
ン
ト
が
撤
退
す
る
と
、
店
舗
と
債
務
が

残
っ
て
し
ま
う
の
で
、
返
済
期
間
中
に
撤
退

し
た
と
き
は
、
建
設
協
力
金
を
放
棄
す
る
と

い
う
内
容
で
の
契
約
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、
実
際
に
テ
ナ
ン
ト
側
が
撤
退
し
て
、

土
地
の
所
有
者
が
建
設
協
力
金
返
済
の
免
除

を
受
け
る
と
、
将
来
に
わ
た
る
債
務
が
免
除

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
利
益
と
み
な
さ
れ
、
債

務
免
除
益
と
し
て
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
債
務
免
除
益
は
、
テ
ナ
ン
ト
側

が
撤
退
し
た
時
点
で
発
生
す
る
の
で
、
建
設

協
力
金
の
金
額
や
返
済
期
間
に
よ
っ
て
は
税

負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

建
設
協
力
金
方
式
の
契
約
内
容
に
つ
い
て
、

中
途
解
約
の
場
合
に
、
テ
ナ
ン
ト
側
は
建
設

協
力
金
の
返
済
の
権
利
を
放
棄
し
、
土
地
の

所
有
者
側
は
解
約
後
の
建
設
協
力
金
返
還
が

不
要
に
な
る
条
項
を
入
れ
て
あ
る
か
確
認
が

必
要
で
す
。

　

土
地
は
自
用
地
か
ら
貸
家
建
付
地
の
評
価

に
な
り
、
建
物
に
関
し
て
は
貸
家
評
価
と
な

る
た
め
評
価
額
が
下
が
り
節
税
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
建
設
し
た
建
物
も
土
地
の
所
有

者
名
義
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
と
建
物
両

方
の
固
定
資
産
税
が
発
生
し
ま
す
。
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特徴 メリット デメリット

建設協力金
方式

土地所有者が建設する
建物のテナントから建
設資金を借り入れて建
物を建設し賃貸する

テナントの確保が容易。
入居者のノウハウで事
業の立案が可能。借入
が金融機関よりも有利。
貸家、貸家建付地とし
て評価

期間中にテナント側が
倒産や中途解約した場
合、予定していた賃貸
収入の消滅や転用しづ
らい仕様の建物が残り、
残された建物と補償金
の処理が複雑になる

等価交換
方式

土地所有者の土地にデ
ベロッパーが建物を建
設し、完成後、土地と
建物それぞれの一部を
交換し土地と建物を所
有する

資金はデベロッパーが
調達するので、自ら資
金を調達しなくても建
物を所有できる。リス
クが少ない。採算性も
良い

土地は実質共有となる

定期借地権
方式

土地を一定期間のみ貸
し付け、収益を上げる。
登記することで第三者
に対抗できる

土地の所有権を移転せ
ず、期間の更新もなく
更地返還される。ノウ
ハウも不要で、安定し
て収益を上げることが
できる

用途が事業用に限られ
るため汎用性がない。
地代収入は他の方式と
比べ収益が低い。貸宅
地として評価

土地信託
方式

信託銀行に土地を信託
し、信託銀行が資金を
調達し、建物の建設や
運用を行い、運用益の
一部を信託配当として
受け取る。名義は信託
銀行となるが期間終了
後は返還される

資金は信託銀行が用意
するので、自己資金が
不要。ノウハウがなく
ても大丈夫。相続対策
にもなる

開発リスクは土地所有
者が負う。元本保証で
はない。赤字の場合、
損失は土地所有者が負
う

事業受託
方式

一切の業務をデベロッ
パーが請け負う

デベロッパーが土地建
物を一括で借り上げ、
テナントへ転貸するこ
とで、安定的な収益の
確保ができる

建物の建設資金は、土
地所有者自らが調達す
るなど借入金の返済が
必要

自己建設
方式

事業の全てを土地所有
者自らが行う。小規模
事業向き

収益の全てを享受でき
る。不動産事業のノウ
ハウが蓄積できる

建物の建設資金も、土
地所有者自らが調達す
るなど、借入金の返済
が必要
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等
価
交
換
方
式

　

等
価
交
換
方
式
と
は
、
土
地
を
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
に
譲
渡
し
、
代
わ
り
に
建
物
を
建
て
て

も
ら
い
、
土
地
の
所
有
者
は
建
物
の
価
値
に

対
す
る
土
地
の
価
値
の
分
だ
け
、
建
物
や
不

動
産
を
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
活
用

の
方
法
で
す
。

　

土
地
所
有
者
は
建
築
費
用
を
出
さ
ず
に
建

物
を
得
ら
れ
る
こ
と
や
、
建
物
の
た
め
の
手

続
き
や
建
設
は
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
す
べ

て
行
っ
て
く
れ
る
た
め
、
土
地
の
所
有
者
は

建
物
建
築
に
関
す
る
費
用
が
不
要
な
だ
け
で

な
く
、
手
続
き
に
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

借
入
金
が
な
い
の
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

は
黒
字
と
な
り
、
等
価
交
換
時
に
建
物
を
取

得
す
る
代
わ
り
に
一
部
現
金
で
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

条
件
が
合
え
ば
、
立
体
買
い
替
え
の
特
例

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
譲

渡
益
に
係
る
所
得
税
の
課
税
を
繰
延
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
０
０
％
繰
延
を
受
け
る
と
、

建
物
の
取
得
価
額
が
定
額
と
な
り
、
毎
年
の

減
価
償
却
費
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

等
価
交
換
時
に
ま
と
ま
っ
た
現
金
を
得
る

こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ま
で
所
有
し
て
い
た

土
地
は
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
共
有
す
る
こ

と
に
な
り
、
最
終
的
に
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と

の
共
同
所
有
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
土

地
の
所
有
権
の
一
部
を
手
放
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
権
利
関
係
が
複
雑
化
し
、
運
用
方

針
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
な
ど
で
揉
め
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

  

事
業
用
定
期
借
地
権
方
式

　

事
業
用
定
期
借
地
権
方
式
と
は
、
契
約
期

間
を
１
０
年
以
上
５
０
年
未
満
で
定
め
、
契

約
期
間
満
了
時
に
は
、
建
物
が
取
り
壊
さ
れ

る
の
で
、
土
地
は
更
地
で
返
還
さ
れ
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
権
を
移
転
せ
ず
、
建
物
投
資

が
不
要
で
借
入
金
の
返
済
リ
ス
ク
が
な
く
、

安
定
し
た
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
用
途
が
事
業
用
に
限
ら
れ
る
た

め
、
汎
用
性
が
な
く
、
地
代
収
入
は
家
賃
収

入
よ
り
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
が
倒
産
し
た
場
合
は
、
倒

産
し
た
会
社
の
建
物
が
残
り
、
手
続
き
が
煩

雑
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
用
定
期
借
地
権
の
契
約
内
容
に
つ
い

て
注
意
す
る
こ
と
は
、
借
地
権
の
存
続
期
間

を
１
０
年
以
上
３
０
年
未
満
、
も
し
く
は

３
０
年
以
上
５
０
年
未
満
に
す
る
こ
と
。
借

地
上
の
建
物
を
事
業
用
に
限
定
す
る
こ
と
。

契
約
の
際
は
、
契
約
書
を
必
ず
公
正
証
書
で

締
結
す
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

公
正
証
書
で
な
い
書
面
で
契
約
し
た
場
合
、

事
業
用
定
期
借
地
権
と
し
て
は
無
効
と
な
り

普
通
借
地
権
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
が

あ
り
、
期
間
が
満
了
し
て
も
返
還
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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一
般
定
期
借
地
権
と
の
違
い
は
、
借
地
上

の
建
物
用
途
や
契
約
期
間
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。

　

事
業
用
定
期
借
地
権
の
場
合
は
、
建
物
用

途
が
事
業
用
に
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
一
般
定

期
借
地
権
の
場
合
、
建
物
の
用
途
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

事
業
用
定
期
借
地
権
の
借
地
期
間
は
１
０

年
以
上
５
０
年
未
満
で
す
が
、
一
般
定
期
借

地
権
は
最
低
期
間
が
５
０
年
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

借
地
契
約
に
つ
い
て
事
業
用
定
期
借
地
権

の
場
合
は
、
必
ず
公
正
証
書
で
締
結
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
般
定
期
借
地
権
は
公
正
証
書
以
外
の
契
約

書
で
も
有
効
で
す
。

保
証
金
の
課
税
関
係

　

保
証
金
と
し
て
受
け
取
っ
た
金
銭
は
、
保

証
金
そ
の
も
の
に
は
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
が
、預
か
っ
た
保
証
金
の
運
用
方
法
に
よ
っ

保証金 権利金 前払地代

期間満了時に変換しなけ
ればならない

返済を要しない 返還を要しない（ただし、
定期借地契約が解約に
なった場合は、未経過部
分の返還が必要となる）

土地オーナーにとっては
長期の債務となる

保証金自体は非課税の取
り扱いとなる
（保証金を事業投資・金
融投資した場合以外は、
保証金の額に適正な利率
をかけた金額を、保証金
を返還するまで各年分の
不動産所得の収入金額に
算入する）

受領時に一括して収入と
して計上され課税

権利金が土地の時価の
５０％を超える場合や、
地代の年額の２０倍を超
える場合には、譲渡所得
として課税される。
受け取った権利金が、そ
の土地の地代の年額の
２０倍に相当する金額以
下であれば、不動産所得
となる

受領した一時金は、税務
上設定した期間に応じ、
各年分の収入金額となる
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分
の
収
⼊⾦

額
に
算
⼊
し
ま
す
。

　

相
続
税
に
つ
い
て
は
、
前
払
地
代
は
返
還

義
務
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　

債
務
控
除
の
対
象
に
は
な
ら
ず
相
続
税
の

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
１
９
年
６
月
８
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
を
事
業
用
定
期
借
地
権
で
賃
貸

し
、
ま
と
ま
っ
た
資
金
を
得
る
方
法
は
あ
り

ま
す
か
」

解
答
例

　
「
前
払
地
代
方
式
に
よ
る
事
業
用
定
期
借
地

権
を
設
定
し
ま
す
」

２
０
２
０
年
１
０
月
４
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
建
設
協
力
金
方
式
と
事
業
用
定
期
借
地
権

方
式
の
特
徴
を
簡
潔
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

地
権
の
設
定
の
対
価
と
し
て
受
取
っ
た
権
利

金
は
、
一
般
的
に
は
不
動
産
所
得
に
な
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
権
利
金
が
土
地
の
時
価
の

５
０
％
を
超
え
る
場
合
や
、
地
代
の
年
額
の

２
０
倍
を
超
え
る
場
合
に
は
、
譲
渡
所
得
と

し
て
課
税
さ
れ
、
受
け
取
っ
た
権
利
金
が
、

そ
の
土
地
の
地
代
の
年
額
の
２
０
倍
に
相
当

す
る
金
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
不
動
産
所
得
と

な
り
ま
す
。

　

相
続
税
に
つ
い
て
は
、
権
利
金
は
借
地
契

約
終
了
時
に
返
還
義
務
は
生
じ
な
い
の
で
、

債
務
控
除
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
相
続
税
の

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

前
払
地
代
の
課
税
関
係

　

前
払
地
代
と
し
て
受
け
取
っ
た
金
銭
は
、

前
払
賃
料
⽅
式
で
処
理
す
る
要
件
を
満
た
し

た
場
合
、
⼀
時
⾦
と
し
て
課
税
さ
れ
ず
、
設

定
し
た
期
間
に
応
じ
、
不
動
産
所
得
の
各
年

て
は
課
税
関
係
が
発
生
し
ま
す
。

　

保
証
金
が
、
不
動
産
所
得
や
事
業
所
得
な

ど
の
、
業
務
に
か
か
る
資
金
と
し
て
運
用
さ

れ
て
い
る
場
合
や
、
預
貯
金
、
公
社
債
、
貸

付
信
託
等
の
、
金
融
資
産
に
運
用
さ
れ
て
い

る
場
合
は
課
税
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
保
証
金
の
額
に
適

正
な
利
率
を
か
け
た
金
額
を
、
保
証
金
を
返

還
す
る
ま
で
、
各
年
分
の
不
動
産
所
得
の
収

入
金
額
に
算
入
し
ま
す
。

　

相
続
税
に
つ
い
て
は
、
保
証
金
は
借
地
契

約
終
了
時
に
は
全
額
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
債
務
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
証
金
の
全
部
が
債
務
控
除
の

対
象
と
な
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
計
算
方

法
で
割
り
引
い
た
金
額
し
か
控
除
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

権
利
金
の
課
税
関
係

　

建
物
や
構
築
物
を
所
有
す
る
た
め
の
、
借
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契
約
内
容
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
確

認
し
、
Ｘ
社
と
の
交
渉
を
助
言
し
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
建
設
協
力
金
方
式
と
は
、
入
居
予
定
の
テ

ナ
ン
ト
か
ら
建
設
資
金
を
借
り
入
れ
て
、
テ

ナ
ン
ト
に
合
っ
た
建
物
を
建
設
し
、
テ
ナ
ン

ト
か
ら
の
賃
料
を
返
済
に
あ
て
ま
す
。
建
設

協
力
金
は
、
返
済
期
間
中
に
返
済
が
で
き
る

よ
う
に
入
居
後
の
返
済
計
画
を
立
て
契
約
し

ま
す
」

　
「
メ
リ
ッ
ト
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
確
保
が
容
易

な
こ
と
。
入
居
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
事
業
が
で

き
る
こ
と
で
す
」

　
「
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
テ
ナ
ン
ト
側
が
倒
産
や

中
途
解
約
し
た
場
合
、
収
入
の
消
滅
や
、
転

用
し
づ
ら
い
建
物
が
残
る
こ
と
で
す
」

　
「
事
業
用
定
期
借
地
権
方
式
と
は
、
契
約
期

間
を
１
０
年
以
上
５
０
年
未
満
で
定
め
、
契

約
期
間
満
了
時
に
は
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
る

の
で
、
土
地
が
確
実
に
返
還
さ
れ
ま
す
」

　
「
メ
リ
ッ
ト
は
、
土
地
の
所
有
権
を
移
転
せ

ず
、
期
間
の
更
新
も
な
く
、
土
地
が
更
地
返

還
さ
れ
る
こ
と
。
建
物
投
資
が
不
要
で
、
借

入
金
の
返
済
リ
ス
ク
が
な
く
、
安
定
し
た
収

益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
」

　
「
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
用
途
が
事
業
用
に
限
ら

れ
る
た
め
、
汎
用
性
が
な
く
、
地
代
収
入
は

家
賃
収
入
よ
り
も
低
く
な
る
こ
と
や
、
事
業

者
が
倒
産
し
た
場
合
は
、
倒
産
し
た
会
社
の

建
物
が
残
り
、
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
こ
と

で
す
」

　
「
建
設
協
力
金
方
式
の
契
約
内
容
に
つ
い
て

確
認
す
る
点
は
、
中
途
解
約
の
場
合
に
、
テ

ナ
ン
ト
側
は
、
建
設
協
力
金
の
返
済
の
権
利

を
放
棄
し
、
オ
ー
ナ
ー
側
は
、
解
約
後
の
建

設
協
力
金
返
還
が
不
要
に
な
る
条
項
を
入
れ

て
あ
る
は
ず
で
す
が
、
今
回
の
契
約
で
も
、

同
様
の
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
確
認

が
必
要
で
す
」

　
「
事
業
用
定
期
借
地
権
の
契
約
内
容
に
つ
い

て
確
認
す
る
点
は
、
借
地
権
の
存
続
期
間
を

１
０
年
以
上
３
０
年
未
満
、
も
し
く
は
３
０

年
以
上
５
０
年
未
満
に
す
る
こ
と
。
借
地
上

の
建
物
を
事
業
用
に
限
定
す
る
こ
と
。
契
約

の
際
は
、
契
約
書
を
必
ず
公
正
証
書
で
締
結

す
る
こ
と
で
す
」

　
「
公
正
証
書
で
な
い
書
面
で
契
約
し
た
場
合

は
、
事
業
用
定
期
借
地
権
と
し
て
は
無
効
と

な
り
、
普
通
借
地
権
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
期
間
が
満

了
し
て
も
、
返
還
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
」

　
「
ま
た
、
普
通
借
家
契
約
の
条
項
に
、
契
約

期
間
中
、
賃
料
の
増
減
は
し
な
い
。
と
い
う

特
約
が
あ
る
場
合
、
増
額
請
求
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
が
、
減
額
請
求
は
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
Ｘ
社
側
に
は
定
期
借
家
契
約
と

し
、
契
約
期
間
中
の
家
賃
を
減
額
し
な
い
旨

の
特
約
を
入
れ
る
こ
と
を
交
渉
す
べ
き
で
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
、
建
設
協
力
金
方
式
と

事
業
用
定
期
借
地
権
方
式
の
①
・
②
の
い
ず
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の
場
合
に
、
テ
ナ
ン
ト
側
は
建
設
協
力
金
の

返
済
の
権
利
を
放
棄
し
、
オ
ー
ナ
ー
側
は
、

解
約
後
の
建
設
協
力
金
返
還
が
不
要
に
な
る

条
項
を
入
れ
て
あ
る
は
ず
で
す
が
、
今
回
の

契
約
で
も
同
様
の
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
か
確
認
が
必
要
で
す
」

２
０
２
１
年
６
月
５
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
が
等
価
交
換
方
式
を
選
択
し
た
場

合
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
」

  

解
答
例

　
「
新
規
に
事
業
資
金
を
調
達
す
る
必
要
な

く
、
区
分
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」

　
「
通
常
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
す
る
場
合
、

事
業
資
金
を
借
り
入
れ
る
な
ど
、
建
築
費
を

準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
資
金
を
借

り
入
れ
る
と
、
将
来
の
金
利
上
昇
リ
ス
ク
や
、

家
賃
下
落
リ
ス
ク
、
空
室
リ
ス
ク
な
ど
様
々

な
リ
ス
ク
が
発
生
し
ま
す
が
、
等
価
交
換
方

式
の
場
合
、
事
業
資
金
を
調
達
す
る
必
要
が

　
「
建
設
協
力
金
方
式
の
特
徴
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

契
約
内
容
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
確

認
し
、
Ａ
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
建
設
協
力
金
方
式
の
特
徴
は
、
入
居
予
定

の
テ
ナ
ン
ト
か
ら
建
設
資
金
を
借
り
入
れ
て
、

テ
ナ
ン
ト
に
合
っ
た
建
物
を
建
設
し
、
テ
ナ

ン
ト
か
ら
の
賃
料
を
返
済
に
あ
て
ま
す
。
建

設
協
力
金
は
、
返
済
期
間
中
に
返
済
が
で
き

る
よ
う
に
、
入
居
後
の
返
済
計
画
を
立
て
契

約
し
ま
す
」

　
「
メ
リ
ッ
ト
は
テ
ナ
ン
ト
の
確
保
が
容
易
な

こ
と
。
入
居
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
事
業
が
で
き

る
こ
と
」

　
「
デ
メ
リ
ッ
ト
は
テ
ナ
ン
ト
側
が
、
倒
産
や

中
途
解
約
し
た
場
合
、
収
入
の
消
滅
や
転
用

し
づ
ら
い
建
物
が
残
る
こ
と
で
す
」

　
「
契
約
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
、

建
設
協
力
金
方
式
の
契
約
で
は
、
中
途
解
約

れ
を
勧
め
ま
す
か
」

 
解
答
例

　
「
事
業
用
定
期
借
地
権
方
式
の
②
を
勧
め
ま

す
」

　
「
Ａ
さ
ん
の
意
向
は
、
長
男
Ｃ
さ
ん
に
承
継

す
る
予
定
で
、
甲
土
地
を
手
放
す
こ
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
現
在
の
地
代
収
入
相
当
額
の

確
保
と
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
等
の
た
め

に
、
預
貯
金
を
増
や
し
た
い
と
あ
り
ま
す
」

　
「
相
続
税
の
軽
減
対
策
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
借
入

金
を
し
て
ま
で
、
土
地
活
用
す
る
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
」

　
「
前
払
地
代
方
式
の
定
期
借
地
権
で
は
、
賃

料
を
一
括
で
授
受
し
て
も
、
期
間
に
応
じ
た

収
益
計
上
が
で
き
、
契
約
期
間
満
了
時
に
は
、

確
実
に
土
地
が
更
地
返
還
さ
れ
る
た
め
、
今

回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
事
業
用
定
期
借
地
権
方

式
を
勧
め
ま
す
」

２
０
２
１
年
２
月
１
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
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な
く
、
区
分
所
有
権
を
取
得
で
き
る
の
で
リ

ス
ク
が
軽
減
で
き
ま
す
」

　
「
甲
土
地
を
そ
の
ま
ま
所
有
し
て
い
る
と
、

相
続
発
生
時
に
１
０
０
％
の
相
続
税
評
価
と

な
り
ま
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る

土
地
は
貸
家
建
付
地
と
な
り
、
自
用
地
価
額

×
（
１
ー
借
地
権
割
合
×
借
家
権
割
合
）
で

算
出
で
き
、
土
地
に
か
か
る
評
価
額
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

２
０
２
１
年
６
月
１
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
、
建
設
協
力
金
方
式
と

事
業
用
借
地
権
方
式
の
ど
ち
ら
を
勧
め
ま
す

か
」

解
答
例

　
「
事
業
用
定
期
借
地
権
方
式
を
勧
め
ま
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
の
意
向
は
、
先
祖
代
々
の
土
地
で

あ
る
甲
土
地
を
手
放
す
こ
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
納
税
資
金
の
確
保
の
た
め
に
、
預
貯
金

を
増
や
し
た
い
と
あ
り
ま
す
」

　
「
相
続
税
の
軽
減
対
策
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
借
入

金
を
し
て
ま
で
、
土
地
活
用
す
る
必
要
は
な

い
と
考
え
ま
す
」

　
「
前
払
地
代
方
式
の
定
期
借
地
権
で
は
、
賃

料
を
一
括
で
授
受
し
て
も
期
間
に
応
じ
た
収

益
計
上
が
で
き
、
契
約
期
間
満
了
時
に
は
、

確
実
に
土
地
が
更
地
返
還
さ
れ
る
た
め
、
今

回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
事
業
用
定
期
借
地
権
方

式
を
勧
め
ま
す
」

２
０
２
２
年
２
月
１
９
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
等
価
交
換
方
式
の
概
要
と
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
等
価
交
換
方
式
と
は
、
土
地
を
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
に
譲
渡
し
、
代
わ
り
に
建
物
を
建
て
て

も
ら
い
、
土
地
の
所
有
者
は
、
建
物
の
価
値

に
対
す
る
土
地
の
価
値
の
分
だ
け
、
建
物
や

不
動
産
を
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
活

用
の
方
法
で
す
」

　
「
等
価
交
換
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
土
地
所
有
者

は
、
建
築
費
用
を
出
さ
ず
に
建
物
を
得
ら
れ

る
こ
と
や
、
建
物
の
た
め
の
手
続
き
や
建
設

を
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
す
べ
て
行
っ
て
く

れ
る
た
め
、
土
地
の
所
有
者
は
建
物
建
築
に

関
す
る
費
用
が
不
要
な
だ
け
で
な
く
、
手
続

き
に
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」

　
「
地
上
３
階
以
上
の
、
中
高
層
の
耐
火
共
同

住
宅
な
ど
、
条
件
が
合
え
ば
、
立
体
買
い
替

え
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
譲
渡
益
に
係
る
所
得
税
の
課
税
を
繰

延
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
「
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
等
価
交
換
で
は
そ
れ
ま

で
所
有
し
て
い
た
土
地
も
、デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

と
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
「
最
終
的
に
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
の
共
同
所

有
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
土
地
の
所
有
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正
な
利
率
を
か
け
た
金
額
を
、
保
証
金
を
返

還
す
る
ま
で
、
各
年
分
の
不
動
産
所
得
の
収

入
金
額
に
算
入
し
ま
す
」

　
「
保
証
金
は
借
地
契
約
終
了
時
に
は
、
全
額

返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
債
務
控

除
の
対
象
に
は
な
り
ま
す
が
、
保
証
金
の
全

部
が
債
務
控
除
の
対
象
と
な
る
の
で
は
な
く
、

一
定
の
計
算
方
法
で
割
り
引
い
た
金
額
し
か

控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
」

　
「
建
物
や
構
築
物
を
所
有
す
る
た
め
の
、
借

地
権
の
設
定
の
対
価
と
し
て
受
け
取
っ
た
権

利
金
は
、
一
般
的
に
は
不
動
産
所
得
に
な
り

ま
す
」

　
「
権
利
金
が
土
地
の
時
価
の
５
０
％
を
超
え

る
場
合
に
は
、
譲
渡
所
得
と
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
」

　
「
た
だ
し
、
受
け
取
っ
た
権
利
金
が
、
そ
の

土
地
の
地
代
の
年
額
の
２
０
倍
に
相
当
す
る

金
額
以
下
で
あ
れ
ば
不
動
産
所
得
と
な
り
、

地
代
の
年
額
の
２
０
倍
を
超
え
る
場
合
に
は
、

譲
渡
所
得
と
な
り
ま
す
」

な
っ
て
い
ま
す
」

　
「
借
地
契
約
に
つ
い
て
、
事
業
用
定
期
借
地

権
の
場
合
は
、
必
ず
公
正
証
書
で
締
結
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
般
定
期
借
地
権
は
公
正
証
書
以
外
の
契
約

書
で
も
有
効
で
す
」

　
「
保
証
金
、
権
利
金
、
前
払
地
代
と
し
て
受

け
取
っ
た
金
銭
は
、
所
得
税
お
よ
び
相
続
税

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
保
証
金
そ
の
も
の
に
は
所
得
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
が
、
預
か
っ
た
保
証
金
の
運
用
方
法

に
よ
っ
て
は
、
課
税
関
係
が
発
生
し
ま
す
」

　
「
保
証
金
が
、
不
動
産
所
得
や
事
業
所
得
な

ど
の
、
業
務
に
か
か
る
資
金
と
し
て
運
用
さ

れ
て
い
る
場
合
や
、
預
貯
金
、
公
社
債
、
貸

付
信
託
等
の
金
融
資
産
に
運
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
課
税
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
「
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
保
証
金
の
額
に
適

権
の
一
部
を
手
放
す
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
「
権
利
関
係
が
複
雑
化
し
、
運
用
方
針
や
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
な
ど
で
揉
め
る
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
」

２
０
２
３
年
２
月
１
２
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
事
業
用
定
期
借
地
権
と
一
般
定
期
借
地
権

に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
事
業
用
定
期
借
地
権
と
一
般
定
期
借
地
権

の
違
い
は
、
借
地
上
の
建
物
用
途
や
契
約
期

間
に
違
い
が
あ
り
ま
す
」

　
「
事
業
用
定
期
借
地
権
の
場
合
は
、
建
物
用

途
が
事
業
用
に
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
一
般
定

期
借
地
権
の
場
合
、
建
物
の
用
途
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
」

　
「
事
業
用
定
期
借
地
権
の
借
地
期
間
は
、

１
０
年
以
上
５
０
年
未
満
で
す
が
、
一
般
定

期
借
地
権
は
最
低
期
間
が
５
０
年
以
上
と
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「
権
利
金
は
、
借
地
契
約
終
了
時
の
返
還
義

務
は
生
じ
な
い
の
で
、
債
務
控
除
の
対
象
に

は
な
ら
ず
、
相
続
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
」

　
「
前
払
賃
料
⽅
式
で
処
理
す
る
要
件
を
満
た

し
た
場
合
は
、
⼀
時
⾦
と
し
て
課
税
さ
れ
ず
、

設
定
し
た
期
間
に
応
じ
、
不
動
産
所
得
の
各

年
分
の
収
⼊⾦

額
に
算
⼊
し
ま
す
」

　
「
前
払
地
代
は
返
還
義
務
が
生
じ
な
い
の

で
、
債
務
控
除
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
相
続

税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
」

　
「
Ｘ
社
の
提
案
と
Ｙ
社
の
提
案
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
や
留
意
点
を
教
え
て

く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
Ｘ
社
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
契
約
期
間
が
４
０

年
な
の
で
、
期
間
満
了
時
に
は
、
長
男
Ｃ
さ

ん
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
活
用
が
考
え

ら
れ
ま
す
」

　
「
Ｘ
社
の
留
意
点
は
、
借
地
期
間
が
４
０
年

に
な
る
た
め
、
そ
の
間
に
相
続
が
発
生
す
る

と
、
保
証
金
の
返
還
義
務
が
長
男
Ｃ
さ
ん
に

課
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要
で
す
」

　
「
Ｙ
社
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
年
間
地
代
の

５
０
％
の
７
０
年
分
（
総
額
２
億
１
，

０
０
０
万
円
）
を
前
払
地
代
と
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
甲
土
地
を
売
却
せ

ず
に
ま
と
ま
っ
た
金
額
を
受
領
で
き
ま
す
」

　
「
前
払
地
代
そ
の
も
の
に
は
課
税
さ
れ
ず
、

前
払
地
代
で
建
物
を
取
得
し
た
場
合
は
、
建

物
部
分
は
減
価
償
却
し
な
が
ら
７
０
年
間
運

用
で
き
る
の
で
、
収
益
性
の
向
上
が
期
待
で

き
ま
す
」

「
Ｙ
社
の
留
意
点
は
、
契
約
期
間
が
７
０
年
と

長
期
間
に
な
る
の
で
、
Ａ
さ
ん
家
族
や
Ｙ
社

の
状
況
が
変
化
す
る
こ
と
、
自
然
災
害
等
の

発
生
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
」

２
０
２
３
年
６
月
１
８
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
建
設
協
力
金
方
式
の
概
要
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
甲
建
物
の
賃
貸
借
契

約
の
解
約
に
あ
た
っ
て
、
Ｘ
社
に
甲
土
地
の

更
地
返
還
を
要
求
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
」

解
答
例

　
「
建
設
協
力
金
方
式
と
は
、
入
居
予
定
の
テ

ナ
ン
ト
か
ら
建
設
資
金
を
借
り
入
れ
て
、
テ

ナ
ン
ト
に
合
っ
た
建
物
を
建
設
し
、
テ
ナ
ン

ト
か
ら
の
賃
料
を
返
済
に
あ
て
ま
す
」

　
「
建
設
協
力
金
は
、
返
済
期
間
中
に
返
済
が

で
き
る
よ
う
に
、
入
居
後
の
返
済
計
画
を
立

て
契
約
し
ま
す
」

　
「
メ
リ
ッ
ト
は
、
テ
ナ
ン
ト
の
確
保
が
容
易

な
こ
と
。
入
居
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
事
業
が
で

き
る
こ
と
で
す
」

　
「
土
地
は
自
用
地
か
ら
貸
家
建
付
地
の
評
価

に
な
り
、
建
物
に
関
し
て
は
貸
家
評
価
と
な

る
た
め
、
評
価
額
が
下
が
り
節
税
が
可
能
に

な
り
ま
す
」

　
「
甲
土
地
の
更
地
返
還
を
要
求
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
建
物
の
所
有
者
は
Ａ
さ
ん
な

の
で
、
建
物
を
解
体
す
る
場
合
の
解
体
費
用

は
、
Ａ
さ
ん
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」



0148

問題解決策と検討のポイント　Chapter 3

２
０
２
３
年
９
月
３
０
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　

Ⅰ
案
：
甲
建
物
と
そ
の
敷
地
部
分（
６
０
０

㎡
）
を
６
，
０
０
０
万
円
で
購
入
し
、
月
極

駐
車
場
部
分
（
１
，
２
０
０
㎡
）
を
借
地
期

間
２
０
年
の
事
業
用
借
地
権
で
賃
借
す
る
。

・
月
額
地
代
６
５
万
円
（
年
額
７
８
０
万
円
）、

敷
金
３
０
０
万
円

　

Ⅱ
案
：
甲
土
地
全
体
を
借
地
期
間
２
０
年

の
事
業
用
借
地
権
で
賃
借
す
る
。
甲
建
物
の

解
体
費
は
Ｘ
社
が
負
担
す
る
。

・
月
額
地
代
８
３
．
３
万
円
（
年
額
１
，

０
０
０
万
円
）、
地
代
総
額
の
３
０
％
相
当

（
６
，
０
０
０
万
円
）
を
前
払
地
代
と
し
て
一

括
支
払
、
敷
金
４
５
０
万
円

　

Ⅲ
案
：
甲
建
物
と
そ
の
敷
地
部
分（
６
０
０

㎡
）を
６
，０
０
０
万
円
で
購
入
す
る
。
ま
た
、

新
規
店
舗
を
建
設
協
力
金
方
式
に
よ
り
建
設

（
建
設
費
１
億
２
，
０
０
０
万
円
）
し
て
Ｘ
社

が
２
０
年
間
賃
借
す
る
。

・
月
額
賃
料
１
２
５
万
円（
年
額
９
０
０
万
円
・

建
設
協
力
金
返
済
後
）、
敷
金
７
５
０
万
円

※
店
舗
建
設
後
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
に
つ
い
て
、
甲
土
地
全
体
で
は
年
額

２
７
０
万
円
、
月
極
駐
車
場
部
分
の
み
で
は

年
額
２
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
、店
舗（
建
物
）

は
年
額
１
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
る
。

　
「
Ⅰ
案
の
場
合
、
一
括
支
払
を
受
け
る
前
払

地
代
の
課
税
関
係
は
ど
う
な
り
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
前
払
地
代
⽅
式
で

処
理
す
る
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
⼀
時
⾦

と
し
て
課
税
さ
れ
ず
、
設
定
し
た
期
間
に
応

じ
、
不
動
産
所
得
の
各
年
分
の
収
⼊⾦

額
に

算
⼊
し
ま
す
」

　
「
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
前
払
地
代
は
返
還

義
務
が
生
じ
な
い
の
で
、
債
務
控
除
の
対
象

に
は
な
ら
ず
相
続
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
」

　
「
あ
な
た
は
Ａ
さ
ん
に
Ⅰ
案
、
Ⅱ
案
、
Ⅲ
案

の
い
ず
れ
を
勧
め
ま
す
か
。
そ
の
理
由
を
将

来
の
相
続
税
、
収
益
性
（
年
間
収
入
）、
将
来

の
資
産
価
値
な
ど
の
観
点
か
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
」

解
答
例

　
「
Ⅰ
案
を
勧
め
ま
す
」

　
「
将
来
の
相
続
税
に
つ
い
て
で
す
が
、
Ⅰ
案

と
Ⅱ
案
の
事
業
用
借
地
権
の
場
合
、
土
地
は

貸
宅
地
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
定
期
借

地
権
等
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
宅
地
の
価
額

は
、
そ
の
宅
地
の
自
用
地
評
価
額
か
ら
定
期

借
地
権
等
の
価
額
を
控
除
し
た
金
額
か
、
定

期
借
地
権
等
の
残
存
期
間
に
応
じ
た
割
合
で

計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
価
額
の
い
ず
れ

か
小
さ
い
方
の
金
額
と
な
り
、
借
地
期
間
の

残
存
年
数
が
短
く
な
る
に
つ
れ
て
減
額
割
合

が
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
す
」

　
「
Ⅲ
案
の
建
設
協
力
金
方
式
の
場
合
、
相
続

税
の
評
価
額
は
、
土
地
は
貸
家
建
付
地
と
し
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て
、
建
物
は
貸
家
と
し
て
控
除
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
借
り
入
れ
た
建
設
協
力
金
は

負
債
と
し
て
み
な
さ
れ
課
税
の
対
象
か
ら
は

外
れ
る
の
で
、
そ
の
金
額
分
の
節
税
が
可
能

に
な
り
ま
す
」

　
「
Ⅰ
案
の
地
代
は
７
８
０
万
円
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
月
極
駐
車
場

部
分
の
み
な
の
で
年
額
２
０
０
万
円
と
な
り
、

５
８
０
万
円
の
収
益
に
な
り
ま
す
」

　
「
Ⅱ
案
の
場
合
、
地
代
１
，
０
０
０
万
円

の
う
ち
、
３
０
％
は
前
払
地
代
と
し
て
一
括

で
受
け
取
る
の
で
年
額
の
地
代
は
７
０
０
万

円
に
な
り
ま
す
。
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
に
つ
い
て
は
甲
土
地
全
体
と
な
る
の
で
年

額
２
７
０
万
円
と
な
り
、
年
間
の
収
益
は

４
３
０
万
円
に
な
り
ま
す
」

　
「
Ⅲ
案
の
地
代
は
９
０
０
万
円
で
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
月
極
駐
車

場
部
分
の
２
０
０
万
円
と
店
舗
の
１
０
０
万

円
を
足
し
た
３
０
０
万
円
に
な
る
の
で
、
年

間
の
収
益
は
６
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
」

　
「
し
た
が
っ
て
、
Ⅲ
案
が
収
益
は
高
く
な
り

ま
す
が
、
建
物
が
Ａ
さ
ん
名
義
と
な
る
た
め
、

建
物
の
修
繕
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
か
か
る
費

用
の
負
担
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
「
事
業
用
定
期
借
地
権
の
場
合
、
契
約
期
間

満
了
後
の
土
地
は
更
地
に
し
て
返
還
さ
れ
る

の
で
、
Ⅰ
案
の
場
合
は
月
極
駐
車
場
部
分
の

み
が
残
り
、
Ⅱ
案
で
は
甲
土
地
全
体
が
残
る

こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
「
建
設
協
力
金
方
式
で
は
、
建
物
の
名
義
も

土
地
所
有
者
と
な
る
た
め
、
Ⅲ
案
の
場
合
は

契
約
満
了
後
に
資
産
が
増
え
、
新
た
に
テ
ナ

ン
ト
を
募
集
し
て
貸
し
出
し
た
り
、
売
却
し

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

　
「
相
続
税
や
、
将
来
の
資
産
価
値
を
考
え
る

と
Ⅲ
案
が
条
件
面
で
は
有
利
で
す
が
、
建
設

協
力
金
方
式
で
は
、
万
が
一
借
主
側
の
倒
産
・

撤
退
に
よ
る
中
途
解
約
な
ど
が
起
こ
っ
た
場

合
、
借
主
希
望
の
仕
様
に
仕
上
げ
た
建
物
や

内
装
を
新
た
な
テ
ナ
ン
ト
に
転
用
す
る
こ
と

や
、
業
種
の
制
限
を
受
け
て
後
継
テ
ナ
ン
ト

の
誘
致
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
」

　
「
ま
た
、
テ
ナ
ン
ト
が
退
去
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
建
物
の
所
有
者
は
Ａ
さ
ん
な
の
で
、

入
居
テ
ナ
ン
ト
が
決
ま
ら
な
い
場
合
で
も
固

定
資
産
税
な
ど
の
税
金
を
納
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
契
約
満
了
時
に
建
物
を
取
得
で
き

る
点
は
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
活
用
す
る
予
定

が
な
い
と
解
体
が
必
要
と
な
り
、
解
体
費
を

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
り

ま
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
に
ど
の
程
度
、
相
続
対
策
が
必
要

な
の
か
、
希
望
す
る
収
益
は
い
く
ら
ぐ
ら
い

な
の
か
、
建
物
が
必
要
な
の
か
な
ど
、
長
男

Ｃ
さ
ん
と
一
緒
に
１
５
～
２
０
年
先
の
土
地

の
活
用
法
も
見
据
え
て
、
ど
の
案
を
選
択
す

べ
き
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
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03
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

借
地
関
係
の
解
消 

| 

　

借
地
権
は
、
１
９
９
２
年
に
内
容
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
８
月
よ
り
前
に

成
立
し
た
借
地
権
に
関
わ
る
法
律
を
「
旧
借

地
法
」
と
呼
び
、
そ
の
後
に
制
定
さ
れ
た
法

律
を
「
借
地
借
家
法
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

借
地
権
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　

借
地
権
の
場
合
、
土
地
を
購
入
す
る
よ
り

も
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
反
面
、
様
々
な
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

借
地
の
場
合
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
権
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
担
保
と

し
て
の
価
値
は
低
く
評
価
さ
れ
、
金
融
機
関

か
ら
の
審
査
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

建
物
を
所
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
借
地

上
の
建
物
の
場
合
、
土
地
代
を
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
代
は
地
主
の
都
合
に
よ
っ
て
、

値
上
げ
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
土
地
を
所
有
し
て
い
る
場
合
と

比
べ
、
固
定
資
産
税
の
負
担
が
不
要
な
の
で
、

一
概
に
デ
メ
リ
ッ
ト
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

　

一
般
的
に
、
建
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
増
改

築
を
す
る
に
は
地
主
の
許
可
が
必
要
で
、
承

諾
料
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

借
地
権
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　

相
続
に
よ
る
地
主
の
変
更
時
に
、
突
然
借

地
権
の
返
却
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
地
主
が
変
わ
っ
て
も
借
主
の
立
場
は

変
更
さ
れ
な
い
た
め
、
借
主
は
借
地
権
を
主

張
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

地
主
が
更
新
を
拒
絶
す
る
場
合
や
、
地
代

の
値
上
げ
を
要
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
更
新
を
拒
絶
し
た
り
、
地
代
を
値
上
げ

す
る
に
は
正
当
な
理
由
が
必
要
で
す
。

　

借
地
上
に
あ
る
建
物
を
売
却
す
る
場
合
は
、

借
地
権
も
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
、
売
却
の
際
に
、
地
主
が
借
地
権
の
譲
渡

を
許
可
し
て
く
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

更
地
価
格
の
１
０
％
前
後
の
金
額
を
、
譲

渡
承
諾
料
と
し
て
地
主
に
支
払
う
こ
と
で
解

決
で
き
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
地
主

の
許
可
な
し
で
借
地
権
を
売
却
し
て
し
ま
っ

た
場
合
、
借
地
契
約
を
解
除
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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借
地
関
係
の
解
消
方
法

　

借
地
関
係
を
整
理
す
る
た
め
の
方
法
に
は
、

次
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

•	

借
地
権
（
底
地
）
を
売
却
す
る

•	

底
地
と
借
地
権
を
共
同
で
売
却
す
る

•	

底
地
と
借
地
権
を
交
換
す
る

•	

等
価
交
換
事
業
に
よ
り
建
物
を
建
設
し
、

底
地
や
借
地
権
に
応
じ
た
建
物
の
一
部
を

取
得
す
る

•	

借
地
非
訟
を
利
用
す
る

借
地
権
（
底
地
）
を
売
却
す
る

　

借
地
権
を
売
却
す
る
と
、
借
地
人
は
売
却

益
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
地
主
は
借
地
権
の

な
い
土
地
を
所
有
で
き
ま
す
。

　

底
地
を
売
却
す
る
と
、
地
主
は
売
却
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
借
地
人
は
借
地
権
の
な

い
土
地
を
所
有
で
き
ま
す
。

　

借
地
関
係
は
契
約
が
継
続
す
る
限
り
、
い

つ
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
リ
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ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

底
地
を
借
地
人
に
買
い
取
っ
て
も
ら
え
ば
、

地
主
は
ま
と
ま
っ
た
現
金
が
手
に
入
る
う
え

に
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
手
放
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

借
地
人
も
、
土
地
を
完
全
所
有
で
き
る
の

で
、
以
降
は
地
代
や
更
新
料
を
支
払
わ
な
く

て
よ
く
な
り
、
自
由
に
そ
の
土
地
を
利
用
・

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
借
地
権
（
底
地
）
の
買
取
り
に

は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。
買
取
る
側
に

そ
れ
だ
け
の
金
額
が
用
意
で
き
る
資
力
が
あ

る
か
が
重
要
で
す
。

底
地
と
借
地
権
を
共
同
で
売
却
す
る

　

地
主
と
借
地
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
が
合

致
し
た
時
に
初
め
て
可
能
と
な
る
方
法
で
す

が
、
土
地
を
金
融
資
産
に
す
る
こ
と
で
活
用

の
自
由
度
が
増
し
ま
す
。

　

底
地
の
み
や
、
借
地
権
の
み
の
売
却
は
、

需
要
が
少
な
く
、
専
門
業
者
に
比
較
的
廉
価

で
売
る
し
か
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

底
地
と
借
地
権
の
両
方
を
一
緒
に
売
却
す

る
場
合
は
、
売
り
先
の
選
択
肢
も
広
が
り
、

金
額
な
ど
の
条
件
も
良
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
売
却
す
る
こ
と
で
譲
渡
所
得
税

の
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

底
地
と
借
地
権
を
交
換
す
る

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
土
地
を
自
由
に
有
効
活
用

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

交
換
特
例
の
適
用
で
譲
渡
所
得
税
の
負
担

を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
交
換
後
の
地
形
や
道
路
状
況
、

日
当
た
り
な
ど
に
問
題
が
出
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

等
価
交
換
事
業
に
よ
り
建
物
を
建
設

し
、
底
地
や
借
地
権
に
応
じ
た
建
物

の
一
部
を
取
得
す
る

　

こ
の
場
合
、
資
金
負
担
な
く
建
物
の
所
有

権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
土
地
は
実

質
共
有
と
な
り
ま
す
。

借
地
非
訟
を
利
用
す
る

　

借
地
権
の
売
却
（
譲
渡
）
の
際
に
は
、
必

ず
地
主
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
地

主
が
承
諾
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

正
当
な
理
由
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

承
諾
を
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
借
地
非
訟

を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

借
地
非
訟
と
は
、
借
地
借
家
法
・
借
地
非

訟
事
件
手
続
き
に
規
定
さ
れ
た
法
的
手
続
き

の
こ
と
で
す
。

　

借
地
非
訟
の
申
立
て
を
行
う
と
、
裁
判
所

が
諸
般
の
事
情
を
評
価
し
て
、
許
可
を
与
え

る
か
ど
う
か
判
断
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
法
的
手
続
き
を
行
う
と
、
地
主

と
紛
争
状
態
に
な
り
、
結
果
的
に
は
関
係
が

悪
化
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

借
地
非
訟
は
、
借
地
関
係
解
消
の
最
後
の

手
段
と
い
え
ま
す
。
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過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
１
年
２
月
６
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
貸
宅
地
（
借
地
）
を
整
理
す
る
方
法
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
ど
の
方
法
が
よ
い
と
思
い

ま
す
か
」

解
答
例　

　
「
貸
宅
地
（
借
地
）
を
整
理
す
る
方
法
は
、

借
地
権
を
売
却
す
る
方
法
。
底
地
と
借
地
権

を
共
同
で
売
却
す
る
方
法
。
底
地
と
借
地
権

を
交
換
し
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
に
応
じ
土
地
の

所
有
権
と
す
る
方
法
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
の

等
価
交
換
事
業
に
よ
り
建
物
を
建
設
し
、
底

地
や
借
地
権
に
応
じ
た
建
物
の
一
部
を
取
得

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
」

　
「
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
地
主
Ｃ
さ
ん
は
、

資
金
の
余
裕
が
な
く
、
買
い
取
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
と
話
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
借
地

権
を
売
却
す
る
方
法
は
難
し
く
、
ま
た
、
Ａ

さ
ん
は
老
朽
化
し
た
自
宅
と
、
買
い
物
や
移

動
に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
て
、
Ｙ
市
内
に
転

居
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
、
借
地
権
と
自
宅

建
物
の
売
却
資
金
で
預
貯
金
を
増
や
し
た
い

意
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
目
の
底
地
と

借
地
権
を
共
同
で
売
却
す
る
方
法
を
提
案
し

ま
す
」

　
「
上
記
２
の
方
法
に
よ
り
、
借
地
権
付
き
建

物
を
処
分
し
た
場
合
の
課
税
関
係
を
教
え
て

く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
所
有
期
間
が
１
０

年
を
超
え
て
い
る
の
で
、
１
０
年
超
所
有
の

軽
減
税
率
が
適
用
で
き
ま
す
」

　
「
１
０
年
超
所
有
の
軽
減
税
率
と
居
住
用

財
産
の
譲
渡
所
得
の
３
，
０
０
０
万
円
特
別

控
除
と
は
併
用
で
き
る
の
で
、
課
税
長
期

譲
渡
所
得
は
、
譲
渡
収
入
金
額
か
ら
取
得

費
と
譲
渡
費
用
、
３
，
０
０
０
万
円
を
引

い
た
金
額
と
な
り
、
課
税
譲
渡
所
得
税
率

は
６
，
０
０
０
万
円
以
下
の
部
分
は
１
４
．

２
１
％
、
６
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
部
分

は
２
０
．
３
１
５
％
で
計
算
し
ま
す
」

２
０
２
１
年
２
月
２
０
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
が
借
地
を
第
三
者
に
売
却
す
る
際

の
留
意
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

 

解
答
例

　
「
借
地
権
を
第
三
者
に
売
却
す
る
場
合
に

は
、
地
主
に
対
し
て
借
地
権
価
格
の
１
０
％

程
度
の
承
諾
料
を
支
払
い
、
譲
渡
の
承
諾
を

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
「
譲
渡
の
承
諾
以
外
に
も
、
建
物
建
て
替
え

の
承
諾
、
抵
当
権
設
定
の
承
諾
な
ど
、
借
地

契
約
条
件
の
す
り
合
わ
せ
が
必
要
で
す
」

　
「
地
主
が
承
諾
し
て
く
れ
な
い
場
合
、
借
地

非
訟
手
続
き
で
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
行
い
、

裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
借
地
権
を
譲
渡
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
」

　
「
借
地
非
訟
手
続
き
は
最
終
手
段
で
、
借
地

権
の
取
り
扱
い
に
は
、
売
却
以
外
に
も
、
底

地
と
借
地
権
の
共
同
売
却
、
底
地
と
借
地
権
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の
等
価
交
換
と
い
う
方
法
も
あ
る
の
で
、
地

主
と
の
話
し
合
い
を
専
門
家
を
交
え
て
、
双

方
納
得
い
く
よ
う
に
進
め
る
べ
き
で
す
」

２
０
２
１
年
６
月
５
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ｂ
さ
ん
が
乙
土
地
（
借
地
権
）
を
売
ら
な

い
と
言
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
提
案
が
考

え
ら
れ
ま
す
か
」

 

解
答
例

　
「
Ｘ
社
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
事
業
を
、
借
地

人
、
地
主
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
三
者
に
よ
る

共
同
事
業
と
し
、
Ｂ
さ
ん
の
借
地
権
と
、
Ａ

さ
ん
の
所
有
す
る
底
地
の
価
格
に
応
じ
て
、

Ｘ
社
の
建
設
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
と
等
価
交
換

し
、
Ｂ
さ
ん
は
借
地
権
の
価
値
に
見
合
う
、

土
地
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
各
部
屋
を
取
得
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
す
」

　
「
Ｂ
さ
ん
は
、
地
主
と
借
地
人
の
権
利
関
係

が
解
消
で
き
、
建
替
承
諾
料
や
更
新
料
、
地

代
の
支
払
い
も
不
要
に
な
り
ま
す
」

　
「
Ｂ
さ
ん
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
こ
と
に

抵
抗
が
な
け
れ
ば
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に

住
み
続
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

　
「
甲
土
地
だ
け
の
買
取
も
検
討
す
る
と
あ
る

が
、
乙
土
地
と
合
わ
せ
て
買
い
取
る
場
合
に

比
べ
、
買
取
金
額
は
低
く
な
り
ま
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
が
、
Ｘ
社
の
提
案
に
納
得
で
き
れ

ば
甲
土
地
だ
け
の
買
取
や
、
等
価
交
換
も
検

討
で
き
ま
す
が
、
隣
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設

さ
れ
る
と
Ｂ
さ
ん
の
生
活
に
影
響
が
出
ま
す
」

　
「
Ｂ
さ
ん
の
事
情
や
気
持
ち
を
よ
く
理
解
し

た
上
で
話
し
合
い
、
借
地
関
係
を
解
消
し
、

甲
土
地
と
乙
土
地
を
合
わ
せ
て
等
価
交
換
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
」

２
０
２
１
年
６
月
６
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ｆ
さ
ん
の
申
出
（
乙
部
分
の
土
地
を
私
の

所
有
す
る
借
地
権
の
価
格
を
控
除
し
た
底
地

価
格
で
譲
っ
て
ほ
し
い
）
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
思
い
ま
す
か
」

 

解
答
例

 　
「
乙
部
分
の
土
地
に
は
、
Ｆ
さ
ん
名
義
の
住

宅
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
土
地
の
使
用
に
あ

た
り
、
契
約
書
や
権
利
金
の
支
払
い
は
な
く
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
相
当
額
を
、
Ｆ

さ
ん
は
継
続
し
て
Ａ
さ
ん
に
支
払
っ
て
い
ま

す
。
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
は
通
常
の

必
要
費
に
あ
た
り
、
Ｆ
さ
ん
は
乙
部
分
の
土

地
を
無
料
で
借
り
て
い
る
の
で
、
賃
貸
借
で

は
な
く
使
用
貸
借
と
な
り
ま
す
」

　
「
使
用
貸
借
契
約
で
は
、
借
地
借
家
法
が
適

用
さ
れ
ず
、
借
地
権
は
発
生
し
な
い
の
で
、

底
地
と
し
て
の
評
価
で
譲
渡
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
」

２
０
２
１
年
１
０
月
９
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
の
意
向
お
よ
び
Ｄ
さ
ん
の
希
望
を

踏
ま
え
、
乙
土
地
の
借
地
関
係
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
提
案
・
方
策
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
」

解
答
例

　
「
借
地
関
係
を
整
理
す
る
方
法
は
、
借
地
権

を
売
却
す
る
方
法
。
底
地
と
借
地
権
を
共
同
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借地権の種類 存続期間 更新 その他

旧
借
地
法

旧借地法による
借地権

堅固建物：30年以上
非堅固建物：20年以上

あり

借地借家法施行前の旧
借地法による契約につ
いては、今後も旧借地
方が適用

借
地
借
家
法

普通借地権

30 年以上（期間の定め
のない場合は 30年）

あり

口頭での契約も可能
存続期間満了の場合で、
契約の更新がないとき
は、借地人は地主に対
し、土地上の建物の直
での買取請求が可能

定
期
借
地
権

一般定期
借地権

50 年以上

なし

書面によって締結（公
正証書以外の書面でも
可）
事業用の建物の所有を
目的として設定するこ
とも可能

事業用定期
借地権

10 年以上 50 年未満 公正証書によって締結
居住用の建物の所有を
目的として設定するこ
とは不可
原則として更地で返還

建物譲渡
特約付
借地権

30 年以上経過後、地主
への建物譲渡の日まで

口頭での契約も可能
借地人または借家人が
建物を利用したい場合
には、その建物を借家
として貸すことになる

最初の存続期間 最初の更新後の
存続期間

2回目以降の
更新後の存続期間

期間の定めの
あるとき 30 年以上 20 年以上 10 年以上

期間の定めの
ないとき 30 年 20 年 10 年

普通借地権の存続期間
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で
売
却
す
る
方
法
。
底
地
と
借
地
権
を
交
換

し
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
に
応
じ
土
地
の
所
有
権

と
す
る
方
法
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
の
等
価
交

換
事
業
に
よ
り
建
物
を
建
設
し
、
底
地
や
借

地
権
に
応
じ
た
建
物
の
一
部
を
取
得
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
」

２
０
２
２
年
２
月
１
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
母
親
Ｂ
さ
ん
の
相
続
に
係
る
相
続
税
額
の

計
算
上
、
甲
土
地
お
よ
び
乙
土
地
の
価
額
は

ど
の
よ
う
に
評
価
し
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
甲
土
地
の
相
続
税
評
価
額
は
、
自
用
地
と

し
て
評
価
し
ま
す
」

　
「
甲
土
地
の
借
地
権
に
つ
い
て
、
１
０
年
前

に
、
母
親
Ｂ
さ
ん
２
分
の
１
、
Ａ
さ
ん
４
分

の
１
、
弟
Ｃ
さ
ん
４
分
の
１
の
共
有
持
分
で

相
続
し
て
い
ま
す
」

　
「
４
年
前
、
地
主
Ｄ
さ
ん
か
ら
、
甲
土
地
の

底
地
を
購
入
し
、
甲
土
地
の
所
有
名
義
は
母

親
Ｂ
さ
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
、
弟
Ｃ
さ
ん
が
、
地
代
を
支
払
え

ば「
賃
貸
借
」で
す
が
、お
そ
ら
く「
使
用
貸
借
」

に
な
り
ま
す
」

　
「
通
常
、
親
子
の
場
合
は
、
地
代
を
取
ら
な

い
の
で
、
使
用
貸
借
に
係
る
土
地
を
相
続
に

よ
り
取
得
し
た
場
合
は
、
そ
の
土
地
に
係
る

相
続
税
法
上
の
評
価
額
は
、
自
用
地
と
し
て

の
価
額
と
な
り
ま
す
」

　
「
地
主
と
借
地
権
者
間
の
、
借
地
権
関
係
の

継
続
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と
、
借
地
人

の
Ａ
さ
ん
、
弟
Ｃ
さ
ん
が
、
母
親
Ｂ
さ
ん
に

借
地
権
を
贈
与
し
た
と
税
務
署
に
認
定
さ
れ
、

贈
与
税
を
課
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
」 

　
「
Ａ
さ
ん
、
弟
Ｃ
さ
ん
が
地
代
を
支
払
わ
な

い
場
合
で
も
、
借
地
権
者
の
地
位
に
変
更
が

な
い
旨
の
申
出
書
を
、
所
轄
税
務
署
長
に
提

出
す
る
こ
と
で
、
贈
与
税
を
課
さ
れ
る
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
」

２
０
２
２
年
６
月
４
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
借
地
契
約
を
更
新
し
、
老
朽
化
し
た
自
宅

と
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
建
て
替
え
る
案
の
場
合
、

建
築
費
以
外
に
Ａ
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
費
用

が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
借
地
契
約
を
更
新
し
建
替
え
る
場
合
に
は

原
則
と
し
て
地
主
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
建
て
替
え
の
承
諾
を
得
ら
れ
た
ら
、
一

般
的
に
は
地
主
へ
の
承
諾
料
を
支
払
い
ま
す
」

　
「
非
堅
固
建
物
（
木
造
）
か
ら
堅
固
建
物
（
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
）
に
変
え
る
場
合

は
、
借
地
権
の
契
約
期
間
が
変
わ
る
場
合
も

あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
の
借
地
権
と
地
主
Ｂ
さ
ん
が
所
有

す
る
底
地
を
借
地
権
割
合
で
交
換
す
る
案
の

場
合
、
交
換
後
、
Ａ
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
土

地
を
取
得
で
き
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
Ａ
さ
ん
の
借
地
権
と
地
主
Ｂ
さ
ん
が
所
有

す
る
底
地
を
借
地
権
割
合
で
交
換
す
る
こ
と

で
、
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
が
互
い
に
完
全
所
有
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権
の
土
地
を
取
得
で
き
ま
す
」

　
「
交
換
に
よ
り
譲
渡
す
る
資
産
の
時
価
と
取

得
す
る
資
産
の
時
価
と
の
差
額
が
交
換
差
金

と
な
り
、
交
換
差
金
に
対
し
て
所
得
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
の
条
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、
固
定
資
産
の
交
換
の
特
例

の
対
象
と
な
り
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
」

　
「
交
換
す
る
資
産
は
、
い
ず
れ
も
固
定
資
産

で
、
同
種
類
の
資
産
で
あ
る
こ
と
。
交
換
に

よ
り
取
得
す
る
資
産
は
、
交
換
の
相
手
が
１

年
以
上
所
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ

交
換
の
た
め
に
取
得
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
。

取
得
す
る
資
産
を
、
交
換
直
前
の
用
途
と
同

じ
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
。
交
換
に
よ
り
譲

渡
す
る
資
産
の
時
価
と
交
換
に
よ
り
取
得
す

る
資
産
の
時
価
と
の
差
額
が
、
い
ず
れ
か
高

い
方
の
時
価
の
２
０
％
以
内
で
あ
る
こ
と
で

す
」

　
「
地
主
Ｂ
さ
ん
と
一
緒
に
Ｓ
社
の
等
価
交
換

事
業
に
参
加
す
る
案
の
場
合
、
Ａ
さ
ん
の
借

地
権
は
ど
の
よ
う
な
資
産
に
代
わ
り
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
地
主
Ｂ
さ
ん
と
一
緒
に
Ｓ
社
の
等
価
交
換

事
業
に
参
加
す
る
と
、
借
地
権
に
応
じ
た
マ

ン
シ
ョ
ン
の
一
部
を
資
金
負
担
な
く
得
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
土
地
は
実
質
共
有
と
な
り

ま
す
」

　
「
地
上
３
階
以
上
の
中
高
層
の
耐
火
共
同
住

宅
な
ど
、
条
件
が
合
え
ば
、
立
体
買
い
替
え

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
譲
渡
益
に
係
る
所
得
税
の
課
税
を
繰
延

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

２
０
２
３
年
９
月
２
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
が
甲
土
地
（
借
地
権
）・
甲
建
物

を
９
，
０
０
０
万
円
（
現
状
有
姿
）
で
売
却

す
る
場
合
、
地
主
Ｄ
さ
ん
か
ら
ど
の
よ
う
な

承
諾
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、

売
却
し
た
場
合
の
課
税
関
係
を
教
え
て
く
だ

さ
い
」

解
答
例

　
「
借
地
権
付
き
の
建
物
を
売
却
す
る
場
合
、

一
般
的
に
は
名
義
書
換
え
料
を
支
払
い
、
売

却
自
体
の
承
諾
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
「
名
義
書
換
え
料
の
金
額
や
売
却
後
の
借
地

料
、
契
約
期
間
、
現
在
の
契
約
期
間
を
引
き

継
ぐ
の
か
、
新
た
に
期
間
を
設
定
す
る
の
か

な
ど
の
承
諾
が
必
要
で
す
」

　
「
地
主
の
承
諾
を
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

借
地
非
訟
の
手
続
き
が
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
「
借
地
非
訟
と
は
借
地
人
と
地
主
と
の
間
に

揉
め
事
が
生
じ
た
時
、
地
主
に
代
わ
っ
て
裁

判
所
に
許
可
を
出
し
て
も
ら
う
た
め
の
手
続

き
で
、
地
主
の
承
諾
を
得
ら
れ
な
い
場
合
に

利
用
さ
れ
ま
す
」

　
「
甲
土
地
の
借
地
権
と
甲
建
物
を
売
却
し
た

場
合
、
譲
渡
所
得
税
の
対
象
と
な
り
、
売
却

価
格
か
ら
取
得
費
や
譲
渡
費
用
を
差
し
引
い

た
譲
渡
所
得
に
対
し
て
計
算
し
ま
す
」

　
「
借
地
権
を
売
却
し
た
場
合
の
取
得
費
は
、

地
主
な
ど
に
支
払
っ
た
権
利
金
や
借
地
権
の

購
入
費
用
、
借
地
権
の
更
新
や
変
更
す
る
に

あ
た
り
支
払
っ
た
承
諾
料
な
ど
が
取
得
費
に

該
当
し
ま
す
」
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04
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

共
有
名
義
の
解
消 

| 

　

共
有
名
義
の
不
動
産
と
は
、
一
つ
の
不
動

産
を
持
分
割
合
で
複
数
人
が
持
ち
合
う
状
態

で
す
。

　

共
有
名
義
の
不
動
産
は
、
共
有
者
同
士
の

仲
が
良
く
、
そ
の
ま
ま
持
ち
続
け
て
い
れ
ば

特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
動
産
を
共

有
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
売
却
す
る
際
に

は
共
有
者
全
員
の
同
意
が
必
要
に
な
り
、
も

し
１
人
で
も
同
意
し
て
い
な
い
場
合
に
は
売

却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
に
な
っ
た
場
合
、
不
動
産
売
却
な

ど
の
法
律
行
為
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

共
有
者
の
中
に
認
知
症
を
患
っ
た
り
、
行

方
不
明
に
な
っ
た
り
し
た
人
が
い
る
と
、
売

却
す
る
こ
と
が
大
変
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

共
有
者
の
誰
か
が
他
界
し
た
場
合
は
、
そ
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の
人
の
持
分
は
相
続
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

共
有
者
が
行
方
不
明
の
場
合
、
２
０
２
３

年
の
法
改
正
に
よ
り
、
行
方
不
明
の
共
有
者

以
外
の
共
有
者
全
員
の
同
意
が
あ
れ
ば
共
有

名
義
不
動
産
を
売
却
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
、賃
貸
す
る
な
ど
の
管
理
行
為
も
、

行
方
不
明
の
共
有
者
以
外
の
共
有
者
の
持
分

の
過
半
数
に
よ
り
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

共
有
者
の
所
在
は
分
か
る
が
、
音
信
不
通

の
場
合
や
明
確
な
返
答
を
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
も
２
０
２
３
年
の
法
改

正
に
よ
り
、
裁
判
所
の
決
定
を
得
れ
ば
、
音

信
不
通
の
共
有
者
以
外
の
共
有
者
の
持
分
の

過
半
数
に
よ
り
、
管
理
に
関
す
る
事
項
を
決

定
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
共

有
者
が
音
信
不
通
の
場
合
、
共
有
名
義
不
動

産
の
売
却
や
そ
の
共
有
者
が
共
有
持
分
を
失

う
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

共
有
関
係
を
解
消
す
る
方
法
と
し
て
は
、

現
物
分
割
、
代
償
分
割
、
換
価
分
割
が
あ
り

ま
す
。
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現
物
分
割

　

現
物
分
割
は
、
共
有
不
動
産
そ
の
も
の
を

分
割
す
る
方
法
で
す
。

　

土
地
で
あ
れ
ば
、
分
筆
の
手
続
き
を
と
り
、

各
共
有
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
名
義
で
登
記
を
行

う
こ
と
で
、
共
有
関
係
が
解
消
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
分
を
単
独
で
売
却
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

全
員
が
土
地
を
欲
し
い
場
合
や
、
土
地
が

欲
し
い
人
と
現
金
が
欲
し
い
人
で
分
か
れ
て

い
る
と
き
公
平
に
分
割
で
き
ま
す
。

　

現
物
分
割
で
土
地
を
分
筆
す
る
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
分
筆
す
る
こ
と
に
よ
り
土
地
の
価
値

が
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。
分
筆

す
る
こ
と
で
用
途
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
道
路
に
面
し
な
く
な
っ
た
り
、
土
地
の

形
状
が
変
わ
る
こ
と
で
、
土
地
の
価
値
が
下

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

土
地
の
評
価
額
が
下
が
っ
て
し
ま
う
と
、

希
望
の
金
額
で
売
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

代
償
分
割

　

代
償
分
割
は
、
共
有
不
動
産
の
持
分
を
、

共
有
者
の
う
ち
１
名
が
引
き
取
り
、
持
分
を

引
き
取
っ
た
者
が
、
持
分
を
渡
し
た
共
有
者

に
対
し
て
、
現
金
を
支
払
う
方
法
で
す
。

　

代
償
分
割
で
注
意
す
る
こ
と
は
、
代
償
金

は
現
金
で
支
払
う
の
が
原
則
な
の
で
、
現
金

が
準
備
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代
償
分
割
を

選
択
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

換
価
分
割

　

換
価
分
割
は
、
共
有
の
不
動
産
を
売
却
し

て
、
共
有
者
の
持
分
に
応
じ
て
、
売
却
代
金

を
分
配
す
る
方
法
で
す
。

　

代
償
金
を
払
え
な
い
場
合
に
は
代
償
分
割

で
き
ま
せ
ん
。
換
価
分
割
な
ら
、
相
続
人
の

誰
に
も
資
力
が
な
い
ケ
ー
ス
で
も
問
題
な
く

進
め
ら
れ
ま
す
。

　

相
続
財
産
に
現
金
が
少
な
く
、
納
税
資
金

不
足
が
予
想
さ
れ
る
場
合
も
、
共
有
の
不
動

産
を
売
却
し
て
現
金
化
す
る
と
、
納
税
資
金

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

換
価
分
割
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
不
動
産
を

売
却
し
た
場
合
、
譲
渡
所
得
と
し
て
所
得
税

と
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

共
有
不
動
産
分
割
の
課
税
関
係

　

共
有
不
動
産
の
分
割
が
持
分
に
応
じ
て
お

こ
な
わ
れ
、
分
割
後
の
土
地
の
時
価
と
面
積

が
、
持
分
割
合
と
一
致
す
る
場
合
は
、
譲
渡

所
得
税
も
贈
与
税
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
不
整
形
地
や
角
地
の
場
合
等
は
、

共
有
持
分
比
と
同
一
の
面
積
比
で
分
割
す
る

と
、
分
割
後
の
土
地
の
位
置
・
形
状
等
が
異

な
る
こ
と
で
、
各
々
の
土
地
価
格
に
差
が
生

じ
、
そ
の
差
額
分
に
つ
い
て
贈
与
税
が
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
不
動
産
鑑
定

評
価
を
行
い
、
共
有
持
分
比
と
分
割
後
の
土

地
価
格
比
が
同
一
に
な
る
よ
う
な
分
割
を
行

う
の
が
有
効
で
す
。
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持
分
割
合
と
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
差
額
を
贈
与
し
た
こ
と
に
な
り
、
贈
与

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
分
割
前
の
持
分
を
上
回
っ
て
取
得

し
て
い
る
場
合
は
、
上
回
る
部
分
に
つ
い
て

不
動
産
取
得
税
が
課
さ
れ
ま
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
１
年
２
月
１
４
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
叔
母
Ｂ
さ
ん
が
持
分
を
第
三
者
に
売
却
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
ま
す
か
」

解
答
例 

　
「
Ａ
さ
ん
は
、他
の
共
有
者
の
承
諾
な
し
に
、

そ
の
土
地
を
利
用
も
処
分
も
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
」

　
「
叔
母
Ｂ
さ
ん
の
共
有
持
分
は
、
市
場
価
格

よ
り
低
い
価
格
で
し
か
売
却
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
共
有
部
分
を
割
安
で
買
っ
た
業
者
は
、

Ａ
さ
ん
か
ら
も
割
安
で
買
っ
て
、
第
三
者
に

転
売
す
る
か
、
Ａ
さ
ん
に
割
高
で
売
却
す
る

か
の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
と
り
ま
す
。
叔
母

Ｂ
さ
ん
が
持
分
を
第
三
者
に
売
却
し
た
場
合
、

Ｂ
さ
ん
も
Ａ
さ
ん
も
機
会
利
益
を
逸
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
」

２
０
２
２
年
１
０
月
１
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
現
時
点
で
乙
ー
２
部
分
を
Ａ
さ
ん
の
単
独

所
有
と
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

り
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
現
時
点
で
乙
ー
２
部
分
を
Ａ
さ
ん
の
単
独

所
有
と
す
る
に
は
、
共
有
者
そ
れ
ぞ
れ
の
持

分
に
応
じ
土
地
を
分
筆
し
て
単
独
所
有
と
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
」

　
「
乙
土
地
は
市
街
化
区
域
内
の
畑
と
な
っ
て

お
り
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
等
を
転
用
す

る
場
合
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
に
届
出
を

す
れ
ば
、
許
可
を
受
け
な
く
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
「
市
街
化
調
整
区
域
の
農
地
を
転
用
す
る
場

合
は
、
農
地
法
第
４
条
と
第
５
条
の
規
定
に

よ
り
農
業
委
員
会
に
申
請
し
て
、
県
知
事
の

許
可
が
必
要
で
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
の
意
向
を
踏
ま
え
、
Ａ
さ
ん
に
ど

の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
乙
土
地
に
関
し
て
は
、
共
有
者
そ
れ
ぞ
れ

の
持
分
に
応
じ
て
土
地
を
分
筆
し
単
独
所
有

と
し
、
農
地
転
用
後
に
売
却
す
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」

　
「
母
親
Ｂ
さ
ん
が
所
有
す
る
乙
ー
１
部
分

は
、
野
菜
作
り
の
作
業
に
負
担
を
感
じ
て
お

り
、
こ
れ
を
機
に
乙
土
地
で
の
野
菜
作
り
を

や
め
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
の
で
、
相
続
対

策
も
踏
ま
え
た
乙
ー
１
部
分
の
有
効
活
用
を

検
討
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」

２
０
２
３
年
２
月
５
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
は
甲
ー
３
の
土
地
と
甲
建
物
の
持

分
を
買
い
取
っ
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
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提
示
さ
れ
た
総
額
１
億
円
と
い
う
価
格
の
妥

当
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
買
い
取
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
不
動
産
を
共
有
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

売
却
す
る
際
に
は
共
有
者
全
員
の
同
意
が
必

要
に
な
り
、
も
し
１
人
で
も
同
意
し
て
い
な

い
場
合
に
は
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
共
有
者
の
中
に
認
知
症
を
患
っ
た
り

行
方
不
明
に
な
っ
た
り
し
た
人
が
い
る
と
売

却
す
る
こ
と
が
大
変
困
難
に
な
り
ま
す
」

　
「
さ
ら
に
、
共
有
者
の
誰
か
が
他
界
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
そ
の
人
の
持
分
は
相
続
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
共
有
者
の
人
数
が
増
え
、
権
利
関
係
が
複

雑
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
」

　
「
提
示
さ
れ
た
総
額
１
億
円
と
い
う
価
格
の

妥
当
性
に
つ
い
て
は
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
甲
ー
３
は
、
価
格
水
準
（
相
場
価
格
）

１
，
８
１
５
，
０
０
０
円
／
㎡
×
４
５
㎡
で
、

８
１
，
６
７
５
，
０
０
０
円
で
す
」

　
「
甲
建
物
の
持
分
は
、
固
定
資
産
税
評
価
額

（
２
０
２
２
年
度
）
の
６
０
０
０
万
円
を
３
分

の
１
す
る
と
２
０
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
」

　
「
甲
ー
３
と
甲
建
物
の
持
分
を
合
計
す
る
と

約
１
億
円
に
な
る
の
で
、
提
示
さ
れ
た
総
額

１
億
円
と
い
う
価
格
は
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
は
、
Ｄ
さ
ん
か
ら
届
い
た
書
面
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
返
答
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
」

解
答
例

　
「
甲
ー
３
の
土
地
と
甲
建
物
の
買
取
に
関

し
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
の
で
、
第
三

者
へ
の
譲
渡
は
待
っ
て
ほ
し
い
と
返
答
す
る

よ
う
に
し
ま
す
」

　
「
不
動
産
を
共
有
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

権
利
関
係
が
複
雑
に
な
る
の
で
第
三
者
へ
の

譲
渡
は
避
け
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
甲
ー
３
の
土
地
と
甲
建
物
の
買
取
に
関
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
正
な
価
格
を
算
定
し
た

あ
と
に
、
価
格
交
渉
を
行
い
、
買
取
を
検
討

し
ま
す
」

２
０
２
３
年
６
月
１
０
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
共
有
の
甲
土
地
上
に
Ａ
さ
ん
名
義
の
甲
建

物
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
権
利
関
係
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

ま
た
、
現
在
の
共
有
状
態
の
ま
ま
だ
と
将
来

ど
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
使
用
貸
借
契
約
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
」

　
「
甲
土
地
は
、
Ａ
さ
ん
、
弟
Ｂ
さ
ん
、
妹
Ｃ

さ
ん
の
３
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
３
分
の
１
の

共
有
持
分
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ａ
さ
ん
は

地
代
や
権
利
金
を
支
払
う
こ
と
な
く
甲
建
物

を
使
用
し
て
い
る
か
ら
で
す
」

　
「
不
動
産
を
共
有
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

売
却
す
る
際
に
は
共
有
者
全
員
の
同
意
が
必

要
に
な
り
、
も
し
１
人
で
も
同
意
し
て
い
な

い
場
合
に
は
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
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「
共
有
者
の
中
に
認
知
症
を
患
っ
た
り
行
方

不
明
に
な
っ
た
り
し
た
人
が
い
る
と
売
却
す

る
こ
と
が
大
変
困
難
に
な
り
ま
す
」

　
「
共
有
者
の
誰
か
が
他
界
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
そ
の
人
の
持
分
は
相
続
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
共
有
者

の
人
数
が
増
え
、
権
利
関
係
が
複
雑
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
」

　
「
甲
土
地
の
共
有
関
係
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
分
筆
で
の
共
有
解
消
が
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
「
甲
土
地
の
場
合
、
持
分
に
応
じ
た
価
格
で

甲
土
地
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
つ
の
土
地

と
し
て
各
共
有
者
の
単
独
名
義
に
し
ま
す
」

　
「
他
に
は
、
弟
Ｂ
さ
ん
と
妹
Ｃ
さ
ん
の
持
分

を
Ａ
さ
ん
が
買
い
取
る
方
法
や
、
全
員
の
同

意
が
必
要
で
す
が
、
甲
土
地
全
体
を
売
却
し

て
、
売
却
代
金
を
持
分
に
応
じ
て
分
配
す
る

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
」

２
０
２
３
年
６
月
１
１
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
あ
な
た
は
Ａ
さ
ん
に
、
分
割
案
①
と
、
分

割
案
②
の
、
ど
ち
ら
を
勧
め
ま
す
か
。
そ
の

理
由
と
と
も
に
教
え
て
く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
分
割
案
①
を
勧
め
ま
す
」

　
「
甲
土
地
の
分
割
に
関
す
る
希
望
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
取
得
し
た
土
地
を
、
将
来
、
２

区
画
に
分
割
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
あ
り
ま
す
」

　
「
分
割
案
②
の
場
合
だ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
を
、
２
区
画
の
整
形
地
に
分
割
し
た
場
合
、

接
道
義
務
を
満
た
せ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
で
す
」

　
「
分
割
案
②
は
、
Ｃ
さ
ん
が
自
ら
作
成
し
た

案
な
の
で
、
分
割
後
の
３
区
画
が
ほ
ぼ
等
価

と
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」

　
「
共
有
物
分
割
の
手
続
と
課
税
関
係
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
共
有
物
分
割
を
し
た
い
場
合
、
ま
ず
は
共

有
者
の
間
で
共
有
物
分
割
協
議
を
行
い
ま
す
」

　
「
共
有
物
分
割
協
議
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な

い
場
合
は
、
弁
護
士
に
相
談
を
し
て
交
渉
を

依
頼
す
る
か
、
裁
判
手
続
き
を
と
る
こ
と
に

な
り
ま
す
」

　
「
共
有
物
分
割
が
持
分
に
応
じ
て
お
こ
な
わ

れ
、
分
筆
後
の
土
地
の
時
価
と
面
積
が
持
分

割
合
と
一
致
す
る
場
合
は
譲
渡
所
得
税
も
贈

与
税
も
か
か
り
ま
せ
ん
」

　
「
共
有
物
分
割
は
、
時
価
比
率
が
持
分
に
応

じ
て
い
れ
ば
税
務
上
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
持
分
割
合
と
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
差
額
を
贈
与
し
た
こ
と
に
な
り
、

贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
」

　
「
ま
た
、
分
割
前
の
持
分
を
上
回
っ
て
取
得

し
て
い
る
場
合
は
、
上
回
る
部
分
に
つ
い
て

不
動
産
取
得
税
が
課
さ
れ
ま
す
」



01	 不動産の相続
02	 生産緑地法
03	 リバースモーゲージ・リースバック
04	 地積規模の大きな宅地の評価
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問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

不
動
産
の
相
続 

| 

　

実
家
を
売
却
し
た
場
合
は
譲
渡
所
得
税
と

住
民
税
が
譲
渡
所
得
に
応
じ
て
か
か
り
ま
す
。

　

譲
渡
所
得
は
、
収
入
金
額
か
ら
、
取
得
費
、

譲
渡
費
用
、
特
別
控
除
を
控
除
し
て
計
算
し

ま
す
が
、
相
続
税
の
申
告
期
限
の
翌
日
以
後

３
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
売
却
し
た
場
合

の
取
得
費
は
、
相
続
税
の
取
得
費
加
算
の
特

例
が
適
用
で
き
ま
す
。

取
得
費
加
算
の
特
例

　

相
続
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
を
、
相
続

開
始
の
日
の
翌
日
か
ら
相
続
税
の
申
告
期
限

の
翌
日
以
後
３
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
譲

渡
し
た
場
合
は
、
実
際
の
取
得
費
又
は
概
算

取
得
費
に
一
定
の
相
続
税
額
を
加
算
し
て
譲

渡
所
得
を
計
算
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
空
き
家
の
譲
渡
所
得
の
特
例
と

は
重
複
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

空
き
家
の
譲
渡
所
得
の

３
０
０
０
万
円
特
別
控
除

　

相
続
に
よ
っ
て
取
得
し
た
空
き
家
を
、
一

人
暮
ら
し
だ
っ
た
被
相
続
人
が
死
亡
し
た
日

以
後
３
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
年
の

１
２
月
３
１
日
ま
で
に
譲
渡
し
た
と
き
は
、

そ
の
空
き
家
を
譲
渡
し
て
得
た
利
益
か
ら

３
０
０
０
万
円
を
控
除
で
き
る
制
度
で
す
。

　

適
用
で
き
る
要
件
は
、
昭
和
５
６
年
５
月

３
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
こ
と
。
区
分
所

有
建
物
で
な
い
こ
と
。
被
相
続
人
の
居
住
用

家
屋
の
敷
地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
。

相
続
開
始
の
直
前
に
お
い
て
、
被
相
続
人
以

外
に
居
住
を
し
て
い
た
者
が
い
な
い
こ
と
。

被
相
続
人
が
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
居
す
る
直

前
に
お
い
て
、
被
相
続
人
以
外
に
居
住
を
し

て
い
た
者
が
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

空
き
家
特
例
の
対
象
と
な
る
の
は
、
あ
く

ま
で
も
居
住
用
家
屋
の
敷
地
で
す
。
倉
庫
や

車
庫
、
離
れ
な
ど
の
敷
地
は
、
居
住
用
家
屋

と
一
体
と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
も
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

実
技
試
験
の
設
例
で
は
、
父
親
が

１
９
８
０
年
（
昭
和
５
５
年
）
に
新
築
し
て

い
た
り
、
母
親
Ｂ
さ
ん
は
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
し
、
母
親
Ｂ
さ
ん
の
相
続
開
始
直
前
に
お

い
て
空
き
家
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
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見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
５
年
度
税
制
改
正

　

令
和
５
年
度
税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
３
つ
で
す
。

•	

適
用
期
限
が
令
和
９
年
１
２
月
３
１
日

ま
で
４
年
間
延
長

•	

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
要
件
の
緩
和

•	

相
続
人
が
３
人
以
上
い
る
場
合
の
上
限

額
が
２
，
０
０
０
万
円
へ
減
額

　

改
正
前
の
相
続
空
き
家
の
特
例
を
適
用
で

き
る
期
間
は
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日
～
令

和
５
年
１
２
月
３
１
日
ま
で
で
し
た
が
、
令

和
５
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
４
年
延
長
さ
れ
、

適
用
期
限
が
令
和
９
年
１
２
月
３
１
日
ま
で

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
前
は
、
譲
渡
時
に
空
き
家
を
取
り
壊

し
た
り
、
一
定
の
耐
震
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
、
譲
渡
日
の

属
す
る
年
の
翌
年
２
月
１
５
日
ま
で
に
、
譲

受
側
に
よ
っ
て
取
り
壊
し
や
耐
震
リ
フ
ォ
ー

改正前 改正後

適用期限 令和５年１２月３１日まで 令和９年１２月３１日まで

耐震リフォーム
要件

譲渡日までに
その家屋が耐震基準に適合

譲渡日から譲渡年の翌年
２月１５日までにその家屋が耐震
基準に適合

除去要件 譲渡日までに家屋を除去 譲渡日から譲渡年の翌年
２月１５日までに家屋を除去

特別控除額 ３，０００万円
相続人が複数名いる場合、
それぞれ控除額３，０００万円

３，０００万円
相続人が３人以上いる場合、
1人あたり控除額２，０００万円

空き家の譲渡所得の３，０００万円特別控除で見直された内容

ム
を
行
え
ば
良
い
こ
と
と
な
り
、
適
用
要
件

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
正
前
は
、
相
続
人
が
複
数
名
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
控
除
額
は
そ
れ
ぞ
れ

３
，
０
０
０
万
円
ず
つ
だ
っ
た
の
が
、
改
正

後
は
、
相
続
人
が
３
人
以
上
い
る
場
合
は
、

控
除
額
が
１
人
あ
た
り
２
，
０
０
０
万
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

空
き
家
の
譲
渡
所
得
の
３
０
０
０
万
円
特

別
控
除
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
重
複
適
用

で
き
ま
す
が
、
取
得
費
加
算
の
特
例
と
は
重

複
適
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

設
例
で
は
、
相
続
し
た
実
家
を
売
却
し
た

い
と
地
元
の
不
動
産
業
者
に
相
談
す
る
と
、

「
購
入
希
望
者
は
、
い
つ
い
つ
ま
で
に
購
入
し

た
い
」
と
い
っ
た
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
し
た
不
動
産
を
譲
渡
す
る
場
合
、
相

続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
譲
渡
し
て
し
ま
う

と
小
規
模
宅
地
の
特
例
が
適
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
自
宅
以
外
に
所
有
し
て
い
る
不
動

産
の
有
無
や
、
他
に
適
用
で
き
る
特
例
が
な
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「
た
だ
、
父
親
の
相
続
が
２
年
前
な
の
で
、

相
続
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
取
得
費
の
特

例
が
適
用
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
譲

渡
時
期
を
、
Ｘ
社
や
Ｙ
社
と
調
整
す
る
こ
と

が
可
能
か
交
渉
し
、
調
整
可
能
で
あ
れ
ば
、

具
体
的
な
税
額
な
ど
を
税
理
士
と
協
力
し
て

判
断
し
ま
す
」

 

２
０
２
１
年
１
０
月
９
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
を
売
却
し
た
場
合
の
課
税
関
係
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
空
き
家
の
譲
渡
所
得
の
３
０
０
０
万
円
特

別
控
除
が
適
用
で
き
ま
す
」

　
「
甲
建
物
は
、
築
５
０
年
で
５
年
前
に
母

親
が
他
界
し
た
後
、
父
親
が
１
人
暮
ら
し
を

し
て
い
た
の
で
、
空
き
家
の
譲
渡
所
得
の

３
０
０
０
万
円
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
で
す
」

　
「
た
だ
し
、
不
動
産
業
者
か
ら
買
取
価
格
は

お
お
む
ね
１
億
円
と
の
話
が
あ
る
の
で
、
譲

い
か
な
ど
、
ト
ー
タ
ル
で
の
相
続
税
額
の
計

算
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
１
年
２
月
２
１
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
が
甲
ー
ａ
土
地
を
売
却
し
た
場
合

の
課
税
関
係
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

 

解
答
例 

　
「
取
得
日
は
、
相
続
し
た
土
地
や
建
物
を
譲

渡
し
た
場
合
、
被
相
続
人
か
ら
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
す
」

　
「
甲
土
地
は
４
年
前
に
、
父
親
が
特
定
の
事

業
用
資
産
の
買
換
え
の
場
合
の
譲
渡
所
得
の

課
税
の
特
例
の
適
用
を
受
け
て
取
得
し
た
も

の
を
、
父
親
の
相
続
に
よ
り
Ａ
さ
ん
が
取
得

し
た
の
で
、
現
時
点
で
の
所
有
期
間
は
５
年

以
下
と
な
り
、
短
期
譲
渡
所
得
と
な
り
税
負

担
が
大
き
く
な
り
ま
す
」

渡
価
格
が
１
億
円
以
下
で
、
相
続
開
始
日
か

ら
３
年
後
の
１
２
月
３
１
日
ま
で
に
、
譲
渡

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
」

２
０
２
２
年
２
月
１
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
、
ま
た
は
、
乙
土
地
を
売
却
し
た

場
合
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
上
の
取
扱
い
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
甲
土
地
を
売
却
し
た
場
合
は
、
相
続
等
に

よ
り
取
得
し
た
空
き
家
を
譲
渡
し
た
場
合
の

３
０
０
０
万
円
特
別
控
除
が
適
用
で
き
ま
す
」

　
「
乙
土
地
は
４
年
前
、
地
主
Ｄ
さ
ん
か
ら
購

入
し
て
い
る
の
で
、
所
有
期
間
５
年
以
下
の

短
期
譲
渡
所
得
に
な
り
ま
す
」

　
「
相
続
税
の
申
告
期
限
か
ら
３
年
以
内
に
売

却
し
た
場
合
に
は
、
納
付
し
た
相
続
税
の
一

部
を
、
所
得
税
の
計
算
上
マ
イ
ナ
ス
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
相
続
税
の
取
得
費
加
算
の
特

例
が
適
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
空
き
家
の

譲
渡
所
得
の
特
例
と
は
重
複
適
用
で
き
ま
せ
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ん
」

２
０
２
２
年
６
月
１
１
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
の
北
側
部
分
（
道
路
予
定
地
）
を

売
却
し
た
場
合
の
課
税
関
係
は
ど
う
な
り
ま

す
か
」

解
答
例

　
「
甲
土
地
を
売
却
し
て
得
た
譲
渡
所
得
に
対

し
て
譲
渡
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
」

　
「
譲
渡
所
得
の
金
額
は
、
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
金
額
か
ら
取
得
費
と
譲
渡
費
用
を
差

し
引
い
て
計
算
し
ま
す
」

　
「
甲
土
地
は
、
Ａ
さ
ん
が
相
続
で
引
き
継
い

だ
土
地
な
の
で
、
被
相
続
人
が
取
得
し
た
時

の
購
入
金
額
を
Ａ
さ
ん
が
引
き
継
い
で
計
算

し
ま
す
」

　
「
し
た
が
っ
て
、
被
相
続
人
が
購
入
し
た
際

の
金
額
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
も

し
、
購
入
金
額
に
つ
い
て
の
記
録
な
ど
が
な

い
場
合
や
、
実
際
の
取
得
費
が
分
か
ら
な
い

場
合
に
は
、
売
却
時
の
収
入
金
額
の
５
％
を

取
得
費
と
し
て
計
算
す
る
、
概
算
取
得
費
の

計
算
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
」

　
「
甲
土
地
を
、
相
続
が
発
生
し
た
日
の
翌
日

か
ら
、
相
続
税
の
申
告
期
限
の
翌
日
以
後
３

年
以
内
に
売
却
す
る
な
ど
、
要
件
を
満
た
し

た
場
合
に
は
、
Ａ
さ
ん
が
相
続
し
た
際
に
支

払
っ
た
相
続
税
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
財
産

の
相
続
税
評
価
額
の
う
ち
、
甲
土
地
の
相
続

税
評
価
額
の
占
め
る
割
合
で
計
算
し
た
金
額

を
、
取
得
費
に
加
算
で
き
る
取
得
費
加
算
の

特
例
が
あ
り
ま
す
」

　
「
甲
土
地
は
、
Ａ
さ
ん
が
相
続
で
引
き
継
い

だ
土
地
な
の
で
、
所
有
期
間
の
開
始
時
点
は

Ａ
さ
ん
が
相
続
を
し
た
日
で
は
な
く
、
被
相

続
人
が
そ
の
土
地
や
建
物
を
取
得
し
た
日
と

な
り
ま
す
」

２
０
２
３
年
９
月
２
４
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
が
甲
土
地
を
建
売
業
者
の
提
示
価

格
で
売
却
し
た
場
合
、
譲
渡
所
得
の
金
額
の

計
算
上
、「
相
続
空
き
家
を
譲
渡
し
た
場
合
の

３
，
０
０
０
万
円
の
特
別
控
除
」
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
甲
土
地
の
売
却
価
格
は
１
億
１
，

２
５
０
万
円
な
の
で
、
相
続
空
き
家
を
譲
渡

し
た
場
合
の
３
，
０
０
０
万
円
の
特
別
控
除

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

　
「
空
き
家
に
か
か
る
譲
渡
所
得
の
特
例
と

は
、
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
被
相
続
人
が
死
亡

し
た
日
以
後
、
３
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す

る
年
の
１
２
月
３
１
日
ま
で
に
、相
続
に
よ
っ

て
取
得
し
た
空
き
家
を
譲
渡
し
た
と
き
は
、

そ
の
空
き
家
を
譲
渡
し
て
得
た
利
益
か
ら
３
，

０
０
０
万
円
を
控
除
で
き
る
制
度
で
す
」

　
「
要
件
は
、
被
相
続
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
時

点
で
一
人
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
。
１
９
８
１

年
５
月
３
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
と

そ
の
敷
地
で
あ
る
こ
と
。
区
分
所
有
建
築
物

で
な
い
こ
と
。
相
続
か
ら
譲
渡
ま
で
引
き
続

き
空
き
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
売

却
代
金
が
１
億
円
以
下
で
あ
る
こ
と
で
す
」
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02
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
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| 

生
産
緑
地
法 

| 

　

生
産
緑
地
と
は
、
自
然
や
環
境
と
調
和
の

取
れ
た
都
市
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、
都

市
計
画
法
に
よ
っ
て
市
街
化
区
域
内
の
農
地

を
保
全
し
て
い
こ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

　

生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
固

定
資
産
税
や
相
続
税
が
優
遇
さ
れ
る
一
方
、

建
物
の
建
設
や
売
却
な
ど
が
制
限
さ
れ
、
一

定
期
間
農
業
経
営
を
続
け
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

特
定
生
産
緑
地
制
度

　

生
産
緑
地
の
指
定
か
ら
３
０
年
を
経
過
す

る
日
以
前
に
、
そ
の
所
有
者
等
の
同
意
を
前

提
と
し
て
、
市
町
村
長
が
特
定
生
産
緑
地
の

指
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
指
定
に
よ
っ
て
生
産
緑
地
の
買
取
り

申
出
が
で
き
る
時
期
は
、
１
０
年
延
期
が
で

き
、
１
０
年
経
過
後
は
、
改
め
て
所
有
者
等

の
同
意
を
得
て
、
繰
り
返
し
１
０
年
の
延
長

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
最

低
面
積
は
、
改
正
前
に
は
５
０
０
㎡
以
上
で

し
た
が
、
改
正
後
は
市
町
村
の
条
例
に
よ
り

３
０
０
㎡
以
上
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
生
産
緑
地
内
に
設
置
で
き
る
の

は
農
業
用
施
設
の
み
で
し
た
。
し
か
し
、
改

正
後
は
、
農
産
物
を
使
っ
た
商
品
の
製
造
、

加
工
、
販
売
の
た
め
の
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン

を
設
置
で
き
る
よ
う
変
更
さ
れ
、
所
有
者
が

生
産
緑
地
を
使
っ
て
収
益
を
得
る
こ
と
も
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
１
年
９
月
２
５
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
生
産
緑
地
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
税
制
上
の
優
遇
が

あ
り
ま
す
か
」

  

解
答
例

　
「
生
産
緑
地
と
は
、
良
好
な
生
活
環
境
を
確
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保
す
る
た
め
に
自
治
体
が
指
定
す
る
農
地
で

す
」

　
「
生
産
緑
地
に
は
、
相
続
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
の
税
制
優
遇
が
あ
る
一
方
で
、
土
地
利

用
に
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
」

　
「
相
続
に
よ
り
生
産
緑
地
を
取
得
し
た
場

合
、
取
得
者
は
生
産
緑
地
分
の
相
続
税
の
納

税
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
相
続
人
が
営
農
を
廃
止
し
た
場
合
は
、

相
続
時
ま
で
遡
っ
て
相
続
税
が
課
税
さ
れ
る

と
と
も
に
、
猶
予
期
間
に
応
じ
た
利
子
税
も

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
「
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
市
街
化
区
域

内
の
土
地
は
宅
地
並
み
評
価
さ
れ
納
税
額
が

高
く
な
り
ま
す
が
、
生
産
緑
地
内
に
あ
る
土

地
に
つ
い
て
は
、
一
般
農
地
並
の
課
税
が
な

さ
れ
ま
す
」

 

改正前 改正後

免責要件の緩和 ５００㎡以上 条例により３００㎡以上から
可（市区町村により異なる）

「一団の農地」の
考え方の緩和

生産緑地の一部解除により残
りが５００㎡を下回ると生産
緑地全体が解除（道連れ解除）

同一、または隣接街区に複数
の農地があれば一団の農地と
みなされ指定可能
（個々の農地は１００㎡程度
が下限）

行為制限の緩和 農産物の生産等に必要な施設
のみ建設可

改正前に加え、農産物直売所
やジャム等の加工品の製造・
販売施設、農家レストランの
建築が可能

買取申出要件の
緩和

基本的に指定後３０年経過後
に買取申出が可能

市区町村による特定生産のう
ちの指定を受けると買取申出
時期を１０年延長、１０年ご
とに更新可能



0172

問題解決策と検討のポイント　Chapter 3

03
問
題
解
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と
検
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ポ
イ
ン
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| 

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ 

・
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
| 

　

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
と
は
、
自
宅
を
担

保
に
自
宅
に
住
み
続
け
な
が
ら
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
、
高
齢
者
向
け
の
ロ
ー
ン

で
す
。

　

一
般
的
な
ロ
ー
ン
と
は
返
済
方
法
が
異
な

り
、
元
本
の
返
済
は
契
約
者
の
死
亡
後
、
ま

た
は
契
約
期
間
終
了
後
に
担
保
不
動
産
の
売

却
で
返
済
す
る
か
、
相
続
人
に
よ
る
一
括
返

済
と
な
り
、
存
命
中
は
毎
月
利
息
の
み
の
返

済
と
な
り
ま
す
。

　

月
々
の
返
済
が
利
息
の
み
で
負
担
が
少
な

く
、
契
約
後
も
自
宅
に
住
み
続
け
ら
れ
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。

　

留
意
点
は
、
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
は
融

資
で
は
あ
る
も
の
の
、
債
務
者
が
死
亡
し
た

後
は
自
宅
売
却
が
前
提
の
た
め
、
家
が
な
く

な
り
、
家
が
相
続
財
産
と
し
て
残
り
ま
せ
ん
。

　

金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
、
使
い
道
が
限
定

さ
れ
た
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
対
象
外
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
将
来
の
相
続
も
見
据
え

て
、
家
族
の
十
分
な
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

リ
ー
ス
バ
ッ
ク
と
は
自
宅
を
売
却
後
、
そ

の
自
宅
を
賃
貸
住
宅
と
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
担
保
の
設
定
や
借
入
は
あ
り

ま
せ
ん
が
所
有
権
は
移
転
し
ま
す
。

　

所
有
権
を
手
放
す
た
め
、
以
後
の
固
定
資

産
税
を
負
担
し
な
く
て
済
み
ま
す
。

　

資
金
の
使
途
に
制
約
が
な
く
、
活
用
し
や

す
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

留
意
点
は
、
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
は
家
賃
の
支

払
い
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
契
約
を
更

新
す
る
た
び
に
家
賃
が
上
が
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
で
は
売
却
に
よ
っ

て
自
宅
の
所
有
権
を
失
う
の
で
、
売
却
し
た

物
件
が
転
売
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

オ
ー
ナ
ー
が
変
わ
る
と
、
退
去
を
求
め
ら

れ
た
り
、
家
賃
を
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

所
有
権
が
な
く
な
る
と
自
由
に
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
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過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
３
年
２
月
４
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
の
希
望
で
あ
る
庭
部
分
を
売
却
せ

ず
に
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
を
調
達
し
て
甲
建
物

に
住
み
続
け
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が

考
え
ら
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
や
リ
ー
ス
バ
ッ
ク

が
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
「
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
と
は
、
自
宅
を

担
保
に
資
金
を
借
入
れ
、
死
亡
後
に
担
保
と

な
っ
て
い
る
自
宅
を
売
却
し
て
一
括
返
済
す

る
ロ
ー
ン
で
す
」

　
「
返
済
期
間
中
は
、
元
本
の
返
済
は
な
く
、

毎
月
の
利
息
だ
け
を
返
済
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
」

　
「
契
約
時
点
で
は
所
有
権
の
移
転
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
最
終
的
に
は
自
宅
を
売
却
す
る
形

に
な
る
の
で
、
Ｃ
さ
ん
の
同
意
が
必
要
で
す
」

リースバック リバースモーゲージ

仕組み 不動産を売却後そのまま賃借
する

不動産を担保にし年金の形で
受け取る

借入の有無 なし あり

所有権移転 する しない

担保の設定 不要 必要

メリット 売却代金が一括で支払われる
資金用途に制限がない
物件の買い戻しが可能

毎月の返済は利息のみ
限度額まで何度でも借入可能

デメリット 所有権が移る
毎月の家賃負担が発生

年齢・所得制限がある
資金用途に制限がある
相続人の同意が必要
適用できる地域や建物に制約
が多い
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| 

地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
の
評
価 

| 

　

地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
と
し
て
定
め
ら

れ
た
地
域
に
所
在
す
る
も
の
の
価
額
は
、
奥

行
価
格
補
正
、
側
方
路
線
影
響
加
算
、
二
方

路
線
影
響
加
算
、
三
方
ま
た
は
四
方
路
線
影

響
加
算
、
不
整
形
地
の
評
価
の
定
め
に
よ
り

計
算
し
た
価
額
に
、
そ
の
宅
地
の
地
積
の
規

模
に
応
じ
、
規
模
格
差
補
正
率
を
乗
じ
て
計

算
し
た
価
額
に
よ
っ
て
評
価
し
ま
す
。

　

地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
と
は
、
三
大
都

市
圏
に
お
い
て
は
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
地
積
の
宅
地
、
三
大
都
市
圏
以
外
の
地

域
に
お
い
て
は
１
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
地
積
の
宅
地
を
い
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
宅
地
は
、
路
線
価
地
域
に
所

在
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
積
規
模
の
大

き
な
宅
地
の
う
ち
、
普
通
商
業
・
併
用
住
宅

地
区
お
よ
び
普
通
住
宅
地
区
に
所
在
す
る
も

の
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
倍
率
地
域
に
所
在
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
に
該
当

す
る
宅
地
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
１
年
２
月
１
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
店
舗
の
建
築
後
、
Ａ

さ
ん
の
相
続
が
開
始
し
た
場
合
、
甲
土
地
の

相
続
税
評
価
額
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
相
続
発
生
時
に
は
、土
地
は
貸
家
建
付
地
、

建
物
は
貸
家
、
保
証
金
は
債
務
に
な
り
ま
す
。

甲
土
地
は
三
大
都
市
圏
で
地
積
が
１
，

８
０
０
㎡
あ
り
、
地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地

の
評
価
が
適
用
で
き
ま
す
」

　
「
路
線
価
や
評
価
倍
率
方
式
を
修
正
し
て
価

格
補
正
さ
れ
、
土
地
の
評
価
額
を
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

２
０
２
１
年
１
０
月
１
０
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
交
換
後
の
土
地
が
相
続
上
有
利
に
な
る
理

由
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
か
」
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解
答
例

　
「
Ⅰ
案
、
Ⅱ
案
と
も
に
交
換
後
の
土
地
の
面

積
が
５
０
０
㎡
以
上
に
な
る
の
で
、
地
積
規

模
の
大
き
な
宅
地
の
評
価
が
適
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
相
続
上
有
利
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
」

　
「
東
京
２
３
区
の
場
合
は
、
指
定
容
積
率
が

３
０
０
％
未
満
の
地
域
で
あ
る
こ
と
で
す
」

２
０
２
２
年
６
月
１
１
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ｘ
社
か
ら
の
申
出
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は

Ａ
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
か
。
Ｘ
社
の
申
出
を
受
け
る
場
合
、
Ａ
さ

ん
に
ど
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

か
」

解
答
例

　
「
甲
土
地
は
、
三
大
都
市
圏
近
郊
の
Ｓ
市
内

に
あ
る
、地
積
１
，１
５
６
㎡
の
土
地
な
の
で
、

地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
の
面
積
要
件
を
満

た
し
て
い
ま
す
が
、
Ｘ
社
の
申
し
出
を
受
け

た
場
合
は
、
要
件
が
満
た
せ
ず
、
相
続
税
負

担
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

　
「
地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
の
評
価
の
対
象

と
な
る
宅
地
は
、
路
線
価
地
域
に
所
在
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
普
通
商
業
・
併
用
住
宅

地
区
及
び
普
通
住
宅
地
区
に
所
在
す
る
も
の
」

　
「
工
業
専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。
市
街
化
調
整
区
域
に
該
当
し
な
い
こ
と

で
す
」

　
「
市
街
化
調
整
区
域
で
も
、
宅
地
分
譲
に
係

る
開
発
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
区
域
は

該
当
し
ま
す
」

　
「
ま
た
、
倍
率
地
域
に
所
在
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
に
該
当

す
る
宅
地
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
」

判定基準 内容

地積規模の大きさ 三大都市圏　：５００㎡以上
その他の地域：１，０００㎡以上

地区区分 普通商業・併用住宅地区
普通住宅地区

適用除外 市街化調整区域に所在する宅地
工業専用地域に所在する宅地
容積率が４００％以上（東京都の特別区は３００％以上）
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03	 個人が土地等を収用等された場合の所得税の課税の特例
04	 不動産売却の告知義務・契約不適合責任



Chapter 3-3

 

| 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
の
頻
出
テ
ー
マ 

| 

不
動
産
の
譲
渡
に
関
し
て
、

適
用
で
き
る
特
例
等
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

01	 特定居住用財産の買換え特例
02	 特定事業用資産の買換え特例
03	 個人が土地等を収用等された場合の所得税の課税の特例
04	 不動産売却の告知義務・契約不適合責任



0178

01
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問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

特
定
居
住
用
財
産
の
買
換
え
特
例 

| 

　

居
住
用
不
動
産
の
所
有
期
間
が
１
０
年
を

超
え
、
居
住
期
間
が
１
０
年
以
上
の
場
合

や
、
譲
渡
年
、
そ
の
前
年
お
よ
び
前
々
年

に
、
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
３
，

０
０
０
万
円
特
別
控
除
お
よ
び
、
居
住
用
財

産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
の
課

税
の
特
例
等
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
適
用
で

き
ま
す
。

　

売
却
す
る
住
宅
よ
り
も
高
い
金
額
の
住
宅

に
買
い
換
え
る
場
合
、
元
の
住
宅
の
譲
渡
益

に
か
か
る
譲
渡
所
得
課
税
は
買
い
換
え
先
の

住
宅
を
売
る
と
き
ま
で
先
送
り
さ
れ
る
の
で
、

買
い
換
え
の
際
、
譲
渡
所
得
税
等
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

元
の
住
宅
よ
り
低
い
金
額
の
住
宅
に
買
い

換
え
た
場
合
は
、
売
却
価
格
か
ら
買
い
換
え

先
の
住
宅
の
購
入
費
を
引
い
た
金
額
を
譲
渡

益
と
し
、
そ
の
譲
渡
益
に
見
合
う
取
得
費
・

譲
渡
費
用
を
控
除
し
た
金
額
が
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
１
年
２
月
２
０
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
自
宅
お
よ
び
賃
貸
ア
パ
ー
ト
と
そ
の
敷
地

（
借
地
）
の
売
却
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
に
あ

た
り
、
課
税
上
の
論
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

 

解
答
例

　
「
Ａ
さ
ん
が
、
自
宅
お
よ
び
賃
貸
ア
パ
ー
ト

と
そ
の
敷
地
（
借
地
）
を
売
却
し
、マ
ン
シ
ョ

ン
を
購
入
し
た
場
合
は
、
特
定
居
住
用
財
産

の
買
換
え
特
例
が
適
用
で
き
ま
す
」

　
「
買
換
え
特
例
は
、
３
，
０
０
０
万
円
の
特

別
控
除
の
特
例
と
併
用
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
か
選
択
制
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
「
ど
ち
ら
を
選
択
し
た
方
が
有
利
か
は
、
税

理
士
と
協
力
し
て
判
断
し
ま
す
」

２
０
２
１
年
６
月
１
２
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
実
家
を
売
却
し
、
乙
マ
ン
シ
ョ
ン
の
現
在

売
出
し
中
の
物
件
を
購
入
す
る
場
合
、
買
換

え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
２
つ
の
売
買
契
約
の
条

件
、
資
金
面
に
つ
い
て
、
Ａ
さ
ん
に
ど
の
よ
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う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
か
」 

解
答
例

　
「
実
家
を
売
却
し
、
乙
マ
ン
シ
ョ
ン
の
物
件

を
購
入
し
、
譲
渡
益
が
出
た
場
合
の
特
例
と

し
て
、
３
，
０
０
０
万
円
特
別
控
除
と
１
０

年
超
所
有
軽
減
税
率
の
特
例
か
、
特
定
居
住

用
財
産
の
買
換
え
特
例
が
適
用
で
き
ま
す
」

　
「
買
換
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
い
ず
れ
の

特
例
も
、
住
ま
な
く
な
っ
て
３
年
目
の
年
末

を
経
過
し
て
か
ら
売
却
す
る
と
特
例
の
適
用

が
で
き
な
く
な
り
、
特
定
居
住
用
財
産
の
買

換
え
特
例
の
場
合
は
、
２
０
２
１
年
１
２
月

３
１
日
ま
で
に
実
家
を
譲
渡
し
、
そ
の
年
か

翌
年
末
ま
で
に
乙
マ
ン
シ
ョ
ン
を
取
得
し
、

取
得
年
の
翌
年
末
ま
で
に
居
住
開
始
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
」

　
「
売
買
契
約
の
条
件
は
、
実
家
を
取
り
壊
し

た
場
合
で
特
例
を
適
用
す
る
に
は
１
年
以
内

の
売
買
契
約
の
締
結
が
必
要
で
す
」
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02
問
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

特
定
事
業
用
資
産
の
買
換
え
特
例 

・
立
体
買
換
え
の
特
例
| 

　

特
定
事
業
用
資
産
の
買
換
え
特
例
と
は
、

１
０
年
超
所
有
等
の
要
件
を
満
た
し
た
事
業

用
資
産
を
売
却
し
て
、
一
定
の
事
業
用
資
産

に
買
換
え
た
場
合
、
譲
渡
資
産
の
譲
渡
価
額
、

ま
た
は
買
換
資
産
の
取
得
価
額
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
に
つ
い
て
、
原
則

８
０
％
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
課

税
の
繰
り
延
べ
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

事
業
用
資
産
を
譲
渡
し
、
所
定
の
期
間
内

に
特
定
の
資
産
を
取
得
し
た
際
、
そ
の
取
得

の
日
か
ら
１
年
以
内
に
買
い
換
え
た
資
産
を

事
業
用
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
取
得
し
て
か
ら
１
年
以
内
に
事
業

に
使
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
原
則
と
し

て
特
例
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

買
換
え
資
産
が
土
地
の
場
合
に
は
、
原
則

と
し
て
譲
渡
資
産
と
な
る
土
地
の
面
積
の
５

倍
以
内
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

立
体
買
換
え
の
特
例

　

等
価
交
換
事
業
の
た
め
の
特
例
と
し
て
、

「
立
体
買
換
え
の
特
例
」
と
い
う
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
そ
の
不
動
産
の
譲

渡
益
の
全
部
又
は
一
部
に
係
る
所
得
税
等
の

課
税
を
繰
延
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

譲
渡
資
産
の
譲
渡
価
額
が
買
換
え
資
産
の

取
得
価
額
以
下
の
場
合
、
譲
渡
が
な
か
っ
た

も
の
と
し
、
譲
渡
資
産
の
譲
渡
価
額
が
買
換

え
資
産
の
取
得
価
額
を
超
え
る
場
合
、
超
え

る
部
分
の
み
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
も
の
と
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

譲
渡
資
産
の
要
件
は
、
三
大
都
市
圏
の
既

成
市
街
地
等
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
区
域
内

等
に
あ
る
こ
と
で
、
用
途
や
所
有
期
間
は
問

い
ま
せ
ん
。

　

買
換
え
資
産
の
要
件
は
、
地
上
３
階
以
上

の
中
高
層
耐
火
共
同
住
宅
で
、
そ
の
建
物
の

２
分
の
１
以
上
が
住
宅
で
あ
る
も
の
。
取
得

の
日
か
ら
1
年
以
内
に
、
自
己
ま
た
は
親
族

の
居
住
用
、
自
己
の
事
業
用
・
貸
付
用
、
同

一
生
計
親
族
の
事
業
用
に
共
す
る
こ
と
。
譲

渡
を
受
け
た
者
、
ま
た
は
譲
渡
者
が
同
一
敷

地
内
に
建
築
し
た
も
の
。
検
査
済
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

買
換
え
資
産
は
譲
渡
年
の
１
２
月
３
１
日

ま
で
に
取
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
１
年
１
０
月
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
建
築
費
に
充
て
る
た
め

に
、
自
宅
を
売
却
し
た
場
合
と
駐
車
場
を
売

却
し
た
場
合
の
課
税
上
の
違
い
を
整
理
し
て

教
え
て
く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
自
宅
を
売
却
し
た
場
合
は
、
居
住
用
財
産

を
譲
渡
し
た
場
合
の
３
，
０
０
０
万
円
の
特

別
控
除
の
特
例
と
、
１
０
年
超
所
有
軽
減
税

率
の
特
例
が
適
用
で
き
ま
す
」

　
「
駐
車
場
を
売
却
し
た
場
合
は
、
特
定
事
業

用
資
産
の
買
換
え
特
例
が
適
用
で
き
ま
す
」

　
「
特
定
事
業
用
資
産
の
買
換
え
特
例
と
は
、

１
０
年
超
所
有
等
の
要
件
を
満
た
し
た
事
業

用
資
産
（
駐
車
場
）
を
売
却
し
て
、
一
定
の

事
業
用
資
産
に
買
い
換
え
た
場
合
、
譲
渡
利

益
の
８
０
％
は
課
税
の
繰
り
延
べ
を
認
め
る

と
い
う
も
の
で
す
」
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03
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

個
人
が
土
地
等
を
収
用
等
さ
れ
た
場
合
の
所
得
税
の
課
税
の
特
例 

| 

　

土
地
収
用
法
や
そ
の
他
の
法
律
で
収
用
権

が
認
め
ら
れ
て
い
る
公
共
事
業
の
た
め
に
、

土
地
建
物
を
売
っ
た
場
合
に
は
、「
収
用
等
に

伴
い
代
替
資
産
を
取
得
し
た
場
合
の
課
税
の

特
例
」
か
「
収
用
等
に
よ
り
土
地
建
物
を
売

却
し
た
場
合
の
５
，
０
０
０
万
円
特
別
控
除

の
特
例
」
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
特
例

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

課
税
の
特
例
と
な
る
の
は
、
補
償
金
の
う

ち
資
産
の
対
価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
対
価
補

償
金
で
す
が
、
収
益
補
償
金
、
経
費
補
償
金

な
ど
の
対
価
補
償
金
以
外
の
補
償
金
で
も
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
対
価
補
償
金

と
し
て
扱
い
ま
す
。

収
用
等
に
伴
い
代
替
資
産
を
取
得
し

た
場
合
の
課
税
の
特
例

　

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
と
、
売
っ
た

金
額
よ
り
買
い
換
え
た
金
額
が
多
い
と
き
は

所
得
税
の
課
税
が
将
来
に
繰
り
延
べ
ら
れ
、

売
っ
た
年
に
つ
い
て
は
譲
渡
所
得
が
な
か
っ

た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

　

売
っ
た
金
額
よ
り
買
い
換
え
た
金
額
が
少

な
い
と
き
は
、
そ
の
差
額
を
収
入
金
額
と
し

て
譲
渡
所
得
の
金
額
の
計
算
を
行
い
ま
す
。

　

適
用
を
受
け
る
に
は
、
次
の
要
件
す
べ
て

に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

•	

売
っ
た
土
地
建
物
は
固
定
資
産
で
あ
る
こ

と
。

•	

売
っ
た
資
産
と
同
じ
種
類
の
資
産
を
買
い

換
え
る
こ
と
。 

•	

次
の
期
間
内
に
代
わ
り
の
資
産
を
取
得
す

る
こ
と
。

•	

土
地
建
物
の
収
用
等
の
あ
っ
た
年

•	

土
地
建
物
の
収
用
等
の
あ
っ
た
年
の
前
年

•	

土
地
建
物
の
収
用
等
の
あ
っ
た
年
の
翌
年

１
月
１
日
か
ら
収
用
等
の
あ
っ
た
日
以
後

２
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
期
間

収
用
等
に
よ
り
土
地
建
物
を
売
却
し

た
場
合
の
５
，
０
０
０
万
円
特
別
控

除
の
特
例

　

特
例
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
次
の
要
件

す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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•	
売
っ
た
土
地
建
物
は
固
定
資
産
で
あ
る
こ

と
。

•	

そ
の
年
に
公
共
事
業
の
た
め
に
売
っ
た
資

産
の
全
部
に
つ
い
て
収
用
等
に
伴
い
代
替

資
産
を
取
得
し
た
場
合
の
課
税
の
特
例
の

適
用
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

•	

最
初
に
買
取
り
等
の
申
出
が
あ
っ
た
日
か

ら
６
か
月
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
土
地
建

物
を
売
っ
て
い
る
こ
と
。

•	

公
共
事
業
の
施
行
者
か
ら
最
初
に
買
取
り

等
の
申
し
出
を
受
け
た
者
が
譲
渡
し
て
い

る
こ
と
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
３
年
６
月
１
７
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
都
市
計
画
道
路
事
業
に
よ
る
乙
土
地
の
売

却
資
金
で
紹
介
さ
れ
た
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
購

入
す
る
場
合
、
譲
渡
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、

ど
の
よ
う
な
特
例
の
適
用
が
考
え
ら
れ
ま
す

か
」

解
答
例

　
「
収
用
等
に
伴
う
代
替
資
産
の
取
得
の
特
例

や
、
収
用
等
の
場
合
の
５
，
０
０
０
万
円
特

別
控
除
の
適
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
「
収
用
等
に
伴
う
代
替
資
産
の
取
得
の
特
例

と
は
、
補
償
金
で
他
の
土
地
建
物
に
買
い
換

え
た
と
き
に
課
税
の
繰
延
べ
が
で
き
る
特
例

で
す
」

　
「
売
っ
た
金
額
よ
り
買
い
換
え
た
金
額
が
多

い
と
き
は
所
得
税
の
課
税
が
将
来
に
繰
り
延

べ
ら
れ
、
売
っ
た
年
に
つ
い
て
は
譲
渡
所
得

が
な
か
っ
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
」

　
「
売
っ
た
金
額
よ
り
買
い
換
え
た
金
額
が
少

な
い
と
き
は
、
そ
の
差
額
を
収
入
金
額
と
し

て
譲
渡
所
得
の
金
額
の
計
算
を
行
い
ま
す
」

　
「
要
件
は
、
売
っ
た
土
地
建
物
は
固
定
資
産

で
あ
る
こ
と
」

　
「
売
っ
た
資
産
と
同
じ
種
類
の
資
産
を
買
い

換
え
る
こ
と
」

　
「
移
転
に
承
諾
し
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
代

わ
り
の
資
産
を
取
得
す
る
こ
と
で
す
」

　
「
５
，
０
０
０
万
円
特
別
控
除
と
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
と
き
に
は
、
譲
渡
所
得
の

計
算
上
５
，
０
０
０
万
円
ま
で
の
特
別
控
除

額
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の

で
す
」

　
「
要
件
は
、
売
っ
た
土
地
建
物
は
固
定
資
産

で
あ
る
こ
と
」

　
「
そ
の
年
に
収
用
等
に
伴
う
代
替
資
産
の
取

得
の
特
例
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
」

　
「
申
し
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
６
か
月
を
経
過

し
た
日
ま
で
に
売
買
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」

　
「
最
初
に
申
し
出
を
受
け
た
者
が
譲
渡
し
て

い
る
こ
と
で
す
」



0184

問題解決策と検討のポイント　Chapter 3

04
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

不
動
産
売
却
の
告
知
義
務
・
契
約
不
適
合
責
任 

| 

　

不
動
産
の
売
却
に
お
い
て
は
、
公
平
な
取

引
を
す
る
た
め
に
、
売
主
に
は
建
物
の
瑕
疵

を
買
主
に
伝
え
る
告
知
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

買
主
に
伝
え
る
べ
き
瑕
疵
は
、
物
理
的
瑕

疵
と
心
理
的
瑕
疵
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

物
理
的
瑕
疵
と
は
、
基
礎
に
ひ
び
割
れ
が

あ
る
、
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
が
あ
る
、
雨
漏
り

が
発
生
し
て
い
る
と
い
っ
た
建
物
の
不
備
の

こ
と
で
す
。

　

心
理
的
瑕
疵
と
は
、
自
殺
・
他
殺
・
事
故
死
・

孤
独
死
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
、
近
く
に
墓
地

や
嫌
悪
・
迷
惑
施
設
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
、

近
隣
に
指
定
暴
力
団
構
成
員
等
が
居
住
し
て

い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

契
約
不
適
合
責
任

　

契
約
不
適
合
責
任
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
目

的
物
に
対
し
て
取
り
決
め
た
種
類
や
品
質
、

数
量
に
関
し
て
、
契
約
内
容
に
適
合
し
な
い

引
き
渡
し
を
お
こ
な
っ
た
場
合
に
、
売
主
側

で
負
担
す
る
責
任
を
指
し
ま
す
。

　

瑕
疵
担
保
責
任
は
、
売
買
段
階
で
売
主
が

気
付
か
な
か
っ
た
「
隠
れ
た
瑕
疵
」
に
対
し

て
、
そ
の
責
任
を
追
及
で
き
る
と
い
う
も
の

で
し
た
が
、
契
約
不
適
合
責
任
の
対
象
に
な

る
か
ど
う
か
は
、「
契
約
書
に
書
か
れ
て
い
る

内
容
と
合
致
し
て
い
る
の
か
、
し
て
い
な
い

か
」
で
決
ま
り
ま
す
。

　

契
約
不
適
合
責
任
で
は
、
契
約
内
容
に
合

致
し
て
い
な
い
場
合
、
買
主
は
売
主
に
対
し

て
追
完
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
完
請
求
と
は
、
不
具
合
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
代
替
品
へ
の
交
換
や
修
理
に
よ
っ
て
、

契
約
内
容
を
満
た
す
よ
う
求
め
る
こ
と
で
す
。　
　

　

追
完
請
求
で
、
交
換
や
修
理
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
代
金
減
額
請
求
に
よ
り
代
金
の

減
額
を
主
張
で
き
ま
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
１
年
２
月
７
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
が
店
舗
付
で
甲
土
地
を
売
却
す
る

際
、
特
に
買
主
に
告
知
す
る
事
項
と
そ
の
理
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由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
浄
化
槽
と
井
戸
の
存
在
を
告
知
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」

　
「
浄
化
槽
は
、
２
０
２
０
年
９
月
か
ら
現
在

ま
で
使
用
し
て
お
ら
ず
、
建
物
の
築
年
数
か

ら
浄
化
槽
の
交
換
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
交
換
費
用
や
撤
去
費
用
を
売
主
、

買
主
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
の
か
事
前
に
話
し

合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
「
井
戸
の
存
在
は
、
井
戸
を
残
す
の
か
埋
め

戻
す
の
か
、
埋
め
戻
す
場
合
は
費
用
を
売
主
、

買
主
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
の
か
話
し
合
う
必

要
が
あ
り
ま
す
」

　
「
井
戸
は
、
神
様
が
宿
っ
て
い
る
神
聖
な
場

所
と
し
て
お
祓
い
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
関
係
者
が
納
得
す
る
方
法

で
対
処
す
る
た
め
に
も
話
合
い
が
必
要
で
す
」

瑕疵担保責任 契約不適合責任

法的性格 法廷責任説 契約責任説

責任の要件 隠れた瑕疵があった場合 種類・品質・数・量などが契
約内容と違う場合

売主の要件 無過失責任 損害賠償については過失責
任

損害の範囲 信頼利益に限定される 履行利益も含む

買主の請求の範囲 •	 契約解除
•	 損害賠償請求

•	 追完請求
•	 代金減額請求
•	 契約解除（催告・無催告）
•	 損害賠償請求

権利行使期間 瑕疵の内容を知ってから１
年以内に請求

瑕疵の内容を知ってから１
年以内に通知、５年以内に権
利行使



01	 違法建築・既存不適格建築物・建築基準法
02	 またがる用途地域
03	 不動産投資の評価手法
04	 権利金の認定課税・土地の無償返還に関する届出書
05	 筆界と所有権界　時効取得
06	 隣地使用権・ライフライン設備設置権・設備使用権



Chapter 3-4

 

| 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
の
頻
出
テ
ー
マ 

| 

業
者
が
土
地
を
買
い
取
り
た
い
理
由
や
、

希
望
ど
お
り
に
建
築
で
き
る
か
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
す
。

問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

01	 違法建築・既存不適格建築物・建築基準法
02	 またがる用途地域
03	 不動産投資の評価手法
04	 権利金の認定課税・土地の無償返還に関する届出書
05	 筆界と所有権界　時効取得
06	 隣地使用権・ライフライン設備設置権・設備使用権
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問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

違
法
建
築
・
既
存
不
適
格
建
築
物
・
建
築
基
準
法 

| 

　

違
法
建
築
と
は
建
築
基
準
法
や
地
域
の
条

例
な
ど
に
違
反
し
て
建
築
さ
れ
た
建
築
物
の

こ
と
で
す
。
建
築
物
を
建
て
る
と
き
は
行
政

へ
確
認
申
請
し
、
建
築
計
画
に
問
題
が
な
い

か
を
確
認
し
て
か
ら
建
設
し
ま
す
。

　

違
法
建
築
と
は
、
確
認
申
請
を
し
た
証
拠

が
な
い
も
の
や
、
行
政
が
確
認
を
取
っ
た
建

築
計
画
と
は
違
う
建
築
物
を
建
築
し
た
も
の
、

完
了
検
査
が
済
ん
で
い
る
建
築
物
を
、
検
査

後
に
確
認
申
請
せ
ず
増
改
築
し
た
た
め
違
法

と
な
っ
た
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

既
存
不
適
格
建
築
物

　

既
存
不
適
格
建
築
物
と
は
建
築
し
た
当
時

の
建
築
基
準
法
な
ど
に
適
合
し
て
お
り
問
題

が
無
か
っ
た
は
ず
が
、
法
改
正
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
よ
り
法
令
な
ど
に
適
合
し
な
く
な
っ

た
建
築
物
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

既
存
不
適
格
建
築
物
は
現
行
の
法
令
に
適

合
し
な
い
箇
所
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
て
も

違
法
建
築
と
し
て
は
扱
わ
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
増
改
築
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
増
改
築
の

条
件
に
よ
っ
て
は
現
行
法
へ
適
合
さ
せ
な
け

れ
ば
違
法
建
築
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

建
築
基
準
法

　

建
築
基
準
法
は
敷
地
と
道
路
に
関
す
る
基

準
、
建
蔽
率
、
容
積
率
な
ど
市
街
地
環
境
が

良
好
と
な
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
集
団
規
定

と
、
建
築
物
単
体
の
安
全
性
、
耐
久
性
、
耐

震
性
に
つ
い
て
建
築
物
の
基
準
を
定
め
て
い

る
単
体
規
定
の
２
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
規
定
が
守
ら
れ
て
い
な
い
建

築
物
は
違
法
建
築
と
な
り
ま
す
。

　

建
蔽
率
と
は
、
建
築
物
の
建
築
面
積
の
敷

地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
こ
と
で
す
。

　

建
蔽
率
に
は
制
限
が
あ
り
、建
蔽
率
を
オ
ー

バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
建
築
物
は
違
法
建
築
物

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　

特
定
行
政
庁
の
指
定
す
る
角
地
等
に
該
当

す
る
場
合
や
、
防
火
地
域
内
に
あ
る
耐
火
建

築
物
ま
た
は
、
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
耐
火

建
築
物
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、



0189

Chapter 3　問題解決策と検討のポイント

建
蔽
率
が
１
０
％
加
算
さ
れ
、
両
方
に
該
当

す
る
場
合
は
２
０
％
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

容
積
率
と
は
敷
地
の
面
積
と
建
物
の
延
べ

床
面
積
の
割
合
の
こ
と
で
す
。
容
積
率
も
条

例
な
ど
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

建
築
基
準
法
は
建
築
物
の
建
築
面
積
だ
け

で
な
く
高
さ
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

道
路
斜
線
制
限
と
は
建
築
物
の
高
さ
に
つ

い
て
制
限
し
て
い
る
ル
ー
ル
の
こ
と
で
す
。

　

建
築
物
の
高
さ
が
、
前
面
道
路
の
幅
員
と

の
関
係
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
と
容
積

率
に
応
じ
て
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

道
路
斜
線
制
限
は
、
都
市
計
画
区
域
内
お

よ
び
準
都
市
計
画
区
域
内
の
全
て
の
区
域
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

北
側
斜
線
制
限
と
は
北
側
に
隣
接
し
て
い

る
敷
地
に
対
し
て
日
当
た
り
な
ど
の
環
境
を

守
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
高
さ
制
限
の
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基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら

検
査
済
証
が
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

違
反
建
築
物
と
し
て
認
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
０
年
９
月
２
７
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ｙ
社
が
提
案
す
る
購
入
価
格
の
算
出
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｙ

社
が
指
摘
す
る
増
築
し
た
１
階
の
倉
庫
部
分

は
、
何
が
問
題
と
な
る
の
で
す
か
」

 

解
答
例

　
「
倉
庫
を
増
築
し
た
こ
と
に
よ
る
容
積
率
超

過
と
、
建
築
確
認
申
請
を
行
な
っ
て
い
な
い

点
が
違
法
建
築
で
問
題
と
な
り
ま
す
」

　
「
確
認
申
請
で
す
が
、
倉
庫
部
分
は
南
側
へ

約
２
０
㎡
増
築
さ
れ
て
い
る
の
で
建
築
確
認

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
」

　
「
確
認
申
請
が
必
要
な
場
合
は
、
１
０
㎡
以

準
都
市
計
画
区
域
内
の
建
築
物
は
、
特
定
行

政
庁
が
許
可
し
た
場
合
を
除
き
、
建
築
基
準

法
上
の
道
路
に
２
ｍ
以
上
接
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

建
築
基
準
法
上
に
お
け
る
道
路
と
は
、
原

則
と
し
て
幅
員
４
ｍ
以
上
の
も
の
を
い
い
ま

す
。

　

建
築
確
認
と
は
工
事
の
着
手
前
に
行
わ
れ
、

建
築
物
が
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り
に

建
築
計
画
が
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
確
認
の

こ
と
で
す
。
こ
の
確
認
が
行
わ
れ
た
証
明
に

確
認
済
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

完
了
検
査
と
は
建
築
物
の
工
事
が
完
了
し

た
と
き
に
、
そ
の
建
築
物
が
法
令
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
の
か
を
検
査
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
検
査
も
法
令
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

検
査
後
、
法
令
に
適
合
し
て
い
れ
ば
検
査

済
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
完
了
検
査
を
受
け

て
い
な
い
場
合
や
、
検
査
の
結
果
、
法
令
の

こ
と
で
す
。

　

建
築
物
の
高
さ
を
、
前
面
道
路
の
反
対
側

ま
で
の
真
北
方
向
の
距
離
に
よ
っ
て
制
限
す

る
も
の
で
す
。

　

第
一
種
・
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、

田
園
住
居
地
域
、
第
一
種
・
第
二
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域
以
外
の
用
途
地
域
で
は
北
側

斜
線
制
限
の
適
用
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

隣
地
斜
線
制
限
と
は
隣
地
と
の
間
に
空
間

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
日
当
た
り
や
風
通

し
な
ど
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
高

さ
制
限
の
こ
と
で
す
。

　
　

建
築
物
か
ら
隣
地
境
界
線
ま
で
の
距
離

に
よ
っ
て
、
用
途
地
域
に
応
じ
て
制
限
さ
れ

ま
す
。

　

第
一
種
・
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、

田
園
住
居
地
域
に
お
い
て
は
、
１
０
ｍ
ま
た

は
、
１
２
ｍ
の
高
さ
制
限
が
あ
る
の
で
、
隣

地
斜
線
制
限
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　　

接
道
義
務
と
は
、
都
市
計
画
区
域
お
よ
び
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上
の
増
築
工
事
。
準
防
火
地
域
、
防
火
地
域

の
増
築
工
事
。
ど
ち
ら
か
一
つ
で
も
当
て
は

ま
る
場
合
は
確
認
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
」

「
甲
土
地
の
指
定
容
積
率
は
５
０
０
㎡
×

３
０
０
％
で
１
，
５
０
０
㎡
で
す
」

　
「
既
存
建
物
の
延
床
面
積
が
１
，
５
０
０
㎡

な
の
で
、
増
築
し
た
倉
庫
部
分
を
加
え
る
と

指
定
容
積
率
を
超
過
し
違
法
建
築
と
な
り
ま

す
」

２
０
２
１
年
６
月
５
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ｘ
社
が
乙
土
地
も
買
い
取
り
た
い
理
由
と

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
」

 

解
答
例

　
「
乙
土
地
を
買
い
取
る
こ
と
に
よ
り
、
前
面

道
路
の
幅
員
が
１
２
ｍ
以
上
に
な
り
、
指
定

容
積
率
の
５
０
０
％
が
容
積
率
の
最
高
限
度

と
な
る
た
め
で
す
」

　
「
乙
土
地
を
買
い
取
ら
な
い
場
合
は
、
前
面

道
路
の
幅
員
が
４
ｍ
な
の
で
、
４
ｍ
×
６
／

１
０
×
１
０
０
％
＝
２
４
０
％
と
な
り
、
容

積
率
が
低
く
な
り
ま
す
」

　
「
Ｘ
社
が
建
設
す
る
予
定
の
建
物
の
規
模
が

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
乙
土
地
を
買
い
取
ら
な

い
と
建
物
の
規
模
は
小
さ
く
な
り
ま
す
」

２
０
２
２
年
２
月
１
９
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
夫
妻
に
対
し
、
Ｘ
社
が
甲
土
地
を

相
場
よ
り
高
く
て
も
買
い
た
い
と
い
う
理
由

を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
か
。
ま
た
、
今

後
の
Ｘ
社
と
の
価
格
交
渉
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
Ｘ
社
が
甲
土
地
を
相
場
よ
り
高
く
て
も
買

い
た
い
と
い
う
理
由
は
、
乙
土
地
を
甲
土
地

と
一
体
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
敷
地
全

体
が
幅
員
８
ｍ
の
県
道
に
接
す
る
角
地
と
な

る
の
で
、
建
蔽
率
が
有
利
に
な
り
ま
す
」

　
「
さ
ら
に
、
建
物
の
出
入
り
に
は
、
市
道
だ

け
で
な
く
県
道
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き

る
の
で
、
建
築
物
の
自
由
度
が
増
し
、
評
価

額
が
高
く
な
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
「
Ｘ
社
と
の
価
格
交
渉
は
、
甲
土
地
と
乙
土

地
を
一
体
と
し
た
場
合
の
価
格
と
、
単
独
で

の
価
格
を
確
認
し
、
価
値
増
加
分
を
地
域
の

実
情
や
対
象
不
動
産
の
個
別
性
な
ど
を
勘
案

し
、
相
場
の
３
～
４
割
増
し
で
の
価
格
が
Ａ

さ
ん
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
な
の
か
を
判
断

し
、
交
渉
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」

　
「
丙
土
地
上
に
新
た
に
建
物
を
建
築
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
現
状
で
は
、
丙
土
地
上
に
新
た
に
建
物
を

建
築
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

　
「
丙
土
地
は
、
間
口
が
１
．
８
ｍ
の
路
地
状

敷
地
で
す
」

　
「
建
築
基
準
法
上
の
道
路
に
接
し
て
い
る
通

路
部
分
の
間
口
が
、
２
ｍ
未
満
の
場
合
、
建
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ま
た
、
甲
ー
３
の
土
地
の
相
続
税
評
価
額
と

固
定
資
産
税
評
価
額
の
算
出
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
路
線
価
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
理
由

は
、
甲
土
地
は
、
指
定
容
積
率
６
０
０
％
の

商
業
地
域
で
す
が
、
甲
ー
３
土
地
側
の
前
面

道
路
は
４
ｍ
な
の
で
４
ｍ
×
６
／
１
０
で
計

算
し
た
２
４
０
％
が
容
積
率
の
上
限
と
な
り

ま
す
」

　
「
甲
ー
１
や
甲
ー
２
部
分
と
比
べ
容
積
率
が

低
く
、
建
築
で
き
る
建
物
に
制
限
が
あ
る
の

で
路
線
価
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」

　
「
甲
ー
３
の
土
地
の
よ
う
な
不
整
形
地
の
評

価
額
を
路
線
価
方
式
で
算
出
す
る
場
合
、
最

初
に
そ
の
土
地
を
整
形
地
で
あ
る
と
し
て
評

価
額
を
出
し
、
そ
の
後
そ
の
評
価
額
に
不
整

形
地
補
正
率
で
調
整
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

評
価
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
」

場
合
の
開
発
計
画
で
は
、
甲
土
地
の
北
側
部

分
の
道
路
で
、
各
区
画
の
接
道
義
務
等
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
「
そ
う
す
る
こ
と
で
、
南
向
き
の
区
画
が
多

く
な
り
、
各
区
画
の
形
状
も
正
方
形
に
近
く

な
る
の
で
建
築
物
の
自
由
度
が
増
し
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
建
売
事
業
の
人
気
が

出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

　
「
さ
ら
に
、
総
区
画
数
も
７
区
画
か
ら
９
区

画
に
増
え
、
各
区
画
の
平
均
面
積
も
１
４
１
．

５
７
㎡
か
ら
１
４
８
．
３
３
㎡
に
増
え
る
の

で
、
Ｘ
社
が
乙
土
地
の
購
入
価
格
の
１
．
６

倍
の
価
格
で
購
入
し
て
も
採
算
が
取
れ
る
と

判
断
し
た
た
め
、
道
路
予
定
地
の
北
側
部
分

を
購
入
し
た
い
の
だ
と
思
い
ま
す
」

２
０
２
３
年
２
月
５
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
の
前
面
道
路
の
路
線
価
（
１
，

３
４
０
千
円
）
と
側
道
の
路
線
価
（
３
９
０
千

円
）
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

物
の
建
築
許
可
が
得
ら
れ
ず
、
建
物
を
建
築

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

　
「
Ｄ
さ
ん
と
交
渉
し
、
丙
土
地
の
間
口
部
分

に
位
置
す
る
、
丁
土
地
の
２
０
㎝
分
を
譲
渡

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
接
道
義
務
を
み
た
し
、

丙
土
地
上
に
新
た
に
建
物
を
建
設
可
能
に
な

り
ま
す
」

２
０
２
２
年
６
月
１
１
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ｘ
社
が
、
乙
土
地
の
購
入
価
格
の
１
．
６

倍
の
価
格
（
単
価
）
を
提
示
し
て
ま
で
道
路

予
定
地
の
甲
土
地
の
北
側
部
分
を
購
入
し
た

い
理
由
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
Ｘ
社
に
よ
る
乙
土
地
単
独
の
開
発
計
画
に

よ
る
と
、
乙
土
地
の
中
央
部
分
を
道
路
と
す

る
こ
と
で
、
各
区
画
の
接
道
義
務
等
を
満
た

す
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
「
一
方
、
Ａ
さ
ん
が
道
路
用
地
を
提
供
し
た



0193

Chapter 3　問題解決策と検討のポイント

２
０
２
３
年
２
月
４
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
を
工
面
す
る
た
め
に
庭

部
分
を
売
却
す
る
場
合
、
甲
土
地
の
う
ち
売

却
す
る
部
分
と
残
す
部
分
は
、
ど
の
よ
う
に

分
割
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
甲
建
物
を
残
し
た
ま
ま
、
甲
土
地
を
売
却

す
る
場
合
は
、
売
却
後
に
甲
建
物
が
違
反
建

築
物
と
な
ら
な
い
よ
う
に
分
割
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
」

　
「
甲
土
地
の
一
部
を
売
却
し
た
後
も
、
残
っ

た
敷
地
が
接
道
義
務
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

と
、
甲
建
物
が
残
っ
た
敷
地
に
対
し
て
、
建

蔽
率
と
容
積
率
を
満
た
し
て
い
る
事
が
最
低

条
件
と
な
り
ま
す
」

　
「
具
体
的
に
は
、
甲
建
物
の
建
築
面
積
は

８
０
㎡
で
、
甲
土
地
の
建
蔽
率
は
５
０
％
な

の
で
、
甲
土
地
の
残
す
部
分
は
、
地
積
を

１
６
０
㎡
以
上
と
し
、
接
道
義
務
を
満
た
す

た
め
に
公
道
に
２
ｍ
以
上
接
す
る
よ
う
な
旗

竿
敷
地
と
し
ま
す
」

　
「
売
却
部
分
は
、
そ
れ
以
外
の
部
分
を
調
整

し
て
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

２
０
２
３
年
６
月
１
１
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
上
に
建
築
基
準
法
上
の
道
路
を
新

設
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま

す
か
」

解
答
例

　
「
位
置
指
定
道
路
の
指
定
を
受
け
る
方
法
が

あ
り
ま
す
」

　
「
位
置
指
定
道
路
と
は
、
建
築
基
準
法
上
の

道
路
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
特
定
行
政

庁
か
ら
位
置
の
指
定
を
受
け
た
私
道
の
こ
と

で
す
」

　
「
新
し
い
道
路
を
私
道
と
し
て
設
け
て
、
特

定
行
政
庁
の
指
定
を
受
け
る
と
位
置
指
定
道

路
と
な
り
、
位
置
指
定
道
路
に
面
し
た
土
地

に
建
物
を
建
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

２
０
２
３
年
６
月
１
７
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ｙ
社
が
甲
土
地
を
取
り
込
ん
で
、
マ
ン

シ
ョ
ン
共
同
開
発
を
望
む
理
由
は
何
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
Ｙ
社
に
よ
る
甲
土
地
の
評
価

が
適
正
か
ど
う
か
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
」

解
答
例

　
「
Ｙ
社
は
、
総
戸
数
３
８
戸
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

タ
イ
プ
マ
ン
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
い
ま
す
」

　
「
丙
ー
１
土
地
だ
け
で
は
１
個
あ
た
り
の
平

均
面
積
は
５
０
㎡
程
度
と
な
る
の
で
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
に
１
戸
あ
た
り
８
０
㎡
以
上
の

広
さ
を
確
保
し
た
い
の
で
、
甲
土
地
を
取
り

込
み
た
い
の
だ
と
思
い
ま
す
」
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02
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

ま
た
が
る
用
途
地
域 

| 

　

敷
地
（
土
地
）
が
異
な
る
複
数
の
用
途
地

域
に
ま
た
が
っ
て
い
る
場
合
は
、
各
種
の
制

限
ご
と
に
適
用
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　

単
純
に
面
積
が
大
き
い
方
の
制
限
が
全
体

に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
制
限
ご
と

に
適
用
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

建
物
の
用
途
制
限

　

敷
地
（
土
地
）
面
積
の
大
き
い
方
の
用
途

地
域
が
、
敷
地
全
体
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

高
さ
の
制
限

　

用
途
境
を
も
っ
て
分
か
れ
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
用
途
地
域
の
制
限
を
受
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
日
影
規
制
の
み
、
用
途
地
域
の

う
ち
最
も
厳
し
い
制
限
が
、
土
地
全
体
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

防
火
規
制
（
防
火
地
域
・
準
防
火
地

域
）

　

最
も
厳
し
い
制
限
が
、
土
地
全
体
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

建
蔽
率
・
容
積
率

　

用
途
地
域
ご
と
の
敷
地
面
積
の
加
重
平
均

で
計
算
し
ま
す
。

　

容
積
率
は
、
前
面
道
路
幅
員
に
注
意
が
必

要
で
す
。
前
面
道
路
幅
員
が
１
２
ｍ
未
満
の

場
合
、
道
路
の
幅
員
に
よ
る
容
積
率
（
基
準

容
積
率
）
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

前
面
道
路
の
幅
員
に
各
自
治
体
が
指
定
し

た
数
値（
４
０
・
６
０
・
８
０
）を
掛
け
た
値
と
、

用
途
地
域
で
指
定
さ
れ
て
い
る
容
積
率
（
指

定
容
積
率
）
の
数
値
と
比
較
し
て
、
小
さ
い

方
の
容
積
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
０
年
１
０
月
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
乙
ビ
ル
の
延
床
面
積
（
Ⅰ
部
分
２
０
０
㎡

＋
Ⅱ
部
分
２
，
６
０
０
㎡
）、
新
し
い
ビ
ル
の

延
床
面
積
（
２
，
４
０
０
㎡
）
は
ど
の
よ
う

な
計
算
の
結
果
で
す
か
。
考
え
方
を
教
え
て
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く
だ
さ
い
」

 

解
答
例

　
「
甲
土
地
の
よ
う
に
、
複
数
の
用
途
地
域
に

ま
た
が
る
地
域
の
容
積
率
は
、
用
途
地
域
ご

と
の
敷
地
面
積
を
加
重
平
均
し
て
計
算
し
ま

す
」

　
「
容
積
率
の
計
算
で
、
全
面
道
路
の
幅
員
が

１
２
ｍ
以
上
の
場
合
に
は
、
用
途
地
域
ご
と

に
定
め
ら
れ
て
い
る
容
積
率
が
そ
の
ま
ま
敷

地
の
容
積
率
の
最
高
限
度
額
と
な
り
ま
す
が
、

１
２
ｍ
未
満
の
場
合
に
は
、
前
面
道
路
幅
員

に
係
数
を
乗
じ
た
容
積
率
と
、
指
定
容
積
率

と
を
比
較
し
て
小
さ
い
方
を
適
用
し
ま
す
」

　
「
甲
土
地
全
体
の
延
床
面
積
は
、
商
業
地
域

が
前
面
道
路
幅
員
に
係
数
を
乗
じ
た
容
積
率
、

第
二
種
住
居
地
域
は
指
定
容
積
率
の
方
が
小

さ
い
の
で
、
２
，
８
０
０
㎡
に
な
り
ま
す
」

　
「
商
業
地
域
は
、
前
面
道
路
幅
員
に
係

数
を
乗
じ
た
容
積
率
の
方
が
小
さ
い
の

で
、
５
０
０
㎡
×
８
ｍ
× 

６
／
１
０ 

＝
２
，
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建
築
物
と
な
り
ま
す
」

　
「
さ
ら
に
、
新
し
い
ビ
ル
に
比
べ
賃
料
を
安

く
せ
ざ
る
を
得
ず
、
大
規
模
修
繕
後
も
賃
料

単
価
や
空
室
率
が
改
善
す
る
か
は
不
透
明
で

す
」

２
０
２
１
年
２
月
１
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
の
敷
地
全
体
を
利
用
し
て
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
店
舗
を
建
築
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
甲
土
地
は
近
隣
商
業
地
域
と
第
一
種
低
層

住
居
専
用
地
域
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
用
途

地
域
が
異
な
る
敷
地
の
場
合
、
過
半
を
占
め

る
用
途
地
域
が
適
用
さ
れ
ま
す
」

　
「
そ
の
た
め
、
甲
土
地
の
敷
地
全
体
を
利
用

し
て
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
店
舗
を
建
築
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

　
「
近
隣
商
業
地
域
の
敷
地
の
み
に
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
を
建
築
し
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用

地
域
に
は
駐
車
場
に
す
る
な
ど
し
て
建
築
す

の
問
題
点
を
そ
れ
ぞ
れ
複
数
項
目
あ
げ
て
く

だ
さ
い
」

 

解
答
例

　
「
Ｙ
社
が
提
案
す
る
２
案
を
勧
め
ま
す
」

　
「
２
案
を
推
奨
す
る
理
由
は
、
将
来
、
長
男

Ｃ
さ
ん
に
不
動
産
賃
貸
業
を
承
継
す
る
こ
と

ま
で
考
え
る
と
、
賃
料
単
価
が
２
割
り
増
し

と
な
り
、
新
築
の
ビ
ル
で
空
室
率
の
改
善
も

見
込
ま
れ
る
２
案
の
方
が
、
長
期
安
定
的
な

不
動
産
賃
貸
業
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
」

　
「
建
て
替
え
に
伴
い
借
入
金
が
発
生
し
ま
す

が
、
借
入
金
は
相
続
時
に
債
務
控
除
と
し
て

相
続
財
産
か
ら
控
除
で
き
る
の
で
、
相
続
税

負
担
の
軽
減
効
果
も
あ
り
ま
す
」

　
「
１
案
の
乙
ビ
ル
（
Ⅱ
部
分
）
の
建
物
を
継

続
し
て
運
用
す
る
こ
と
を
推
奨
し
な
い
理
由

は
、
現
状
の
乙
ビ
ル
（
Ⅱ
部
分
）
は
、
延
床

面
積
が
２
，
６
０
０
㎡
で
幅
員
が
５
ｍ
拡
幅

さ
れ
た
後
の
甲
土
地
の
延
床
面
積
の
上
限
２
，

４
０
０
㎡
を
超
え
て
し
ま
い
、
既
存
不
適
格

４
０
０
㎡
で
す
」

　
「
第
二
種
住
居
地
域
は
指
定
容
積
率
の
方

が
小
さ
い
の
で
、
２
０
０
㎡
×
２
０
０
％
＝

４
０
０
㎡
と
な
り
ま
す
」

　
「
し
た
が
っ
て
、
甲
土
地
全
体
の
延
床
面

積
は
、
２
，
４
０
０
㎡
＋
４
０
０
㎡
＝
２
，

８
０
０
㎡
に
な
り
ま
す
」

　
「
新
し
い
ビ
ル
の
延
床
面
積
（
２
，
４
０
０

㎡
）
は
、
幅
員
が
５
ｍ
拡
幅
さ
れ
た
た
め
全

面
道
路
の
幅
員
が
１
２
ｍ
以
上
に
な
り
、
用

途
地
域
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
容
積
率
が

そ
の
ま
ま
敷
地
の
容
積
率
の
最
高
限
度
額
と

な
り
ま
す
」

•	

商
業
地
域
：
４
０
０
㎡
×
５
０
０
％
＝
２
，

０
０
０
㎡
（
Ⅱ
部
分
）

•	

第
二
種
住
居
地
域
：
２
０
０
㎡
×

２
０
０
％
＝
４
０
０
㎡
（
Ⅱ
部
分
）

 　
「
１
案
と
２
案
の
ど
ち
ら
を
勧
め
ま
す
か
。

推
奨
す
る
案
の
メ
リ
ッ
ト
と
推
奨
し
な
い
案
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る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

 

２
０
２
１
年
２
月
１
４
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
は
、
地
積
が
等
し
い
乙
土
地
と
比

べ
て
、
な
ぜ
低
い
価
格
が
提
示
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
甲
土
地
は
商
業
地
域
と
第
一
種
住
居
地
域

に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
建
蔽
率
、
容
積
率
が

加
重
平
均
に
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。
す
べ
て

商
業
地
域
の
乙
土
地
に
比
べ
、
建
築
可
能
な

建
物
の
面
積
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、

低
い
価
格
が
提
示
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
」

•	

甲
土
地

　

建
築
面
積
： 

７
２
０
㎡　
（
６
０
０
㎡
×

８
０
％
＋
４
０
０
㎡
×
６
０
％
）

　

延
べ
面
積
：
３
，
２
０
０
㎡　
（
６
０
０
㎡

×
４
０
０
％
＋
４
０
０
㎡
×
２
０
０
％
）

•	

乙
土
地

　

建
築
面
積
： 

８
０
０
㎡　
（
１
，
０
０
０
㎡

×
８
０
％
）

　

延
べ
面
積
：
４
，
０
０
０
㎡　
（
１
，

０
０
０
㎡
×
４
０
０
％
）

２
０
２
１
年
６
月
１
３
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
に
Ｘ
社
提
案
の
食
品
ス
ー
パ
ー
の

店
舗
を
建
築
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
」

  

解
答
例

　
「
現
状
で
は
、
甲
土
地
に
Ｘ
社
提
案
の
食
品

ス
ー
パ
ー
の
店
舗
を
建
築
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
」

　
「
甲
土
地
は
、
準
住
居
地
域
と
第
一
種
低
層

住
居
専
用
地
域
の
異
な
る
複
数
の
用
途
地
域

に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
異
な
る
複
数
の
用
途

地
域
に
ま
た
が
る
敷
地
の
場
合
は
、
敷
地
面

積
の
大
き
い
方
の
用
途
地
域
が
敷
地
全
体
に

適
用
さ
れ
ま
す
」

　
「
甲
土
地
の
場
合
、
敷
地
全
体
が
第
一
種
低

層
住
居
専
用
地
域
の
制
限
を
受
け
る
た
め
、

Ｘ
社
提
案
の
食
品
ス
ー
パ
ー
を
建
築
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
」

 　
「
甲
土
地
に
Ｘ
社
提
案
の
食
品
ス
ー
パ
ー

の
店
舗
を
建
築
す
る
た
め
に
は
、
甲
土
地
を

準
住
居
地
域
が
過
半
を
占
め
る
割
合
で
分
筆

す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
」

　
「
Ｘ
社
提
案
の
食
品
ス
ー
パ
ー
の
店
舗
は
、

延
べ
面
積
が
５
０
０
㎡
の
平
家
建
で
す
」

　
「
甲
土
地
を
準
住
居
地
域
が
過
半
を
占
め
る

よ
う
に
分
筆
す
る
と
、
甲
土
地
の
用
途
制
限

は
準
住
居
地
域
が
敷
地
全
体
に
適
用
さ
れ
、

１
万
㎡
以
下
の
店
舗
の
建
築
が
可
能
に
な
り

ま
す
」

　
「
分
筆
後
の
敷
地
が
、
Ｘ
社
の
建
設
計
画
を

満
た
す
こ
と
や
最
低
敷
地
面
積
以
上
に
な
る

よ
う
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

２
０
２
１
年
１
０
月
１
０
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
あ
な
た
は
Ａ
さ
ん
に
Ｘ
社
と
の
土
地
の
交

換
に
あ
た
っ
て
、
Ｉ
案
と
Ｉ
Ｉ
案
の
ど
ち
ら

を
勧
め
ま
す
か
。 

そ
の
理
由
と
と
も
に
教
え

て
く
だ
さ
い
」
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１
，
０
０
０
㎡
、
第
一
種
住
居
地
域
が
１
，

２
０
０
㎡
な
の
で
、
敷
地
全
体
が
第
一
種
住

居
地
域
の
制
限
を
受
け
ま
す
」

　
「
Ｘ
社
が
計
画
し
て
い
る
、
鉄
骨
造
３
階
建

て
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
、
延
べ
面
積
が
４
，

８
０
０
㎡
で
す
」

　
「
第
一
種
住
居
地
域
で
は
延
べ
面
積
３
，

０
０
０
㎡
を
超
え
る
建
物
の
建
設
は
で
き
な

い
の
で
、
乙
土
地
単
体
で
は
Ｘ
社
が
計
画
し

て
い
る
店
舗
の
建
設
は
で
き
ま
せ
ん
」

　
「
甲
土
地
と
乙
土
地
を
一
体
と
し
た
場
合
に

は
、
敷
地
全
体
に
占
め
る
近
隣
商
業
地
域
の

割
合
が
大
き
く
な
る
の
で
、
近
隣
商
業
地
域

が
敷
地
全
体
に
適
用
さ
れ
ま
す
」

　
「
近
隣
商
業
地
域
で
は
、
５
０
０
㎡
超
の
店

舗
は
建
設
可
能
な
の
で
、
Ｘ
社
が
計
画
し
て

い
る
、
延
べ
面
積
が
４
，
８
０
０
㎡
の
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
を
建
設
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」

地
の
一
部
を
残
す
こ
と
で
、
Ｔ
駅
前
か
ら
延

び
る
地
域
の
準
幹
線
道
路
だ
け
で
な
く
６
ｍ

の
区
道
か
ら
も
人
や
車
両
の
出
入
り
が
可
能

に
な
り
、
来
客
数
の
増
加
や
利
便
性
が
向
上

す
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
道
路
に
挟
ま
れ
て
い
る
宅
地
の
評
価
額
は

二
方
路
線
影
響
加
算
率
に
よ
る
調
整
を
行
い

計
算
し
ま
す
」

２
０
２
２
年
２
月
５
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ⅰ
案
で
、
乙
土
地
単
体
で
は
Ｘ
社
が
計
画

し
て
い
る
店
舗
を
建
設
で
き
な
い
理
由
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
乙
土
地
は
、
近
隣
商
業
地
域
と
第
一
種
住

居
地
域
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
敷
地
が
異
な

る
複
数
の
用
途
地
域
に
ま
た
が
っ
て
い
る
場

合
は
、
敷
地
面
積
の
大
き
い
方
の
用
途
地
域

が
、
敷
地
全
体
に
適
用
さ
れ
ま
す
」

　
「
乙
土
地
の
場
合
、
近
隣
商
業
地
域
が

解
答
例

　
「
Ⅱ
案
を
勧
め
ま
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
は
、
甲
土
地
に
つ
い
て
、
で
き
れ

ば
長
期
的
な
土
地
の
有
効
活
用
を
し
て
お
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
「
現
時
点
で
の
活
用
方
法
は
決
ま
っ
て
い
な

い
の
で
、
建
物
の
用
途
制
限
な
ど
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
甲
土
地
部
分
の
面
積
が
大

き
く
な
る
、
Ⅱ
案
を
勧
め
ま
す
」

　
「
複
数
の
用
途
地
域
に
ま
た
が
る
場
合
、
建

蔽
率
や
容
積
率
は
、
用
途
地
域
ご
と
の
敷
地

面
積
の
加
重
平
均
で
計
算
し
ま
す
」

　
「
複
数
の
用
途
地
域
に
ま
た
が
る
場
合
、
高

さ
の
制
限
は
、
用
途
境
で
分
か
れ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
地
域
の
制
限
を
受
け
ま
す
」

　
「
Ｘ
社
が
変
更
案
で
も
対
応
す
る
と
返
答
し

た
の
は
、
変
更
案
で
も
、
６
階
建
て
、
延
べ

面
積
９
０
０
㎡ 

の
Ｘ
社
が
計
画
し
て
い
る
支

社
ビ
ル
を
建
設
可
能
で
あ
る
こ
と
と
、
乙
土
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「
Ⅱ
案
で
、
丙
土
地
単
体
で
は
Ｙ
社
が
計
画

し
て
い
る
店
舗
を
建
設
で
き
な
い
理
由
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
丙
土
地
も
、
近
隣
商
業
地
域
と
第
一
種
住

居
地
域
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
敷
地
が
異
な

る
複
数
の
用
途
地
域
に
ま
た
が
っ
て
い
る
場

合
の
建
蔽
率
は
、
用
途
地
域
ご
と
の
敷
地
面

積
の
加
重
平
均
で
計
算
し
ま
す
」

　
「
丙
土
地
の
建
築
面
積
は
、
近
隣
商
業
地

域
部
分
が
３
６
０
㎡
、
第
一
種
住
居
地
域
部

分
が
８
４
０
㎡
で
丙
土
地
全
体
で
は
、
１
，

２
０
０
㎡
で
す
」

　
「
Ｙ
社
が
計
画
し
て
い
る
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

は
、
建
築
面
積
が
１
，
３
０
０
㎡
な
の
で
、

丙
土
地
に
は
Ｙ
社
が
計
画
し
て
い
る
店
舗
を

建
設
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

　
「
甲
土
地
と
丙
土
地
を
一
体
と
し
た
場
合
に

は
、
建
蔽
率
の
緩
和
に
つ
い
て
特
定
行
政
庁

が
指
定
し
た
角
地
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」

　
「
甲
土
地
と
丙
土
地
を
一
体
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
建
築
面
積
は
、
近
隣
商
業
地
域

部
分
が
１
，
０
０
０
㎡
、
第
一
種
住
居
地

域
部
分
が
９
６
０
㎡
で
丙
土
地
全
体
で
は
、

１
９
６
０
㎡
に
な
る
の
で
、
Ｙ
社
が
計
画
し

て
い
る
、
建
築
面
積
が
１
，
３
０
０
㎡
の
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
建
設
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
」

２
０
２
４
年
２
月
１
０
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
に
Ｘ
社
が
希
望
す
る
店
舗
を
建
築

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
現
状
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
甲
土
地
は
、
近

隣
商
業
地
域
と
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

の
異
な
る
複
数
の
用
途
地
域
に
ま
た
が
っ
て

お
り
、
異
な
る
複
数
の
用
途
地
域
に
ま
た
が

る
敷
地
の
場
合
は
、
敷
地
面
積
の
大
き
い
方

の
用
途
地
域
が
敷
地
全
体
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

甲
土
地
の
場
合
、
敷
地
全
体
が
第
一
種
低
層

住
居
専
用
地
域
の
制
限
を
受
け
る
た
め
、
Ｘ

社
が
希
望
す
る
店
舗
を
建
築
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
「
甲
土
地
に
Ｘ
社
が
希
望
す
る
店
舗
を
建
築

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
甲
土
地
を
近
隣
商
業
地
域
が
過
半
を
占

め
る
割
合
で
分
筆
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
Ｘ
社
が
希
望
す
る
店
舗
は
、
延
べ
面
積

５
０
０
㎡
の
鉄
骨
造
平
屋
建
て
で
す
。
甲
土

地
を
近
隣
商
業
地
域
が
過
半
を
占
め
る
よ
う

に
分
筆
す
る
と
、
甲
土
地
の
用
途
制
限
は
準

住
居
地
域
が
敷
地
全
体
に
適
用
さ
れ
、
店
舗

の
建
築
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
分
筆
後
の
敷

地
が
、
Ｘ
社
の
建
設
計
画
を
満
た
す
こ
と
や

最
低
敷
地
面
積
以
上
に
な
る
よ
う
に
分
筆
す

る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
」
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03
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

不
動
産
投
資
の
評
価
手
法 

| 

　

不
動
産
投
資
を
行
う
賃
貸
物
件
を
選
ぶ
際

の
決
め
手
の
ひ
と
つ
に
、
そ
の
物
件
が
将
来

ど
の
く
ら
い
の
利
益
を
上
げ
る
の
か
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
様
々
な
判
断
手
法
を
用

い
て
、
不
動
産
の
価
格
と
収
益
の
関
連
を
調

べ
数
値
を
算
出
し
ま
す
。

原
価
法

　

該
当
不
動
産
を
仮
に
も
う
一
度
建
築
し
た

場
合
の
費
用
（
再
調
達
原
価
）
を
算
出
し
築

年
数
に
応
じ
て
現
在
価
値
に
割
り
引
き
、
現

在
価
値
を
推
定
し
ま
す
。

取
引
事
例
比
較
法

　

対
象
の
不
動
産
と
条
件
が
似
た
物
件
の
取

引
事
例
を
多
く
集
め
た
う
え
で
、
補
正
や
修

正
を
行
っ
て
物
件
価
格
を
比
較
評
価
す
る
手

法
で
す
。

収
益
還
元
法

　

物
件
の
将
来
収
益
を
軸
に
算
出
す
る
も
の

で
、
原
価
法
や
取
引
事
例
比
較
法
に
比
べ
て

合
理
的
な
方
法
で
す
。

　

収
益
還
元
法
に
は
直
接
還
元
法
と
Ｄ
Ｃ
Ｆ

法
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

直
接
還
元
法

　

一
定
期
間
の
収
益
を
還
元
利
回
り
で
除
し

て
収
益
価
格
を
算
出
し
ま
す
。

　

還
元
利
回
り
と
は
、
不
動
産
が
も
た
ら
す

投
資
利
回
り
の
こ
と
で
、
キ
ャ
ッ
プ
レ
ー
ト

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｃ
Ｆ
法

　

不
動
産
の
保
有
期
間
中
に
得
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
純
収
益
の
現
在
価
値
と
、
将
来
の

売
却
価
格
の
現
在
価
値
を
合
計
す
る
こ
と
に

よ
り
収
益
価
格
を
算
出
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
は
、
不
動
産
に
限
ら
ず
、
株
式

な
ど
の
証
券
投
資
を
は
じ
め
広
く
用
い
ら
れ

て
い
る
投
資
評
価
方
法
で
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
０
年
９
月
２
７
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ｙ
社
が
提
案
す
る
購
入
価
格
の
算
出
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｙ

社
が
指
摘
す
る
増
築
し
た
１
階
の
倉
庫
部
分
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は
、
何
が
問
題
と
な
る
の
で
す
か
」

解
答
例

 　
「
Ｙ
社
が
提
案
す
る
購
入
希
望
価
格
５
億

円
の
算
出
方
法
は
、
純
収
益
に
対
し
て
６
％

の
利
回
り
で
算
出
し
て
い
る
の
で
収
益
還
元

法
の
直
接
還
元
法
で
算
出
し
て
い
ま
す
」

　
「
収
益
還
元
法
と
は
、
不
動
産
の
収
益
性
に

着
目
し
た
不
動
産
価
格
の
評
価
方
法
で
、
対

象
の
不
動
産
か
ら
将
来
的
に
生
み
出
さ
れ
る

価
値
を
現
在
価
値
に
割
り
引
い
て
不
動
産
価

格
を
決
定
し
ま
す
」

　
「
収
益
還
元
法
に
は
、
直
接
還
元
法
と
Ｄ
Ｃ

Ｆ
法
の
二
種
類
が
あ
り
、
直
接
還
元
法
は
、

対
象
不
動
産
の
一
定
期
間
の
収
益
を
還
元
利

回
り
で
割
っ
て
計
算
し
ま
す
」

　
「
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
は
、
将
来
的
に
得
ら
れ
る
利
益

と
売
却
時
の
予
想
価
格
を
現
在
の
価
格
に
割

り
引
き
、
そ
の
合
計
額
を
不
動
産
価
格
と
す

る
方
法
で
す
」

と
条
件
が
似
た
物
件
の
取
引
事
例
を
多
く
集

め
、
取
引
価
格
に
事
情
補
正
・
時
点
修
正
を

行
い
、
地
域
要
因
の
比
較
・
個
別
的
要
因
の

比
較
を
行
な
っ
て
求
め
た
価
格
を
比
較
考
慮

し
比
準
価
格
を
求
め
ま
す
」

　
「
収
益
還
元
法
と
は
、
対
象
不
動
産
の
将
来

収
益
を
軸
に
算
出
す
る
も
の
で
、
直
接
還
元

法
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
」

　
「
直
接
還
元
法
は
、
一
定
期
間
の
収
益
を
還

元
利
回
り
で
割
っ
て
計
算
し
ま
す
」

　
「
期
待
す
る
利
回
り
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
価

格
は
低
く
評
価
さ
れ
ま
す
」

　
「
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
は
、
不
動
産
の
保
有
期
間
中
に

得
ら
れ
る
収
益
と
売
却
益
を
、
現
在
価
値
に

割
り
戻
し
て
算
出
す
る
方
法
で
、
不
動
産
に

限
ら
ず
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
投
資
評
価

で
す
」

２
０
２
１
年
９
月
２
６
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ａ
さ
ん
が
甲
土
地
の
有
効
利
用
（
建
設
投

資
）
を
決
定
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
判

断
基
準
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
物
件
が
将
来
ど
の
く
ら
い
の
利
益
を
上
げ

る
の
か
、
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
購
入
価
格

と
将
来
収
益
の
関
係
を
精
査
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
判
断
基
準
と
し
て
は
、
原
価
法
、

取
引
事
例
比
較
法
、
収
益
還
元
法
の
三
種
類

が
あ
り
ま
す
」

　
「
色
々
な
判
断
手
法
を
使
っ
て
不
動
産
の
価

格
と
収
益
の
関
係
性
を
調
べ
、
数
値
を
算
出

し
判
断
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」

　
「
原
価
法
は
、
対
象
不
動
産
の
再
調
達
原
価

を
求
め
、
再
調
達
原
価
に
つ
い
て
減
価
修
正

を
行
い
積
算
価
格
を
求
め
ま
す
」

　
「
コ
ス
ト
計
算
に
よ
る
評
価
で
わ
か
り
や
す

い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」

　
「
取
引
事
例
比
較
法
と
は
、
対
象
の
不
動
産
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04
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

権
利
金
の
認
定
課
税
・
土
地
の
無
償
返
還
に
関
す
る
届
出
書 

| 

　

権
利
金
の
認
定
課
税
と
は
、
地
主
と
借
地

人
の
関
係
が
法
人
と
そ
の
法
人
を
経
営
す
る

役
員
の
場
合
で
、
権
利
金
を
払
う
習
慣
が
あ

る
土
地
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
権
利
金
や

相
当
の
地
代
を
支
払
わ
ず
に
土
地
を
無
償
で

借
り
た
場
合
、「
借
主
は
貸
主
か
ら
借
地
権
を

も
ら
っ
た
も
の
」
と
み
な
さ
れ
る
た
め
、
借

主
に
は
権
利
金
相
当
額
の
受
贈
益
が
計
上
さ

れ
、
多
額
の
税
金
を
納
税
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

権
利
金
の
認
定
課
税
を
避
け
る
た
め
に
は
、

借
主
が
権
利
金
や
相
当
の
地
代
（
年
間
地
価

の
６
％
に
相
当
）
を
、
貸
主
に
支
払
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

相
当
の
地
代
の
支
払
い
が
あ
る
場
合
に
は
、

権
利
金
の
授
受
が
な
く
て
も
権
利
金
の
認
定

課
税
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

相
当
の
地
代
よ
り
低
い
金
額
や
無
償
で
土

地
を
貸
す
場
合
は
、
土
地
の
無
償
返
還
に
関

す
る
届
出
書
を
提
出
す
る
と
権
利
金
を
支
払

わ
な
い
代
わ
り
に
、
土
地
は
無
償
で
返
還
し

ま
す
と
い
う
意
思
表
示
と
な
り
権
利
金
の
認

定
課
税
を
回
避
で
き
ま
す
。

　

土
地
の
無
償
返
還
の
届
出
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
土
地
に
関
し
て
相
続
が
発
生
し
た
場

合
は
、
地
代
が
有
償
か
無
償
か
に
よ
っ
て
評

価
額
は
異
な
り
ま
す
。

　

有
償
の
場
合
は
賃
貸
借
、
無
償
の
場
合
は

使
用
貸
借
と
な
り
ま
す
。

　

使
用
貸
借
の
場
合
、
対
象
の
土
地
に
係
る

借
地
権
の
価
額
は
ゼ
ロ
と
規
定
さ
れ
て
い
る

為
、
土
地
を
貸
し
付
け
て
い
た
と
し
て
も
借

地
権
相
当
額
は
差
し
引
け
ま
せ
ん
。

　

賃
貸
借
の
場
合
、
自
用
地
価
額
の
８
０
％

を
土
地
の
評
価
額
と
し
て
計
算
で
き
ま
す
。

　

借
地
権
の
評
価
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
て
も
、
実

質
的
に
土
地
の
利
用
制
限
が
あ
る
の
で
土
地

の
評
価
額
は
２
０
％
下
が
り
ま
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
４
年
２
月
１
８
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
Ｘ
社
は
土
地
の
無
償
返
還
に
関
す
る
届
出

書
を
所
轄
税
務
署
に
提
出
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
手
続
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
ま

す
か
」
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解
答
例

　
「
個
人
が
所
有
す
る
土
地
に
、
会
社
名
義
の

建
物
を
建
て
る
場
合
、
税
務
上
、
権
利
金
の

認
定
課
税
の
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
」

　
「
権
利
金
と
は
、
他
人
の
土
地
に
借
地
権
を

設
定
し
て
建
物
を
建
て
る
と
き
に
、
賃
借
人

が
地
主
に
支
払
う
金
銭
の
こ
と
で
す
。
こ
の

権
利
金
を
授
受
す
る
取
引
の
慣
行
が
あ
る
地

域
で
、
そ
の
授
受
が
行
わ
れ
な
い
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
行
為
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
、

税
務
上
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
「
土
地
の
無
償
返
還
に
関
す
る
届
出
書
を
提

出
す
る
こ
と
で
、
借
地
人
は
権
利
金
を
支
払

わ
な
く
て
も
よ
く
、
地
代
に
つ
い
て
も
、
低

額
か
支
払
わ
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
」

　
「
留
意
点
は
、
地
代
を
無
償
に
し
な
い
こ
と

で
す
」

　
「
仮
に
無
償
で
あ
っ
て
も
権
利
金
の
認
定
課

税
を
避
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
無
償
も

し
く
は
固
定
資
産
税
等
と
同
等
の
金
額
だ
と

使
用
貸
借
契
約
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
」

　
「
使
用
貸
借
契
約
の
場
合
、
相
続
が
発
生
し

た
際
に
貸
宅
地
と
さ
れ
ず
、
相
続
税
評
価
額

の
減
額
が
適
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
」

　
「
土
地
の
無
償
返
還
に
関
す
る
届
出
書
を
提

出
し
た
土
地
の
相
続
税
評
価
額
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」

解
答
例

　
「
土
地
の
無
償
返
還
に
関
す
る
届
出
書
を
提

出
し
た
場
合
は
、
将
来
、
無
償
で
土
地
を
返

還
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
借
地
権
に
価
値

は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
「
た
だ
し
、
実
際
に
は
借
主
が
土
地
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
貸
宅
地
と
し

て
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
自
用
地

評
価
額
の
８
０
％
で
価
額
を
評
価
し
ま
す
」

　
「
ま
た
、
相
続
税
の
申
告
で
は
、
借
主
で
あ

る
会
社
の
株
式
の
評
価
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

会
社
の
株
式
を
評
価
す
る
と
き
は
、
自
用
地

評
価
額
の
２
０
％
を
会
社
の
純
資
産
価
額
に

加
算
し
ま
す
」

　
「
土
地
の
無
償
返
還
に
関
す
る
届
出
書
を
提

出
し
た
場
合
、
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
は
適

用
で
き
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
土
地
の
無
償
返
還
に
関
す
る
届
出
書
を
提

出
し
て
い
れ
ば
、
貸
付
事
業
用
宅
地
か
特
定

同
族
会
社
事
業
用
宅
地
に
該
当
し
、
小
規
模

宅
地
等
の
特
例
が
適
用
で
き
ま
す
」

　
「
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
が
適
用
で
き
る
の

は
、そ
の
土
地
が
有
償
の
賃
貸
借
契
約
に
よ
っ

て
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
」

　
「
他
に
権
利
金
の
認
定
課
税
を
回
避
す
る
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

解
答
例

　
「
借
地
人
で
あ
る
Ｘ
社
が
、
地
主
で
あ
る
Ａ

さ
ん
に
相
当
の
地
代
を
支
払
う
と
認
定
課
税

は
な
く
な
り
ま
す
」

　
「
こ
の
場
合
の
相
当
の
地
代
と
は
、
そ
の
土

地
の
更
地
価
格
の
６
％
程
度
の
金
額
で
す
」
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05
問
題
解
決
策
と
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

 

| 

筆
界
と
所
有
権
界　

時
効
取
得 

| 

　

筆
界
と
は
、
土
地
が
登
記
さ
れ
た
際
に
、

そ
の
土
地
の
範
囲
を
区
画
す
る
も
の
と
し
て

法
律
上
で
定
め
ら
れ
た
土
地
の
境
界
で
、
分

筆
や
合
筆
の
登
記
手
続
に
よ
り
変
更
さ
れ
て

い
な
い
か
ぎ
り
、
登
記
さ
れ
た
と
き
の
区
画

線
が
そ
の
ま
ま
現
在
の
筆
界
と
な
り
ま
す
。　

　

筆
界
は
、
所
有
者
間
の
合
意
な
ど
に
よ
っ

て
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

所
有
権
界
と
は
、
所
有
権
の
範
囲
を
示
す

私
法
上
の
境
界
で
、
所
有
者
間
の
合
意
な
ど

に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

通
常
、
筆
界
と
所
有
権
界
は
一
致
し
ま
す

が
、
土
地
の
一
部
を
譲
渡
し
た
り
、
ほ
か
の

人
が
時
効
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
し
た
場

合
に
、
筆
界
と
所
有
権
界
が
一
致
し
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

土
地
の
筆
界
を
め
ぐ
る
問
題
が
生
じ
た
と

き
に
は
、
裁
判
（
筆
界
確
定
訴
訟
）
に
よ
っ

て
筆
界
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
方
法
も
あ

り
ま
す
が
、「
筆
界
特
定
制
度
」
を
活
用
す
る

と
、
筆
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
裁
判
な
し

で
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

筆
界
特
定
制
度
と
は
、
筆
界
特
定
登
記
官

が
、
筆
界
調
査
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

筆
界
の
位
置
を
特
定
す
る
制
度
で
す
。

　

筆
界
特
定
と
は
新
た
に
筆
界
を
決
め
る
こ

と
で
は
な
く
、
も
と
も
と
あ
っ
た
筆
界
を
筆

界
特
定
登
記
官
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

時
効
取
得

　

他
人
の
土
地
を
自
分
の
土
地
と
信
じ
て
長

年
使
用
し
て
い
た
場
合
、
土
地
の
所
有
権
を

時
効
取
得
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

時
効
取
得
と
は
他
人
の
物
を
一
定
期
間
所

有
し
た
場
合
に
、
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
時

効
に
よ
り
自
分
の
物
に
で
き
る
制
度
で
す
。

　

土
地
の
所
有
権
の
時
効
取
得
が
成
立
す
る

た
め
に
は
、
占
有
者
が
、
所
有
の
意
思
を
も
っ

て
平
穏
か
つ
公
然
と
占
有
を
開
始
し
、
原
則

２
０
年
間
継
続
し
て
占
有
す
る
こ
と
が
条
件

で
す
。

　

た
だ
し
、
所
有
権
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て

知
ら
ず
過
失
が
な
い
場
合
は
、
１
０
年
間
で

時
効
取
得
を
主
張
で
き
ま
す
。

　

土
地
の
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
所
有
権
移
転
登
記
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。



0205

Chapter 3　問題解決策と検討のポイント

　

こ
の
所
有
権
移
転
登
記
は
、
原
則
、
旧
所

有
者
と
時
効
取
得
し
た
新
所
有
者
が
共
同
で

行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
有
権
移
転
登
記
手
続
請
求
訴

訟
に
よ
っ
て
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
時
効
取
得
者
だ
け
で
移
転
登
記
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
３
年
９
月
２
４
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
土
地
の
境
界
に
は「
筆
界
」と「
所
有
権
界
」

と
い
う
２
つ
の
概
念
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
筆
界
と
は
法
律
上
で
定
め
ら
れ
た
土
地
の

境
界
の
こ
と
で
す
」

　
「
一
度
特
定
し
た
筆
界
は
勝
手
に
変
更
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
分
筆
や
合
筆
等
の
登
記
を

し
な
い
と
、
筆
界
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
」

　
「
所
有
権
界
と
は
、所
有
権
の
範
囲
を
示
す
、

私
法
上
の
境
界
の
こ
と
で
す
」

　
「
所
有
者
間
の
合
意
な
ど
に
よ
っ
て
、
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
「
Ａ
さ
ん
は
Ｂ
さ
ん
が
占
有
す
る
丙
部
分
を

返
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
返
し
て
も
ら
え
な
い
可
能
性
が
高
い
と
思

い
ま
す
」

　
「
丙
部
分
は
Ｂ
さ
ん
の
土
地
と
し
て
長
年
使

用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
丙
部
分
の
所
有
権
を

時
効
取
得
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
」

　
「
Ｂ
さ
ん
は
、
２
２
年
前
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
ま

で
が
乙
土
地
と
言
わ
れ
て
購
入
し
た
も
の
で
、

時
効
に
よ
り
そ
の
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し

た
と
主
張
し
、
な
お
か
つ
２
２
年
に
わ
た
り

丙
部
分
を
堂
々
と
占
有
し
て
い
た
こ
と
を
証

明
で
き
れ
ば
、
Ｂ
さ
ん
が
そ
の
土
地
の
所
有

権
を
取
得
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

　
「
丙
部
分
を
時
効
取
得
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
時
効
取
得
を
登
記
す
る
た
め
に
は
、
丙
部

分
の
土
地
を
分
筆
登
記
を
し
て
、
時
効
取
得

で
所
有
者
が
Ｂ
さ
ん
に
な
っ
た
と
い
う
所
有

権
移
転
登
記
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
「
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
Ｂ
さ
ん
と
の
間

で
筆
界
を
特
定
し
て
、
越
境
状
態
で
あ
る
こ

と
を
互
い
に
確
認
し
、
丙
部
分
に
つ
い
て
使

用
貸
借
契
約
や
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
で
時
効
取
得
が
成
立
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」

　
「
筆
界
を
特
定
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
境
界
確
定
訴
訟
や
筆
界
特
定
制
度
を
活
用

し
て
、
境
界
を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
」

　
「
公
図
や
地
積
測
量
図
の
ほ
か
、
甲
土
地
周

辺
の
古
い
写
真
な
ど
で
、
Ａ
さ
ん
の
主
張
す

る
境
界
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
方
法
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
」
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問
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検
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ポ
イ
ン
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| 

隣
地
使
用
権　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
備
設
置
権
・
設
備
使
用
権 

| 

隣
地
使
用
権

　

自
分
の
土
地
で
の
作
業
を
行
う
た
め
に
隣

地
に
立
ち
入
る
必
要
が
あ
っ
た
場
合
、
隣
地

の
使
用
に
関
し
て
隣
地
所
有
者
の
承
諾
が
な

け
れ
ば
立
入
り
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
２
３
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
民
法

の
改
正
に
よ
り
、
承
諾
を
得
ら
れ
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
隣
地
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

隣
地
を
使
用
し
た
い
場
合
は
、
原
則
と
し

て
事
前
に
、
そ
の
目
的
、
日
時
、
場
所
及
び

方
法
を
隣
地
所
有
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、　

急
を
要
す
る
場
合
や
、
隣
地
所

有
者
等
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
り
、
所
有
者
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が
所
在
不
明
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
隣
地
の
使
用
を
開

始
し
た
後
に
遅
滞
な
く
通
知
す
る
こ
と
で
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
備
設
置
権
・
設
備

使
用
権

　

旧
民
法
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
他
の
土
地
に
設
置
す
る
な

ど
の
規
定
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
隣
地
の
所
有
者
に
設
備
の

設
置
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
場
合
や
、
隣
地

の
所
有
者
が
所
在
不
明
で
あ
る
場
合
等
に
は
、

隣
地
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。

　

民
法
の
改
正
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

確
保
す
る
た
め
の
設
備
設
置
権
や
設
備
使
用

権
が
規
定
さ
れ
、
他
の
土
地
に
設
備
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
他
人
が
所

有
す
る
設
備
を
使
用
し
な
け
れ
ば
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
継
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
に
限
り
、
必
要
な
範
囲
内
で
他
の
土

地
に
設
備
を
設
置
し
た
り
、
他
人
が
所
有
す

る
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
備
の
設
置
・
使
用
に
お

い
て
、
隣
地
使
用
権
と
の
違
い
は
、
例
外
な

く
事
前
に
、
そ
の
目
的
、
場
所
及
び
方
法
を

他
の
土
地
等
の
所
有
者
や
、
他
の
土
地
を
使

用
し
て
い
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。

　

他
の
土
地
等
の
所
有
者
が
所
在
不
明
で

あ
っ
て
も
、
事
前
の
通
知
が
必
要
で
す
。　
　

　

相
手
方
が
不
明
な
場
合
は
公
示
に
よ
る
意

思
表
示
が
必
要
で
す
。

過
去
に
出
題
さ
れ
た
Ｆ
Ｐ
へ
の
質
問

事
項

２
０
２
３
年
６
月
１
１
日
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

　
「
甲
土
地
を
分
割
す
る
と
隣
地
に
設
備
を
設

置
し
な
け
れ
ば
、
上
下
水
道
管
等
の
供
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」

　
「
分
割
後
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
問
題
な
く
確

保
で
き
ま
す
か
」

解
答
例

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
隣
地
の
所
有
者
に
設
備
の

設
置
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
場
合
や
、
隣
地

の
所
有
者
が
所
在
不
明
で
あ
る
場
合
等
に
は
、

隣
地
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
が
、

必
要
な
範
囲
内
で
、
他
の
土
地
に
設
備
を
設

置
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
備
設
置
権
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
」

　
「
今
後
は
、
隣
地
の
所
有
者
が
所
在
不
明
で

承
諾
を
得
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
隣

地
を
使
用
し
て
給
水
管
を
引
き
込
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」



お
わ
り
に

合
格
率
１
割
の
難
関
試
験
、
Ｆ
Ｐ
１
級
学
科
試
験
。

し
か
し
、
学
科
試
験
を
合
格
し
た
だ
け
で
は
Ｆ
Ｐ
１
級
技
能
士

の
称
号
は
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｆ
Ｐ
１
級
技
能
士
と
し
て
の
資
質
が
審
査
さ
れ
る
。
Ｆ
Ｐ
１
級

実
技
試
験
が
待
っ
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
の
合
格
率
は
８
割
以
上
で
す
が
、
Ｆ
Ｐ
１

級
試
験
は
そ
ん
な
に
甘
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

難
関
試
験
の
学
科
試
験
を
突
破
し
た
猛
者
た
ち
の
う
ち
５
人
に

１
人
は
不
合
格
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
た
ら
、
そ
の
難
易
度
は

想
像
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。

学
科
試
験
を
合
格
し
て
も
、
し
っ
か
り
実
技
試
験
対
策
を
し
な

い
と
５
人
に
１
人
の
不
合
格
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

学
科
試
験
に
合
格
し
た
も
の
の
、
実
技
試
験
の
勉
強
方
法
が
わ

か
ら
な
い
。

テ
キ
ス
ト
や
過
去
問
集
は
何
を
選
べ
ば
良
い
？

面
接
試
験
で
何
を
聞
か
れ
る
？

実
技
試
験
を
体
験
し
て
み
た
い
。

Ｆ
Ｐ
試
験
の
受
験
生
か
ら
質
問
が
多
く
届
き
ま
し
た
。

Ｆ
Ｐ
１
級
試
験
は
受
験
生
も
少
な
く
孤
独
な
戦
い
で
す
。

謎
多
き
、
Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
の
雰
囲
気
が
少
し
で
も
受
験
生

に
伝
わ
れ
ば
と
思
い
、
本
書
を
執
筆
し
ま
し
た
。

私
と
し
て
は
ベ
ス
ト
な
内
容
を
書
い
た
つ
も
り
で
す
が
、
ご
質

問
や
ご
意
見
、
間
違
っ
て
い
る
箇
所
、
よ
り
良
い
回
答
な
ど
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
レ
ビ
ュ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
率

直
な
感
想
を
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
な
た
の
Ｆ
Ｐ
１
級
技
能
士
試
験
合
格
を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、お
願
い
で
す
。　

本
書
を
読
ん
で
み
て
少
し
で
も
「
役

に
立
っ
た
」「
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
星
だ

け
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
レ
ビ
ュ
ー
を
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
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Ｆ
Ｐ
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Ｆ
Ｐ
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Ｐ
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Ｆ
Ｐ
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Ｆ
Ｐ
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模
擬
面
接
実
施
中

F
Ｐ
１
級
実
技
試
験
受
験
者
を
対
象
に
、
模
擬
面
接
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

・
身
近
に
実
技
試
験
を
熟
知
し
た
面
接
相
手
が
い
な
い

・
実
技
試
験
が
謎
す
ぎ
て
不
安

・
実
技
試
験
の
学
習
方
法
が
わ
か
ら
な
い

設
例
の
受
け
答
え
だ
け
で
な
く
、
実
技
試
験
の
様
子
や

準
備
し
て
お
い
た
方
が
良
い
こ
と
、
そ
の
他
、
Ｆ
Ｐ
業

務
に
関
す
る
こ
と
も
話
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://sik

e
n
.k
u
su
m
o
to
-fp
.c
o
m
/

m
ogim

ensetsu/



F
Ｐ
１
級
実
技
試
験
対
策
講
座

講
師
の
実
技
試
験
体
験
や
受
験
経
験
者
の
意
見
を
も
と

に
、
過
去
の
設
例
を
分
析
・
検
討
し
、
実
技
試
験
で
重

要
な
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
、
面
接
試
験
の
雰

囲
気
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
問
題
は
、
講
座
内
で
質
問
す
る
こ
と
が
で

き
、
他
の
受
講
生
と
も
共
有
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
自
分
に
合
っ

た
ス
タ
イ
ル
で
受
講
で
き
、
時
間
が
な
い
日
は
10
分
だ

け
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.kusum

oto-fp.com
/lm
s01/



•	

Ｆ
Ｐ
１
級
実
技
試
験
の
教
科
書

•	

２
０
２
３
年
９
月
13
日　

第
１
刷
発
行

•	

著
者	

　
　

く
す
も
と
Ｆ
Ｐ
事
務
所

•	

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

	

　
　

く
す
も
と
Ｆ
Ｐ
事
務
所

•	

書
籍
連
動
サ
イ
ト

https://siken.kusum
oto-fp.com

/

•	
YouTube

https://youtube.com
/@
fp1st

https://www.kusumoto-fp.com/fp1_mail_seminar/



・お問い合わせ先

くすもとＦＰ事務所のお問い合わせフォームより入力してください。

https://www.kusumoto-fp.com/contact-us/

フォームがご利用いただけない場合のメールでの問い合わせ先

info@kusumoto-fp.com

Copyright © 2024 くすもと FP事務所


